


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　もくじ






序　章　崩壊、前日

第一章　起＠陣内忍＆米咲尋

第二章　承＠内幕隼＆八河巴

第三章　転＠菱神舞＆病魔の使役者

第四章　決＠？？？

終　章　崩壊、決行



あとがき









[image: インテリビレッジの座敷童(6)]













　　序　章　崩ほう壊かい、前日







　人の世は、もはや情報の渦からは逃れられない。

　一見のどかに見える田舎の田園風景にだって、テレビやラジオの電波は降ってくる。携帯電話、Ｗｉ‐Ｆｉ、ＬＴＥなどのネット環かん境きよう。防犯カメラやドライブレコーダーなどの防犯網。衛星放送にＧＰＳに気象予報図などの衛星通信。警察無線や消防無線。航空・船舶などの管制システム。他にも官民から素人のハム無線まで、空気に溶け込むようにクリアな情報の渦は隙間なく人の世を埋め尽くし、空いている帯域を見つける方が難しくなってきたほどだ。

　携帯電話の電波には発がん性がある。

　そんな、医学的な根拠があるんだか胡う散さん臭い噂うわさの一つに過ぎないんだか分からない話も、時代を反映した不安の表れなのかもしれない。

「やれやれ」

　鉄とコンクリートの街の真ん中で、可か憐れんと言うには艶あでやか過ぎる少女の声が響ひびく。

　世界を埋める見えない情報の嵐に比べれば、ほんの砂粒のように些さ細さいなデータ。

　だが情報とは本来、量ではなく質を問うものだ。

　その時、この国はあらゆる状況を放棄してでもここで放たれた情報を優先すべきだったのかもしれない。

「世界で最も多くの『噂』が生まれては消えていく場所……。ボクにとっては先祖参りのようなものかもしれないけど、やぁーっぱり疲れちゃうなあ、大都会だなんて」

　花嫁衣装の白しろ無む垢くのような和装。

　青みがかった長い黒髪に、その額の前髪を割り裂くように現れた、ナイフのように鋭するどい一本の角。その先端に灯ともる青白い燐りん光こう。

　あどけない顔立ちと、それに反するような、体型が表に出にくい和装の上からでもはっきりと分かるグラマラスなスタイル。

「でもま、これからやる事を考えると一回くらいは視察しておいて損はないと思うんだけどさー。うー、頭がくらくらするよう……」

　致命誘発体の中でも特異な存在。

　あらかじめ人間の手で組み上げられる事を前提とした妖怪。

　百物語の最後に現れ、様々な怪現象を起こすとされる青い鬼女。

　数ある恐怖を一〇〇と束ね、なおその先に君臨する存在。

「青あお行灯あんどん」

　と、少女の真後ろから声が掛かった。

　青あお行灯あんどんと呼ばれたその致命誘発体が振り返ると、雑ざつ踏とうの中にダークスーツを纏まとう、表情の乏しい線の細い青年が立っていた。

　裁さい木き和かず。

　青行灯のメンバーの一人。油取りの『パッケージ』を悪用し、個人で国際犯罪集団『大きな犯罪組織』の一つを壊かい滅めつするに至った凄すご腕うでの術者でもある。

「アセンブルは完了した。いつまでもここに留とどまる理由はない」

「これで？　本当に？？？　さっきからキリキリした痛みが止まらないんだけど」

「私は妖怪を利用しているだけだ。その本質まで変化させている訳ではない」

「はあ、生理痛ってこういう感じなのかなあ……？」

「男の私に聞かれても困る」

　冗談に対して裁木は眉一つ動かさずに応じた。

　青行灯は唇を尖とがらせながら、

「それじゃあまあ、この国相手に王手をかけますか。ニホンなんだかニッポンなんだか分かりゃしないこの国に」

「そういうところが曖あい昧まいだからこそ、私達たちが付け入る隙もあるのさ」

「他のメンバーの子達はどうしてる？」

「皆、お前の号令を待っている」

「調整が難しそうなのもいるからなあ。加か田だちゃんはどうしてる？」

「正常値だ」

「迫さこ川がわちゃん」

「正常」

「囲い湖こちゃん」

「それは砕いて取り込んだ」

　あちゃあ、と青行灯は小さく呻うめいた。

　さして気にした素振りでもなかった。

　不ふ穏おんな返しをした裁木和もまた眉一つ動かさずに、

「ただし、現段階では青行灯の『パッケージ』を組んだだけだ。それを適切に運用するにはピースが足りない。それについては考えがあるのか？」

「大丈夫だよ。ここは最終電車だ、発車ベルは鳴ったけど、まだ飛び込みのチャンスはある」

「簡潔に」

「もうちょっと諸国を回ってみようよ。きっと面白いメンバーが見つかるさ」

「……最後の最後を運任せにするとはな」

「それでもボク達が勝つのさ」

　青あお行灯あんどんはニヤリと笑って、

「偶然は運なんてものが決めるんじゃない。縁えんや業、因果の糸が定めていく。だからボク達たちの成功が決定づけられていれば、後は周りの方が必要なものをかき集めてくれる。術者を欲したボクの前に、裁さい木き和かずという人名が飛び込んで来てくれたようにね」

「……、」

「成功しないなら最初から成功しないのさ。すでに状況は転がり始めている。そして転がり始めた時点で、誰だれにもこの流れを止められない事は証明されたと言っても良い。運任せ、神かみ頼だのみ、何でも来ると良い。どんな奇跡を携えてボクの前に現れたところで、もはや結末は変えられないんだよ」

　だから、なのか。

　青行灯は今まで眺めていた『標的』から、あっさりと背を向けた。

　いつでもすぐに戻ってこられる。そんな、隣となり近所の友人宅のように気軽な調子で。

「それじゃあ、近い内にまた会おう」

　青い鬼女は、そう呟つぶやいた。

　ダークスーツの青年、裁木和を従えて。




　彼らが佇たたずんでいたのは東京都千ち代よ田だ区く永なが田た町ちよう。

　彼らが眺めていたものは国会議事堂。

　彼らの指先はすでに、いつでも何度でもそこへ触れられる。
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　　第一章　起＠陣じん内ない忍しのぶ＆米よね咲さき尋ひろ







　　　　　１（陣内忍）




　けっきょく、いっすいもできませんでした。

「ばかっ！　馬鹿野郎!!　だからテメェが原因っつったじゃねえか、ルーターの設定勝手に変更しちゃうから俺の部屋とお前の部屋の通信が混線してハングアップしてたんだよ！」

「ごほん、元はと言えば、ＦＰＳやってる途中で画面がカクカクになったのがいけないのよ」

「唇尖とがらせたって誤ご魔ま化かされんぞ。あーもー、おかげで海外ドラマの録画予定も吹っ飛んでるし……。あのテロリスト、ダムから飛び下りた後どうなったんだよお！　絶対あそこで死んでるはずねえってー!!」

「忍、過ぎた事を並べ立てても何も変わらないよ。隣となり近所の奇き麗れいなお姉さんからレコーダーの配線をお願いされたと考えれば、これもまた素敵な思い出になるとは思わない？　そう、それも一晩中、夜を徹てつしてよ？」

　まあ確かに、涙目の上目遣いで両手を合わせて懇こん願がんする座ざ敷しき童わらしはレアっちゃレアだったが。つーか、とことん娯楽を奪われるのに弱い妖怪だよな、こいつ。でもまずいぞう、それでときめいたのバレたら今後死ぬまでこの手で振り回されるぞう!!

　ちなみに香を焚たいたように甘い匂いのする座敷童の部屋では、ようやくネット環かん境きようが回復し、薄うす型がたテレビのケーブル放送が息を吹き返していた。早朝のお堅いニュースが垂れ流されているのを見て、とりあえずは一安心だ。

『断線教育論……いわゆるトラウマ断線法は、重度の精神ストレスが脳の回線を一部遮しや蔽へいしてしまう現象を利用し、網の目のように広がるシナプスを最適化する、という理屈ですな。当然、得意分野においては破格の演算速度の向上が認められますが、ただし一方で……』

　しっかしこのお堅さ。時間が時間なので、まだ朝食には少し早いし寝に戻るにはリミットが短過ぎる。先に顔を洗ったり髪をセットしたりするにしても、若干時間が余りそうだ。

　そんなこんなで。

　一〇月中旬。顔も髪もセットを終えて、冬服の学ランを纏まとったもののわずかな暇を持て余している俺は、比較的常識人（？）な妖怪、猫又とじゃれてみる事になった訳だ。

「猫又さん、猫又さんや」

「何だい面倒臭い。レディの食事中だよ」

　声が若干不機嫌なのは、猫の食事も洋食好きの母ちゃんが請うけ負っているからかもしれねえな。ぶっちゃけ、人間より一足先にお高めのマグロの猫缶を開けてもらっているんだけど、この猫又はご飯に味み噌そ汁しるをぶっかけたねこまんまスタイル（婆ばあちゃん作）が大のお気に入りらしいのだ。

　……ちなみに普通の猫にねこまんまを食べさせると塩分過多とかネギ摂取とかで割と致命的な事になりかねないんだけど、そこらへんは流石さすが妖怪。事情が違うものらしい。

　不機嫌ながらもガツガツ缶詰を貪っている猫又の正面に座り、お伺いを立ててみる。

「もうそろそろ出会って二、三ヶ月は経たつと思うのですよ」

「むしゃむしゃ、それが何だい」

「であるからには、一歩先に進んだコミュニケーションとかがあっても良いと思う訳で」

「？」




「ちょっとしっぽ触らせ

「殺すぞクソガキ」




　最後まで言わせてもくれなかった。

　だがめげない！　だって暇だから!!　寝不足でテンション暴走しているしな!!　（[image: うえやじるし]自覚済み）

「なあなあー、良いから少しだけ、ほんの少しだけ尻尾を触らせておくれよう。だって普通の猫にそんなのやったらクロスカウンターで手の甲引っかかれるじゃん!!　でもお前は猫又であって人の言葉通じるから説得すれば何とかなりそうじゃん!!」

「嫌がると分かって我慢を強いらせるんじゃないよ！　ドＭのくせに生意気な!!」

「良いじゃん！　二本あるんだから片方くらい触らせろよ！　ケチ!!」

「馬鹿じゃないのクソガキ！　アンタ、玉は二つあるから片方潰つぶしても良いだろと言われて納得できんのかい!?　あとドＭって言われたんだから少しは否定しろよ!!」

　ぎゃあぎゃあそんな事を言い合っていると、ふと強烈な視線を感じて背筋がぶるりと震ふるえた。

　そもそも視線の位置がおかしい。

「な、何だ、天井……？　ッッッ!?」

「……、」

　と、真上を見上げてみれば、忍者屋や敷しきみたいに天井の一角が四角く切り取られ、こちらを覗のぞく目玉が二つ。

　じーっと俺達たちのやり取りを観察していたのは、屋根裏に棲すみ付いている悪あく魔まのサキュバスだ。丸まった山や羊ぎの角に蝙蝠こうもりのような翼つばさ、矢印状の尻尾。そして何よりマイクロビキニの美人という（見た目だけなら）素敵な同居人なのだが、

「ご主人様、尻尾をいじりたければ私のものがあるじゃないですかあ!!」

「何でいきなり感極まってんの!?」

「何な故ぜなら田舎暮らしは男女の刺激が少なくて退屈だからだッ!!」

　叫び返しながら、西洋風の悪あく魔まはするりと落下してくる。

「ほらほら、尻尾を触りたければ好きなだけお試しいただいて構わないんですよ？　何だったら指でつつくたびに桃色吐息なリアクションを放って登校前にズボンの膨ふくらみをとんでもない事にして差し上げても良いんですから！　イメージの世界でな!!」

「……あーごめん、演技とか言われちゃうともう無理だわ」

　そもそも今はそっちのスイッチ入ってねえし。猫の尻尾を思う存分愛めでたいんだよ！　あのふわふわもふもふがイメージ通りなのかを確かめてえっつってんの!!

　が、サキュバスは唇を尖とがらせると、

「ぶー、ご主人様が冷たい。むしろ私の方がご主人様をいじった方が効果あるんでしょうかね。こう、矢印状の尻尾を使って、後ろから突き刺───」

「待て、待たれよ!!　どこに、ナニをだ!?」

　その時だった。

　ただでさえパニックに近い状況の中、さらにふらりと現れた致命誘発体が一人。

　ご存知ヤンデレ婚活妖怪、雪女だ。

「へい、バックバック!!　これ以上ややこしくするんじゃねえ、アンタにゃ尻尾はついてねえだろもーっ!!」

　思わずいつでも逃げられる体勢を取る俺だが、どうも雪女の様子がおかしい。

　顔はユデダコみたいにまっかっかで、着物もどこか着崩し、体は左右に揺れている。ん？　あれ？　こいつこんなぶかぶかな着物だったっけ……？？？

「はふう……朝風呂などと気取ったのが間違いでした……。よ、よもやお爺じい様がひとっ風呂浴びた後でメチャクチャ熱湯状態になっていたとは……」

　そしていつもの身も凍るような冷気がどこかに消えていた。

　どうした事か。熱湯風呂で弱体化してんのか。なんかびちょびちょしてるし。

　だとすると、おや。

　なんと、致命誘発体氷点下ガードが機能していない、だと？

　それでいて結婚なう状態は維持されている、だと？




　あれ？

　この場合、雪女に流れされるままくんずほぐれつコースを突っ走ったらどうなるんだ？




「……、」

　そしてジェントルマスター忍しのぶこと俺は一度咳せき払ばらいすると、畳の上からすっくと立ち上がった。

　紳士の顔で言う。

「さて、のぼせた雪女を介抱するため、俺はちょっとあっちで布団を敷しかなくてはならなくなってしまった訳だが」

「酔わせて押し倒すなんて最低な野郎だねアンタ」

「違いますうー!!　凶暴性ゼロの雪女はオーケーゾーンか否かと言われりゃギリギリイエスと答えるが、何だろう、何だ、こいつちょっと溶けてるっつーか縮んでる！　わずかな希望のお胸様はどこやった!?　ますますビミョーだし、大体この弱体化どうせ一時的なもんで手を出した瞬しゆん間かんに全力全開大回復して氷漬けにしてくるビジョンが見えるから今日のところは様子見なんですうー!!　せめていつもくらい胸があればッッッ!!!!!!」

「何ですかーもーご主人様!!　そういう方向なら私に言ってくださればメロメロ系の反則技使い放題にして差し上げますのに。どうですひとまずお試しって事で寿命一年分とかで手を打ちません!?」

「だから今日はやらねえっつってんだろ!!　そもそも今そっちのスイッチ入ってねえし！　良いから猫又もそのもふもふ尻尾触らせろよ!!」

「色しき情じよう魔まの指先をこっちにまで向けるんじゃないよ。雪女で我慢しな」

「お前達たちはあれだな。表向きは軽蔑する素振りを見せながらもそっち方面のレールに乗っけようとしてねえか？」

「そしてアンタの真後ろにムキムキの親父さんが参上しているけど、さて、これアンタどうやって説明して収拾つける気だい？」

　えっ、ちょ、待っ……!?

「違うってこれ違うって!!　え、なに、何なのその岩のように硬く握り締しめられた馬鹿デカい拳は!?　レールに無理矢理乗っけようとしてたのあいつらだしこれで介抱しようとした俺だけ殴られるのって絶対間違ってるってー!!」




　　　　　２（陣じん内ない忍しのぶ）




　そんなこんなで大パニックがありつつも、登校時間になった。

「お、おおお、おおおおおおおお……」

　いつもの通学路を歩きつつも、頭頂部をさすりながら呻うめくように言う。ちなみに父ちゃんのゲンコツが落ちた途端、まるで隕いん石せきの衝しよう撃げき波はにやられた的に妖怪や悪あく魔ま達は逃げ出してしまった。座ざ敷しき童わらしなんぞは同じ部屋にいなかったのに、しばらく座卓の下に潜もぐり込んで頭隠して尻隠さず状態になってやがったし。まったくあの人の怖がられ体質も謎なぞが多過ぎる。

　うーむ。

　それにしても、やっぱり冬服の学ランって首回りがごわごわするなあ!!　久しぶりに袖通すから肌に馴な染じんでいないだけかもしれねえけど、なんか無性に気になるわー!!

　と、

「今日の給食はすきやきだって！　良い時代になりましたなー」

「いちねーん。車道の方に出ないでー」

「プール終わっちゃって体育つまんないよね」

　何だ何だ？

　いつもよりもガキンチョの数が大幅増量されているような気がするんだが。

　怪け訝げんな目でランドセル組を眺めていると、別の農道から合流してきたクラスメイトのスポーツ少年・タローがこんな事を言ってきた。

「知らねえのかよ陣じん内ない。小学校の方で都会のガキンチョを大量に招いているんだと、一学年丸ごとだって。文化交流ってヤツだよ、おかげで下宿組は肩身が狭いんだぜ。俺はこの村での永住権が欲しいんだ、クソガキ相手の召使いになったつもりはねえってのによ」

「あー……インテリビレッジの旅館に泊めたらどんだけかかるか分からねえからなあ」

「お客さんの受け入れしてない陣内ん家ちが羨ましいよ。ま、そうなると俺の居場所もなくなっちまうんだが。多いトコは一つの屋や敷しきで二〇人くらい受け入れているらしいぜ。リアルにメイドの気分を味わえる。話題の天才少年少女ブームってヤツなのか、都会のガキってなに取り繕つくろったってすぐ見透かされるしな。可か愛わいげがない」

　元から住んでいる田舎組とよそからやってきた都会組は簡単に見て取れた。あちこちで顔を出している妖怪にいちいち驚おどろいているか、そのまんまスルーしているかで分かる。

「今日は降水確率が三〇％もあるのだ。私は突然の雨から主を守らねばならん！」

「秋口は急に陽ひが落ちますから、提ちよう灯ちんを持っておいて損はありませんわ!!」

　一つ目で大きな舌を出した唐傘お化けと提灯お化けが、一〇歳くらいの男の子の両脇をがっちりとガードしているのが見えた。えーと……あの青いセーターとベージュのズボンのガキは、米よね咲さき尋ひろだっけ？　確か七人ミサキの件でちょろっと関わったような気がするけど。

「陣内さあ、妖怪だったら何が欲しいとかある？」

「あいつら、欲しいとか欲しくないとかじゃねえような気がするけど」

　だって気がつけば勝手に居着くじゃん！　うちの母ちゃんが妖怪好きであっちこっちから拾ってくるっていうのもあるかもしれねえけど!!

「えー、でも平たいらの将まさ門かどとか滝たき夜や叉しや姫ひめとか憧あこがれねえ？　最強の妖怪飼い慣らして安易に無双モードとかって夢見たりしねえ？」

「そいつら妖怪じゃなくて怨おん霊りよう方面だし、やだよ、それ絶対肉体乗っ取られるパターンだって」

「せっかく我が校には防ぼう空くう壕ごうダンジョンがあるんだぜ？　夢想しねえ方がおかしいって！」

「そりゃ台風とか土砂崩れで集落が孤立した時のための防災インフラの一つだろ。何しろネット通販に頼たより切りのインテリビレッジじゃ道を封じられたら一発で飢えるからな。つー訳で潜もぐったって寝袋とビスケットの缶詰ぐらいしか転がってねえって」

「ぜってえ最深部じゃ濡ぬれ透け半裸な泉の精せい霊れいのお姉さんが待ってるってー!!」

　適当に言い合いながらいつもの高校へ。

　ホームルーム前から教室がバタバタ騒さわがしいのは、一限が体育だからかね。ちなみにうちの学校では、着替えの時にゃ男子は教室、女子は更衣室と大雑把に決まっている。逆だったらハプニングを装って桃色世界の扉を開け放てたのに!!　って血の涙を流しているのは俺だけじゃねえはずだ。

「忍しのぶクン知ってる？　今日の体育はマラソンだってさ、信じらんないよ。こっちは朝の四時までトレードやってて栄養ドリンクが手放せないっていうのに」

「あのな惑まど歌か、常識を学べ。体育じゃ男子と女子はバラバラになるん───おおう!?　俺達たちの夏はまだ終わっていなかった!!」

「予想通りのリアクションをありがとう。ぶっ飛ばして良い？」

　と、クラスメイトの変人美少女惑歌ちゃんがどこか太ふと股ももを擦こすり合わせるようにもじもじしているのは、一足先に着替えていた体操着が赤系のブルマだったからに決まっている。あと元々ショートなのだが、チョコンと髪を縛しばっているのもカワイイ。

「ったくさー、せっかく秋になったからもう解放されると思っていたのに……マラソンの時はジャージ禁止だって！　この格好で学校の敷しき地ちの外まで走らされるんだよ、信じられる!?　インテリビレッジは作為的に日本の原風景を再演出する事で農産物の高ブランド化を促すって言ったって、こんなのまで復古させる事ないじゃん！　パソコンのリカバリで駆除したウイルスまで復活しちゃったような気分だよ!!」

　ぷんすか怒っている惑歌さんはいつもより早口で文字数も多めだった。うむうむ、クラスメイトとの接点がなくて孤立気味な状況に鑑かんがみると、こいつはショック療りよう法ほう的てきに少しずつ改善の兆しが見えているんじゃないのかい？　にやにや。

「はあ、もう良いや。忍クンはあれだよね、全体的に視線に遠えん慮りよがないよね」

「つーかさー、俺達もう四月から数えて半年以上のお付き合いじゃん？　そろそろ不意の温泉で混浴って書いてあったら背中合わせでご一緒してもよろしいんじゃねえの？」

「ふざけんな変態野郎、武装警備員に命じて狙そ撃げきさせるぞ」

「何だよケチ！　おっぱいは二つあるんだから片方くらい揉もんだって良いじゃん!!」

「忍クン、理論が見えない。目玉は二つあるから片方突いても良いのかな？」

「目玉を片方譲ゆずって半永久的におっぱいをいただけるなら今日から眼帯キャラになりますけど!!」

　一いつ瞬しゆん、惑歌はあらゆる思考を放棄したようなフラット極まる顔つきになった。

　そしてパチンと指を鳴らすと、

「おーい、ナントカ渚なぎさー」

「こいつ……!!　面倒臭くなると渚なぎさを呼ぶようになっちまったのか!?　まったく恐ろしい方向に変な知恵をつけおって……!!」

　惑まど歌かが他のクラスメイトと接点を持ち始めたのは喜ばしい事かもしれねえけど……でも怖い!!　渚のヤンデレ思考が惑歌に伝染した場合、お金パワーがある分、さらなるモンスターに化けそうだし!!

　そして『蒼あおく染まる満月の夜、両手でチェーンソーを持たせたら日本一』がひょっこり顔を覗のぞかせてきやがった。

「忍しのぶちゃん、どうしたの？　恋のおまじないの参加人数でも募っているのかな、うふふ……」

「いいえ！　手作りお弁当にブツブツ呪文を唱えながら手首の血を注ぐようなマッド儀ぎ式しきの予定はありません!!　ではまたー!!」

　ずびし!!　と片手を上げてブルマ少女達たちから全力で遠ざかる。

　うおーん！　男子の着替えは教室でやるんだが、こうなっちゃったらもう駄目だ。しばらくあの近辺には近づけねえし、今日は便所着替えの刑かもしれーん!!

　そんな感じで涙は青春の汗を流しながら廊下を疾走していると、階段の方から不意に現れたオドオド系担任教師と激突した。

「うわきゃーっ!?」

「ぶふっ!?　ば、馬鹿な……どうして学校で食パンを咥くわえているんだ先生……!?」

「二人して揉もみくちゃになっていますけど、でも音もなくさりげない動きで近づいてくるその手が先生の胸に触れたら悲鳴を上げますからねっ!!」

　ちっ、やっぱりバレたか。

　ていうかあの定番、どうやったら成立すんだ!?　本気で全体重掛けてのしかかっておっぱい掴つかんだらこっちの手首をひねるか相手の肋ろつ骨こつをへし折ると思うんだけど!!

「……いや、第一打ではあくまで普通に倒れ、床の上をゴロゴロ転がる格好で姿勢を変えながら手を伸ばせば、体重や位置エネルギーは無視できる。すると転倒時のリスクを無視して揉みしだく事も可能かも。だがいきなりは無理だ、こいつは精進が必要だな。柔道部の手を借りて受け身の練習から始めるか、ぶつぶつ……」

「あの、陣じん内ない君？」

　気がつけばメガネの担任教師はへたり込んだまま涙目で両手を使って自分の胸元をがっちりガードしていた。

　おっと、脅えさせてしまったかなお嬢じようさん。

「ふっ、大丈夫です先生。流石さすがの俺とて処女を相手に手荒な真ま似ねをするつもりはありません。限度は弁わきまえているつもりですのでご安心ください」

「なっ!?」

「いやだって、そのネックレス『オートフォーカス』ってファッション誌の付録っしょ？　原価二〇〇円以下！　ていうかそもそもあれ、メイン層女子中学生じゃないですか！　その歳で未いまだに『大変参考に』している時点でもう何ていうか色々と確定っていうか……」

「なななななななななななななななななななななななななななななななななななーっ!?」

　担任教師は顔全部真っ赤なユデダコになりながら、何な故ぜだか両手を振り回し始めた。

　すでに先ほどの脅えの色は見えない。

　はっはー、ショック療りよう法ほうの匠たくみ、陣じん内ない忍しのぶにかかればこんなものよ!!

「ぶつぶつ、ＲＡＭランちゃんは確かに子供から大人まで使える万能の一品だって書い……い、いえ、ちっ違いますよ!!　先生はですね、そんな、この歳になって未だに経験が皆無だなんてそのような事は決して……!!」

「良いじゃないですか、大変お美しい。何も悪い事はありません、逆にレアです」

「『逆に』っていうトコで刺しに来ていますよね!?　心の中で（笑）ってつけたでしょ！　先生にだってですね、大都会東京での大学時代ってものがあってですね！　そこではもう溶けたアイスクリームみたいなくんずほぐれつが毎日毎晩のように繰くり広げられていて……!!」

「ほうほう」

「もう恋人とか愛人とかそんな次元じゃないですっ！　ええと、せふれ？　ってヤツですか？　今でも当時のアドレスは残っていまして、ええ、ええ、それはもう高校生の陣内君には決して口にする事のできないアレやコレ、まさかのそれをそう使っちゃうの!?　的な事も網もう羅らしている訳です！　いっ、いやあー、残念だなー、陣内君には私の淫いん靡びで華か麗れいな週末を上う手まく説明する方法がなくて困っちゃうなー、あははははは」

「ほほーう」

　何故だか無意味に胸を張り、ばたばたばたーっ！　と掌てのひらで己の顔に風を送る全身汗まみれの担任教師。

　だが彼女は気づいているのだろうか。

　その真後ろから新たな脅威が迫りつつあるという事に。

「ごほん！　……谷たに岡おか先生、今の話は少々詳しくお聞かせ願えないですかな？」

「えっ、あっ？　ひいいい!?　きっ、教頭先生!?」

「個人のプライバシーにまで立ち入るべきではないと思うのですが、今のはその、聖職者としてあるまじき発言のような気もしましたもので。この話をどう扱って良いものか……」

「あっ、ああー!!　違うんです教頭先生！　くっ、でもここで全否定してしまうと陣内君の目が……。うああ、どこからどう説明するべきか……!!」

「ご安心を。詳しい話は防音設備の整った生活指導室で伺いましょう。……まあ、教職員の方があそこで搾られる事例は、私の長い教師人生でもこれが初めてとなりますが……」

「ああああああああああああーっ!?　じ、陣内君、それではのちほどーっ!!」

　首根っこを掴つかまれ、涙目で引きずられていくオドオド系担任教師に俺は片手を振ってみた。

　そして真顔で携帯電話を取り出す。

「よし、録音機能は使えるな、よし、動画もいけるな!!」

　一つ一つ機能の使い方を確認すると、俺も俺で生活指導室を目指す。さあさあゲスい欲望の時間がやって参りました！　だってあれだぜ？　あの話が本当かどうかを事情聴ちよう取しゆするって事は、先生が処女かヤリまくっていたのかイエスかノーかで答えろって質問が必ず飛び出すんだぜ？　いけない！　この法治国家ニッポンでそんなセクハラ密室捜査は許されない！　全記録の可視化・録音制度をいち早く導入したこの陣じん内ない忍しのぶが平等で公平な正義の執行が円滑に進むよう自発的に協力しなくてはならない。具体的には質問を振られてもじもじする担任教師の顔が見てみたいッッッ!!!!!!




　そして調子に乗ったところであっさり教頭に見つかった。

　だからこうして今、俺達たちは二人揃そろって生活指導室で正座させられている。




　　　　　３（米よね咲さき尋ひろ）




　今日の通学路はちょっと疲れる。

　文化交流とかで都会からやってきた子達は質問ばっかりで、それに答えているだけで喉がイガイガ痛くなってくる。僕は唐傘や提ちよう灯ちんに手伝ってもらってこれなんだから、他の子達はもっと大変なんだろうな。

「今日は降水確率が三〇％もあるのだ。私は突然の雨から主を守らねばならん！」

「秋口は急に陽ひが落ちますから、提灯を持っておいて損はありませんわ!!」

　やいのやいの言っている唐傘や提灯に、都会から来た子達はみんな興味津々みたい。あちこち掴つかまれたり引っ張られたりしている。

　僕からすれば、彼らの方が不思議なんだけどな。

　なんていうか、もう、ランドセルの色からして普通じゃない。赤とか黒とかじゃなくて、スカイブルーとかエメラルドグリーンとか、思い思いの色を選んでいる。中には、その日の気分でカバーの色を変えられる子もいるんだって。

　服装についてもおんなじで、誰だれも彼も、上から下まで説明するだけでテレビに出てくるブランド名を四つも五つも出さなくちゃならないほどだった。

「コランダムの新色知ってる？　あれはちょっと爪には塗れないよね」

「それでさー、奏かなでちゃん、本気で春用のブーツを秋にも使い回すつもりみたいでさー」

「吞のむ香水って、あれ、効かないみたいだよ。二組のみっちゃんがぶーたれてた」

　そういう会話を耳にしていると、僕はちょっと恥ずかしい気分になる。僕も自分の服は自分で選んでいるけど、使っても良いネット通販のサイトはみんなお母さんが認めたものばっかりだった。何だか半人前の気分だ。

　そんな僕達たち、田舎の子供が、大人っぽい都会の子達にあれこれ説明するっていうのがアンバランスで、何だか落ち着かない。

　ただでさえ隔たりを感じるのに、僕の隣となりには都会の子の中でも滅法大人びた、クラスどころか学年の中心って感じの女の子が歩いている。

「やっぱりインテリビレッジっていっぱい妖怪がいるのね」

　蘭らん園ぞの幸さちちゃん、って言うらしい。

　栗くり色いろの長い髪はふわふわの巻き髪にしてあって、そのボリュームが大きい分、ただでさえ小さな顔はもっと小さく見えた。頭の横には……なんて言うんだろう。白い薔ば薇らのアクセサリーがついている。お人形みたいな細い体を包んでいるのは、白いタートルネックのセーター、前の開いた赤っぽいパーカーに黒系のミニスカート、さらにその下にぴっちりしたジーンズとチョコレート色のブーツを履はいている。腰には革のベルトがゆったり回してあった。どれもこれも中学生が読むような大人のファッション誌に載っているものばっかりなんだって。

　それもそのはず、

「ふふん。ノスタルジックな色合いも悪くないわ。そのまんま着物を着るのは流石さすがに無理だけど、飴あめ色の木目と赤い和紙の組み合わせとか、こういう配色を取り込んでみるのも悪くはないのかも」

「今からで次の号に間に合うの？」

「ちょっと無理かなー。でも、次の次の号くらいからなら自由にできる。ふふん、私はモデルでライターだもの。ここで色々吸収して、それをみんなに広めていくの」

　……っていう話なんだって。

　蘭園さん達がやってきたその日には、すでに色々情報を掴つかんでいたクラスの子達は『オートフォーカス』っていう中学生が読むようなファッション誌を持ち寄っていた。そこには、僕達じゃ手の届かない中学生がさらに憧あこがれる蘭園さんが写っていて、もう、雲の上に立っている人が同じ場所で息を吸って吐いているってクラスは騒そう然ぜんとしていた。

　本人は超然としたもので、注目を浴びてもガチガチしない。提ちよう灯ちんの中身を上から覗のぞき込んだり、唐傘を開いたり閉じたりしながら、木造校舎の小学校の敷しき地ちへ踏ふみ込んでいた。

　校庭を見ながら彼女は言う。

「田舎の学校は外でサッカーができるんだね」

　元々、女の子との会話って苦手なのに、相手がさらに雲の上の有名人だと何から話して良いのか分からなくなる。

　とりあえず、無難な答えを頭の中でこねてみた。

「都会の学校は違うの？」

「そもそも校庭がない。屋上をフェンスで囲っているだけだもの」

　そんな風に言う割に、特段目を輝かがやかせている訳でもないみたい。スポーツ全体にあんまり魅み力りよくを感じていないのかな。

　都会の子が持ってきた体操服は、僕達たちと違ってシュッとしていて格好良かったんだけどな。なんだっけ、そう、スパッツとかいうヤツ。水の中を速く泳げる水着っていうか、Ｆ１みたいっていうか、流線形が格好良い。僕達の四角い短パンとは大違いだ。

　でも、蘭らん園ぞのさんからの言葉の投げかけがないと、ちょっと困る。

　僕は女の子とのおしゃべりはそんなに上手じゃないから。だから無難で当たり障りがなくて、もう何度も何度も繰くり返して、誰だれでも答えが分かっている事くらいしか話せない。

「雑誌のモデルってどうやったらなれるの？」

「ふふん。モデル兼ライターってヤツ。向こうから声を掛けてくれるんだよ。ネットで活かつ躍やくしていれば誰でも良い。完全実力制だから、大人とおんなじ扱いで、中学生とかが読んでいる誌面をレイアウトしているの」

「ちゅうがくせいかあ」

　遠い世界の話だな。お月様くらい遠い。人の手であそこに行けるって分かっていても、自分がそこに立っているビジョンは全然見えてこないや。

　つまり、蘭園さんはそのお月様に立っている。

　彼女はもう都会の子達のリーダーっていうのでも説明が足りないくらいで、僕ら田舎の子達も誰も手が届かないと分かってしまった。みんなお月様の話に夢中なのだ。

「ねえ、インテリビレッジって珍しい妖怪もたくさんいるっていうのは本当なの？」

「唐傘とか提ちよう灯ちんとか、あんなので良ければ他にもいっぱいいるけど」

「うーん、そういうのじゃなくて、もっと大きなの。例えば、大おお百足むかでとか、土つち蜘ぐ蛛もとか……」

「僕はそういうのはちょっと……妖怪関係なら、滅法詳しいお兄さんを知っているけど」

「そう」

「でも、都会の子なのに詳しいんだね」

「ふふん。いっぱい勉強しているんだから」

　チュンチュン、という小鳥の鳴き声が割り込んできた。そちらに目をやるけど、それっぽい鳥はどこにもいない。

　すると、蘭園さんがこう言って笑った。

「送り雀すずめよ」

「？」

「お・く・り・す・ず・め。ふふん、誰にも見る事のできない小鳥の妖怪で、危険が迫ると鳴き声で教えてくれるんだって」

　やっぱり蘭園さんは頭が良い。お勉強もできるし、スポーツもできるし、ファッションにも詳しいし、音楽の時間ではピアノを弾いたり、家庭科だとお料理も得意みたいだった。何をやっても勝てる気がしない。唯一何とかなるかもしれない妖怪の話でも、インテリビレッジに住んでいる僕の方が教えられるなんてちょっと恥ずかしい。

　そこで会話が途切れてしまった。

　何を話そうかな、沈ちん黙もくはまずいかな、とあれこれ悩んでいたけど、上う手まい言葉が出てこない。

　ただ黙々と歩いて昇降口を目指す。

　そうやって時間を浪費している内に、僕は気づいた。

　……別に嫌な感じじゃない。

　いつも一緒にいる唐傘や提ちよう灯ちんと同じ。機関車にシャベルで石炭を入れるみたいに会話のキャッチボールを続けなくちゃならない理由なんてなかったんだ。ただこうして、並んで歩いて時間の流れに身を任すだけでも、気分がリラックスするのが分かる。なんていうか、意味のある事をしている気分になる。

「ん、どうしたのかしら？」

「何でもない」

　この子とは、仲良くできるかもしれない。

　仲良くなれると良いな。




　　　　　４（3rd person）




　そして唐傘お化けは小学校の昇降口の片隅にある傘立てに、上下逆さまに突き刺してあった。でろんとした大きな舌も、重力に負けて垂れ下がっている。

「……、」

「かっ、唐傘ーっ!!　これは尋ひろサマの身をお守りするための試練、必要な行いなのですわ！　ですからあと五時間ほどがんばーっ!!」

「ふっ……このようにして忘れ去られる傘の恨みなど、提灯のキサマ如ごときには理解できまい……！　ああ、ああ、私は今、ワンコインで売り買いされる透明なビニール傘の気持ちが痛いほど良く分かるぞお!!」

　何やらめらっとしている付喪神だが、彼らは基本的に暇なのだ。いかに家人の米よね咲さき尋ひろの身を案じるとはいえ、学業中は手出し無用。さもなければ教員の手で外へ追い出されてしまう。すると当然、放課後まで時間を潰つぶす手段をあれこれ調達しなくてはならない。

　今日の場合は、提灯が口で咥くわえて運んできた『オートフォーカス』というティーン向けのファッション誌だった。

「はー、どっこいしょ。別冊付録はゼッタイ恋が実る方法20ですって」

「そんな人間向けの雑誌、提ちよう灯ちんのキサマが目を通して何になるというのだ」

「あたくしだってレディですのよ！　お肌のお手入れくらいは気になりますわ!!」

「だから提灯のキサマが目を通して何になるというのだ!?」

　とか何とか言いながらも、唐傘も逆さになったまま大きな一つ目を動かし、提灯と一緒に雑誌のページをぼんやりと眺めていく。心が男（？）の唐傘にはあんまり面白い内容とも思えないので、あくまでも暇潰つぶしだ。

　が、

「このシマシマは一体何なのだ？　ふぁっしょん誌とは、てっきり色とりどりの服を着たモデルがポーズを取っているものだと思っていたのだが」

「これはバーコードや平面コードというものですわ。後はＡＲマーカー。ようは、携帯電話やスマホをかざすと、そうしたモデルが浮かび上がって見えたり、動画で動いているように見えたりするのでしょう」

　唐傘は写真枠の代わりにたくさんのコード類で埋め尽くしてある誌面へ目をやりながら、

「……また面妖な。だったら最初からねっととやらで見せれば良いではないか」

「最初はそのようにしていたらしいですわね。ネットビジネスで成功を収め、今度は紙媒体の雑誌業界に殴り込みをかけてやるぜー！　という話のようですわ」

　提灯がこの辺りの話に詳しいのは、子供達たちの話がそれ一色だからだろう。モデルとライターを兼ねる蘭らん園ぞの幸さちは、一つの学校の話題を塗り潰すほどに注目されている訳だ。きっと草葉の陰ではトイレの花はな子こさんや二にの宮みや金きん次じ郎ろうの銅像が泣いている。

「年ねん齢れい、資格、学歴、職歴は一切不問の完全スカウト制。ブログの辛口批評家に評価サイトの常連、コメント系ＳＮＳのカリスマに動画共有サイトのクリエイター。とにかくネット関係で実績があれば何でも良し。人の仕事というのも随分変わってきましたわねえ」

　内部スタッフだけは例外なのか、白と黒のコード類で埋め尽くされた雑誌の中、何人かのモデルがポーズを取っている写真があった。

　彼らの感性からすれば、ＡＲや動画を使えるコード類の方が第一線で、普通に見られる写真は『穴の埋め合わせ』なのかもしれないが。

　一足早い冬物のブーツを履はいているのは、蘭園幸だ。

「推し推しのトップモデルなのに内部スタッフでもあるから、誌面に穴が空いた時などに使い勝手がよろしいのでしょうね」

「子供というのも大変だな。大人になったらできない事だってたくさんあるのだから、今の内に子供を満喫していれば良いものを、とも思うが」

「……はあ、唐傘。そいつは尋ひろサマの前では禁句ですわよ。お年頃にとっては、そういう『らしい』だの『であるべき』だのでひとくくりにされるのが一番腹立つのですから」

「ふーむ」

「そもそも、こういうのは適材適所でしょう。我々と違って人の一生には限りがある。外部の者の考えで自由を堰せき止めて、無意味に空転させている暇はないのではなくて？」

「ふうううう──────────────────────────────────む」




　　　　　５（陣じん内ない忍しのぶ）




　生活指導室で予想よりも教頭がヒートアップし過ぎたせいで、紆う余よ曲きよく折せつあって彼が口に含んでいたコーヒーが毒どく霧ぎりのように噴ふき出され、オドオド系担任教師は頭からそれを被かぶる羽目になった。

　でもって着替えらしい着替えは特にないので、保健室にあった最後の砦とりでを借り受ける事になったらしい。

　つまり現在、教きよう壇だんの担任教師は死んだ目で体操着を着ていた。

　怒ど涛とうの赤色ブルマであった。

「えー、つまりこの場合の『つば』というのは当時の俗信で、俵たわらの藤とう太たが唾をつけた矢で大おお百足むかでを射殺した話が広まったせいで、一般に全ての妖怪は唾液に弱いと間違った話が信じられた影えい響きようでですね……」

　ロボットの口から細長い紙切れが出力されていくような格好で、ひたすらの棒読みが続く。

　うーん、流石さすがに罪悪感で胸が疼うずく。

　でもトドメを刺したのは教頭だし、何より目の保養だし！　黒板に向かって退屈な板書を続ける先生の後ろ姿がこんなにも価値あるものだと気づいたのは初めてなのだぜ!!　いやっはー！　半袖ブルマだった惑まど歌かさん達たちと違って上だけジャージなのも味がありますな!!　上だけな!!（[image: うえやじるし]強調）

　が、そこで横よこ槍やりが入ってきた。

　開いた窓から飛び込んできた、チュンチュンと鳴く小鳥の声だ。

「んっ、何だ？　何か入ってきた!?」

「雀すずめじゃないのー？」

「どこにもいないみたいだけど、どっか物陰に入っちゃった？？？」

　クラス騒そう然ぜん。

　だがしかし開いたノートの紙の上に、小鳥の足跡がぺたりと押し付けられるのを俺は見た。

　まるで透明人間が泥の塊でも踏ふんだかのようなこの怪現象は、

「見えない小鳥の妖怪……送り雀か何かか、これ？」

「もー!!　陣内君、いい加減にしてくださいっ！　妖怪絡みの案件を抱え込むなら廊下でお願いします!!　ずびし!!」

「えっ？　いい加減も何も……!!」

　訳が分からずにうろたえているが、その間にも送り雀すずめらしき見えない何かは甲高い声でピーチクパーチク鳴いていた。

　いいや、今度は明確に人語でこう話しかけてくる。

『大変、大変！　ヒロちゃんが大変なの！』

「……誰だれだよヒロちゃんって

『（スコーン!!）』

「痛いって!?　馬鹿野郎、つむじをくちばしでつつくな！　頭皮が、俺の頭皮が!!」

『ヒロちゃんは尋ひろちゃん。米よね咲さき尋ちゃん!!』

　ん？

　米咲尋？

『尋ちゃんの身が危ないの。少年よ、今すぐ立ち上がるのだ!!』

「どうして俺が……」

『送り雀は危機を伝える妖怪だけど、本来は送り狼おおかみって妖怪がやってくる危機を伝える事しかできない。無理に曲げようとしたって、どうしても送り狼って記号に縛しばられ続けるの。尋ちゃんに直接伝えようとしても通じなかったみたいだし』

「だから何で俺なの？」

『陣じん内ない忍しのぶは送り狼！　この辺りの妖怪達たちはみんなそう言っているの!!　だから送り狼に声を掛けてみる事にした。案の定、陣内忍の周りだと人語が届くみたい!!』

「ぶふっ!?　良く分からん誤解から俺の社会生活を崩しに来ねえように!!　くっ、詳しい話は廊下でするとしようじゃないか送り雀!!」

『尋ちゃんが危ない！』

　人間社会の事情なんざ歯牙にもかけない送り雀に追い立てられるようにして、俺はちょっと廊下に出てみる。どこの妖怪だーある事ない事吹き込んでいるヤツは!?　目下最大の容疑者は例のグータラ妖怪か!!

　でもって。

「具体的には一体何なんだ。米咲尋が危ないっていうのは」

『尋ちゃんを助けて！　あの致命誘発体が尋ちゃんを食べちゃう前に!!』

「……送り雀がそんなに騒さわぐって事は、やっぱり送り狼でも出ているってのか？」

　送り狼は通り魔まと同じで、今では『人間』のたとえに使われる事が多いけど、元ネタはしっかりとした妖怪だ。

　そいつは暗い夜道に現れ、旅人の後をひたすらじっとりと尾つけていく。それだけなら害はねえけど、もしも旅人が道の途中で転んだ場合は襲おそいかかって食べてしまうのだとか。

　ところが、

『ううん、あれは違う妖怪』

　目に見えないヤツなので、どんな仕草をしているかはサッパリ分からない。

　とにかくそいつはこんな風に言葉を繋つなげたのだ。




『大おお百足むかで。大百足のヤツが尋ひろちゃんを狙っているの。だから尋ちゃんが危ない！』




　　　　　６（米よね咲さき尋）




　今日の授業は終わった。

　教室の掃除を済ませて机を全部並べると、右手の小指の先がちょっと痒かゆみを訴えていた。見た目は何ともないけど、かぶれちゃったのかな。

　一方、蘭らん園ぞのさんは教室の隅で手鏡を覗のぞいていた。彼女は鏡と向かい合いながら難しい顔をして、自分の顔をぺたぺた触ったり、ほっぺを指で引っ張ったりしている。

「何してるの？　みんな行っちゃったけど」

「んっ、何でもない」

　声を掛けると、彼女は慌てたように手鏡をランドセルにしまってしまう。やっぱりそういうお手入れって、見られたくなかった事なのかな？

　もう都会の子達たちも田舎の子達も思い思いの場所へ遊びに出かけてしまったため、僕と蘭園さんしかいなかった。だから自然と二人で学校を出て、帰り道を歩いていく事になる。

　あれ？

　何か忘れているような？

　右手と左手をわきわきと握って頭の中の空白を埋め合わせようとするけど、やっぱり上う手まくいかない。

　そうこうしていると、隣となりを歩く蘭園さんが話しかけてきた。

「お山の方に行けば、いっぱい妖怪が見られるかな」

「お米の収しゆう穫かくは終わっちゃったけど、畑の方に行けば河かつ童ぱが見られると思うよ」

「ふん？」

　畑って言ったのに、何な故ぜだか田んぼへ目をやる蘭園さん。遠くの方では何だか大人達が集まっているけど、ここからだと何をやっているかは見えないや。

「山やま童わろっていうの、陸に上がった河かつ童ぱは山仕事を手伝ってくれるんだって。樵きこりさんがメインみたいだけど、山の中とか近くなら田んぼや畑の世話もしてくれるみたい。出稼かせぎみたいなもんだって言ってた」

　……妖怪、妖怪……、うーん、喉まで出かかっているんだけど。

　やっぱり思い出せないや、と白旗を上げると、携帯電話が甲高い音を発した。いつもの着信音楽とは違う。ハイテクな蘭園さんも知らない機能のようで、目を真ん丸にしていた。

　二人して一つの画面を覗のぞき込むと、

「回覧板メールみたい。でも、いつもはこんな音鳴らないのにな」

「ふふん、緊きん急きゆう警報とあるじゃない。なになに、致命誘発体の目もく撃げき事例ですって？」

　通学路に知らない致命誘発体が出た時には、気をつけなさいって学校で注意される事がある。でも、こんなのが流れるって事は、今回はよっぽど切羽詰まっているみたい。

　さらに詳しく見てみると、こんな風に書いてあった。

『警告!!　大おお百足むかでが目撃されました。

　納のう骨こつ村むらに由来する妖怪ではなく、注意が必要です。遭遇した場合に気をつける事。一つ、無む闇やみに近づかない。二つ、慌てて逃げると追い駆けてきます。その場に留とどまって様子を窺うかがいましょう。万が一、さらに近づいてきた場合は唾をつけた武器が有効とされています』

　僕は思わず首をひねっていた。

「おおむかで、だって。どんな妖怪なのかな。やっぱり大きいゲジゲジみたいなのかな」

「……、」

「毒とか持っていたら怖いし、お山の方には近づかない方が良いかもしれないね」

「違うよ」

　ぽつりと、蘭らん園ぞのさんはそんな風に言った。

　これまでの印象とは違う、唇を尖とがらせた、どこか子供っぽい仕草。

「大百足は、悪い妖怪じゃないよ。竜神の一族を食べたって話はあるけど、逆に言えば人間は食べていないって事じゃない。勝手に人間が片方の妖怪に肩入れして成敗しただけだもの」

「ん？」

「だから……!!」

　苛いら立だったように言う蘭園さんだったけど、僕はそれより気になった事があった。

　躊躇ためらうけど、言ってみる。

「蘭園さん、顔に何かついているよ？」

　下から覗き込むように窺うかがってみる。

　そうしてみて、何かの草の種がくっついているだけだと分かった。おそらく風に乗って運ばれてきたものだと思う。

　たったそれだけなのに。




　がづっっっ!!!!!!　と。

　直後に、自分のほっぺたを削り落とすように、蘭園さんは手の甲を押し付けていた。




　言葉が出なかった。

　そうしている間にも、彼女はランドセルから慌てて手鏡を取り出して、自分の顔を確認している。掃除の時間で見たのと同じだ。あちこちを触ったり、肌を指で摘まんで引っ張ったり。

「ここは大丈夫、ここも問題ない、どこ、どこだ、どこのバランスが狂っているの……。体育の時間は無事に乗り越えたから何とかなるって思っていたのに……」

　口の中で何かブツブツ言っている。呼吸が荒い。両目はぎょろぎょろと動いていた。

　何の事なんだろう？

　勘違いしているかもしれないから、僕はこう話しかけてみる事にした。

「前髪の辺りに草の種がくっついてる。取ってあげようか？」

「えっ、あ!?」

　ぽかんとしたように、蘭らん園ぞのさんはそれまであった鬼気迫る表情を霧む散さんさせていた。

　手鏡を持て余し、どうして良いのか分からないといった素振りで一〇本の指をもじもじとくっつけたり離はなしたりしている。

　何だか、さっきから蘭園さんは全然大人っぽくない。

「どこ？　どこについているの？？？」

「ここ」

　結局、僕が取ってあげる事になった。

　良い匂いのする栗くり色いろの髪に触れるのは、ちょっとドキドキした。

「鏡を見ても分からなかった？」

「それは……」

　そもそも、蘭園さんは何を確認していたんだろう。こんな分かりやすい草の種を見逃してしまうほど、一体どんな事に集中していたんだろう。

　不思議に思ったけど、疑問を口にする時間はなかった。

　蘭園さんは慌てたように、農道の分かれ道で僕の家とは違った方へ足を向けたからだ。

「じゃ、じゃあ私はこっちだから。米よね咲さきくん、また明日ね」

「うん」

　途中で、そちらの道から歩いてきた金髪の高校生とぶつかりそうになり、蘭園さんは小さな悲鳴を上げかけながらも、お世話になっている滞在先のお屋や敷しきに向けて小走りで去っていく。

　そして高校生のお兄さんは怪け訝げんな目で振り返って、ポツリと呟つぶやいていた。

「何だありゃ？　もしかして、トゥエルヴってヤツか」




　　　　　７（陣じん内ない忍しのぶ）




　ついさっき慌てて立ち去っていった女の子の事を考える。

　ミニスカートにジーンズ、タートルネックのセーターにジャケット。頭の横に白薔ば薇らのコサージュをつけた少女。

　おそらくタローが言っていた、文化交流でやってきた都会の小学生ってヤツだろうけど。

　良くやるよな、あんなの。

　俺だったら窮屈過ぎて絶対に耐えられねえぞ。

　感心半分呆あきれ半分といった思いを抱いていると、ぽつんと残されていた男の子の方が声を掛けてきた。

　七人ミサキの件でも関わった小学生、米よね咲さき尋ひろ。

「今日はどうしたの？」

「いや別に。……ていうかお前、いつもの唐傘と提ちよう灯ちんはどうしたんだ？」

「あっ!?」

　大慌てで来た道を振り返ったところから察するに、本当にただ忘れ物をしただけらしい。

　不ふ憫びんな、と一つ目どもに心の中で合掌してみると、まるでそれを引き金に召喚されたみたいに猛烈な速度で農道の上を進む妖怪達たちがやってきた。

　唐傘お化けに提灯お化け。

　そいつらのコミカルな目玉が米咲尋じゃなくて俺の方をロックオンすると、

「声掛け事案!!」

「大成敗!!　ですわ!!」

　どふあっ!?

　そ、そのまま全速力で突っ込んできやがった!!　提灯はともかく、閉じたまま下から突き上げるようにみぞおちを狙う唐傘の先端は割と凶悪だと思うんだが……!?

　腹を押さえて呻うめく俺なんぞ気に留めず、唐傘と提灯は主人たる少年の方へ向き直り、

「大丈夫だったか我が主よ」

「まったく、ただでさえ大おお百足むかでの出没警報が出ているのですから、一人で帰るなどという危険な行為は慎んでくださいませ」

　すると、米咲尋はいまいち何を考えているんだか分からねえ顔で首を傾かしげた。

　そのまま口が開いて疑問が飛んでくる。

「大百足って何なの？」

　唐傘、提灯に向けて……というより、俺に質問している感じだった。

　……まさかと思うが、七人ミサキの件を処理したせいで、妖怪なら何でもお任せアヤカシバスターズみたいに扱われてねえだろうな？

　とはいえ、

「その名の通り、でっかいムカデの妖怪だよ。サイズはまちまちだけど、デカいのだと山を七周半もぐるりと囲むような巨体って場合もあるらしい。一〇〇年待つとか、滝を昇るとか、そういう変な儀ぎ式しきを経て力を得るって話はあんまり聞かねえけど」

「何をする妖怪なの？」

「さあーね。時と場合でまちまち。どんな攻こう撃げきでも弾はじくとか雷光を纏まとうとか嵐を起こすとか一〇〇本の脚を松明たいまつみたいに光らせるとか、体内の毒が呪いの儀ぎ式しきの材料になるとか、まぁ色々だ。一番有名な琵び琶わ湖この周りに現れたヤツは竜神の一族を食べていたところに、武士の手で成敗されちまったけど。竜神を食べられるんだから人間だって食べられるんじゃねえのか？　その竜神ってのは見た目は二足歩行で美男美女だったみてえだし」

　ふうん、とやっぱり反応の薄うすい返事をすると、米よね咲さき尋ひろは黙だまり込んでしまった。

　ううむ、高校生の俺が言うのも何だが、扱いが面倒だぞ現代っ子。

　代わりに唐傘と提ちよう灯ちんが喧けん々けん囂ごう々ごうと言葉を吐き出しまくる。

「おおっ、大おお百足むかでの被害ならここに来るまでで目にしたぞ！　道端に立っている太陽光発電の柱が壊こわれていた。あんなのを人の身で受けたらひとたまりもないぞ！」

「田んぼの方では、ポンプ小屋の壁かべが壊されているようでしたわね。小動物を狙った犯行や小ぼ火やの連続は大きな事件の前触れとも言いますし、ちょっと恐ろしい話ですわ。ぶるぶる」

　ん？

　こいつらもこいつらで『爪痕』を見ていたって言うのか？？？

「俺はあっちの道から来たんだけど、駄菓子屋の方でも木が折れたり、家の垣根が壊されたりって件がちらほらあったな」

「ほらやっぱり！　流石さすがは致命誘発体、それも妖怪を食べる妖怪とまで言われる凶暴な種族ですわ!!」

「いやでも、これだとちょっとおかしくねえ？」

　俺が疑問を挟むと、唐傘や提灯はおろか、米咲尋までこっちを見てきた。

　む、思ったよりも喰くいつきが良いぞ。子供の琴線って分かんねえな。

「……だってさ、木が折れるにしても壁を壊されるにしても、あっちこっち、村の端から端まで横断するように被害が続いている訳だろ？」

「それが何だと言うのだ。それだけ大百足が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしているという事だろう。あんな怪力を発揮できる者は他にいまい」

「現場にはムカデの噛かみ痕があるという話も聞きましたわよ。確定ではなくて？」

「でも、大百足が怪力なのはどうしてだ？」

「決まっていますわ。あんな巨体から繰くり出される一撃なら屋や敷しきはおろかお城だって……」

　ぐちぐちと言いかけて、提灯の言葉が止まった。

　そう、

「大百足は巨大なんだよ。今回のケースが山を取り囲むほどなのかはさておいて、座ざ敷しき童わらしや雪女と比べれば圧倒的に大きいのは間違いない。そんな致命誘発体が、村のあっちこっち、端から端まで、移動しながら破は壊かい行為を繰くり返す？　だったら絶対どこかで目撃されてる。でも、そういう話は聞かねえんだ」

「あちこちに散見されるのは、大おお百足むかでのものらしき『破は壊かい痕』だけ……でしたわよね。誰だれも、大百足『そのもの』は見た事がない、と」

　提ちよう灯ちんがそう呟つぶやくと、米よね咲さき尋ひろがこんな風に切り返してきた。

「……じゃあ、大百足の仕業じゃないのかな？」

「否！　私はここに来るまで、村人達たちの話を耳にしたぞ。折れた柱についた噛かみ痕や脚と思おぼしき傷痕は、間違いなくムカデのものだと。人の手であんな事をするのは不可能だ!!」

　バサバサ！　と大きく開閉しながら唐傘が言う。

「それに大百足のサイズに関する伝承はまちまちなのだろう。話が曖あい昧まいという事は、固着していないという事だ。ひょっとすると、状況に応じてサイズを拡縮できるのかもしれん」

「そうですわね。体を小さくできるのでしたら、こっそり移動してこっそり破壊してこっそり身を隠す事だってできますわよ。やっぱり危険ですわ！」

「……、」

　一理ある。サイズを変更できるなら、俺の疑問に意味はねえ。

　けどさ、

「でも、だったら何で大百足はコソコソ事件を起こすんだよ？」

「え、だって、バレたら困るからではなくて？」

「どうして」

　俺は即答で切り返した。

「そもそも妖怪は人を殺したって法律で裁けねえ。大百足は妖怪を食べる妖怪だから、同じ妖怪の手で懲こらしめられる事もねえ。ヤツが事件を起こすとしたら、隠れる必要はねえんだ。堂々とやって堂々と去れば良い。そうしねえのはどうしてなんだ？」

「うっく……」

「だ、だが、人間の中には妖怪以上に恐ろしい輩やからもいるではないか！」

　ああ、百鬼夜行とかあの連中か。

「そういう連中が怖いなら、どうして大百足は派手な事件を起こすんだろうな？」

「あ」

「それが絶対に外せねえって目的があるなら、リスクだって冒すだろ。でもさ、木の壁かべ壊こわしたり太陽光発電の柱を折ったりすんのがそんなに大切か？　んな事やって何の得になる？　なんていうか、こう、どうにもちぐはぐな印象があるんだけどよ」

　とはいえ。

　まあ、別に見も知らない妖怪に肩入れする義理もねえんだが。

　ただ、やっぱり気になる事はいくつかある。

　大百足は本当にいるのか。いたとして、今回の破壊騒そう動どうに関わっているのか。

　関わっているにしても、誰かの偽装にしても、その目的は何なのか。

　具体的には、木を折ったり壁かべを壊こわしたりして、それだけで何の利益が出るのか。

　何より。

　送り雀すずめは米よね咲さき尋ひろが危ないと言っていた。大おお百足むかでが狙っている、と。妖怪の性質として人の危機を訴える以上、あの言葉に噓うそはねえと思う。だとすれば、米咲尋と大百足の接点は？




　大百足はいるのか、いないのか。

　大百足は関わっているのか、いないのか。




　現在、目の前にあるのはこの四つの組み合わせだが、送り雀の『予言』がある以上、答えがどれであっても最終的に『大百足が米咲尋に害をなす』のは確定だ。だとすれば、何と何がどう絡まってその答えに行き着く？　たとえ反則技で先に答えを知っていたとしたって、そこに至る過程を読み違えば『事前に止める』というアクションで失敗する可能性は残っている。

　やれやれ。

「？」

　米咲尋は首を傾かしげてこっちを見上げていた。

　……正直に言って、このガキに必要以上に深入りする道理はねえ。だけど、妖怪に人権はなく、妖怪の証言は採用されず、妖怪の罪は裁かれねえ以上、一一〇番して全部丸投げって訳にもいかねえんだよな、ちくしょう。

　そうなると。

　大百足が関わっているにせよ、そうでないにせよ、『今、この村で何が起きているか』を洗うのが先決か。頭を動かして先回りできるほど情報が集まってねえ以上は、もちろん足を使ってだ。

　本当にもう、その内、巷ちまたで妖怪探偵とか呼ばれるようになったりしねえだろうな……。




　　　　　８（米咲尋）




　唐傘、提ちよう灯ちんと一緒におうちまで帰ってきた。

　うちはいわゆる古道具店で、電子部品が入っていないものなら概おおむね何でも修理する。欠けたお茶ちや碗わん、桐きりの箪たん笥す、染みだらけの掛け軸、懐かい中ちゆう時計、その他何でもあり。そういう関係で、唐傘や提灯みたいな『物の妖怪』がとにかく多い。

　お屋や敷しきそのものが、マヨイガっていう妖怪なんだって。

「ただーいまー」

　玄関の戸を開けながら声を掛けると、わさささささ！　と色んな家具がこちらにやってきた。座卓に、行灯あんどんに、箪笥に、鍋なべやヤカンまで。アメリカとかのアニメ……ええと、カートゥーンっていうんだっけ。あんな感じで時にゼリーみたいに身を揺らし、時に座卓や椅子の脚を器用に動かしながら。

「尋ひろちゃん！」

「おかえり尋ちゃん!!」

「おやつはパンケーキの粉を使ってドーナツを作ってあるって！　カラメルソースとかチョコソースとかいっぱい!!」

　靴を脱ぐと、口々に言う家具や調度品を引き連れて長い廊下を歩く。途中で障子にたくさんの目が浮かび上がって瞬まばたきしたり、屏びよう風ぶの向こうからこちらを覗のぞき込む半透明の人ひと影かげなんかも見えるけど、害はないから大丈夫。

　洗面所で手を洗っていると、両手が擦こすれて指先の痒かゆみが増した。小指の関節が曲げにくくなっているみたい。虫刺されの薬ってどこにあったっけ。

　と、待ちきれなくなったのか、台所の方からドーナツの大皿を載せたテーブルがこちらへ近づいてきた。扉を潜くぐれないのか、ガタゴトと途中で引っかかっている。

「あー、尋ちゃん、尋ちゃーん……！」

　手を拭きながら嘆くテーブルへ近づく。

　テーブルをいったんバックさせて絶対抜けられない扉から部屋の方へ戻しながら、ドーナツを一つ手に取ってかぶりついていると、大皿がこんな事を言ってきた。

「また新入りが増えたみたい」

「新入りって？」

「文ふ車ぐるま妖よう妃びですって。今、奥方が工房で調子を見ている。年代物だからきっと凄すごい妖怪よ」

　ふぐるま……って何の道具なんだろう？　と首を傾かしげてしまう。

　お父さんお母さん達たちのお仕事は邪じや魔ましたくないので、家具のみんなと一緒にテレビを観みる。リモコンを使ってケーブルテレビのチャンネルを切り替えていくけど、やっぱりニュースの現場もドラマの舞ぶ台たいも東京が多い。ちょっと遠い世界だな。

『通信教材大手ガネーシャが資本注入した事で話題を集めていた東京都中なか野ののメディカルキャンプですが、独自の断線教育論について、消費者生活センターは匿名情報の上昇率を気に掛けている様子で……』

　うーん、夕方は『おくさまむけ』だから面白くないな。あんまりピンとこない。あちこち観て回ると、ようやく僕達向けって感じの番組とぶつかった。

『アイドルもテレビより動画の時代なのか？　新曲ＰＶが二四時間以内に三〇〇〇万ビュー超えなんてもはや当たり前、一四歳のツブヤキ一つで株価が動く！　これが噂うわさの現役女子中学生超能力者、サイバーレインちゃんだーっ!!』

　と、来客を伝えるブザーが鳴った。食べかけのドーナツを大皿に戻して玄関から表へ出ると、僕と同じくらいの背丈をした着物の女の子がちょこんと立っていた。

　でも、この子はきっと妖怪だ。

　ふわりと漂ただよう匂いから察するに、古ふる椿つばき。

　実際にはおばあさんよりもずっとずっとお年寄りのはず。

「御お遣つかい。頼たのんでいたものを取りに来た」

「？」

「陣じん内ないって名前で頼んであるはず、懐かい中ちゆう時計はもう直った？」

　ぶっきらぼうで把握しにくいけど、あれこれ調べてみると確かに『陣内』名義の懐中時計があった。一緒に添えられていたおじいさんのメモを、古椿に手渡す。

「ええと、ゼンマイがダメになっていたから新しいのにしたって。骨こつ董とう価値は落ちたけど許してほしいって書いてあるね」

「何でも良い、これは陣内のじいさまがそのとうさまから一人前の証あかしとしてもらったもの。動いてくれればそれ以上の事はない」

　鎖くさりのついた懐中時計を受け取った古椿はそんな風に言っていた。

　もう用はないのかな、と思っていると、ふと彼女はふんふんと鼻を動かした。

　そしてそのままこちらへと、ずずいっ……と踏ふみ込んできた。

　ちっ、近い!!　女の子の顔が一〇センチくらいの所にある!?

「お前、恋をしているな」

「えっ、うえっ!?」

「人を惑わす古椿には、その情も理解できる。だが気をつけろ、お前の腕にこびりついたその匂いからは蛇だ蝎かつ、いいや化生のものを感じさせるぞ」

「……、」

「だが羨ましくもある。妖怪の恩返しと言えば嫁入りと相場が決まっているのに、うちのは色しき情じよう魔まなんだか朴ぼく念ねん仁じんなんだか分からなくて対処に困る」

　それだけ言うと、古椿は興味をなくしたように僕から目を逸そらして離はなれていった。振り返る事もなく、懐中時計を抱えて立ち去ってしまう。

　陣内、というと何か調べ物をしているらしい、あのお兄さんが頭に浮かぶ。

　大おお百足むかでの騒そう動どう。

　そして先ほどの、『蛇蝎、いいや化生のもの』という言葉。

　何か、胸がざわざわする。

　自分の知らない所で何かが起きているような。

　一日が終われば明日がやってくる。明日になれば友達や知り合いと顔を合わせる事ができる。そんな『当たり前』が、根底から覆くつがえされつつあるような。

　しばし、古椿に言われた事の意味を呆ぼう然ぜんと考えていたけど……、

「尋ひろちゃん」

「尋ひろちゃんはどうしたのー？」

「ど、どうやら我が主は何者かに恋をしているらしいぞ、オロオロ」

「これ唐傘!!　世継ぎの問題に手出しは無用。ご当主様にも内緒ですわ！」

　慌てて振り返ると、玄関の戸の隙間からこちらをじーっと眺めていた家具達たちが蜘く蛛もの子を散らすように逃げていった。




　　　　　９（陣じん内ない忍しのぶ）




　晩飯がハンバーグだと無意味にテンションが上がるのは、きっと子供の頃からの刷り込みのせいだと思う。まして、目玉焼きとかが乗っているともうどうにも止まらない。こんなのに振り回されるなんて我ながら安い心の持ち主だと思うが、こればっかりはどうにもならねえもんだ。

「……本当にこんなもので陣内忍をオトせるんですか……」

「ＲＡＭランちゃんが言っているんだから間違いない。『オートフォーカス』の別冊付録はゼッタイ恋が実る方法20とある」

　……早速お茶の間の方では雪女と古ふる椿つばき（小）がコソコソ不ふ穏おんな事を言い合っていた。畳の上で開いているのは、ファッション誌か何かか？　正直、あの手の雑誌にある色恋沙汰のマニュアルだのアンケート結果だのってのが的を射た試しはねえんだが、信じるか信じねえかは当人の自由だし放ってお……、

「む、これなんかどう。『誰だれでもカンタン氷風呂☆低温ダイエット!!』とあるが」

「……吊つり橋効果を超えた『雪山遭難効果』というのもありますね。むむ……!!」

　やばーい!!　ライターが一〇〇文字いくらで適当に書いた文章に従って俺に死が近づいているう！　災いが降りかかる前に、迅速に距きよ離りを置かねえと！　大おお百足むかでの件もあるし、ちょっと夜の村に出て調べ物をしたかったのはあるけどさ!!

「さて」

「忍、こんな夜更けに懐かい中ちゆう電灯片手に何ニヤリと笑っているの、気味が悪い。学校のシャワールームか更衣室の壁かべに穴でも空けに行くのかしら？」

「あれえ!?　こっそり屋や敷しきを抜け出す前にもうバレてるう!!」

　父ちゃんか爺じいちゃん辺りに告げ口されると蔵に閉じ込められるかもしれねえから、懐柔策として座敷童わらしにかくかくしかじか。すると赤い浴衣のグータラ妖怪は心の底から呆あきれたように息を吐いた。

「目的不明の器物損壊に、誰にも目もく撃げきされない大百足。その大百足が米よね咲さき尋を襲おそうと言う送り雀すずめの警戒情報。……はあ、忍、それじゃあ大百足が人目を忍んで闇やみ夜よに行動しているかどうかも分からないじゃない。そもそも本当に大百足は関わっているの？」

「だよ。でも昼夜問わずなら夜に出る可能性もあるだろ。逆に、今日一日大おお百足むかでが出てこなければ、ヤツは昼間に集中的に顔を出している事になる。そうやってどんどん可能性の幅を狭めていけば良いのさ」

　そんなこんなで、親には内緒でこっそりかやぶき屋根の屋や敷しきを出る。

　辺りはシンと静まり返っている……なんて事はなく、とにかく鈴虫だのコオロギだのの鳴き声がうるさいったらありゃしない。ブランド農産物の生育は『光』が直結するためか、意図的に街灯を省かれた農道はやたらと密度の濃こい、墨ぼく汁じゆうのような闇やみで満たされていた。

　夜は長いけど、どこから見て回れば良いもんかね。

　大百足が本当に出るのかどうかは分からねえし、出たとしても次に暴れる場所がどこなのかも不明。いくら小さな村っつっても、たった一人で闇雲に捜した程度で真相とやらに近づけるのか。

「まあ、馬鹿の考え休むに似たりか」

　とりあえず、一つ一つの現場を見て回るところから始めようか。







　道端にある太陽光発電パネルの柱、田んぼのポンプ小屋の壁かべ、民家の垣根、駄菓子屋の近くにある大木。

　どれもこれも、まるでトラックが突っ込んだり、ビル解体用の重機で突き崩したような大だい破は壊かいだった。

「ムカデの噛かみ痕ってのは……これか」

　折れた倒木はとりあえずといった感じで道の端へ寄せてあったので、その断面を確認してみる。グロさ覚悟でケータイを使って虫マニアのサイトを検索してみると、確かに『歯型』みたいなのは良く似ている。これをひたすら巨大化させたような痕跡だ。

　やっぱり大百足、なのか？

　しかし一方で、首をひねってしまう。

　昼間にも話した事だ。場所は一ヵ所に集中しておらず、村のあちこちに点在している。こうして一つ一つをなぞって線で結んでみると、村を何度も往復しなくちゃならねえ。

　そして、

「カメラが……あるんだよなあ」

　呟つぶやき、信号機を見上げる。

　インテリビレッジじゃあブドウが一房三万円もする。そういったブランド作物を猪いのししや野菜泥棒から守るため、実はあっちこっちに防犯カメラがある。

　大百足のサイズがどれくらいのもんかは知らねえが、こんな風に何度も村を往復していたら、絶対どこかで網にかかってると思う。

　それとも、送り雀すずめみてえに『目に見えなくなる仕組み』でもあるってのか。

　本来の大おお百足むかでには透明化なんて性質はない。

　そんなものを獲かく得とくしているとしたら、ただ妖怪の単独犯って訳じゃない。妖怪の持つ性質を強引に捻ねじ曲げ、組み替えて、望む効果に変換している別の者が存在する。

　すなわち、人の手が。

　利益も計画性も見えなかったから考えてこなかったけど……例えば、犯罪装置の『パッケージ』みたいな事もあり得る、のか？

「……、」

　思わず、懐かい中ちゆう電灯の光を消していた。

　誰だれかにこちらの居場所を知られる。それが危険な事だと、今さら気づいたように。

　ただ一方で、『パッケージ』の場合は数十人から数百人の人手が必要だ。ただ道端の木を折るためにそこまでの人間が結託するとはとても思えねえんだが。

　アセンブルに失敗した？

　あるいは、まだ見えていないだけで、何か莫ばく大だいな利益が隠れている？

　そしてそれは、米よね咲さき尋ひろとどう関わっている？

　考えても答えは出ない。答えが出ないのは、まだ必要な情報が集まっていないからか。そんな風に思い、改めて顔を上げた時だった。

「……？」

　真っ暗闇やみの農道に、ふらりと揺れる人ひと影かげがあった。

　ただし、それはかなり小さい。背丈は俺の胸か腹の辺りくらいまでしかないだろう。

　そいつは。

　その正体は。




　　　　　10（米咲尋）




　明かりを消した部屋でお布団からむくりと起き上がると、ずきんと右手首を中心に、痒かゆみとも痛みとも取れない感触が這はい回った。小指の先から始まった痒みは少しずつじわじわと広がっている。でも今は、そんなのにかまけている暇はない。

　掛布団や枕がふにゃふにゃとひとりでに動き出した。

『尋ちゃんどうしたの？』

『どうした若様よ、眠れんのか？』

　……誰にもバレないように表へ出るのは無理みたい。ちょっとトイレ、と噓うそをつくのは胸が重たくなったけど、とにかく寝間着のまま部屋を出る。真っ暗な廊下を歩いて、そのまま玄関の方に向かう。それだけでわさわさと色んな家具が揺れたけど、何だか僕に気を遣ってくれているようだった。

『行くのだな、我が主君よ』

『行くんだね、尋ちゃん』

「うん」

　きっと、僕は陣じん内ないのお兄さんと違って、ズルをして答えに近づいている。

　一つ一つを積み重ねて計算しているんじゃなくて、漠然と、直感で、答えを見ている。

　態度のおかしい蘭らん園ぞのさんと、大おお百足むかでの騒そう動どうが頭の中で不思議な繋つながりを持ち始めている。

　陣内のお兄さんは、いつかのあの時みたいにトラブルを解決してくれるかもしれない。

　だけど、今はそれが怖い。

　平へい穏おんと引き換えに、蘭園さんがどこかに消えてしまうような。

　そんな気がする。

　玄関では提ちよう灯ちんと唐傘が待っていた。

「暗い夜道を行くのなら、明かりを持っていて損はありませんわ」

「主の身に降り注ぐ災厄を防ぐのが、傘たる私の役割なのだ」

　ん、とだけ頷つぶやいて、僕は靴を履はいて、提灯と唐傘を掴つかんだ。

　そして玄関の戸を開け放ち、真っ黒な外の世界へと飛び出していった。




　　　　　11（陣内忍しのぶ）




　明かり一つない農道でふらりと揺れる人ひと影かげの正体は、せいぜいが小学生くらいだろう。こんな時間に表を歩いているのは明らかにおかしい。ここからでは服装はおろか、男の子か女の子かも判断できなかった。

　とっさに懐かい中ちゆう電灯を点つけて光を投げかけなかったのは、何な故ぜか。

　ピリピリとした見えない緊きん張ちようが、当たり前に流れようとする動きを寸前で食い止めていた。

「……、」

　何だ？

　俺は一体何に脅えている？

　これは空気の話だ。相手は明らかに小さな子供なのに、無害な感じが全くしねえ。山の中で虎とか熊とか大型の肉にく食しよく獣じゆうの背中を見ちまったような、嫌な汗が背筋から噴ふき出す。

　そうこうしている内に、小さな人影は田んぼを区切るように伸びる十字路を曲がってしまった。こちらに気づいて近づいてきた、って訳でもねえようだ。少し迷うが、その後を尾つけてみる事にする。

　歩調は一定ではなく、頭はふらふらと揺れて、視線さえ定まっていないようだった。目的地は明確に決めているんだろうか。

　そんな疑問に答えを返すように、人ひと影かげはすぐに立ち止まった。

　どこかを目指していたけど、あっさりギブアップした。そんな感じの挙動だ。

　場所は……農道の近くに設置された無人販売機コーナーだった。九月の残暑で熱中症にやられた人達たちのリクエストに合わせて、ここ最近作られたものだったと思う。ジュースやパンの自販機が五つくらい並んでいて、後はトタンの屋根で適当に雨除よけしただけのもの。

　自動ドアと一緒で、人の有無に合わせて商品見本を照らす蛍光灯が光を放った。

　白々しい光の下に照らされた『そいつ』を見て、危うく悲鳴を上げそうになった。

　身長はせいぜい一三〇から一四〇センチくらい。正直、体つきを見てもまだ男か女かは判断しかねるほどだったが、スカートを穿はいているからきっと女なんだろう。ギャップ狙いなのかスポーツブランドのジャージの上着とふわふわのミニスカートを組み合わせた『そいつ』は、分類上で言えばやっぱり小学生なんだと思う。




　ただし、その顔。

　首から上が、無数の脚を蠢うごめかせる巨大な『ムカデ』に切り替わっていた。




　何だ？

　あ　れ　　は　　　何　　　　だ　　　　　!!!???

　呆ぼう然ぜんとする俺の目の前で、ぞるぞるぞるぞるーっ!!　と首が、ムカデが、伸びていく。ろくろ首をさらにグロテスクに変換したような奇怪な動き。

『お、お』

　一体どこから発声されているのか、奇妙に歪ひずんだ呻うめきが響ひびく。その内、ムカデの帯は一本のみならず、複数に膨ふくらんでいく。まるで得体のしれない南国の巨花だ。

『お、おう、おえあ、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!』

　そして破は壊かいがあった。

　ハードロックのライブで良くやる、首振りのパフォーマンスに似ていた。幼い上半身を乱暴に前後させる動作と共に、今やその身長を超す勢いの無数のムカデが鞭むちのようにしなる。自販機へ叩たたきつけられる。直ちよく撃げきの瞬しゆん間かんに暴風が吹き荒れ、俺の顔にまでぶつかってきた。いいや、違うのか。あのムカデに風が絡み付いて、それで圧搾している……？　金属のひしゃげる音と電気系の火花が散る音が炸さく裂れつし、蛍光灯の光が死んでいく。時にムカデの胴で締しめ上げ、時に大おお顎あごで噛かみ付いて、風の塊みたいなので圧搾して。シルエットだけになっても、なお破壊は続く。金属の塊であるはずの四角い自販機はまるで丸めたティッシュのように形を失い、ついには複数に引き裂かれてしまう。ベキベキと暴風で押し潰つぶされる音だけが続く。

　これが、正体？

　大おお百足むかでの破は壊かいが村のあっちこっち、端から端まで横断しているのに、人の目にもカメラにも映らなかった真相？




　大百足は子供達の体の中に潜り込んでいた？

　あるいは、




「あーあ、バレちゃったね」

　真後ろから、別の少女の声が響ひびいた。こちらが振り返って懐かい中ちゆう電灯を構えるより先に、向こうから手元の光を浴びせかけられた。目が眩くらみ、片手で目元を隠しながらも、何とかして『相手』を視界に捉えようとする。

　逆光で分かりにくいが、やっぱり小学生くらいの小柄な影かげだ。栗くり色いろの長い髪を巻き髪にしていて、服装は都会のブランドばかり。白いタートルネックのセーター、前の開いた赤っぽいパーカーに黒系のミニスカート、ゆったりとした腰回りのベルト、ぴっちりしたジーンズとチョコレート色のブーツの組み合わせ。別に名めい簿ぼで確かめた訳じゃねえが、おそらく村の人間じゃない。タローのヤツが言っていた文化交流でやってきた連中か。頭の横にくっついてる白薔ば薇らのコサージュ一つ見るだけで、他のガキとはどこか違うって分かっちまう。

　くすくすと笑いながら、『そいつ』は告げる。

「せっかく出し入れ自由になったっていうのに、使い方の分からない子も多いんだよね。ま、そういうのは数をこなして覚えてもらうしかないんだけどさ。やっぱり旅行が重なっちゃったのはまずかったかなあ。ホームだったら練習場もきちんと確保してあったのに」

　小学生と高校生、という体格差を向こうが気にしている様子はなかった。

　いや、そもそも『目もく撃げき者しや』ってもっと大きなくくりさえ。

　何な故ぜならば、

「……大百足と肉体を同一化させる『パッケージ』。お前達たちはそんなもんを持っているっていうのかよ？」

「ふふん、だとしたら？」

　ザシッ、という草を踏ふむ音が応じた。一つじゃない。懐中電灯を点つけて周囲へぐるりと光を投げてみれば、農道と言わず収しゆう穫かくを終えた田んぼと言わず、あっちこっちに二〇人から三〇人もの子供達が俺を取り囲んでいる。

「そんなもん、何のために……？　いいや、そもそも誰だれが組んだんだ!?　『パッケージ』のアセンブルには専門知識を持った大の大人が何十人も何百人も駆り出されるもんだろ！」

「私達が、自分の手で。……そう言ったら、高校生のお兄さんは傷ついちゃうかなあ？」

　そして、何より。

　さっきから強烈な光を浴びせかけられているけど、これ、何だ？　向こうは懐かい中ちゆう電灯を持っているって訳じゃなさそうだぞ！

　リーダー格と思おぼしき栗くり色いろの巻き髪が、小さな右手を軽く水平に振るった。

　途端に、ぞるぞる!!　と粘質な音を立てて、その腕は肩口から変貌していた。無数のムカデを絡めた、巨大な触手のような異物へと。光っているのはムカデの脚だった。松明たいまつのような炎が点ついている。いいや、それだけじゃない。服が内側から不規則に蠢うごめいているのは……スカートの中のズボンが関節を無視した動きをしているのも……？

　腕力を得る？　特別な力を得る？　人間を超えた存在になる？

　何をどう思ったって、あれを笑顔で許容する精神は信じられない。だっていうのに、巻き髪の『そいつ』の他にも、周りのガキどもまで一斉に手足がムカデに変じていく。あるいは翼つばさのように左右へ大きく広げ、あるいはクラゲのように首回りからびっしりと垂らし、その『異形化』を見せびらかしていく。でも、問題なのはそこだけじゃない。

　大量のムカデ達たちが蠢くたびに暴風が吹き荒れた。大おお百足むかでは嵐を操る、って話はあったが、こいつら、風か気圧でも操れるっていうのか!?　切り裂く風に押し潰つぶす風、草を乾燥させる風、土や石を不規則に振動させる風、纏まとっているのは性質もバラバラみてえだけど。

　それにしたって、シリアルキラーのような、一人きりの狂気じゃねえ。この狂った妄執は、こいつらの中で共有されている、だと!?

「でもごめんなさい、お兄さん」

　キチキチキチキチ、と大量の『脚』を蠢かせながら、栗色の巻き髪は言った。

「私達はまだ『途中』なの。『最後』に到達するまでは、誰だれにも邪じや魔まをされちゃいけないの。だから、悪いんだけど……黙だまらせてもらうね？」

　言葉と同時だった。

　ほとんど透明な壁かべみてえに濃のう密みつな気配が、一斉にこっちへ殺到してきやがった！

　慌ててぐるりと周囲を見回すが、全周を取り囲まれているため逃げ場はない。そしてあのムカデ。村のあちこちで見た破は壊かい痕の通りなら、あれは太い木の幹を折り、小屋の壁かべを崩すほどの力を持つ。巨体を使った押し潰しか、あるいは暴風だの真空刃だのか。具体的な方法なんて知った事じゃねえ！　これはもう、八方向一六方向三二方向から均等に自動車に突っ込まれるのと同じじゃねえか!!

　小学生相手に情けない、と思う余裕さえなかった。

　純粋な恐怖が胃袋を持ち上げ、両足がまともに動かなくなるのが分かる。

　まるで、道を飛び出したらトラックのバンパーが視界いっぱいに広がった時のような。

　そして。




　横っ腹へまともに衝しよう撃げきを突っ込まれた。

　ゴリゴリと嫌な音が炸さく裂れつし、一いつ瞬しゆんで両足は地面を離はなれ、そのまま宙へ吹っ飛ばされる。




　　　　　12（陣じん内ない忍しのぶ）




　意識が飛んだ。

　浮遊感が延々と続いた。

　前後の記き憶おくを連結させる機能さえ忘れかけた。

「……？」

　ただ、いつまで経たっても死なない事を疑問に思ったその時、俺はようやく事態に気づいた。

　確かにムカデから突とつ撃げきされた。

　でも俺は死んでいない。傷一つない。

　それは真っ先に突っ込んできた『ムカデ』が、あの栗くり色いろの巻き髪が率いるガキどもじゃなくて……、

「大百足!!」

　背後の闇やみから、巻き髪の甲高い声が響ひびいてきた。

「どうしてあなたが邪魔をするの!?　私達はあなたのトモダチなのに!!」

　虫というより、もはや竜のような巨体。

　収しゆう穫かくの終わった田んぼを一気に横断するように、ガサガサと移動する無数の脚。

　列車の先頭部分にも似たその頭部。奇怪極まる形の顎あごが、俺の胴体を咥くわえていたんだ。

　まるで、子供達たちの群れから逃げるように。

「お、まえ……大おお百足むかでのオリジナルか!?」

『構造はどの程度理解している？』

「村ではムカデ絡みの破は壊かい騒そう動どうが頻ひん発ぱつしていた。でも犯人はあいつら都会から来たガキどもで、アンタはその力を吸い出されているだけだった。これで合っているか？」

『五〇点だ。それは結果であって、まだ問題の本質には届いていない。どこかで静かに話ができれば良いのだが』

「都会のガキどもの側なのにか？」

『側だからこそだ。好き好んで力や性質を搾り取られているとでも思ったか』

　大百足はそこで言葉を切った。

　ザザザザザザザザザ!!　と草を刈るような足音が低い唸うなりのような暴風の音と混ざり合い、複数追ってくるのが分かった。並の自動車を超えるこの速度についてくるように。鬼火みてえな光がいくつもいくつも追ってくる。もはや、こっちから懐かい中ちゆう電灯の光を向けるつもりもねえ。この現象を起こすために、栗色の巻き髪達の体がどこまで変容しているかは確かめたくもなかった。

『まずはサチ達たちを振り切るのが先か』

　サチ？　それがあいつらの中の誰だれかの名前か。

　いや、それよりも、

「ちょっと待て。あの明かりは何だ？　田んぼの農道!!」

　自分で質問して、すぐに分かっちまった。

　俺の持っている懐かい中ちゆう電灯とは違う、もっと柔らかい光。あれは提ちよう灯ちんお化けのものじゃねえか。そしてそこにぼんやりと浮かんでいる小さな影かげは、

『子供だが、見ない顔だ。サチの仲間ではないようだが』

「米よね咲さき尋ひろだ。こっち側のガキンチョ!!」

　まずいな。あの巻き髪は『目もく撃げき者しやは殺す』と言っていた。そこに貴き賤せんはねえ。こっちを見て目を丸くしている米咲尋が、ムカデ達に捕捉されたらどうなるかは簡単に分かっちまう。

　おっかない。

　おっかねえけど、やっぱりこう言うしかねえよな、ちくしょう!!

「大おお百足むかで、俺の事は良い！　その辺に捨ててあのガキを連れて行ってくれ!!」

『しかし……』

「早く!!　自分の事は自分で何とかする。米咲尋についている唐傘だの提灯だのじゃ、竜神さえ喰くっちまう大百足の力にゃ太刀打ちできねえんだ!!」

　わずかな逡しゆん巡じゆんがあった。

　そして胴体を締しめ付ける顎あごの力が緩ゆるみ、俺は体感的には高速で流れる田んぼの上へと勢い良く落下した。何度も何度も転がりながら歯を食いしばって痛みに耐えていると、鎌かま首くびをもたげる蛇のような格好で大百足がこう告げた。

『死ぬなよ。サチのためにも、お前の手はまだ借りたい』

　返事も疑問も待たなかった。

　風を起こし、全身のバネの力を使って米咲尋の回収へ飛ぶ大百足と、何とか起き上がって走り出す俺は、バラバラの方向へと突き進んでいく。

　栗色の巻き髪達は良くも悪くも目立ちまくる大百足の方を追ったらしい。連中が明かり代わりに使っている脚の光とムカデ達が纏まとう暴風が、一斉に同じ方向に向かっていくのが分かる。予想と違う流れだが、オリジナルの大百足が全力で支援すれば、そうそう簡単に米咲尋が殺される事はねえだろう。

　だがここからどうする？　かやぶき屋根の屋や敷しきへとんぼ返りしてもそのまんま襲しゆう撃げきされるだけ。最低でも数十人、下手すれば都会から来たガキ全員、一〇〇人以上。多勢に無勢の大戦力だけど、同時にオカルト頼だのみ。大百足を使った『パッケージ』である事を考えると、短期決戦でその構造を調べ上げて破は壊かいすれば、ブレーカーを落とすように全員を一挙に無力化できる。ムカデの力さえなくなっちまえば、後は非力なガキの群れなんだから。どうやらそれ以外に無事生せい還かんする方法もなさそうだ。

「必要なものは何だ……？」

　情報と、考える時間。何にしてもどこかに隠れるか籠ろう城じようするか。

　辺りをぐるりと見回し、俺は巨大な建物の影かげを見て取った。

　学校、か。

　このまま何にもねえ田んぼのど真ん中でカカシみてえに突っ立っているよりはマシだろう。とにかく痛む体を引きずって、そっちの方へ走ってみる。

　実際に近づいてみると、見慣れた高校じゃなくて、ずっと昔に卒業した小学校の方だったと気づかされる。とはいえ、今は拘泥していられない。捕まったらおしまいなんだ。金属フェンスを乗り越え、校庭を走り、エアコンもネット環かん境きようも完備したハイテク木造校舎の昇降口へ向かう。

　いちいち施せ錠じようの状態を確認している余裕なんてなかった。

　懐かい中ちゆう電灯を振り下ろし、扉のガラスを叩たたき割って内うち鍵かぎを開ける。警備会社に警報が飛んだかもしれねえけど、それならそれで好都合だ。

　中へ踏ふみ込む。

　夜の学校はお化けが出そうで怖い……だなんて、いちいち悩む事もできやしない。

　と、今度は別の場所でガラスの砕ける甲高い音が炸さく裂れつした。

「まさか、もう来やがったのか……!?」

　思わず心臓を鷲わし掴づかみにされかかるが、廊下の窓から飛び込んできたのは大おお百足むかでの顎あごに胴体を挟まれた米よね咲さき尋ひろに、唐傘と提ちよう灯ちんだった。

　オリジナルの大百足自身、しゅるしゅると体のサイズを小さくすると、数メートル大の帯のような格好になって廊下へ入ってくる。

「なっ、何なのだ!?　一体いつからこの村は蠱こ毒どくの壺つぼに変じてしまったというのだ！」

「あたくし達たちでは太刀打ちできませんわ！　石臼や甲かつ冑ちゆうと連絡がつけば良いのですが……」

　口々に言い合う唐傘と提ちよう灯ちんはひとまず置いておいて、大百足がこう言ってきた。

『まずいな……。サチのヤツ、わざと我らをこの場へと誘導したと見える』

「……どういう事？　蘭らん園ぞのさんがどうしたの？」

　米咲尋が不安そうに聞き返すと、大百足は身をよじらせながら、

『都会から来たサチにとって、夜の山は未知の領域だ。村の事情にも明るくない。よって、都会と似たような造り、似たような構造を持つ学校の方がまだしも動きやすいと判断したのだろう。まとめて君達を始末する気だ』

「都会と田舎の学校が全く同じって訳でもねえさ。ネット通販に頼たより切りのインテリビレッジじゃ、台風や土砂崩れで道が塞がったらあっという間に孤立しちまうからな。避ひ難なん所じよとしての機能が桁違いに設定されてる」

　俺は吐き捨てるように口を挟んだ。

「三匹の子豚で言えば、小中高の小学校は煉れん瓦がの家だ。防災インフラとしては一番硬い。地下には大規模なトルネードシェルターもあったはずだぜ。そいつの鋼の扉で耐えられると思うか？」

『無理だろうな。ムカデは元々地を掘る生き物だ。地下に潜もぐればサチの独どく壇だん場じようになるぞ』

「そうか。でも使い道が全くねえって訳でもねえな」

　それよりも、だ。

　俺は金色に染めた髪を掻かき毟むしりながら、

「サチ？　蘭らん園ぞのさん？　正直、俺はアンタらの事情にそれほど詳しい訳じゃねえ。誰だれと誰が何に関わってどうなったのかを一度まとめてくれねえか。じゃないと『パッケージ』の全貌に迫る事もできやしねえしな」

『蘭らん園ぞの幸。クラス、学年、学校。あらゆる頂点に立つ、コミュニティの女王だな』

「都会側から来た子なの。すっごく頭が良いんだよ。運動もできるし、おしゃれだし、ピアノもお料理もできるんだって。ファッション誌のモデルとライターもやっていて、日本中の中学生だって彼女に憧あこがれているんだって」

「ファッション誌？」

「『オートフォーカス』っていうの。知らない？」

　……ガキ向けの雑誌か。確か、雪女とか古ふる椿つばき（小）とかも見ていたよな。

　すると、唐傘と提ちよう灯ちんもパカパカ大口を開きながらこんな事を言ってきた。

「おお、私も見たぞ！　ばーこーどだか、へいめんこーどだか、訳の分からんもので埋め尽くされていたがな!!」

「元々はウェブマガジンだったものが、成功を収めて本家本元の紙媒体へ乗り出した、という経けい緯いがあるそうですわね。おかげで必要以上にネット連動を進めているような印象でしたが」

　なるほど、そういう経緯があったって訳か。

　だって、服のモデルならともかく、記事を書くライターってのは小学生には無理だ。才能や技術うんぬん以前に、労働基準法でバイト禁止なんだから。

　おそらく雑誌化する以前のウェブ時代は『仕事じゃなくて趣しゆ味みでブログを更新している』みたいな扱いで使っていたんだろう。パチンコの景品交換所みてえに、ちょっと離はなれた所から『お小遣い』を与えていたんだ。雑誌化した後もその辺を有う耶や無む耶やにしているんじゃねえのか？

　何より、

「『オートフォーカス』……ね」

「それが？」

「いや……ネットの有名人を引っ張ってドリームチームを作るってので話題を集めていたけど、つまり顔も素性も知らねえ連中の寄せ集めだろ？　評価サイトで星一つを連発している辛口批評家の全員が本当に眼力あるとは限らねえ。自称でカリスマ店員を名乗るだけのガキとか、最悪、自動的に文章を投とう稿こうするだけのＢＯＴにまで気づかずに真顔でスカウトのメールを投げていたって話もあったはずだぜ」

　こんな話がムカデ化の『パッケージ』と関係あるのかは分からねえけど、今はとにかく首しゆ謀ぼう者しやらしき蘭らん園ぞの幸さちってガキを浮き彫りにしねえとな。

　すると、何な故ぜだか米よね咲さき尋ひろのヤツは唇を尖とがらせて、

「そんな事ないよ。蘭園さんは、その、ほんとに大人びていておしゃれなんだから。あんなに、ええと、キレイな子、クラスの中にはいないもん」

「あん？」

　俺は眉をひそめて、

「なんていうか、悪いんだけど、お前、本気でそんな事言ってやがるのか？」

　え？　と米咲尋は疑問の声を放った。

　俺の言葉が単なる悪口じゃなくて、本当に呆あきれたような言い方だったからかもしれねえ。

「あのな、連中が大人びて端正な顔立ちに見えるのは当然なんだ。だってあれトゥエルヴなんだから」

「とぅえるぶとは一体何なのだ？」

「Kasane_12。略してトゥエルヴ。平たく言えば人間相手のトリックアートだよ。例えば、白い紙と黒い紙を隣となりに並べて、離はなれたトコから見ると白い紙の方が手前にあるように勘違いする。こんなのを利用して衣服の配色で砂時計みてえなくびれを演出したり、化粧や髪型で顔を小さく見せたりするって訳」

　もちろん名前の元ネタは十二単ひとえ。ただ、提唱したデザイナー当人の思惑と違って、今じゃ蔑称としての意味を込められる事が多い。女性を奇き麗れいに見せるために、身動きを封じるほどどっさり衣服や化粧を押し付ける男だん尊そん女じよ卑ひのオシャレだってな。

「あの顔と……スタイルは……作り物、だった？」

　唖あ然ぜんとしたように米咲尋は言った。

　横では、大おお百足むかでが居心地の悪そうに身をくねらせ沈ちん黙もくを守っている。

「感じとしちゃ、程度の低い特殊メイクで全身をうっすら覆おおってるってトコかね。だから汗かいてうっかり化粧が落ちると、眉毛なくなっちゃいましたどころの騒さわぎじゃなくなるらしい。冗談抜きに、顔の遠近法が崩れて福笑いみてえになっちまう場合もあるんだとか。常に手鏡片手に自分の顔を気にしなくちゃならねえんだ、窮きゆう屈くつで仕方がねえよ」

「そっか。それで蘭園さん、顔の事を指摘された途端にあんなゴシゴシやっていたんだ……」

　何かを思い出すように、米咲尋はそう呟つぶやいた。

　そこまで耳にして、ようやく大百足が再び言葉を放った。

『サチが、いいや、同じようにKasane_12を使う子供達たちが暴走している理由も、その辺りにあるのだ』

「まだ見えねえな。具体的に、ムカデと特殊メイクがどう関わってるってんだ？」

『ムカデと同化していく恐怖は、ひょっとしたらムカデの毒で麻ま痺ひしている可能性もあるにはあるが、少なくとも、その引き金については間違いなくKasane_12がある』

　妖怪をも喰くらうとされる致命誘発体は、苦悩するように話を続けた。

『もしもの話をしよう。人の見た目を最適化し、また失敗すれば福笑いのように崩れて見えてしまうKasane_12。……これが、本人の意思ではなく両親などからの「お仕着せ」だった場合、サチ達たちはどれだけの重圧を強いられると思う？』

「あ」

『サチは評価される。サチは美人だともてはやされる。サチの周りには人が集まる。……だけどそのサチは、本当のサチではない。周囲は薄うす皮かわ一枚挟んだ外側にある偽りを眺めているだけで、誰だれもサチを見てくれない、認めてくれない、構ってくれない。成長途中のパーソナリティを壊こわしてしまうには十分な理由ではないか』

　少女とムカデ。

　美しいものと醜みにくいものの垣根を壊こわして、混ぜ合わせる。

　むしろ率先して皆が評価するものに憎悪し、台無しにする。

　少しずつ、見えてきた。

　単純な金銭や名誉とは違う、普通の大人が作る『パッケージ』とは異なる……追い詰められたガキども特有の、彼らの間でしか流通しない価値観ステータスが。

『私のせいなのだ……』

　と、大おお百足むかでは吐と露ろした。

『哀れに思ったのが間違いだった。励ましなど無責任だった。そのせいで、追い詰められながらもギリギリの均きん衡こうを保っていた心のダムに、最後の亀裂を入れてしまったのだ』




　　　　　13（蘭らん園ぞの幸さち）




『幸ちゃん、どうして笑っているの？』

　何気ないその言葉で、私は私の顔が壊れている事に気づかされた。

　迂う闊かつに汗を拭う事は許されない。迂闊に涙を流す事は許されない。迂闊に雨に打たれる事は許されない。外へ出る時は絶対に手鏡は手放せなくて、いつでもどこでも自分の顔をチェックしなくちゃならない。

　かといって、やめる事もできない。

　こうしている今も私のステータスは、期待値は、ぐんぐん上がっていく。もう入らないって言っているのに、誰も彼もがドバドバと注ぎ込んでいく。高ければ高いほど、落ちた時のダメージだって大きくなる。きっと、私は、もう着陸できない。親の期待、友達の期待、先生の期待、知らない人の期待……。何もかもが重た過ぎて、たった一回失速すれば、耐えられないような痛みが一気に押し寄せてくるのが分かってしまうから。

　真綿で首を絞めるような、柔らかい地獄の日々だった。

　そんな時に、出会ったのだ。

　都会の喧けん騒そうから切り離はなされたような、緑の一角。ビルの群れの中に埋もれるようにして取り残されていた神社の成れの果て。ロバの耳のような秘密の場所で。

　大おお百足むかで。

　いいや、他にも土つち蜘ぐ蛛もや鵺ぬえといった、不思議な見た目の妖怪達たちと。

　正直に言うと、最初はもちろん怖かった。

　だけど、一人として同じ形を持たない、それでいて見た目の事など全く気に留めずに冗談を言い合ったり、木の上の果実を取るために協力し合う彼らを見て、羨ましいと思ったのだ。

　馴な染じむのには、時間はかからなかった。

　見た目の存在しない世界。中身を見てくれるトモダチ。

　当たり前のものを、当たり前に得た。薄うすらいでいた『自分』が、ようやく輪郭を取り戻しそうになった。彼らは、掛け値なしに私の恩人だった。

　なのに、

『幸さち!!　あなたはどうしてあんな気持ち悪いのと関わるの!?』

　何かが、私の世界へ土足で踏ふみ込んできた。

『大丈夫、大丈夫だよ、幸ちゃん。今、とってもご高名なセンセイを呼んだからね』

　何かが、私の世界へ余計な事をした。

『当てられているようですな。だが安心なさい、私の手にかかればどうという事はありません』

　何かが、金の匂いを嗅ぎつけて笑顔で近づいてきた。

　……大百足、土蜘蛛、鵺。彼らが本気で抵抗すれば、イカサマの霊れい能のう者しやなんて八つに引き裂く事ができただろう。だけど、彼らはそうしなかった。

　息を切らせていつもの場所へ向かってみると、もう、そこには何も残っていなかった。逆恨みで向かってくる相手さえ傷つけたくないと考え、自らの居場所すら放棄した。私にはそう思えた。

　だけど。

　だけど。

　だけど。




　どうしても、『自分』はこんな結末が許せない。




　大おお百足むかでが何をした。土つち蜘ぐ蛛もが醜みにくいのは悪い事なのか。鵺ぬえの見た目が人と違うからって、それは彼らから全てを奪って胸を張るような理由になり得るのか。情を理解し、言葉を介し、敵対者すら思いやる心を持った彼らが、どうしてこんな風に扱われなくてはならない。

　美しいって何だ？

　美しいものが醜いものを駆逐するって何だ？

　そんな理屈が通じるならば、真に駆逐されるべきはどちらかなんて、分かりきっている。

　全部、同じになってしまえ。

　みんな、ムカデになってしまえ。

　人間なんて、美しいも醜いもない。隠すか隠さないかでしかないくせに。だったら全部さらけ出せ。みんな見た目が同じになれば、今度はきちんと中身を見比べる事ができるようになるだろう。そうすれば、いかに自分達たち人間の方が劣っているかに気づくだろう。

　もしも私が作り物のKasane_12の繭まゆの中で『自分』を見失い、ただのお人形になっていれば、こんな情動も浮かばなかったのかもしれない。親や先生の期待に沿って大人が喜ぶ答えばかりを吐き出す、気味の悪い一〇〇点満点の抜け殻に成り果てていただろう。

　だけど、私は『自分』を取り戻した。あの優しい妖怪達に取り戻してもらった。

　だから、我慢なんかできない。この『自分』は、彼らのために使わせてもらう。

　最後の最後まで、絶対に。




　　　　　14（陣じん内ない忍しのぶ）




『つまり、親和性の問題だろうさ。人は成長と共に虫を嫌うようになる。それは残酷でも何でもなく、ただ普通の感性なのだ。サチはその速度が人より少し遅かった。だから馴な染じめたが、周囲の大人達はそれを認めなかった。私としても引き離はなされるのはそう予想がつかなかった事ではなかったが、サチにとっては相当衝しよう撃げき的てきだったらしい。憎悪の念が短期間でしぼむ事なく、静かな燃焼を続け、他の子供達と一緒になって「パッケージ」を組み上げてしまうほどに』

　大百足の話は、奇怪だったが全く理解できねえものでもなかった。

　そう思えるのは妖怪だらけのインテリビレッジの人間だから、かもしれねえけど。

　……かくいう俺自身、デカい蜘蛛とかゴキブリとかは得意な方じゃねえ。カブトムシだって、ひっくり返してぶよぶよの腹を見たら『うっ』ってなる。こうして人の言葉を話す大百足とかになると、そういう感じもなくなるんだけどな。『どっか行って』って言って素直に下がってくれるようなら、そんなに怖くはないんだと思う。

『サチ以外の子供達とは、直接の接点はない。おそらく私達が行方を晦くらました後に、サチが同じ悩みを持つ者達に美談を撒まいたのだ。……なまじ、私達の体を見ていない方が空想の中で美化される速度も上がるだろうしな。私達は誰だれかに憧あこがれられるような存在ではないのだから』

　大おお百足むかでは、間違いだったと言った。

　大百足は、励ましなど無責任だと言った。

　けどさ、

「……そいつはちょっと違うんじゃねえのか？」

『？』

「アンタは確かに失敗した。だけどそれは、『始まり』が間違っていた訳じゃねえ。黙だまって消えて、尻切れトンボで有う耶や無む耶やにして、幕を下ろさなかった『終わり』の方だろ。アンタ達たちが追い詰められた蘭らん園ぞの幸さちを受け入れたのは、どう考えたって正しかった。……でなけりゃ今頃、あのガキはどうなってやがったんだ？　想像するに恐ろしいぜ」

『少なくとも、こんな目には遭わなかった』

「代わりに魂抜かれた優等生か？　あるいは首でも吊つってるかもな。そんな未来がありありと見えちまうから、アンタだって厄介事の種を背負い込んだんだろうが」

『……、』

「正しいか間違っているかの二択なら、アンタは正しい方にレバーを倒した。胸を張れる事をやったんだ。その上でまだ蘭園幸が救われてねえんなら、それは正しいレールに乗っかったはずの蘭園幸が脱線しちまったからだ。だったらちゃんと回復させりゃ良い。列車をレールに戻してゴールまで運べば、それで全部丸く収まる。それが最上ってもんだ、違うかよ？」

　大百足は、しばらく黙っていた。

　しかし、やがて俺と米よね咲さき尋ひろの顔を交互に眺めると、鎌かま首くびを倒すような……言い方を変えりゃあ、頭を下げるようにしてこう声を搾り出した。

『改めて頼たのむ……。サチを、あの子達を助けるために、人の手を貸してはくれまいか。彼女達が最後の一線を越えて、本当に人を殺してしまう前に』

　答えるまでもねえ。発破をかけているのはこっちなんだ。

　何な故ぜだか米咲尋が小さなグーをこっちに差し出してきたので、俺も軽くグーを握って拳と拳を押し付けてやる事に。
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　そこで唐傘が疑問を挟んできた。

「しかし、あんな小さな子達が『パッケージ』を組むなど、あり得るのか？　いや、人手自体は数十、あるいはそれ以上あるかもしれんが……」

『サチ達は、Kasane_12の他にも悩まされていた。俗に言う天才計画。進学塾というよりセミナーに近い、頭の構造を人工的に作り替えるビジネスだ。確か、メディカルキャンプとかいう所だったか』

「……ふざけやがって、トラウマ断線法なんて呼ばれているヤツじゃねえか。苦痛を与えて余計なシナプスの網を全部閉じて、勉強だの習い事だのの線だけ残すって方法だったはずだぜ。ワイドショーだのネットニュースのトップだのにも躍おどり出てる、限りなく黒に近いグレーってヤツだ」

　そもそも、テレビの話が正しけりゃ創業者の男はいくつもの事業を転々としているって話だ。不登校のガキを無理矢理部屋から引きずり出して防ぼう空くう壕ごうに閉じ込めて『反省』を促す生き埋め教育論だの何だの、セミナーだの進学塾だの立ち上げてはムチャクチャな事を繰くり返していたはず。

「蘭らん園ぞのさん、勉強もスポーツもファッションも習い事も料理も何でもできるからすごいなって思っていたけど、不思議だったんだ」

　と、同じ子供の米よね咲さき尋ひろがそんな風に言った。

「どうやったら一日二四時間でそんなに詰め込めるのかなって……。でも、違ったんだ。詰め込めるはずなんてなかったんだ」

　体の外も、心の内も、大人の都合や見栄で作り替えられていく子供達たち。

『自分』を奪われ、両親の勲くん章しようやトロフィーとして飾られるだけの存在。

　……大おお百足むかで達が蘭園幸さちを受け入れたのはやっぱり正解だ。こんなもん、流れに乗せたら変態趣しゆ味みの人間剥はく製せいより酷ひどい末路を辿たどっちまうじゃねえか。

「では、その天才としての頭を人数分揃そろえ、フル回転させる事で大人も顔負けの『パッケージ』を組んでいた、という事になりますのね」

「だとすると、だ」

　俺は慎重に言葉を選びながら、

「人間をムカデ化させる『パッケージ』の核は、まんま大おお百足むかでで間違いねえ。当人の知らねえ内に力や性質を奪い取る形でだ。だけどその部品はまた違う。蘭らん園ぞの幸さちだの都会のガキだのの手が届く範はん囲いにあるものを組み合わせてアセンブルされているはずだ」

「だが、蘭園幸は都会の子ではないか。核や本体は村の外にあるのではないか？」

「だとしても、コントローラは絶対リーダーが手にしているはずだ。そうでなきゃ同じ仲間から下げ剋こく上じようされちまうからな。……意外と、近いぞ。ここは小学校だ、蘭園幸が自由に扱えるもの、持ち込んでいるものって何なんだ。そこにヒントがあるかもしれねえぞ」

　疑問を浮かべ、そして同時に大元となる大百足についても特徴を列挙していく。

　───大百足はその名の通り、大きなムカデの妖怪である。

　ただし、どうして巨大化・凶暴化したのかについては説明されていない。

　───大百足は竜神の一族など、同じ妖怪さえ食べてしまう事がある。

　ただし、どうして食べたのか、食欲や憎悪などの動機は説明されていない。

　───大百足には普通の刃物は通じない。ただし人の唾をつけた武具には弱い。

　ただし、どうして人の唾が有効なのかは説明されていない。

　……『分からない』って事は、それだけ自由度が高いって事だ。適当なパラメータを好きなように代入しても、それなりにアセンブルが成功しちまう。弱点が明確な分いざという時の安全装置も作りやすいし、よくよく考えてみりゃかなり使い勝手の良い種族だな。

「あの、蘭園さんなら、やっぱりこれなんじゃないのかな？」

「？」

　米よね咲さき尋ひろがばさりと音を立てて突き付けてきたのは、Ａ４よりもデカい雑誌だった。

『オートフォーカス』。でも、あれ？　今、どこから取り出した？？？

「学校ならどこにだってあるよ、大ブームだもん。下駄箱の上にも置いてあった」

「あたくし達たちもお世話になりましたわ。えっへん」

　この雑誌、雪女といい提ちよう灯ちんといい、意外と妖怪の喰くいつきが良さそうだなあ……。

　雑誌を床に置いて、懐かい中ちゆう電灯片手にパラパラとめくっていく。ファッション誌のくせに写真はほとんどなく、平面コードやＡＲマーカーだらけで、いちいち携帯電話をかざさなくちゃならねえのが面倒臭かった。

「しっかし、ズレたセンスだよな。仕事で着ているから嫌々かもしれねえが……」

「え？　でも、」

「ファッション誌のモデルは正しい事しか言わねえ神様にでも見えてたか？　これって言ってみれば盛大なバナー広告みてえなものなんだぜ。編集部と提携しているメーカー、ブランドの衣服で着飾って、一つでも多くの商品を買ってもらうための雑誌。そのための誌面作り。流行だから紹介するんじゃねえ、流行を作りてえから紹介してんだ。中には雑誌の販売額よりメーカーからの提携広告料の方が多い、なんてのもあるみてえだしな」

「……、」

「アフィリエイト、ってイマドキの言葉に変換すりゃ、『オートフォーカス』がネットの雄ばっかりスカウトしていた『目もく論ろみ』ってのも分かるんじゃねえか？　ま、参考にするのは構わねえが、いちいち鵜う吞のみにして振り回されんなよ、こんなもんに」

　専属のモデルとやらは例の蘭らん園ぞの幸さちを入れてピンキリで二〇人くらい。

　どいつもこいつも誌面と連動した通販サイトのバナーをクリックしてもらいてえのか相当無茶な着こなしをしてやがるけど……うーん、やっぱり蘭園幸はちょっと系統が違うみたいだな。

　こいつもこいつで、おかしいはおかしい。

　ただし、あからさまに瞳ひとみの中でドルマークが躍おどっている他のモデルと違って、そういった分かりやすい利益みたいなのを感じない。じゃあ何を狙ってちぐはぐな服を着ているのかって聞かれると、そいつが見えてこねえんだよな……。

「信じられない……」

　と、わずかに唇を尖とがらせて米よね咲さき尋ひろは言った。それは蘭園幸に対するものっていうより、あいつを悪く言う俺に対して不満を募らせているって感じの顔だった。

「だって、蘭園さんは本当に学校の中心だったんだ。誰だれにも届かない場所にいて、遠いお月様の話をみんな聞きたがっていた。いきなりそんな風に言われたって、僕にはやっぱり蘭園さんはカンペキなオトナに見えるもん……」

　だからそうして本音と建前を使い分けるのが大人って事なんだけどな……と受け流そうとして、ピタリと俺は動きを止めた。

　待てよ？

「大おお百足むかでは、ムカデが大きくなった妖怪だ。大きくなるほどに、脅威が増す妖怪なんだよな」

『それが何だと言うのだ？』

「そして蘭園幸とその一味は、自らの肉体をムカデ化させようとしている。体を大きくする事で、脅威を増して特別な存在へ変貌しようとしている」

　俺が床に置いた雑誌へ指を差すと、唐傘が『あっ』と声を上げた。

「ファッション誌のモデルにライター。遠い遠いお月様のかぐや姫みたいに手の届かぬ存在。……我が主と同じ小学生でありながら、他の子達たちとは明らかに一線を画した神格カリスマ化……？」

「二つは重なるぞ。ムカデを巨大化した大百足と、雑誌の力を使ってステータスを肥大化させた『都会の進んだ小学生』。蘭園幸は『オートフォーカス』を利用して自分を大きく見せる事で、大百足との同一化を図っていやがったんじゃねえのか？」

「で、でも」

　口を挟んだのは提ちよう灯ちんだった。

「それなら、周りにいた配下のムカデ達は？　『オートフォーカス』に直接関わるのは蘭園幸だけのはず。どうやってあの子達たちにムカデの力が伝染しているのでしょう」

「……『オートフォーカス』を参考にした……読んだ……いや遠いな……自分を大きく見せる……大きく見せるのがトリガーなんだ……書き手以外で当てはまるとしたら……」

　もちろん確信はない。証拠集めをしている暇もない。

　とにかく仮説を並べ立てる。

「ギャラリー達が自分を大きく見せるのが条件。……だとしたら、蘭らん園ぞの幸さちに乗っかって自分を大きく見せる……つまり蘭園幸のファッションに追従する事で、自分自身もクラスの前線に立ちたがる、とかじゃねえか？　そう、ちぐはぐで間違った着こなしに疑問も抱かず、根拠のない情報を基に服を選んで見当違いに胸を張るような」

　そうでもなけりゃ、雑誌の中で利益もなく蘭園幸が間違った服を着る理由もねえし。

　単に『オートフォーカス』で成功を収めるだけでムカデ化のトリガーになるなら、むしろ正しい着こなしにこだわるはずだ。そっちの方がムカデの数は増えるし。

『待て、だとすると』

「ああ、もうムカデ化の猛威は蘭園幸のクラスや学年に留とどまる話じゃねえぞ。下手すると日本中でムカデ化が進んでいるかもしれねえ。見た目がグロテスクだから、露ろ見けんするのを恐れて進行を隠している場合だってあるだろうしな」

　そこで、米よね咲さき尋ひろが何かを考え込むような仕草をして、右手を後ろに隠す素振りを見せた。

　そちらが気になったが、声を掛ける暇はなかった。




　ガシャガシャガシャガシャガシャガシャガシャガシャガシャガシャガシャガシャ!!　と。




　ゲリラ豪雨が屋根を叩たたく音にも似ていた。その一つ一つが『脚』の鳴らす音で、まるでさざ波のように暗くら闇やみの向こう、窓の外から近づいてくるのを知って、背筋にゾッとしたものが走る。一足先に嵐のような暴風をガラスに吹き付けながらいくつもの光点がこっちに向かってくる。

　一面を吞のみ込むようなムカデの群れ、だろう。だけど、ライトの光を向ける度胸もなかった。つーか五体満足の人間がどう変化しちまったら、あんな風な音が出るんだ……!?

「来た、蘭園さん達だ……！」

『どうするのだ。頑強な学び舎やとはいえ窓の数も多い、このままでは屋内も埋め尽くされるぞ』

「とっ、とりあえずどこかに隠れましょう！」

「いや」

　俺は流れを遮った。

「逃げるだけじゃ駄目だ。大おお百足むかで、お前はまだ蘭園幸の明確な敵とは思われてねえはず。つまり、逃げも隠れもしなけりゃグレーの位置を維持できるはずだ。真正面から偵察を頼たのめるか？」

『構わぬが、私という戦力を手放しても良いのか？』

「ああ。米よね咲さきだったか？　お前は俺について来い。小学校の間取りについても聞いておきたい。俺が卒業した後に増改築があったら面倒だからな」

「い、一体何をするつもりなのだ？」

　唐傘が何度も真っ暗な窓の外へ目をやりながら言う。

　対して、俺はこういう風に答えた。

「唾をつけた鏃やじりだ」

『何だと？』

「大おお百足むかでの撃げき退たい方法。だけど、蘭らん園ぞの幸さちがファッション誌を使ってムカデ化のプロセスを踏ふんでいる以上、もちろん馬鹿正直な意味じゃねえがな。そいつを確保すれば逆転できるかもしれねえんだ」

『……具体的に、サチ達たちを助けるためには何をすれば良い？』

「今からアクションを起こす。その後も連中がケータイを使っているかどうかを確かめてほしい。合図は……そうだな、インチキ交こう霊れい術じゆつで良いか。イエスならそのまま、ノーなら大暴れでもしてくれれば音や震しん動どうで俺達に伝わるはずだ。その有無で判断する」

　もう相手は間近に接近している。アクションを起こす前に、蘭園幸らが校舎の中まで殺到したらおしまいだ。いちいち説明している暇もないので、とにかく大百足とは一度別れ、俺達は暗い校舎の中を走る。

「どこに行くの？」

「逆に聞きてえんだけどさ、今でも職員室にはでっかい業務用の冷蔵庫みてえな装置って置いてあるか？」

「れいぞうこ？」

「ネット通販に頼たより切りなインテリビレッジじゃ、台風だの土砂災害だので山道を塞がれたらあっという間に干上がっちまう。だからいざという時の防災インフラは豊富に作られているんだ。公民館だの学校だの、大勢が避ひ難なんするトコは特にな。……中でも小学校は最強ランク。水、食料、寝袋、宿泊機能、あらゆるものが揃そろってる。その内の一つが」

　いちいち鍵かぎに構っている余裕はねえ。職員室の扉を足で蹴け破やぶる。

　中にあったものへ、懐かい中ちゆう電灯の光を向ける。

「緊きん急きゆう用の有線通信サーバーに、大規模アンテナ塔。いわゆる通信インフラってヤツさ」

　蘭園幸が『自分を大きく見せている』力は、ファッション誌の『オートフォーカス』に依存している。そして『オートフォーカス』の誌面は平面コードやＡＲマーカーばっかりで、普通に目を通したって何が何だか分かりゃしねえ。

　あいつは雑誌とサイトを連動させて、日本全国のファンや常連を味方につけて、有象無象のフレンドに背中を押されて、徹てつ底てい的てきに自分自身を神格カリスマ化させているんだろう。それこそ、一〇〇本の脚なんて目じゃねえくらいに。

　だけど、逆に言えば通信環かん境きようを奪われたら、お月様のかぐや姫はどうなるかな。地上に落ちればただの人の子だ。常連もフレンドもいなくなれば、後はこの場にいる人間だけだ。一〇〇本を超える脚をもぐ事だってできるんじゃねえか？

　配電盤ばんの扉を開けて、中を操作しながら俺はそんな風に説明していく。

　唐傘は唸うなりながら、

「大おお百足むかでは唾をつけた武具が苦手。唾を吐く……とは、そういう意味に変換するのだな。蘭らん園ぞの幸さちを孤立させ、カリスマ性を奪った上で、改めて衣服の着こなしを全否定する。それでムカデ化の力を奪う」

　名付けて裸の王様作戦。

　ただし絵本のように行くとは限らねえ。失敗すれば広場で斬首刑だ。

「で、でも、あなたが今いじっているのは災害時の『予備』のサーバーでしょう？　インテリビレッジはそれこそ蜘く蛛もの巣のように大小無数の通信網が敷ふ設せつされていますから、一つ二つを壊こわしたところで全線不通になるような事はないのではなくて？」

「壊す必要はないんだ」

　俺はそう訂正した。

「座ざ敷しき童わらしに巻き込まれてな、あいつがルーターの設定勝手にいじったせいで、俺の部屋と混線しやがった。不具合でみんな通信がストップしちまって、復旧するのに朝までかかった」

「？」

「同じ事だよ。物理的に壊すより不具合を起こす方が混乱は増す。予備サーバーの設定をメチャクチャにして、普段正常に動いている村の回線とわざとバッティングするように大量のデータを送り出す。それで通信は全部止まってしまうんじゃねえか」

　バチン！　と指先でスイッチを跳ね上げ、

「よし、後は無線通信だな。こっちについては防災用のアンテナ塔からケータイ電波だの無線ＬＡＮだのと同じ周波数を垂れ流せば力技で封じる事ができる。成功すりゃあ、蘭園幸からムカデの脚をもぐ事になるぞ。これで第一ステップ。ようやく同じ土俵に立てるって訳だ」




　　　　　15（3rd person）




　そして深夜の『サナトリウム』で、何かのゲン担ぎなのか体操服と赤色ブルマを穿はいてパソコンに向かっていたデイトレーダー小こ手て蜜みつ惑まど歌かは、突然の通信障害に絶叫していた。

「あああああああああああああああああアッ────────────────!!!???」




　　　　　16（3rd person）




　蘭らん園ぞの幸さちの見ている前で、ムカデの脚から放つ光を明かりに使い、多くの子供達たちが窓を割ってハイテク木造校舎の中へと飛び込んでいった。廊下で暴風が吹き荒れるのが分かる。いいや、もはやそれを見て『人間の子供』と思う者はいるだろうか。どちらかと言えば、ムカデの部分の方が多い者も珍しくない。彼らの中にはムカデをより集めて大きな翼つばさを作ったり、ヤドカリのように半身をすっぽり覆おおう者もいた。もちろんその全てがきちんと機能するとも限らない。例えば両手を変じて翼を作っても実際に大空を舞まう揚力は獲かく得とくできないだろう。こんなになっても形や外見にこだわる心が残っているようだが、それも徐々に溶ける。形のないムカデの群れへ一層混ざっていく。ムカデはムカデでしかなくなるのだ。切り裂く風に押し潰つぶす風、酸化反応で腐食させる風に電気を起こす風。新しい魅み力りよくだっていっぱい見つかる。

　兵士が地じ均ならしをした上で、女王が奥へと踏ふみ込む。そういう構造のはずだったが、ふと蘭園幸の足が止まる。

　のそり、と。割れた窓から逆に出てくるように、見知った致命誘発体が顔を覗のぞかせたのだ。

「大おお百足むかでっ!!」

　思わず全部忘れて、それこそ歳相応の少女のように甲高い声で名を叫ぶ。

　そのまま駆け寄る。大きな頭部へと、両手を広げて飛び込んでいく。

「ばかっ!!　こんなに人を心配させて!!　ムカデ化が進んでいる今の私達なら、あなたの肌に傷をつけられる。力の制御ができていない子も多いんだから、本当に危なかったんだよ！」

『……、』

「でも安心して。ふふん、もうすぐ全部終わるから。ムカデ化が一定のラインを超えれば……この一夜を乗り越えれば、コップの水が表面張力の限界を迎えるように、後は雪な崩だれ込む。日本全国が私達と同じになる。美しいだの醜みにくいだの、そんなまやかしで誰だれかが傷つけられる事もない、優しい世界がやってくるんだから」

『……、』

　ここで首を横に振っても、おそらく蘭園幸にはもう届かないだろう。大百足はそう思う。

　彼女は彼女で、スマートフォンに目をやった。通話ではなく、一〇〇文字制限の無料ショートメールサービスのようだった。ふきだしのようなウィンドウが次々に開き、校舎内の捜索情報が並べ立てられていく。

　そして蘭園幸は顔を上げた。

「……大百足、あなたはまだ逃げた連中のスパイをやっているでしょう？」

『バレていたか』

「ふふん、あなたの事なら何でも知っているんだから。そして、別にそれでも構わない。たとえ敵対したって私達たちはトモダチ。いつかこれが正しい事だったんだって絶対分かってくれるって信じているもの」

　インテリビレッジ納のう骨こつ村むらは、有線・無線ともに通信環かん境きようは途絶しているはずだった。しかし大おお百足むかでが観察する限り、蘭らん園ぞの幸さちらは無線キーボードやプリンタなどに使う特殊なサービスを応用し、独自の通信網を築いているようだ。

　通信範はん囲いはせいぜい五〇から一〇〇メートル。ただしサーバーやアンテナ基地を介さずに直接携帯電話同士でやり取りができるため、何者にもデータの流れを監かん視しされない。米国などではテロ計画や麻薬取引に悪用されるとして、メーカーに機能制限を設けるよう議論が起きているらしいと聞く。

「待っていて」

　自ら大顎あごに身を差し出すように大百足の頭部へ抱き着きながら、蘭園幸はうっとりと両目を閉じた。

「あなた達の居場所は、私が作る。そうしたら、また一緒にくだらない事をお話ししましょう？」

『サチ』

「そのためには、まず、邪じや魔ま者ものを排除しないと」

『サチ!!』

　叫んだが、もう遅かった。

　大顎を閉じて少女の胴をサスマタのように戒めようとする大百足から、するりと蘭園幸は遠ざかる。ザザザザザザザザ!!　と奇怪極まる音を立て、あっという間に彼女は夜の校舎へと飛び込んでいく。断じて、人間の二本の足で出せる音でも、動きでもなかった。スカートの中に穿はいたズボンがぐにゃりと曲がり、裾から伸びる二本のムカデが絡み合う。……でもまだ足りない。おそらく無数の脚で空気を裂く事で、暴風すら生み出して移動に利用している。全体として機敏な蛇のようなその動きに、大百足は洋の東西を問わず存在する、怨念により怪物へと変じた女性達の話を思い浮かべてしまう。

　そして幸が窓から廊下へ踏ふみ込んだ直後だった。

　ガガッ!!　とあちこちのスピーカーが一斉にノイズを発した。それはすぐに高校生らしき男の声を吐き出してきた。

『よお!!　蘭園幸で良かったかな。こっちもただで殺されるつもりはねえ、ここらでせいぜい悪あがきをさせてもらおうじゃねえか!!』

（……、）

　幸は小さな画面を親指で操作し、放送室を見つけて踏み込めと命令を飛ばす。

　その間にも、声は続く。

『アンタの出ている雑誌は見たよ。そして今の服装も。なあ、どうしてそんなにチグハグなんだ？　白は一番浮かんで見えるから、白の上から赤を羽織る事で「中身」がバストアップしたように見せかける効果はある。黒のスカートも腰回りを細く見せるためのもんだろうし、茶色のブーツと合わせりゃチョコレート系でまとめられるかもな。だけどジーンズは明らかに余計だろ。何でそこで青が混ざるのか意味分かんねえし。配色がガチャガチャしてんだよ』

（……私を『大きく見せる』根拠を崩してムカデ化『パッケージ』を破は壊かいするつもり？）

　スマホに返信があった。

　放送室に踏ふみ込んだ男子達たちのものだったが、結果は芳しくない。

『誰だれもいなかった。そもそも電気も点ついていない』

『他に放送設備は？　体育館とか、全校集会するところを調べてみて』

　対応にまごつけば、それだけ時間を稼かせがせてしまう。

　暗い廊下の奥へ目をやる蘭らん園ぞの幸さちの耳に、さらに男の声が否いや応おうなく突き刺さる。

『そもそも根本的に、栗くり色いろの巻き髪はゆるふわ系っていうか、お嬢じよう様方向だろ。白薔ば薇らのコサージュなんていかにもなアイテムだしな。なのに服装はミニスカとジーンズの組み合わせ、こいつは明らかにストリート系だ。腰のベルトもワイルドっぽいし、ゆるふわとはバッティングしちまう。似合ってねえ。かと言って、ギャップ狙いにしちゃあインパクトが薄うすいしな。単純に失敗なんじゃねえのか？』

（だけど甘い。ふふん、間違っているのは織り込み済み。間違っているのは分かるのに、でも、蘭園さんの言う事なら従っておいた方が良いのかな。そういう風に『大きく見せている』んだもの。だから私のミスを指摘した程度じゃ、私の肥大したステータスは崩れない！）

　ガラスがバキバキに割れた廊下で、少女は獰どう猛もうに笑う。

　ショートメールからはムカデの女王に向けて次々と返信がある。

『体育館にも人はいない』

『他に放送設備があるとも思えない』

『地下への扉があった。テレビでやっていたトルネードシェルターかも』

　ぴくんっ、と蘭園幸は眉を片方跳ね上げた。

　親指で操作する。

『防災インフラ、体育館並の面積を持つ避ひ難なん所じよね。パニック防止と人員整理のために放送機材もあったはず。扉の場所を教えて。攻め落とすわよ』

　ザザザザザ!!　とテレビのノイズにも似た轟ごう音おんが夜の学校を埋めていく。
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　タローのヤツは防ぼう空くう壕ごうダンジョンなんて言ってやがったが、実像はひたすらだだっ広い倉庫に大量の段ボールが積み上げてあるって感じだった。これが全部、缶詰だの寝袋だのって訳だ。二階、三階分と積み上げられたそれらは完全な壁かべになっていて、広大な空間を迷路のように区切ってやがる。

　さらに外周、ステンレスか何かでできた壁のすぐ向こう、全方向から取り囲むようにして。

　ザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ!!　と。

　何かが、猛烈な速度で引っかいている。いいや、削り取ってやがる。例の風の力か。ゲリラ豪雨にも似た音の洪水は、風速一〇〇メートルの竜巻にも耐えるトルネードシェルターの壁をあっという間にボロボロに崩し、大穴を開けちまう。

　ぞるぞるぞるぞる!!　と黒い海かい藻そうの塊みてえなもんが暴風と一緒に次々と雪な崩だれ込んできた。もう人間の形を維持していねえものも多い。塊の隙間から手足の先が飛び出ていて、かろうじて元が何だったのか分かる程度、っていう感じだ。しかもそれだけじゃない。ムカデにまとわりついている、あの変な風。下手すりゃ真空刃とか超高圧とか使って、脚一本触れずに人を殺せるのかも……？

　ほとんど唯一、五体満足をキープしている……逆に言えば完全制御を為なしている蘭らん園ぞの幸さちが歩むと、一面を埋め尽くす黒々としたムカデの群れが道でも作るように左右へ割れていく。

「ふふん、これでチェックメイト、かしら？」

　無数の蟲むしの触覚が、一斉にこちらへ集中する。

　提ちよう灯ちんと唐傘は米よね咲さき尋ひろの前を陣取って体を膨ふくらませようとしていたようだが、実際に激突が始まっちまえば、どうなるかは自明の理。

「大おお百足むかでは嵐を呼ぶ。雷光も、鋼のような硬さも、起点はみんな気圧の操作だったのね。だから手札はいっぱいある。大顎あごで噛かんで毒を注ぐか、巨体で締め上げるか、全方向から莫ばく大だいな風圧を浴びせて鼓膜と内臓を潰つぶすか。あ、でも」

　言った直後だった。

　何の気なしに蘭園幸がムカデと化した腕を振るった途端、ゴォ!!　とオレンジ色の炎が渦を巻いた。

「ふふん、それだと火が点ついちゃうかも？　ディーゼルみたいにさ」

　くそっ、やっぱり時間が足りない。っていうか、地下、土の中じゃムカデの独どく壇だん場じようか!!

　俺は防災放送の無線マイクを手にしたまま、それでも笑うしかねえ!!

『いいや、そいつはどうかな？　アンタのブランドだってもう崩れかけてる。ファッション誌ってな利用するもんであって鵜う吞のみにするもんじゃねえ。周りだってそろそろ気づき始めているはずさ』

「でもそんなの待たない。だから死んで、自由で優しい世界のために」

　パチン、と蘭園幸は指を鳴らした。

　直後に、海藻の塊にも似た全方位の闇やみが、一斉に俺達たち目がけて襲おそいかかってきた。




　　　　　18（米よね咲さき尋ひろ）




　殺到する闇やみを見た。

　耳元で提ちよう灯ちんが何かを叫び、唐傘が僕を庇かばうように傘を大きく開くのも見た。

　だけど、大丈夫。それは必要ないよ。

　何な故ぜなら。




　僕だって、蘭らん園ぞのさんを『尊敬している』んだから。




　いつまでも痒かゆみの止まらない右手を、水平に振るう。

　それだけで、ぞるぞるぞるぞるぞるッッッ!!　と肩口から指先までもが一気に変質した。提灯と唐傘を優しく押しのけ、向かい来る大量のムカデの群れへと鞭むちのようにしなる蟲むしの腕を強引に振り下ろす。

　ドゴァッッッ!!!!!!　と、まるで爆ばく弾だんでも詰め込んであったかのように空気の塊が炸さく裂れつして、まとめてムカデの海が弾はじけて飛んでいく。

　蘭園さんは、びっくりしているみたい。

「な、にが……？」

「その子達たちと同じ。僕だって『オートフォーカス』に写っている蘭園さんを見て、素直に格好良いって思った。あれ、可か愛わいいって言った方が良かったのかな？　でも、どっちにしたって尊敬しているのは変わらない。ムカデの力は、僕の方にも伝染していたんだ」

　キチキチキチキチ、という小さな音の連続は、一〇〇本の脚。もはや僕の一部。叩たたくだけじゃない。風を切って空気を操り、小さな嵐だって起こせるはず。

「それに陣じん内ないのお兄ちゃんが全てを暴いたって、蘭園さんが格好良いっていうのは変わらなかった。だって、僕だって思ったもの。妖怪になりたいって。だけど僕は大人に頼たよって、振り回されて、それでおしまいだった。蘭園さんみたいに自分の力だけで全部組み立てて、大人の世界まで振り回しちゃうなんてすごすぎる。そこまでトモダチの事を想おもえるなんて、絶対に尊敬されるべきだと思う。僕だって唐傘や提灯がいじめられたら怒るけど、でも、具体的に何をどこまでできるのかって聞かれたら答えが出ない。蘭園さんはそこに答えを出した！　大人達の世界を突っぱねるほどに、強く！　だから!!」

　肩口から飛び出すムカデは、もう一本じゃない。ヤマタノオロチみたいに、次から次へと頭は増えていく。それを大きな掌てのひらみたいに握って開いてみる。風を纏まとう。

「僕は負けない。蘭園さんを尊敬する念が、想う気持ちの大きさがムカデ化に繋つながるっていうなら、こんな連中なんかには絶対に負けないし、揺るがない！」

「なっ」

「僕は蘭らん園ぞのさんが自分で思っている以上に、蘭園さんの良い所をいっぱい知っているんだから!!」

「何を、言っているの!!」

　怒っているのか、何な故ぜだか顔を真っ赤にして、蘭園さんが真っ直すぐこっちへ突っ込んできた。ズボンの中の足を長いムカデに変えて蛇のように動かし、それとは別にスカートからも大量のムカデを噴ふき出して。蘭園さんのムカデは空気を叩たたいて風を溜ため込んだ途端、ゴォ!!　と音を立てて炎を熾おこす。僕も応じるように前へ出る。間にいる有象無象なんて蹴け散ちらして、巨大なムカデを濁だく流りゆうのように振り回し、ぶつけ合う。空気を引き裂く事で生まれた真空の鈍器が爆ばく発はつし、辺りへ吹き飛ばされていく。僕の風と蘭園さんの炎がなおも絡み合う。

　やり合っている内に、少しずつムカデについて分かってきた。重要なのは形や大きさじゃない。派手な風や炎でもない。陣じん内ないのお兄さんは言っていた。大おお百足むかでの毒は呪いの材料にされてきたって。

　呪いっていうのは、きっと想おもいだ。

　大百足は想いを膨ふくらませて体が大きくなっちゃった妖怪なんだ。だから、これはどれだけ強い想いを相手に向けられるか、注入できるか、そういう勝負なんだ。

「あなたなんかに何が分かる!?　顔も作り物で、心もグチャグチャにされて、『自分』なんてものはどこにも残っていなくて！　こんなお人形に憧あこがれて無邪気についてくる時点で、あなたなんか死体マニアと変わらない！　私の事なんて何にも分かっていないのよ!!」

「そんな『自分』が嫌だって思っている蘭園さんには、その時点で『自分』があるじゃないか。大百足のために泥を被かぶろうとしている蘭園さんは、トモダチを大切に想う蘭園さんじゃないか！　だったら、こんなの駄目だ。トモダチを大切に想うその心は、クラスのみんなやお父さんお母さんを傷つけても構わないだなんて答えは絶対導き出せない。蘭園さんは『自分』で『自分』を凍りつかせて麻ま痺ひさせているんだ!!　麻痺したまま最後まで進んだら、蘭園さんは絶対に後で後悔するに決まっているッッッ!!!!!!」

　ムカデは思い通りに動き、様々な形を作る。大きな拳にして殴りかかり、風と炎が渦を巻き、槍やりのように尖とがらせ、何度も爆発する。その内、優劣がはっきりとしてきた。

　やっぱり蘭園さんは強い。単純にムカデの操り方だけじゃない。炎を噴ふき出すのなんかどうでも良い。根底にある想い、呪い、ムカデの毒の部分が、圧倒的に強く、重い。蘭園さんがトモダチを想う気持ちは、こんなにも強烈なんだ。

「ふふん、あなたなんてその程度。私の事なんか止められないのよ!!」

「……っ、かもしれない、ね」

　でも忘れたのかな、蘭園さん。

　主役は僕なんかじゃない。

　僕の後ろには、妖怪には滅法詳しいお兄さんがいるって事をさ。
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　その光景を目の当たりにして、俺は発端となった送り雀すずめの言葉を思い出していた。

（尋ひろちゃんが危ない。大おお百足むかでが尋ちゃんを食べちゃう前に助けて、か）

　あれは、食べるっていうのは、こういう意味だったのか。

　素直に蘭らん園ぞの幸さちがおっかない。空気を圧縮して埃ほこりを餌えさに爆ばく炎えんを生み出すなんてイカれている。風を武器に一人で立ち向かっている米よね崎さき尋だって、力比べじゃ俺は勝てねえだろう。

　そして感傷に耽ふける必要もない。今は、稼かせいでくれた時間を有効に使えば良い。

『笑わせんなクソガキ!!　「自分」を「大きく見せる」？　大人にも負けないくらい肥大する？　どれだけ背伸びしようがガキはガキだ。それで高校生に勝てるとでも思ってんのか!?』

「ッ!!」

　カッ！　と思わず米咲尋を押しのけようとした蘭園幸だったが、そこで何かに気づいたらしい。動きがピタリと止まる。

　そう、目の前にいる相手に、わざわざマイクを使って話しかける必要はねえわな。

『小学生のガキども相手に胸を張るのは簡単だったかもな。「オートフォーカス」のメイン読者は中学生だから、連中も屈服させられるかもな。……だけど、俺はその上に立つ高校生だぜ。上からこうして箱庭を見下ろせば、アンタの歪ひずみくらい一発で分かるんだよ!!』

　一見して支し離り滅めつ裂れつな、負け惜しみにも聞こえるかもしれねえこの言葉。

　でもしっかりと意味がある。

　ここに来る前、米咲尋はこんな風に言っていた。

『でも、陣内のお兄さんなら蘭園さんにトドメを刺すのもできるかもしれないよ』

『僕達たちにとって、一学年の壁かべって無限大だもの。まして小学生と中学生は地球とお月様くらい遠い。蘭園さんはそのお月様にいる人だけど、陣内のお兄さんはさらに上にいる』

『蘭園さんのステータスは中学生の世界にある。だから、陣内のお兄さんまでは届かない。高校生の言葉っていうのは、特にオシャレやファッションについてなら、それくらい破格の意味を持つんだから』

　そしてマイクを離はなさねえのは、当然、俺はアンタに向けて声を掛けている訳じゃねえからだ。

　この学校の敷しき地ち全体、どこにどれだけ埋め尽くされているかも分からねえ、蘭園幸の取り巻き、信者、ギャラリー、フレンド、そういう連中に向けて、だ。

　言葉の内容なんてどうでも良い。

　ようは、改めて年ねん齢れい差、学年差を突き付けて不安を煽あおれば良い。

　何な故ぜならば、

「唾は唾だけじゃ意味はねえ。どれだけ吐いてもダメージにゃならねえ。『唾をつけた鏃やじり』って形に、一つ何か別の道具を使って整えなくちゃ大おお百足むかでの弱点とは呼べねえよな？」

　つまり『唾を吐く』という行為を、『何かに乗せて』ムカデに運ぶ必要がある。

　ではそれは何か。

「しまっ……」

　答えは、俺じゃなくて蘭らん園ぞの幸さちが持っている。

　そう、ヤツらが互いに連携を取るために使っていた、携帯電話やスマートフォンにな!!
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「しまっ……」

　蘭園幸は慌ててスマートフォンを取り出した。

　彼女は一つのセーフティを設けていた。もしも仲間割れなどが起きた場合に、メンバーのムカデの力を奪うための『鏃』を。

　慌てたように全員分のアドレスを着信拒否設定にしようとするが、もう遅い。

　ショートメールが届く。

『計画は失敗するって言っているぞ』

　同じ仲間から。

『本当に大丈夫なのか』

　蘭園幸の言葉を疑うように。

『最初からまずいと思っていたんだ』

　唾を吐くように。

『だって、高校生がああ言っているじゃないか』

　唾をつけた武具をムカデに飛ばすように。




　一斉に、数十数百もの『唾をつけた鏃クレームのシヨートメール』が起点にして司令塔たる蘭園幸へと殺到する。




　叫びを発する暇もなかった。

　ズドアッッッ!!!!!!　と、蘭園幸の腕を変質させていた巨大なムカデが弾はじけ飛ぶ。その中から、少女らしい細くて華きや奢しやな腕が飛び出す。それを皮切りに、周辺一帯を埋め尽くしていた闇やみが、次々と吹き飛ばされていく。原形すら保てなかった塊が、元の少年少女へと戻っていく。

「あ、ああ……」

　蘭園幸はぐらぐらと揺れる視界の中で、意図せず声を洩もらす。

　あと一歩だった、大百足達たちと自由に笑い合える世界が、永遠に遠のいていく。

「あああああ!!　あああああああああああああああああああああああああああああ!!」

『さあ、チェックメイトだ』

　マイクを手に、高校生という絶対に手の届かない存在が改めて告げた。

　それを待っていたかのように、地上へ続く階段の方から、トモダチの大おお百足むかでが顔を出した。

『そっちに何十人いるかなんて関係ねえ。お月様の上にいる高校生と、本物の致命誘発体。俺達たちにゃその二つが揃そろっている。……さあ、どうする小学生。これでもまだ挑んでこられるヤツがいるのかよ？』
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　陣じん内ない忍しのぶ達が階段を上って地上へ出ると、パトカーが待っていた。どうやら、村の交番のおじいさんではなく、わざわざ隣となりの地方都市から複数台も駆けつけてきたらしい。

　蘭らん園ぞの幸さちやその一味の大おお騒そう動どうを知って駆け付けた、などという話ではなく、

「建造物不法侵入、器物損そん壊かい、電波法違反、ええと、後は何だったかな。しっかし、アンテナ塔いじったのは目立ち過ぎたな、隣街まで影えい響きようが出ているぞ。まあ、誘拐とか未成年者略取とか変態的な罪状がつかない事を祈れ、高校生」

「うそーっ!!　こっち!?　俺に手て錠じようかけちゃうの!?　しかも全部俺持ちって何でだよお！　どうやったら人の手でトルネードシェルターの壁かべを壊こわせるんだよお!!」

　妖怪そのものの罪を裁くシステムはないが、その力を悪用した蘭園幸らを追求するのは可能だ。数十人単位の襲しゆう撃げき者しやから命を狙われ、同時に米よね咲さき尋ひろを守るため奮ふん闘とうしていた事が立証されれば正当防衛や緊きん急きゆう回かい避ひが適用されて不起訴になるだろうが、それはまた別のお話。

　こちらもこちらで、制服警官に緊急確保された蘭園幸へと、唐傘や提ちよう灯ちんを伴って米咲尋が走っていく。

　彼女はそっぽを向いて、しかし明確にこう呟つぶやいた。

「私は正しい事をした。だから何度だって挑戦する、『私達』の美び醜しゆうを溶かしてみんなが一つになれるまで」

「だとしたら、僕は何回だって止めてみせる。だって、本当の蘭園さんはそんな事ができる人じゃないはずなんだから」

　まるで日本神話のイザナギとイザナミのような応酬。

　両脇の制服警官がパトカーへ乗るよう少女を促そうとしたところで、しかし、もう一度だけ付け足すように米咲尋が声を掛けた。

「蘭園さん！　あと一つ、あと一つだけ良い？」

「なに？」

　息を吸って、吐く。

　米よね咲さき尋ひろは真正面から少女の目を見据えて、そして言い放った。

「お顔を見せてくれる？」

　額面通りの意味ではないはずだ。Kasane_12。対人トリックアートによって見た目の印象を徹てつ底てい的てきに組み替えている蘭らん園ぞの幸さちにその言葉を放つのは、特別な意味を伴うはずだ。

　事実、少女は目を丸くしていた。

　そして、彼女は小さく笑った。両手で自分の顔を覆おおう。まるで顔を洗った後に、タオルで顔を拭くような仕草。それでいて、古典的な怪談ののっぺらぼうにでも出てきそうな一幕。

　やがて、蘭園幸は顔の手をどけた。

　クラスや近所の人達たちはおろか、彼女を産んだ両親さえも否定した素顔をさらす。

　悪あく趣しゆ味みな皮肉のように、彼女は言う。

「わたしきれい？」

　そして今度こそ。

　直後に、米咲尋のたった一つの言葉が、蘭園幸の虚を衝ついた。




「うん、とっても」













　　第二章　承＠内うち幕まく隼はやぶさ＆八はち河かわ巴ともえ







　　　　　１（内幕隼）




『タロットガールズ22です！　ハンバーガー、牛丼ブームに続くファストフードの革命児と言えばまさにこれ！　革新的フードショップ「ＮＥＫＯ＝ＭＡＮＭＡ」はその名の通り、どんぶりいっぱいのご飯にお好みのお味み噌そ汁しるをぶっかける庶民の味方です。もちろん赤味噌、白味噌から、かつおダシ、いりこダシ、豚汁や魚介汁などのセレクトも可能。私、大アルカナ「女帝」の姉あね村むら楓かえでも懐なつかしくて新しい食のスタイルを応援しています!!』




　店内ではテレビのＣＭと連動した、アイドルの録音アナウンスが延々ループしていた。

　味噌汁どしゃーっ、とどこぞの着ぐるみみたいな掛け声を放ちながら、俺は昼時のどんぶり屋でほかほかの白米の上へシャケのあら汁をぶっかけていく。

　うおーん!!　外回りの仕事が辛つらいよう!!　ここ最近の独断専行のツケとして捜査一課の課長からまぁーた面倒臭い仕事を押し付けられたしい！　『ご飯くらいしか楽しみがない』って、心しん療りよう内科的に見るとかなーり黄色信号なんじゃないのかなあ!?

「えー、あー、ごほんっ!!　『……内幕、このファイルを持って現場へ行け。家の中でミイラ化した孤独死の老人達たちが本当に自然死だったかどうか、検死解剖で調べるのにも限界はある。本当に事件性がないかどうか足を使って改めて調べ直せ』。いやあ、刑事さん、相変わらず組織から嫌われているねえ」

「……ここで何をしている義務教育。ついでにどうして今朝の課長の口くち真ま似ねができる!?」

「ひ・み・つ☆　ていうか刑事さん、ＮＥＫＯ＝ＭＡＮＭＡに来たら宮崎名物の冷汁でしょー？　まったく基本が分かっていないんだから。当店の人気ナンバーワン」

「噓うそだろう？　それぶっかけたら冷や飯にならないか」

　また街中で水着みたいな格好をしているツインテールの推理マニアは、いつの間にか俺の隣となりに腰掛けてどんぶりを受け取っていた。唯一歳相応なのは、何だろう、胴体のやたら長いキャラクター系のマフラーくらいか。昼時で混雑している上にぎゅうぎゅうのカウンター席だ。それを良い事に、必要以上に体重をこっちに預けてきやがる。

「こんな再調査、真面目にやったって新しい証拠なんか出てこないよ。捜査が打ち切られたの何年前？　老人が亡くなったのって何十年前？？？　そんな昔の話じゃ鈍器だの刃物だのが骨まで到達していない限り、解剖したって何にも見つからない。新たな目もく撃げき証言も凶器も見つからない。ないない尽くしで大変な事で」

「それが分かって徒労をさせているんだろうさ。ああもうくそったれめ」

　……死体と上手に共同生活を送る覚悟さえあれば、森や海に捨てなくても完全犯罪はできるかもしれない、って訳だ。年金なんかの不正受給をしていなければ『自然死』で立件される事はまずない。同じ家の中で死んでいる事に家族が『気づかなければ』死体遺棄も適用されないんだし。まあ、二〇年三〇年と死臭まみれの生活を続けなくちゃミイラ化の恩恵は得られないっていう話だから、想像するに恐ろしい光景だけどさ。

「お前は何をしている推理マニア？」

「ま、刑事さんの動きと被かぶるかもね。だからご挨拶に伺ったんだけど」

「？」

「ねーねー、ミイラ化老人の謎なぞを追い駆けるなら私と一緒にデートしようよう☆　バラバラに調べるんじゃ非効率的だもん。『姥うば捨て団地』にアタックするならイチャイチャしようよう☆」

「……姥捨て、団地？」

　あんまりな言葉に、思わずギョッとする。

『うば』って単語は今じゃあんまり使わないからイメージしにくいかもしれない。でも、山姥やまんばというのが山に住む老婆の妖怪だって思い浮かべれば少しは分かりやすいのではないだろうか。

　生活費の不足や介護疲れなどの理由により、息子夫婦などが産みの親を山に捨ててしまう行為。当然、捨てられた老人が暗い山の中でどのような末路を辿たどるのかは明白だ。現代でも安楽死とか何とか議論は起きているけど、こういう話を聞くと『昔は良かった』なんて一律で語れるものじゃないんだなって思う。なんていうか、食べているものの味が消えていくような話だ。

　具体的にどんなものかは知らないが、おそらくそこから名前を取っている。

　姥捨て団地。

　一方の推理マニアは俺の肩に頭をぐりぐり押し付けながら、

「もちろん正式名称は違うんだろうけどさ。ここ三年で発見された孤独死は五〇件以上、いずれも『自然死』で即解決。事件性は不自然なくらい認められず。ねっ？　少しはやる気が出てきたかなーん？」




　　　　　２（内うち幕まく隼はやぶさ）




　おばあちゃんの原はら宿じゆく、という言葉でお馴な染じみになった巣す鴨がもも少しずつ変わってきた。あちこち植樹して緑地化が進められていて、静かな生活を望む老人達たちのために住宅地が増殖している。まあ、土地不足はいつもの事だから、アパートやマンションなんていう高層建築の方が多いんだけど。

　池いけ袋ぶくろも近いし、渋しぶ谷や中心街に対する代だい官かん山やまみたいな扱いなのかな。

「あれはマンションじゃないよ。イマドキはお墓も高層化しているんだってさ」

「マジかよ……。まあお化けもお供え泥棒も出なさそうで結構だけど」

「あと向こうの木は樹木葬だって。倍率はまさかの一五倍。……でも公園の真ん中に漠然と立ってる木って、イタズラとかで枯らされたりしないのかなあ」

　そんな事を言い合いながら徒歩で調査物件へ向かう。

　問題の『姥うば捨て団地』は、そういった住宅街の外れにあった。

　図書館の本棚みたいに、二〇棟くらい同じ形の建物がぎゅうぎゅうに詰め込まれた場所。建物自体は古そうだが手入れが行き届いていて、さして不潔な印象もない。ただ、雰囲気がよそとは違うのも事実だった。この一帯だけ植樹が多めで、まるで鬱うつ蒼そうと茂る森の中から顔を出すように団地のビルが伸びているのだ。視界が阻まれ、道が塞がれるだけで、随分と拒絶的な空気を匂わせている。

「ほんとに道ってこれしかないのかな？」

「確かに、不便極まるよな」

　煉れん瓦が敷じきの道は田舎の農道よりも狭くて、あちこちぐねぐね曲がっている。しかも、道自体もボコボコ膨ふくらんでいた。地中の木の根が路面を押し上げているのだ。

　……これじゃあ車はおろか、スクーターだって通れなさそうだけど。

　ピクニック、いや、ちょっとしたハイキングくらいの気分で、二〇〇メートルも三〇〇メートルもある悪路を進んでいく。直線なら半分もないだろうに。

　やがて人造林の木々が晴れると、目の前にその威容が立ち塞がった。

『姥捨て団地』。

　一番近くにある棟の正面、学校の昇降口や病院の外来玄関のような入口に掲げてあるプレートを見る限り、正式名称は『椀わん貸かし宿しゆく営えい団地』というらしい。

　文字を目で追い駆けていると、ピシャリ、という音が頭上から響ひびいた。見上げてみれば、六、七階はありそうな建物の、蜂の巣のような窓の一つが乱暴に閉められたようだった。

　いいや、一つじゃない。

　ピシャリ、バタン。最初の一つを皮切りに、あっちこっちで拒絶の音が続いていく。まるでシンと静まり返った集会の最中で、誰だれかが咳せき払ばらいをした後のように。

「すんごい歓かん迎げいムードだねえ」

「ベランダから植木鉢でも降ってこなければ何でも良いけど。……というか、何だこれ？」

　あちこちに金属製のバケツが複数置いてある。ボコボコにへこんだもので、中には汚れた水が張ってあった。雨水が溜たまっているのか、いやそれにしても……？

　と、ジョウロで花か壇だんに水やりをしている、ジャージのおじいさんがいた。彼は一通りジョウロの中身を使い切ると、地面に置いたバケツを掴つかんでジョウロの中へと水を注ぎ込んでいる。こんな風に水を張っているとしたら、結構な重さのはずだ。

　推理マニアが早速喰くいついていった。

「ねえおじーちゃん」

「何だ？」

　いかにも不ふ審しんそうな声色だったが、老人は会話自体は断ち切らなかった。

　それを良い事に、艶えん美びはぐいぐい突っ込む。

「大変そうだね。何でバケツに貯ためているの？」

「雨水を貯めているんだから、これが一番効率的なんだ」

　……何だって？

「おじーちゃん、でも蛇口使った方が楽ちんじゃない？」

「水は貴重だ。今の若者には分からぬかもしれぬがな」

　水を入れ替えたジョウロを手にしたまま、ジャージの老人は逆に尋ねてくる。

「あんた達たちは？　ここは、訪問販売の連中がやってくる事もないと思っとったが」

　ええと、警察手帳はどこだったかな。あちこち手を入れ、ズボンの尻ポケットから身分証を取り出しながら、

「警察です。今日は、ええと、孤独死の案件について追跡調査にやってきたんですが」

「……警察官だと？」

　と、あからさまに眉をひそめ、これまで以上に胡う散さん臭いものを見るような目を向けてくる。

「刑事というのは普通、二人一組で動くものではなかったのか？」

「別にそうとも限りませんよ」

　刑事ドラマなんかじゃ一人で動く警官を小馬鹿にしたりするシーンがあるけど、実際には割と普通にある事だ。逆に『常に二人一組』なんてルールを作ったら、それこそ尾行対象者にすぐバレる。何のための『私服』なんだか意味が分からなくなってしまうのだ。

「しかし、一〇代の娘を連れ歩くのは流石さすがに変だろう」

「……ええまったく。それについては百も承知です、返す言葉もございません」

「若者がどんな格好をしようが構わぬが、腹を出すのはやめとけ。苦労するのは自分だぞ」

　吐き捨てるように言うと、ジャージのおじいさんは空っぽになったジョウロを持って建物の中へと引っ込もうとしてしまった。

「あの、ええと」

「田た山やま直すなおだ。団地については好きに調べてくれ」

「一応管理人さんにご挨拶したいのですが、どちらにいらっしゃるかはご存知でしょうか」

「知らぬ。というか、しばらく見ておらぬ」

　田山さんはこちらを振り返らずに、

「そうだ。何をしても構わぬが、エレベーターは使うな」

　それだけ言うと、今度こそ建物の奥へ消えてしまった。

　俺と推理マニアは顔を見合わせる。

「どうしよっか」

「やる事をやれば良い。別に、あの人に断りを入れる必要はないだろう」

　警察官仕様のＳＩＭを挿した携帯電話を取り出し、仕事のファイルを呼び出していく。ひとまずは孤独死した老人の部屋を調べて、その近辺の部屋の住人からも事情を聞いてみようかな。

　資料を基に広い敷しき地ちの中を歩いていく。

　並べた本棚のように密集する建物のあちこちから、俺達たちの歩調に合わせてピシャリ、バタンと窓の閉じる音が連れん鎖さしていく。部外者を拒絶しているが、無視はしない。建物全体に無数の眼めがあって、それらの視線が集中してくるのが良く分かる。

　椀わん貸かし宿しゆく営えい団地……通称『姥うば捨て団地』。推理マニアの話じゃ三年間で五〇件以上の孤独死が発生しているらしいが、一番近くの部屋はこの三号棟の六階だ。

　オートロックのような洒しや落れたものはない。そのまま正面から建物に入る。一階部分は住居ではなく、主にレクリエーションを重視した空間らしい。多くのベンチを用意した談話用のロビーや、健康器具を並べた大部屋などがあった。そういったスペースを抜けて、階段を使って上階へ上っていく。

「おい推理マニア、そもそも『姥捨て団地』ってのは何なんだ」

「その名の通りだよ。主に独居老人向けの低価格路線。都心にしては破格のお値段って事でネットは騒そう然ぜんとしているね。ただ、どこの不動産に連絡すれば良いのかは誰だれも分からなくてやきもきしているみたいだけど」

「……？」

「私に聞かれても困るよ。そういう噂うわさなんだから」

　階段を上りながらそんな風に話し合っていたが、三階くらいで早くも推理マニアがへばってきた。

「ねえ刑事さーん、ちょっと疲れたー……」

[image: ]

「何でだよ!?　三、四階分くらい普通の学校でも上り下りするだろ！」

「うちの学校はエレベーター完備だよう。そんな訳で勝手に使っちゃわない？　どうせあのおじーちゃんだって見ていないんだからさあ」

　まあ、確かにこの団地は七階はある。しかも一棟だけでなく、二〇棟はある。これを全部、何度も何度も行き来していたら、流石さすがにちょっとした登山くらいの手間はかかるけど……。

　と、そうこうしていると推理マニアは階段を無視して通路の方に行ってしまった。四つほど並んでいるエレベーターのボタンを勝手に押してしまう。

「ほらー、別に故障とかしている訳じゃないじゃん。ランプ点つくし……」

　そんな風に艶えん美びが言いかけた時だった。




「こりゃああ!!　エレベーターは使ってはならんという話を聞いておらんのか!?」




　それこそ間近の落雷のような轟ごう声せいだった。

　うひゃあ!!　と飛び上がる推理マニア。俺も俺でそちらに目を向けてみると、居並ぶドアの一つからちょうど顔を出してきた割かつ烹ぽう着ぎの老婆が鬼のような形相で艶えん美びを睨にらんでいる。ずかずかと近づいてくると、そのまま推理マニアの手を掴つかんで、ぐいっと引っ張った。

　まるで、エレベーターの扉から遠ざけるように。

「まったく、身の危険も顧かえりみない小娘じゃな……。というか、そもそも何なのじゃその格好は!?　若い娘が白昼の往来でへそなんぞ出して!!」

「そこの朴ぼく念ねん仁じんがさっさと押し倒してくれれば私だってこんな格好で誘惑する必要なんてなかったんだよ！　ていうかもう一〇月だよ!?　水着がおかしいくらい私だって分かってる!!　この襟えり巻きだって飾りなの、必殺グラビア水着マフラー！　どーん!!」

「おかしいと自覚があるなら何な故ぜ止めないのか!?」

　全身を総毛立たせて俺も叫んでみるが、誰だれも彼も聞いてくれない。

　というか、老婆は今の話を真に受けてしまったらしい。

「ふん、総人口が一億五〇〇〇万人まで増えたというに、少子高こう齢れい化対策の『モラルなき一〇ヵ年計画』の名残りがまだ続いておるのか。全く嘆かわしい……。これで襟巻きが毛皮だったら目め眩まいがしておったところじゃ」

　ブツブツ言っている割かつ烹ぽう着ぎの老婆は怒りっぽい感じだけど、実はそんなに悪印象はなかった。……なんていうか、怒っているっていうより叱しかっているって方が近いんだよな。推理マニアの服装についても、自分が不快だからじゃなくて彼女を案じている風でもあるし。

　それについては、花か壇だんの辺りで出会った田た山やまさんも同じか。

　……だとすると、エレベーターを使うな、っていうのも何かあるんだろうか？　最初は、招かれざる客に対するあてつけだとも考えていたけど……。

「で、アンタ達たちは何なのじゃ」

「こいつはともかく俺は警察官です……。その、言いづらいのですが、独居老人の孤独死に関する追跡調査を行っているところでして」

「ああ」

　と、割烹着の老婆は不快な様子も見せず、あっさり応じてくれた。

「アカサビさんの話か。わしにとっても他ひ人と事ごとではないからのう」

「？」

　アカサビさん？　疑問に思っていると、逆に老婆の方が怪け訝げんな調子で聞き返してきた。

「違うのか？」

「いえ、そもそも調査を始めたばかりの段階でして、詳しい事は何も知らないんです。もしよろしければ、そのアカサビさんについてのお話を伺ってもよろしいでしょうか」

「構わんよ。というか、どこの誰だれに話を聞こうが、どう考えたってアカサビさんの話になるじゃろう。あれは、それだけ有名な話じゃからのう」




　　　　　３（八はち河かわ巴ともえ）




　中間テストの振り替え休日の存在をすっかり忘れていたせいで、せっかくのお休みだっていうのに大それた事は何もできなかった。仕方がないので、かねてから先送りにしていた『あいつ』の墓参りにでも出かけてみよう、って話になる。

　……うちは、お母さんが再婚しているからね。新しいお父さんは優しいし、今の家庭に不満がある訳じゃないけど、でも、やっぱり『あいつ』の話はちょっとしにくい。

　まあ、こんな風に昔の思い出をほじくり返す事ができるようになったってのは、私も私で『人じん面めん瘡そう』や友達の澪みおを軸にしたあの事件に、心の中で決着を着けられるようになったって事なんでしょうけど。

　買い物に出かけてくる、と噓うそをついて家を出ると、電車に乗って巣す鴨がもへ。休日なのにベージュ色した冬服のブレザー着て出かけた私をお母さんはどう思ったかな。駅前のお花屋さんで適当な花を見み繕つくろってもらい、花束を手に墓地までは徒歩で。今日は平日だから、振り替え休日の事を知らない人にとってはとことん奇異に見えるはずなんだけど……お巡まわりさんが声を掛けてくる事もなかった。やっぱり大都会は色々冷たい。

　そして途中の小学校らしき場所、校門の辺りでおじさんとおばさんが揉もめているのを目もく撃げきした。片方は学校の先生らしき男性で、もう片方は……何だろう？

「奥さん、落ち着いてください、ちょっと落ち着いて、ねっ？」

「うるさいわねっ!!　あいつらがやったに決まっている！　それ以外に何が考えられるっていうのよ。あんただって、心の底では怪しいって思っているんでしょう!?」

「ですから、何もそうと決まった訳ではないでしょう？」

「この前だって、学校に刃物を持ち込んで……ああ、あんた達たちが通報しないっていうなら、私が勝手にやります。ただしその場合はあんた達も共きよう謀ぼうしているって事になるかもしれないけどね!!」

　……本当に何なんだろう？

　怪け訝げんな目をしているとキッと睨にらまれたので、さっさと退散する事にした。将来の夢、なんて明確に決まっている訳じゃないけど、ああいう風になりたくない、ならいくつかくっきりした像がある。あの手の『家事を全くしないで迷惑をばら撒まく専業主婦』もその一つだった。家事も仕事もしないんじゃ、大きなひきこもりじゃない。

　気を取り直してお墓の方に。

　最近じゃ高層ビルや樹木葬なんていうのも珍しくないみたいだけど、『あいつ』はわざわざ昔ながらのお寺の境内に、石のお墓を建てていた。それも生前に。刑事はいつくたばるか分からないから、事前にこういうものを用意しておくのさ。そんなキザな言葉を言っていたけど、きっと真実は違うと私は思っていた。

　係員が常じよう駐ちゆうする高層ビルや樹木葬では、家族がお墓の世話をする必要がない。それを嫌ったんじゃないかな。

　見た目はクールを気取っているくせに、実は寂しがりっていう面倒な人だったし。

　ケータイをいじりながらお寺と併設した霊れい園えんに踏ふみ込むと、先客がいた。

　この人も、『あいつ』と同じ警察官。

　外そと堀ぼり岳がくさん、だったかな。柔道部のエースみたいにがっちりした体格と、コワモテ極まる顔つきが最大の特徴。あっちこっちに古傷もある。まあ、『大きな犯罪組織』と日夜戦う道を選んだプロフェッショナルだから、そういう風に自分を形作っていったんでしょうけど。

　先客のおかげでお墓はすでに奇き麗れいに磨みがかれており、枯れた花や古びたお供え物も、新しいものに交換されていた。

　外堀さんは、私の顔を見て、それから苦笑した。

「何だ、巴ともえちゃん。最近の女子中学生っていうのはお墓参りの時にもピコピコを手放せねえってのかい？」

「これは『あいつ』に聞かせているのよ。タロットガールズ22の新曲。……ったく、いい歳したおっさんが娘に隠れてこそこそ一〇代のアイドルを応援していたなんて信じられる？　ほんと、どうしようもないミーハーだったんだから」

「え、あっ、そうなの!?　なーんか、俺の中にある先せん輩ぱい像が崩れていくなあ!!」

「あはは、日本酒なんかお供えしたって吞のまないよ。『あいつ』、クールぶって大人の付き合いをしていたけど、実は家のトイレでゲーゲー吐いていたんだから」

　……そんな風に言う私だって、『あいつ』の事を本当に分かっていたかどうかは自信がない。

　親友の澪みおが巻き込まれた『人じん面めん瘡そう』の件で『あいつ』は命を落とした。その時、『あいつ』とそっくり入れ替わっていた悪党に、私は最後の最後まで気づく事ができなかったんだから。

　内うち幕まくさんって刑事が助けてくれなければ、私だって悪党に殺されていただろう。

　手にした花束を分解してお墓に供え、その墓前で両手を合わせる。

　お母さんが再婚したおかげで、私はもう『八はち河かわ家』の人間だ。『東とう条じよう家』と刻まれたお墓に入れるかどうかは分からない。だけど、故人の冥福を祈るくらいは許されても良いはずだと思う。

　両目を開けて、私は外そと堀ぼりさんに尋ねてみた。

「ねえ、外堀さんにとって、『あいつ』はどんなヤツだったの？」

「刑事だったよ」

　即答だった。

　しかし、言葉が足りないと思ったのか、外堀さんは頭を掻かいてこう付け足した。

「所詮、警察官なんてのは商売だ。給料が出ねえなら誰だれもやらねえよ。だけどさ、そんなのでも五年一〇年と続ければ体に染み付いちまうんだよ。そういう意味では、先輩にとって刑事ってのはすでに生き様の域に達していた。たとえ何かの理由で刑事をクビにされたって、もうあの生き方からは逃れられねえだろうなってくらいに」

「……、」

「そういうもんなのさ。ないがしろにされ続けた巴ともえちゃんにとっては面白くもねえ話かもしれんがね。東条雅みやびは刑事って生き様を最期まで貫いた。鉄の信念がなけりゃ、殺される前にどこかで手を引いていただろうさ」

　まったく、それじゃあ大人になったのか子供のままなのかも分からないじゃない。

　目の前の外堀さんや、私を助けてくれた内幕さんも同じなのかな。

　内幕さん、か。

「ね、ねえ。外堀さんは、内幕さんとも知り合いなんでしょ？　あの人、今はどうしているの。内幕さんも『あいつ』と同じ匂いがするのよね。ちゃんと元気にやってる？」

「ははーん」

「な、何よ？」

「いやあ……何であいつはこう、『あと一歩』のラインの連中に好かれるのかね、と。もう一〇年、いや最悪五年熟れてくれりゃあ男の天国が待っていただろうによ」

「だ、だから何の事を言っているの!?」

「逆にこう尋ねてあげよう、巴ともえちゃん」

　と、外そと堀ぼりさんはニヤニヤと笑いながらポケットから自分の携帯電話を取り出した。

「俺は内うち幕まくの野郎と知り合いですから？　当然ヤツの電話番号もメアドも知ってる。さてどうするね巴ちゃん。ヤツのアドレスが欲しいならこれは絶好の機会だぞ」

　やっぱりこいつらガキだ！　刑事なんてみんな子供の集まりだ!!

「なっ、なんっ、なにをっ、私は別にっ、そんなの、いら……」

「最初で最後かもしれんのに？　この大都会東京じゃあ毎日三〇〇〇万人以上の人間が行き交っているんだぜ。何の努力もせずに偶然たまたま奇跡のように再会できるだなんて、まさか本気で信じている訳じゃあないわな？」

「うっ……」

　私は外堀さんから思わず目を逸そらしていた。

　くそう、頬ほおが熱を持っているのが自分で分かる。分かっているのに、自分のケータイを差し出す手を止められない……!!

　蚊の鳴くような声で、私はギブアップを宣言する。

「よろしく、お願い、します」

「はいよ。……しっかし、父親の墓前で娘のケータイへ男のアドレスを渡すだなんて、罰当たりだねえ。先せん輩ぱい、化けて出てきたりしねえだろうな」

「うっうるさい、別にそういうのじゃない！　それに化けて出てくるならそれで構わないわ、さぞかし賑にぎやかになるでしょうよ!!」

　もはや支し離り滅めつ裂れつに言い返しながらも、私は自分の携帯電話を両手で胸に抱き寄せていた。

　てっ、手に入れちゃった。

　こんなアドレス手に入れてどうしようっていうの私!?

　と、外堀さんは何かに気づいて首をぐるりと回した。

「さて、と。流石さすがにこれ以上はお邪じや魔まできねえか。俺はもう行くよ。巴ちゃんは久しぶりだろうからさ、ゆっくりしていくと良い」

「？」

　手を振って立ち去る外堀さんの背中に疑問の目を投げかけたが、すぐに理由は分かった。霊れい園れんの中を歩き、こちらへ近づいてくる新たな人ひと影かげがあったからだ。

　東とう条じよう……緑みどりさん。

『あいつ』の妹。私にとっては叔母さん、にあたるはずだった人。

「お久しぶり、巴ちゃん」

　なんて呼びかけて良いか分からなかったけど、結局、最後に会った時と同じように笑いかける事にした。

「うん、叔母さん」




　　　　　４（内うち幕まく隼はやぶさ）




『姥うば捨て団地』で出会った割かつ烹ぽう着ぎの老婆は根ね津づ雪ゆきさんというらしい。立ち話もなんだから、とその家へお邪じや魔まさせていただく事になった。

　間取りは元々ファミリー向けの団地なのか、部屋数はそこそこ。どこも手入れされていて、古びているが清潔な印象だった。ただ、老婆が一人で暮らすには、少々寂しい印象を与える『広さ』かもしれないが。

　……あと、何だろう。奇妙なほどに薄うす暗ぐらい。まあ、文字を目で追い駆けるのに苦労するほどじゃないんだけどさ。節電か何かに気を配っているんだろうか。

「お茶は出せんぞ、茶葉を切らしてしまっていてな」

　そしてすんごくストレートなお方だった。

「ま、食欲の失うせる話じゃろうから、ない方が良いじゃろうな。アカサビさんの話をしながらメシを喰くえるヤツはおそらく人間ではない」

「その、アカサビさん、というのは……？」

「アンタ達たちが捜しているものだろうさ」

　根津さんは、どっこいしょ、と声を上げながら台所のテーブルに着いた。何となく、俺と推理マニアは並んで対面の椅子に腰掛ける。

「アカサビさんはいわゆる孤独死の一つじゃが、寝たきりの老人が誰だれにも世話されずに干上がったり、突然の病に倒れて誰にも発見されなかった、などというのとはちょっと毛色が違う。より正確には、閉じ込められた、といった方が正しかろう」

「閉じ込められた……？」

　どこに、そして、誰に？

　第三者の手が加わっているなら、もちろんそれは自然死じゃない。立派な事件だ。

　が、俺の目が鋭するどくなったのを見て、根津さんは両手を顔の前で振って取り消した。

「最後まで聞け。風呂場の戸の建てつけの話じゃよ。元々、老朽化のおかげでガタガタだったのが、ある時、戸が水分を吸って膨ぼう張ちようしたおかげでいよいよにっちもさっちもいかなくなったらしくてな。アカサビさんは風呂場に閉じ込められてしまったという訳じゃ」

「ああ、なるほど。『ひとりでに閉じ込められた』っていうのが正しいんだね」

　推理マニアが呟つぶやくと、根津さんは頷うなずく。

「とはいえ、出られん事に変わりはない。最初、アカサビさんも自分の家の中の話じゃし、それほど危機感は持っておらんようじゃったな。……だが、冷静になれば閉じ込められたのは変わらん。そして人間は食べなければ死ぬ。いよいよまずいと思って戸を叩たたくがどうにもならん。電話も使えん、小さな窓から叫んでも誰だれもやってこない」

「それは……」

　どんな気分なんだろう。

　自分の家の中に命を落とすほど危険なものがあるだなんて、普通は誰も考えない。そして当人も何でこんな事で、と笑っていたかもしれない。だけど、それが笑っていられる事態でない事に気づいた途端、あらゆる常識が一いつ瞬しゆんで裏返る。

「しばらくは風呂桶おけの残り湯があった。それを口にすれば命は繋つなげられた。じゃが、命だけじゃ。日に日に体力は衰え、戸を破る力も外へ叫ぶ力も残っていない。そんな状態が延々、一週間も二週間も続いていく。……死ぬに死ねない。どうせ最後には力尽きると分かっていても、苦痛を引き延ばされる。いっそ、こんな方法がなければ諦あきらめられたのに。そんな心境だったのかもしれんな。発見当時、風呂桶の栓は抜かれていたと聞くから」

　想像を絶する話だった。

　常識が裏返った途端、生と死の考え方もひっくり返ってしまったのか。

　生きる事が苦痛となり、死ぬ事が救いとなる小さな世界。

「とはいえ、風呂場の湿気が完全に消えた訳でもないらしくてな。素っ裸の遺体を見られるだけでもぞっとする話じゃが、発見当時、踏ふみ込んだ連中は風呂場一面にびっしりと生える極彩色のカビの山を見たらしい。全ての中心でうずくまるように亡くなっていたアカサビさんは、それこそカビに蝕むしばまれて全身ぐずぐず、重度の水虫で肌が崩れるように変貌していたと聞くぞ」

　……確かに、これは、お茶を飲みながら話すような内容じゃない。

　俺だって刑事なんだから、職業柄いろんな事件の現場を目にする。それなりに死体にも慣れている。だけど、なんていうか、これは違う。悪意もトリックもなく、ひどくぞんざいに人の命が失われる。そういうものだから、で片づけられてしまう。そんな虚むなしさがあった。

「ま、あんな風にはなりたくない、って話が団地中に広まっておる。あれからわしも風呂場の戸の建てつけには気を配るようになったからのう」

　ただ、その話が本当なら、アカサビさんの話に事件性はない。俺みたいな警察官が深入りするような内容でもない。……そう、本当に誰も何も関わっていないなら。

『溺死』はミイラ化、腐敗化すると検死解剖でも死因が分からなくなる。首を絞めた場合はその強さによって首回りにロープの痕がついたり、首の骨が折れたりするが、水に沈めた場合はそういうものも残らないし。そしてカビの話が、極めて短時間の内に遺体をぐずぐずにするよう、わざと室温・湿度を整えていたとしたら……？

　思わず携帯電話を取り出し、孤独死のリストからアカサビさんに該当する人物を探してみようとする俺だったが、横で推理マニアが根ね津づさんにこんな風に話しかけた。

「ねえ、おばーちゃん。有名人のアカサビさんについて一個質問があるんだけど」

「何じゃ？」

「アカサビさんの部屋っていうのはどこにあるの？」

　当たり前と言えば、当たり前の質問。

　割かつ烹ぽう着ぎの老婆、根ね津づ雪ゆきさんは何をくだらない事を、といった口振りで、はっきりと答えた。




「それがどうにものう。みんなバラバラの部屋を指差しておるし、まあどれか一つは本物なんじゃろうが」




　　　　　５（八はち河かわ巴ともえ）




　親戚の家へ遊びに出かけるのは本当に久しぶりだった。

　東とう条じよう緑みどりさんの家は霊れい園えんの近くにあった。小さいけれど一軒家。だけど、人口一億五〇〇〇万人まで膨ふくらんだ今のこの国で、東京に自分の家を持つって、それだけですごい事だと思う。

「ごめんなさいね、たっくんも巴ちゃんと遊びたがっていたけど、あの子、まだ学校だから。林間学校から帰ってくるところなの。しばらく叔母さんと時間を潰つぶしてもらえるかしら」

「たっくんかあ……」

　たっくん、というけど男の子じゃない。東条匠たくみちゃんって女の子、略してたっくん。今は何歳だったかな、まだランドセルは手放せないと思ったけど。

　居間で二人してテレビを眺めながら、緑さんと他た愛わいのない話をした。タロットガールズ22って不祥事を起こしても、それがかえって人間味があって良い、なんて言われるんだから美人は得だよね、とか何とか。

　そんな中で、緑さんはこんな話題を切り出してきた。

「そういえば、巴ちゃん。ここに来るまで変な人に会わなかった？」

「変な人？」

　小学校の校門の辺りで、ぎゃーすか騒さわいでいたおばさんを思い浮かべる。

　だけど、緑さんが言いたいのはそういう話ではないみたい。

「うん、街の外れの方にある団地なんだけどね、あそこのご老人達たちがちょっと……」

「何なの？」

「怒りっぽいっていうか、まあ、最近いろんなご近所トラブルを起こしているのよ。巴ちゃんが巻き込まれたりしていなければ良いんだけど」

　歯切れ悪く言う叔母さんは、どう考えてもソフトな言葉を選んでいた。

　うーん。これも勝手な役割やイメージの押し付けかもしれないけど、おじいさんおばあさんには田舎の大きなお屋や敷しきとかでどっしり構えていてほしいかな。正直、誰だれにでも噛かみ付いて競馬場とかに入り浸っている老人って、何も積み重ねずに時間を空費させてしまったー、って感じで哀かなしい。まして、構ってほしいからってコンビニで万引きを繰くり返したり、ちょっと笑顔を向けた若い女性にストーキングしたり、なんてのは見ていて辛つら過ぎる。

　もちろん、老人だって人間なんだから、良い人もいるし悪い人もいる。色んな考えはあって、中にはいつまで経たってもあさましい欲望にまみれた人もいる。それだけなんだろうけどさ。

「まあ、巴ともえちゃんに心当たりがなければそれで良いんだけどね」

　話はそれだけだった。

　その後もしばらくテレビを観みながら、料理番組の調味料間違ってね？　あの女優何度目の結婚だよ、なんて話を続けていたら、いつの間にか結構時間が経っていた。

　東とう条じよう緑みどりさんは時計を見ながら首を傾かしげて、

「あら。予定ならもう帰ってくる頃なんだけど」

「友達の家に寄っているだけじゃあ？」

「そういう時は、メールで連絡入れなさいって言ってあるわ」

　……割と窮きゆう屈くつそうな家族ルールだな、と思ったのは内緒。

　私はテーブルから立ち上がって、

「じゃあ、私が学校までちょっと行ってくるよ」

「え、そんな、悪いわよ巴ちゃん。行き違いになったら意味ないんだし」

「あはは、実を言うとジョギングの口実がある内に走っておきたいってだけ。こっちに来ると、叔母さんがあれもこれも食べなさいって勧めてくるからカロリー計算できなくて」

　そんなこんなで玄関に行って靴を履はく。

　叔母さんはまだ困ったような顔をしていた。

「巴ちゃん、ダイエットなのは分かるけど、あんまり無理はしないでね。ほら、女性アスリートの中には生理不順になっちゃう人もいるってテレビで言っているし」

「そこまでオーバーワークはしないから大丈夫だってば。じゃあ行ってくるね」

　苦笑いしながら玄関の扉を開く。

　そうしながら、実は心の奥で私は『？』マークを躍おどらせていた。

　……ご近所迷惑は分かるけど、緑さんって、あんな風に自分から人の悪口を振ってくるような人だったっけ……？




　　　　　６（内うち幕まく隼はやぶさ）




　意味が分からなかった。

　割かつ烹ぽう着ぎの老婆、根ね津づ雪ゆきさんはアカサビさんの話を良く知っている。だけど、そもそもアカサビさんの部屋がどこなのかは分からないという。だとしたら、今までの話は一体何だったんだ？　周りはみんな知っている、と言うからには、単なる彼女の作り話ではなさそうだけど。

「刑事さん。アカサビさんなんて人がいると思う？」

「え、あ？」

「赤あか寞さび、朱あか寂さび、紅あか錆さび……いろんな漢字の組み合わせを思い浮かべてリストを眺めているかもしれないけど、おそらく何にも出てこないよ。そもそもアカサビっていうのは人名じゃない」

　と、推理マニアはニヤニヤ笑いながらそんな風に言った。

「死体発見時、アカサビさんは極彩色のカビに覆おおわれていた、って言っていたでしょ。つまり、赤錆びみたいな色のカビに包まれていたからアカサビさん。見た目から名付けただけだったんだ。元となった誰だれかはいたと思う。カビに覆われた腐乱死体はね。でもほんとにアカサビさんって名前の人だった？　お風呂場のエピソードは？　そこまでいくと分からない。根っこが個人なのか複数なのかも微妙だし」

　あ、そうか。

　そう考えると辻つじ褄つまは合うし、老婆の言葉の信しん憑ぴよう性せいも測りやすい。

　それにしても……荒こう唐とう無む稽けいな噂うわさじゃない。海や山に隠された訳でもない。確かにここで死んだ人がいるのに、自然と誰にも分からなくなってしまう、なんてな。

　孤独死、無む縁えん仏、情報の風化、か。これまで向き合ってきた殺人事件とは、どこか違う気がする。人の命じゃなくて、存在が消えていくっていうか。

「な、何じゃ何じゃ、人がせっかく親切で話してやっているというのに！」

「じゃあおばーちゃん、アカサビさんって男の人か女の人かは分かるかな？」

「う、それは……」

　早速口くち籠ごもってしまった。タイの美人ニューハーフじゃあるまいし、流石さすがに本当に顔を合わせていた人物だとしたら性別くらいは分かるだろう。

「だからアカサビさんはいると言えばいるし、いないと言えばいないのかな。少なくともデータをいくら検索してもそんな人は見つからないし、噂通りの人物でもないと思う。じゃあ誰なのかってのは、もう多分誰にも分からない。団地内での過去の死亡者を洗う？　ある程度なら絞り込めるかもね、普通の団地なら。でもここって異様に孤独死が多いからさ、やっぱり根っこが誰の事だったのか、厳密に特定するのは難しいと思う」

　ま、ひとまずはこんなところか。

　もちろん聞き込みした情報が全て真実に直結するほど、実際の捜査活動は単純ではない。多くの孤独死を出している『姥うば捨て団地』では、様々な憶おく測そくや思い込みも横行しやすいのだろう。今後は情報の収集と共に、その精査にも気を配らないとな、と気持ちを新たにする。

　直後の出来事だった。




　ゴゴォォン!!!!!!　と。

　団地の建物全体を揺さぶるような、重たい轟ごう音おんと震しん動どうが一面を埋め尽くした。




「ッ!?　なん、だ!!」

　前後左右ではなく、思わず天井へ目をやっていた。それが地震の時の反応だと、自分で遅れて気づく。だけどこれは違う。まるでダンプカーでも突っ込んできたかのような、一点集中型の震しん動どうだ。

　そしてもっと意外な事に、対面に腰掛けている老婆は涼しい顔だった。

　根ね津づさんはなんていう事のない口調で呟つぶやく。

「この感じは……エレベーターかもしれんな」

　にわかには信じがたい。だがとにかく推理マニアと一緒に調べてみる事になった。根津さんの部屋を出る……が、やはりドアの並ぶ廊下には誰だれもいなかった。建物全体を揺さぶるような異常事態を前に、たったの一人も顔を出していない。

　一体、どういう事なんだ？

　途中階である、エレベーターの扉は閉じたままだった。ここを調べても仕方がない。艶えん美びと二人して階段を駆け下りると、一階部分でようやく『異変』の片へん鱗りんを見た。

　並んでいたエレベーターの扉、その一つが外側に向けて大きくひしゃげ、倒れていた。中にあるべき『かご』も、斜めに傾かしいでいる。不ふ審しん者しやが隠れていないかチェックするための鏡はバキバキに割れていて、床に鋭するどい破片が散乱していた。

「かなり高い所から落ちたみたいだね。ワイヤーが切れた？　でも、緊きん急きゆうブレーキは効かなかったのかな……？」

「それよりも……良かった、誰も乗っていないみたいだな」

　ひとまずホッとする。

　と、背後から声が掛かった。

「当たり前だろう。そんな危険なもの、いちいち乗り込むヤツなどおらぬ」

　振り返ると、さっき花か壇だんに水やりをしていたジャージの老人、田た山やま直すなおさんがいた。

　推理マニアは怪け訝げんそうに尋ねる。

「そんな危険なもの、って、まるで最初から分かっていたような口ぶりだね」

「それはそうだ。もうかれこれ、最低でも二〇年は点検しておらぬのではないか？」

　当たり前のように返ってきた答えに、俺はド胆ぎもを抜かされていた。

　何だって、二〇年!?

「いや、あの、ちょっと！　そんなはずないでしょう？　管理人は何をしているんです。消防法ってものがある事くらい分かっているはずだ!!」

「わしに言われても困る」

　それはそうなんだけど!!

「大体、法律とやらに照らし合わせて見れば、悪い事をしているのはわしらの方になるんだろう。だから警察とか弁護士とか、そういうものに頼たよる訳にもいかぬ。正直、刑事のあんたがどうしてこの団地にやってきたのか、今でも分からぬくらいだ」

「何を、言っている、んです……？」

　だって、こんなの、明らかに管理人や不動産会社の側の問題だろう？　もしもあれに住人の誰だれかが乗り込んでいたら、今頃どうなっていたんだ？

　そんな疑問に対し、田た山やまさんはエレベーターホールの壁かべに貼ってあったポスターのようなものを指差した。

「あれを見れば分かる」

　意味が分からず、のろのろと指示に従った俺は、そこでさらなる疑問に襲おそわれた。

　それは、この椀わん貸かし宿しゆく営えい団地を管理する不動産会社の連絡先が書かれたものだった。

　そのはずだった。




『立入禁止!!　当物件は椀貸不動産の所有物であり、解体現場への許可なき侵入を禁止します。違反された方には刑事裁判の場で争うつもりですのであしからず。

　椀貸不動産　受付０＠０─ＸＸＸＸ─ＸＸＸＸ』




　注意せずにざっくり読み流してしまえば、違和感に気づけなかったかもしれない。悪質な勧誘を断るため、管理人が住人以外の立ち入りを禁止する旨を掲示するのは、そう珍しいものでもない。

　でも、これは絶対におかしい。

「……何だこれ、解体現場!?」

「ははあ、そういう事か」

　思わず大声で叫ぶ俺に対し、隣となりの推理マニアはピンときたといった顔で笑っていた。それからジャージの老人、田山さんへこう質問した。

「ねえおじーちゃん、この団地を借りる際に敷しき金きん礼金はいくら払った？」

「そんなものはない」

「ならもう一個。この団地を借りる時、誰に保証人になってもらった？」

「そんなものはない」

　続けざまの否定に、思わず眉をひそめた。

　いくら何でも、その条件は破格過ぎる。特に保証人の有無は絶対だ。……世の中にはキャッシュで豪邸を一括購こう入にゆうしてしまう芸能人なんかもいるようだが、そういう例外でもない限り、住居絡みの取引には絶対に保証人がいる。

　中には、周囲から孤立してしまって保証人を用意できないがために、立場や仕事があってもアパート一つ借りられずに宿無し生活を強いられる若者だっているくらいなのに。

　と、そこまで考えて、ようやく俺も輪郭が見えてきた。

　そう、その手の問題を抱える人達たちを食い物にする裏ビジネスがなかったか。

「そういう事だよ刑事さん」

　ニヤリと笑って推理マニアがこう結論を下した。

「ここは書類分類上、住宅地なんかじゃなかった。ただの廃はい墟きよって形に擬ぎ態たいされていて、そこへ勝手に老人達たちが住み付いたって風に書き換えられていた」

「つまり、日本で一番巨大な違法ハウスだっていうのか!?」

　この団地が、全部？　愕がく然ぜんとする俺に、田た山やまさんは呆あきれたように息を吐いた。

　まるで、何も分かっていない子供に一つ一つ物事を教えていくように。

「それくらいなら誰だれも苦労はしない」

　……まだ、何かあるって言うのか？

「いいか。実態はどうあれ、分類上だけならここはただの廃墟だ。わしらは不法占拠し、不動産会社とは関係のない『とされる』相手へ勝手に現金書留を送り続けているだけ、と扱われている。となると当然、エレベーターの保守点検はもちろん、電気、ガス、水道なども通す必要はない。廃墟なんだからな」

　信じられないような事を、老人は言った。

　いいや、理不尽なのは彼ではない。彼を取り巻く環かん境きようの方だ。

「つまりその気になれば、『ヤツら』はいつでも蛇口をひねるようにわしらの生命線を締しめ上げる事ができる。部屋の中でさっさとくたばってほしい連中にとっては好都合だろうよ」

「まさか……」

　姥うば捨て団地。

　異常に孤独死、自然死が多い老人だらけの団地。

「わしらは意図してここへ捨てられたんだよ」

　ジャージの老人は、そんな風に吐き捨てた。

「世話をするのが面倒になっとる家族と、金欲しさに捨て場を用意した不動産会社が手を結んだ事でな。孤独死が多いのは自然にそうなったんじゃない。夏場に水道を封じられたり、冬場に暖房の電気を止められたり、嫌がらせの中で生きる術すべを奪われていったんだ」

　何だそれは。

　これじゃあ、もはや大規模な全自動処刑装置。

　それでいて、自分の手を汚さずに死を待つ格好になるため、やっている側は罪悪感を抱かない。徹てつ底てい的てきに環境整備されているからこそ、『そういうものだから』で家族を死に追いやるなんて極限の選択をポンと出してしまう。

　まるで。

　大昔にあった、姥捨て山そのものじゃないか……!!




　　　　　７（八はち河かわ巴ともえ）




　ジョギング用のウェアを用意している訳ではなかったので、見慣れない道をゆっくりと走る事にした。一口に東京って言っても区によってカラーは大きく違うみたいで、こっちはどこか時間の流れがゆったりしているような気がする。私の住んでいる御お茶ちやノの水みずや神じん保ぼう町ちようの辺りが、少々アクが強過ぎるのかもしれないけど。楽器と古本と大学ばっかりだし、あの辺。

　けど、そんな空気をぶち壊こわすような喧けん噪そうが私を待っていた。

　例の小学校の校門近く。

　やだなあ、またあのおばさんかな……と思っていると、増えている。

　うわあ、キンキン声の中年女性が増殖しているう!?

「ちょっと！　こっちに来ていないってどういう事なのよ!?」

「通学路の管理だって学校の責任でしょ！　ちゃんと説明しなさいったら!!」

「ほら見た事か、他ひ人と事ごとだと思っているからそういう事になるのよ!!」

　……一部のおばちゃんは怒りの矛先がちょっとズレていて、同じおばさん軍団に向かって喚わめき散らしている。押し寄せる加か齢れい臭しゆうの荒波を押し留とどめる男性教員も大変だ。先生ばいばーい、とその横を吞のん気きに潜くぐり抜ける子供達たちがまた世知辛い。

　たっくん、東とう条じよう匠たくみちゃんがこっちに残っていないか確かめたら、一秒でも早く立ち去ろう、と考えていると、

「だから!!　うちの萠めぐむはどこにいるか言いなさいよ!!　誰だれも見ていないから分かりません、煙のように消えてしまいました、で納得できると思ってんの!?」




　……、え？




　私はちょっと、自分の耳を失った。

　何それ。

　いや、えっと、今のマジだとしたら、笑えなくない!?

「あの、その、待ってください!!　ちょっと!!」

「何よあんた!?」

「東条匠ちゃんって子を知りませんか!?　私の従妹いとこで、林間学校からまだ家に帰って来ていないんです!!　予定だったらもう帰って来ているはずなのに!!」

　叫ぶように言うと、奇妙な空気に包まれた。

　ああ、こいつもか、と。じんわりと気味の悪い同族意識が押し寄せてくる。

　だけど違う。違っていてほしい。だって、それじゃあ、たっくんも一緒に行方不明になっているって事になるじゃない!!

「とにかく確かめてください。学校の中にいればそれで何の問題もないんですから」

「とは言われてもですねえ……そもそも林間学校自体、中止になったと生徒達たちに一斉メールしたはずなんですけど……」

「ああもう!!」

　無視して半閉じの校門をひらりと飛び越えた。あっ、ちょっと!!　と叫ぶ男性教師を放って、私は校庭をぐるりと見回し、続けて校舎を目指す。適当に靴を脱いで手で掴つかみ、廊下や階段を走って一つ一つ確かめていく。

　いない。

　いない、いない、いない!?

「……うそ、でしょ」

　携帯電話を取り出して、叔母さんの東とう条じよう緑みどりさんと連絡を取る。やっぱりたっくんはまだ帰っていないみたい。持ち歩かせているであろう防犯ブザーについて聞いてみたけど、あれは本人が紐ひもを引っ張らない限り、ＧＰＳ信号を辿たどる事はできないタイプだという話だった。

　つまり、何の手がかりもない。

　本当に、煙のように消えてしまった。

「いいや、通学路で行き違いになっただけ。きっとそう。もう一度、もう一度、今度は学校から家へ辿ってみれば、どこかでたっくんに会えるはず……」

　ブツブツ言いながら、私は昇降口から外を目指す。

　でも、それでも見つからなかったら？　また行き違い？　何往復すれば、それ以外の選択肢を考えるようになれるっていうの、私。

　くらくらと揺らぐ頭を片手で支えて校門の方まで出ると、まだおばちゃん達は騒さわいでいた。

「だから言ったのよ！　あの老人達は危ないって!!」

「先月だって、刃物を持って学校の中に入ってきたって話じゃない！」

「うちの萠めぐむはあのジジイのせいで怪我をしたの！　あいつら以外の誰だれが怪しいっていうの!?」

　気になる言葉だった。

　そもそも、この学校では一体何が起きているというのだ？

「あの、ええと、それってどういう事なんですか？」

「なにあんた。まだいたの？」

「うちだってたっくんが消えちゃったかもしれないんです！　知りたい事が分からなくてジリジリする気持ちはあなただって分かるでしょう!?」

　まくし立ててみると、中年女性達は黙だまり込んでしまった。

　いけない、私には強気のおばちゃんの才能があるのかもしれない。そんな事を思っていると、彼女達たちの一人が唇を尖とがらせてこんな風に言ってきた。

「老人っていうのは、あれよ、あいつらに決まっているじゃない」

「だからそれはどこの誰だれなんですか？」

「あそこよ！　『姥うば捨て団地』の連中!!」




　　　　　８（内うち幕まく隼はやぶさ）




『だからですねえ、あなたが今いる場所は当社が管理している私有地なんです。ただの解体現場で、居住空間としての機能はありません。役所に問い合わせればすぐ分かりますよ』

「ですけど、あなたはここに老人達が暮らしているのを知っていて電気や水道を止めているんじゃないですか？　それは未必の故意に相当するはずです」

『知りませんよ、あそこに誰がいるかなんて。そもそも住民票も提出されていないんでしょう？　当不動産の方にもそのような名めい簿ぼはございませんし、他の物件と違って家賃などの入金も一切ありません。それってつまり、そこには誰も住んでいないって事でしょう？』

「あなたは……!!」

『逆に尋ねますけど、廃はい墟きよに水や電気を通し続けなくてはならない理由って何なんですか。管理不行き届き？　実際に、常じよう駐ちゆうの警備員が一人もいないまま放置されている私有地が日本全国にどれほどあると思っているんですか。こんな事でいちいち立件していたら、留置場はあっという間にパンクしていますよ』

　嘲あざ笑わらうような声だけが続いていた。

　手慣れている。あらかじめノートにフローチャートを作って、指で矢印をなぞりながら対応しているみたいなやり取りだ。

「……あなた達が会社ぐるみで作り上げたのは、金を受け取って老人達を死なせる全自動処刑装置の姥捨て山だ。こんな仕組みは、我々警察が本気になればすぐにでも潰つぶせる」

『どうぞご自由に。不法占拠している路上生活者達を立ち退かせていただけるというのであれば、当社としても願ったり叶かなったりです。ただ、その場合は一体どうなるんでしょうねえ？』

「？」

『追い出された老人達の居場所ですよ。まあ、当社の関知するところではありませんが、本当に路上生活になるんでしょうかね。その場合、ご高こう齢れいの方には耐えられないケースも多いのでは？　ああ、あなた達警察にとっても関係ありませんか。民事不介入ですものね、路上で干からびて死亡する案件については立ち入る事はない、ですから自分の仕事をやるだけ、と。あっはっは、なかなかご立派な公私の区別の付け方ですな』

　こいつ、本当に全部分かっている。

　そもそも、『姥捨て団地』に限らず違法ハウスの利用者は、得てして普通のアパートやマンションを借りる事ができない人達たちが多い。悪徳住居サービスを潰すのは容易たやすいが、その後、被害者達がどこへ消えていくのかまで考えると、巡り巡って警察の手で被害者を追い詰めるケースにも繋つながりかねないのだ。

　大昔の姥うば捨て山だって、そうだったじゃないか。

　老人達は足腰が弱くて山を下りられなかったかもしれない。そうこうしている内に飢えて死んでしまったかもしれない。

　だけど、もしも山を下りる事に成功したとして、その先に何があった？

　元の故郷に戻ればまた捨てられる。全く知らない麓ふもとの街へ下りても誰だれが面倒を見てくれるのだ。そんな風に追い詰められて、どこにも行けなくなって、やがては干からびるように息を引き取っていく。

　それでも、こんなのは許せない。

　他に行き場がないと分かっている人達を囲い込み、彼らが死ぬまでひたすら追い込み続けるだなんて。そうと知っていながら、どこにも出口がなくて耐え続けるしかない人達がこんなにいるだなんて。

　姥捨て団地。

　コンクリートでできた人喰くいの山。

　まだ生きている人をオートメーションで食い物にするために、こんなにも禍まが々まがしい仕組みを平気な顔で現代に蘇よみがえらせるだなんて……!!

　改めて携帯電話を掴つかみ、搾り出すように言葉を吐き出す。

　椀わん貸かし不動産。己の敵を真っ直すぐに意識しながら。

「必ず後悔させる」

『ご自由に。まあ、実際に警察が本腰を上げれば、逮捕されるのは不法占拠のご老人の方だと思われますが。ともあれ、最高の弁護士軍団を取り揃そろえてお待ちしておりますよ』

　通話は切れた。危うくそのまま携帯電話を握り潰つぶすところだった。

「ま、連絡がフリーダイヤルでも固定電話でもなく、ケータイ番号って時点でかなーり怪しいけどさ。しかも０＠０から始まるって事は、ソシャゲとかで利用する安全安心の使い捨てアドレスってヤツでしょ？　最悪、電話番号から相手を辿たどる事はできないかもしれないよ」

「どうでも良い。基本は同じだよ、一つ一つ洗っていこう」

　不動産絡みって事は、ひとまず二課か。

「おいクソメガネ、椀貸不動産って知ってるか？」

『それなら組対に回してもらえるー？　経営実態何にもないから、経済犯罪の二課に聞かれても困っちゃうって』

「おい重戦車、椀貸不動産について話を聞きたいんだけど」

『何だよ、格下も格下じゃねえか。雑魚っつか外道だな、つまらん相手を追い駆けやがって』

　うんざりしたように言うのは、柔道五段の対ギャング要員、外そと堀ぼり岳がくだ。

『ご想像の通り、「大きな犯罪組織」の下っ端だよ。てっぺんにいる日本支部は、泣く子も黙だまる鬼き籍せき会かい系けい。暗殺、臓器売買、保険金殺人、人身売買、死体処理……まあとにかく人の命に値札をつけたがる連中だな』

「今は上は良い、椀わん貸かし不動産そのものだけ教えてくれ」

『そーかい。連中の得意技は土地の転がしだが、なんかヘマするたびに会社を潰つぶして名前を変える。正直、手際はあんまり良くねえぞ』

「土地って、具体的に何やってる連中なの？」

『最近流は行やりの空き家関連だよ。ほれ、持ち主の分かんねえまま放置されている空き家は治安悪化だの害虫発生だのの温床になるっつって、権利を没収するって話があるだろ。あそこに噛かんで、人の土地だの家だのを知らねえ内に権利証スライドさせて奪っちまう。今はもう強引な地上げで首を縦に振らせる必要もねえのさ。中には夏休みで二週間ほどハワイに出かけたご家族の家を空き家だって言い張って丸ごとかっぱらっちまった事例もあるんだぜ。な、強引だろ？』

「つまり、元から自分達たちの土地を持っている訳じゃないのか」

『それが？』

「巣す鴨がもの椀貸宿営団地って知っているか」

『知らん。必要なら検索するが、おそらくいつもの手だな。経営難で潰れたは良いが解体にも金がかかるってんで放置していた物件を、書類一枚で権利スライドさせたんだろ』

　強引であるのは不動産の連中も承知しているはず。

　あぶく銭の感覚で取ったり取られたりしている物件だから、大した執着もない。介入したければすれば良い、といった連中の態度が良く分かる。

　かつて大昔にあった姥うば捨て山は、何も一ヵ所だけだった訳じゃない。

　それこそ日本全国どこにだってあった。

　同じ事なのか。罪悪感なく家族を葬る全自動処刑装置。一つを潰しても団地を解放しても、ヤツらは手を変え品を変えサービスを提供していくつもりなのか。

『そうそう内うち幕まくちゃん、何だかモテ期到来の予感じゃないの』

「あん？」

『いや何でも。ぷっくく。しっかし、過去の事件関係者で、しかも死んだ先せん輩ぱい刑事の娘の、挙げ句に女子中学生とか……。負のスリーセブンっていうか三重苦だぜ、ここに本気で入れ込んだら逆に尊敬するわ。色々と難なん儀ぎな人生だねえ好青年』

　何を言っているんだ？　と疑問を発するまでもなく、通話は切れてしまった。

　そして振り返ればどういう訳か真後ろで推理マニアが特大の呪いに全身を包んでいた。

「……ゴゴゴゴゴゴねえ刑事さん今のどういう事ちょっと該当する娘こが一人いるっていうかあれどう考えても同じクラスの巴ともえの事じゃないいつの間にそういう話になっているわけ私の情報網をもってしても事前察知・事前迎げい撃げきできないだなんて気を引き締しめないとゴゴゴゴゴゴ……」

「巴ちゃんって、アホかキサマ!!　事件関係者に手を出す刑事なんぞいてたまるか。葬式の席で女の子の番号を聞き出す住職じゃないんだから!!」

「あのう、逆に仕事場が一切絡まないと刑事さんってどこでどうやって女の子と接点持つの？」

「哀かなしい話はやめようじゃないか……!!」

　そしてさっきから脱線しまくっている！　身寄りのない……いいや、田た山やまさんの話が正しければ、家族の手で厄介払いされた老人達たちを吸い寄せては死に追いやる『姥うば捨て団地』をどうするかって話はどこへ行った!?

　が、状況のシリアス度に対して不ふ謹きん慎しん過ぎるやり取りを見て、ある意味で放置されていたジャージの老人、田山直すなおさんは別に怒ってもいなかった。

　むしろ、最初に見た時より目元は若干緩ゆるんでいるような……？

「いや、こういう、賑にぎやかな空気の中にいるのが本当に久しぶりでな。人の生活というのはこんなものだと思い出していた」

「……？」

「ここは干物台だ。とりあえず眠るための宿があって、食べるための場所がある。だがそれだけだ。わしらはもうここからは出られぬ。干からびるまで経過を観察されて、済んだら取り除かれる。空気が完全に乾いとるのさ。だから、本当に懐なつかしかったんだ。笑ってしまって済まなかった」

　……そんなのは、生きているなんて言わない。

　衣と食と住は確かに必要だ。どれか一つだって欠けて良いものじゃない。でも、だけど、人間に必要な栄養ってそれだけじゃないだろう。呼吸をして心臓を動かしているだけで生きているっていうなら、刑務所だって十分じゃないか。

　世の中には、食べるものに困ってわざと罪を犯して捕まるような輩やからもいる。刑務所の臭いメシにありつくために。だけど、彼らはそんな道には走らなかった。刃物を持って自分を捨てた家族へ復ふく讐しゆうする事もなかった。人に迷惑をかけるくらいなら、部屋の中で干からびた方がマシだと考えるような『人間』だった。

　どうして、そんな人達から率先して餌え食じきにされなくちゃならないんだ。

　一日に三〇〇〇万単位の人が行き交う東京の中で、誰だれも彼らと繋つながってくれないんだ!!

　姥捨て団地。全自動処刑装置。コンクリートで作った現代の人喰くい山。彼らは密閉した箱に閉じ込められてゆっくりと中の空気を抜かれていくような、そんな目に遭わなくてはならないような事をやったのか!?

「ねえ、おじーちゃん。生活保護とかは考えた事ないの？　そのお金で保証会社を通せば住居を得られるかもしれないのに」

「家族に捨てられた、と言っただろう。書類上『だけ』ならわしは自分の土地も家も持っとる事になっとる。自分の口座も持っとる。実際には息子夫婦の手で通帳や権利証を取り上げられて隠されているがね。故に、その手の審しん査さでわしらが弱者となる事はない」

　家が欲しいから、権利を主張されると面倒だから、さっさといなくなってほしい。

　だから肉親を捨てた。首都のど真ん中にある、最新式の姥うば捨て山に。

　……なんてヤツらだ。

「それに、生活保護とは、ようは見知らぬ人達たちの税金だろう？　だったら、わしらは別に良い。そんなものをもらって、さんざん迷惑を掛けて、老い先短い命を繋つなげたいとも思わぬ」

　そうじゃない。生活保護っていうのはそういう考え方のものじゃない。

　確かに、中には働くのが嫌だから、働かない方がバイト代より多くもらえるから、って理由だけで不正受給に走る大馬鹿者もいる。だけど、そこだけクローズアップしてどうする？　追い詰められて、行き場がなくて、次に繋げるチャンスを取り上げられた人達が、助けを求める事の何が悪い？　支え合うっていうのは、そういう事だろう。そもそも市民から税金を集めて市民に還かん元げんするっていうのは、そういう考え方で成り立たなくちゃおかしいだろう!?

「わしらはもう良い」

　違う。

「不満はある。怒りの一つでもぶつけたくはないのか、と問われれば頷うなずくしかない。だが、それをしてどうする？　老い先短いわしらが騒さわいで、まだ若い世代を苦しめて何の意味がある。何が生まれる。だから、良いのさ。わしらの事は放っといてくれ」

　違う、違う、違う!!

　何もかも間違っているのに、上う手まく反論の言葉を作れない。助けるべき人が目の前にいるのに、その当人が助けを求めていない。何をどうすれば『響ひびく』のかが見えてこない！

　おそらく、『姥捨て団地』で実際に長い間苦しめられてきた田た山やまさん達から詳しい話を聞ければ、その奥に潜ひそむ本物の外道達に裁きを下すヒントは集まるはずなんだ。

　なのに、彼らは絶対に協力してくれない。少なくとも、今のままでは。田山さんもそうだけど、アカサビさんの話をしてくれた割かつ烹ぽう着ぎの老婆、根ね津づさんだって、自分自身の境遇については全く口に出さなかった。こちらが警察官と身分を明かしている以上、本気で助けてほしければ真っ先に『姥捨て団地』の内情を話しても良かったはずなのに。エレベーターが落下した時だって、誰だれ一人として騒ごうともしなかった。人が生きるか死ぬかの問題なのに。ああまたか、次は誰だろうな。そんな反応しかなかった!!

　老人達は、悪意をもって世の犯罪を隠いん蔽ぺいしようとしている訳じゃない。

　人に迷惑をかけたくない。

　そんな何かがねじれた自己犠ぎ牲せいのために、自らの人生を封じ込めようとしている。

　まるで、自分で育てた子供達たちの手で山に捨てられた老人のように。

　裏切られ、絶望して、そんな育て方をした自分自身に不ふ甲が斐いなさを感じ、人生の全てを否定する事になって……生きる気力さえ失いそうになっている。

　どうすれば良い。一体何をどうすれば、この湿った山に淀よどむ霧きりのように重たい諦あきらめと摩ま耗もうの空気を動かせる？　赤の他人の若造なんかの言葉じゃダメだ。彼らの心を決定的に揺さぶる、もっと大きな『何か』を用意しないと！

　その時だった。




　唐突に、頭上から。枯れた喉から搾り出すような絶叫が響ひびき渡ってきた。




「なん、だ!?」

「近いね、おばーちゃんの部屋の壁かべは薄うすかったし、三階か四階辺りじゃないのかな」

　思わず天井を見上げた俺に、推理マニアが冷静な顔つきでそんな風に言った。そしてジャージの田た山やまさんは何な故ぜか哀かなしい顔をしていた。何が起きたかは分からないが、とにかく会話を一度打ち切って俺と推理マニアは階段を目指す。駆け上がる。

　四階の通路で、ちょっとした人だかりができていた。

　近づいてみると、中心では割かつ烹ぽう着ぎを着た老婆がうつ伏せに倒れているのが分かる。アカサビさんについての話を聞かせてくれたおばあさんの、

「根ね津づさん!?　くそっ!!」

　屈かがみ込み、慌てて仰向けに体勢を変える。目立った外傷や出血はない。しかし泥の詰まった人形のようにピクリとも動かない。口元に掌てのひらをやり、それから首元に二本の指を当てる。呼吸、脈拍、いずれも反応なし。ちくしょうっ、何だ、急性の心不全か!?

「根津さんの持病を知っている方はいませんか!?　誰だれでも良い!!」

　周りに向けて叫ぶが、老人達は誰も答えてくれない。冷血なのではなく、

「……病院なんて、もう何年も足を運んでおらん。体の中がどうなっているかなんぞ、誰も分からんよ」

　ここでも針のむしろか。東京のど真ん中でありながら、深い山の中に置き去りにされたような隔絶を感じる。当たり前が、ひどく遠い。どうして彼らはこんなに嫌われているんだ。

「推理マニア、お前はとにかく救急車を呼べ。俺は心肺蘇そ生せいをやってみるから!!」

　叫ぶなり、ポケットから取り出したハンカチを根津さんの口に当て、その上から自分の口を当てる。その鼻を指で摘まんで塞ぐと、思い切り息を肺の中に吹き込む。胸の真ん中に右手を置き、左手を重ね、体重をかけ過ぎないよう気をつけると、心臓の上から圧迫をかけていく。

　二六、二七、二八、二九、三〇！

　再び老婆の口に息を吹き込む。

　倒れてから何分経たっていた？　心肺蘇生は一分ごとにその成功率ががくんと下がる。間に合ってくれれば良いが……!!

　一方、推理マニアはスマホを耳に当てていたが、そこで顔をしかめた。

「どうした推理マニア？」

　根ね津づさんの心臓へ規則的に圧迫をかけながら、俺は質問する。彼女は答えず、スマホを操作してスピーカーフォンに切り替えた。

『だからですねえ、例の「姥うば捨て団地」でしょ？　こっちは暇じゃないんです、寂しい老人の相手をするために一一九はある訳じゃない。良いですか、今度こんなくだらない理由で通報してきたら、刑事訴訟も検討しますからね！』

　何を、言っているんだ……？

　一いつ瞬しゆんで頭の奥まで沸ふつ騰とうしかけるが、直後に気づいた。いくらなんでもおかしい。緊きん急きゆう連絡は全て録音されているから、もしもの事があればこいつは自分で自分の首を絞める事になる。団地の老人が嫌いだからって、ここまでリスキーな言動をするものなのか？

　あるいは。

　そういうものを促す『何か』が、老人達たちを孤立させる『仕組み』が、どこかにあるのか。

「どうでも良い……」

　吐き捨て、俺は何度でも根津さんの口に息を吹き込んだ。

　怒りっぽい人だったけど、聞かれた事には丁寧に答えてくれた。エレベーターの件でも、艶えん美びの格好でも、きちんと叱しかってくれる人だった。赤の他人を想おもって嫌われ役を買ってくれる人だった。ただの人形じゃない、書類上の名前じゃない、ちゃんとした一人の人間だった。

　こんな所で死なせてたまるか。

　人はいつか死ぬ。それは避さけられない。

　だけど、ベルトコンベアで人の命を運ぶような、こんな死に方でなくても良いはずだ。

　妖怪が当たり前って顔で行き交っているこの国じゃ、人間を霊れい長ちようなんて呼ぶのはおこがましいのかもしれない。

　だけど、ちょっとくらい良いだろう。

　ほんの少しの矜きよう持じと尊厳くらい、人間に与えてくれたって良いだろう。

　頼たのむから目を開けてくれ、頼む、頼む、頼むッッッ!!!!!!

「……、ぁ……」

　何度目だったかは俺にも分からなかった。

　だが、確かに根津雪ゆきさんの喉から掠かすれたような音が洩もれた。

「ぁ、がっ!!　げほっ!!　えほっ!?」

　咳せき込み、口元にかかったハンカチを自分の手で払いのけた根津さんを見て、ようやく俺はぺたりと尻しり餅もちをついた。両手がビリビリと痛い。筋肉の塊である心臓の動きを外から支えるのは、こんなに大変な事だったのかと遅れて気づかされる。

　最初、根ね津づさんは何が起きたか理解できなかったようだ。

　だけど、周囲をぐるりと見回して、やがてピントが合ったらしい。彼女はまだ痛む胸を押さえながらゆっくりと上体を起こすと、俺の方へ目をやった。

　彼女はうっすらと笑っていた。

「何じゃ……放っておいてくれても良かったのに……」

　───こんなの、許せるか。

　今までこんな事がどれだけ繰くり返されてきた!?　誰だれにも気づかれずに倒れ、救急車も来てくれず、最悪なら息を引き取ってから何ヶ月も経たってぐずぐずで発見される。彼らが何か悪い事でもやったのか。精一杯生きて、仕事をして、子供を育てて、税金も納めて、この国の屋台骨をずっと支えてきた人達たちが、どうしてこんな目に遭わなくちゃならないんだ!!　それも実の子供達の手で、たったの一ミリの罪悪感も持ってもらえず、コンクリートの山に捨てられて！　まるでゴミ収集車にでも放り込むくらい簡単に!!　情報も風化して、やがてはアカサビさんなんて噂うわさしか残らないだなんて!!　何なんだ、くそ。姥うば捨て団地ってのは一体何なんだッッッ!?

「……、」

　人だかりの中に、ようやく追いついたのか、ジャージの田た山やまさんの顔もあった。

　彼は目が合うと、静かに首を横に振った。もう深入りするなと、その目は訴えていた。

　できるか、そんな事。

　たとえヒントがなくたって、当の被害者達が救いを求めていなくたって。こんな冷酷で無慈悲な場面を目の当たりにして、警察官が足あし踏ぶみなんかしていられるか!!

　そこで、横よこ槍やりが入った。

　不意に、携帯電話が着信音を発したのだ。画面を見てみると、知らない番号だ。眉をひそめるも、とりあえず電話に出る。こういう時、たとえ相手が悪徳業者でも即座に返り討ちにできる『警察官仕様』はとことん便利なものだ。

　そして正体不明の相手は開口一番、年端もいかない少女の声でこんな風に言ってきた。

『けっ、刑事さっ、刑事さん！　あの、私、巴ともえです、八はち河かわ巴!!　ええと、くそ、頭の中が真っ白になってるな私……。とにかくすぐにこっち来て!!　大事な話があるから!!』

「？」




　　　　　９（内うち幕まく隼はやぶさ）




　ジャージの老人、田山直すなおさんとは一度別れて、『姥捨て団地』を後にする。改めて人造林の中の曲がりくねった煉れん瓦が道みちを歩いてみれば、すでにここにも『悪意』がありありと見て取れた。

「狭くて曲がりくねった道……。刑事さん、これじゃあ車は通れないよね。バイクや自転車にしても、煉れん瓦が道みちは木の根でボコボコに盛り上がっているから危ない。足腰の弱い老人達たちを閉じ込めて、買い物弱者にするための仕組みだったんだ」

「見ろよ、道を無視して森の中を突っ切る事ができないように、あっちこっちに無意味な段差が設けてあるぞ。高さは二メートルから三メートルくらい、現代技術で作ったちょっとした石垣ってところか」

　悪路を行き来すれば老人達は疲ひ弊へいする。疲弊すれば食べ物や生活物資は滞りがちになる。食べ物がなくなればさらに疲弊する。ほとんど死の山道だ。

「それに、田た山やまさんは飲み水は貴重品だって言って、バケツに貯ためた雨水を花か壇だんにあげていた。あれももしかしたら……」

「水道水は不規則に止められるからあてにならない。雨水をろ過して使っていたのかも、って事？　でも都会の雲って排ガスたっぷり吸っていると思うけど。そもそも水だって腐るんだからさ、あんな風にバケツに入れたってずっと貯めておける訳じゃないよ」

　俺だって信じられない。

　だけどあの『姥うば捨て団地』じゃ、想像を超えた事態が進行しているんだ。今も。

「でも、最近じゃスーパーやコンビニでも宅配サービスやってたよね。ジャージの田山さんも割かつ烹ぽう着ぎの根ね津づさんも身なりは奇き麗れいだったから、何かしら金銭的には余裕がある訳だよね？　その辺って利用していないのかな」

「何かあるかもな。老人達を囲い込んで逃がさない、誰だれにも助けを呼ばせない、そんな罠わなが」

　大昔の姥捨て山だって、いわゆる捨て場は神聖視された。自分で人を捨てておきながら、恨まれるのが怖くて手を合わせていた訳だ。それと同じく、『姥捨て団地』そのものが東京の中から浮いてしまうような仕掛けでもあるのか。

「ともあれ、今は手詰まりだ。一度頭を冷やして、巴ともえちゃんの方を片づけるしかないか。まったく刑事ドラマと違って一つの事件に徹てつ底てい的てきに集中させてくれないのが現実の辛つらいところだな」

「ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご」

「そして何で巴ちゃんの話が出るとお前は黒々としたオーラに包まれる訳？　そろそろ瞳ひとみから赤光とか出てきそうな雰囲気なんだけど。ほらモーニングスターみたいにマフラー振り回すな。ええと、何だ、ろくろ犬？　それ伸びちゃうぞ」

「ろくろ犬じゃねえわ！　すねこすりのすねっきーだよ!!」

　指定された集合場所は、奇妙な事にこの巣す鴨がもにある小学校だった。

　出向いてみると、校門の近くにベージュ系のブレザーを着た八はち河かわ巴ちゃんと……誰だろう？　学校の教員らしき若い男性が立っているのが見える。

　開口一番、巴ちゃんは両手を腰に当てて頬ほおを膨ふくらませた。

「もう!!　遅い遅い遅過ぎるって！　何でこの非常事態にパトカー乗ってファンファンサイレン鳴らしたりしない訳!?　徒歩って何よ徒歩って!!」

「とーもーえー……。私はそれよりアンタに聞きたい事がある。素直に答えないと、艶えん美びちゃんのマングースの構えからとんでもないのが出るよ。シャーッ!!」

　馬鹿は放っておいて、とりあえず事情を聞いてみる事にした。

「ええと、緊きん急きゆうの用件というのは具体的にどのようなものなんですか？」

「チョー大変なの!!」

「ちょー？」

「超!!」

　アホみたいなやり取りだが、それだけ相手も混乱しているのだろう。

　だが続いて出てきた言葉は、混乱を促すに十分なものだった。

「従妹いとこのたっくん……東とう条じよう匠たくみちゃんがいなくなっちゃったみたいなの！　ううん、それだけじゃない。たっくんといつも話をしているグループの子達たちが、五人くらい一気に行方不明になっているんだって!!」

　何だそりゃ!?　冗談じゃない、いきなり誘拐事件に発展していないか!?

　総毛立つ俺に対して、しかし男性教員の方はハンカチで顔の汗を拭いながら、弱気な笑みを浮かべてこんな風に訂正してきた。

「ああ、いいえ、別に誘拐と決まった訳ではないんですよ。ただ、自宅と学校の双方で見かけていない、というだけの話であって」

「つまり、事件性はない？」

「生徒は林間学校を楽しみにしていましたし、場所もせいぜい電車で数駅先の自然公園です。ひょっとしたら中止を嫌がって自腹で出かけてしまったのではと考え、キャンプ場の方にも連絡を入れてはいるんですが。平たく言えば、問題が生じたから子供達がいなくなったのではなく、問題が生じて行事が中止になったのに無理して平常運転しているというか」

　……この先生は本気でそう信じているのか、あるいは騒さわぎを大きくしたくないのか。顔色を窺うかがうが、いまいち判断がつかなかった。

　一方、収まりがつかないのは巴ともえちゃんだ。

「相手は私達みたいな中高生じゃない、小学生でしょ!?　キャンプなんて絶対無理、その日のご飯にだって困るはずよ！　そもそも目立ち過ぎる!!」

「いえ、子供でも調理実習でカレーくらい作りますし、野外用の非常食も美お味いしいのが揃そろっていますから。あと子供達って案外自発的に窮きゆう屈くつな環かん境きようを楽しむものですよ。自分からコタツの中に潜もぐり込んだり、寒くて狭い階段下のスペースにわざわざ集まったり。他の親御さんも、さて誘拐なんてどこまで本気なのやら。どなたも一一〇番まではしていらっしゃらないようですし。あまり、こういう事は言いたくありませんが、皆様も本当はそれほど大事とは考えていらっしゃらない……というか、下手に騒ぎを大きくして肩透かしだったら怖い、というのが本音なのではないでしょうか？」

　部屋にゴキブリが出た、暑いからアイスを買ってこい。……世の中にはこういう珍妙な通報をした挙げ句、録音されて年末の特番なんぞでまとめて放映されるアホもいる訳だが、逆のパターンもある。明らかにまずい展開なのに、恥をかくのが怖くて通報しない、という人達たちだ。

「だから私は刑事さんを呼びつけた。何もなければそれで良いし、本当にまずいんだったら一刻も早く解決してほしい。お願いできる？」

「拒否する理由がありません」

「はあ……、まあ、何でも良いですけど。本当に通報者はそちらでお願いしますよ。まったく、保護者の方々もピリピリし過ぎなんです。いいや、それを言ったらこの街の人達みんな、って感じかもしれませんけど」

「？」

　眉をひそめる俺に、男性教師は肩をすくめてこう言った。

「ま、私は最近赴任してきたばかりだから、空気に馴な染じめないのかもしれませんけど」

「何がです」

「少しでも妙な事が起こると……例えばごみ収集所の袋を野良猫が破ったり、手入れ不足で庭の木が枯れたりすると、それが何な故ぜか、みーんな例の団地の老人達のせいって事になる。今回の失しつ踪そう案件だってそうです。確かに登校してこない子達は心配ですけど、でも、この流れは見当違いですよ。真に受けて追い駆ければ追い駆けるほど、貴重な時間を無駄に使って東とう条じようさん達を逆に追い詰めるんじゃないですかね」

「待って。おじさん、今、何で『姥うば捨て団地』が出てきたの？」

「そもそも老人達は学外交流授業で折り紙や竹とんぼの作り方を教えに来ていただけだったのに……失礼、何でしたっけ」

「だから、どうして、いきなり『姥捨て団地』が出てきたの？」

　推理マニアがゆっくりと質問を繰くり返すと、男性教師は当たり前の事のように話した。

「学外交流授業……って言って分かりますかね。まあ、放課後に教室や校庭を貸し出して、昔話を聞かせたり、工芸品の作り方を教えたり。地域の郷土や歴史を学ばせるため、一般の方々に協力してもらう事業なんですけど」

「ええと、それが？」

「団地の方々にもご協力いただいたんですよ。ただ、そこで田た山やまさんというご老人が、竹とんぼの作り方を教えるためと言って、校内に小刀を持ち込んでしまって」

　ああ、と思わず呻うめく。

　神経質な教育ママとかが見たら、痴漢冤えん罪ざい並のあらぬ誤解を生み出しそうだな……。

「生徒の一人が人差し指の先に怪我をしてしまったのもマイナスに働いたようで、結構な騒さわぎになってしまいましてね。結局、学外交流授業も無期限凍結って訳です」

「じゃあ、老人達たちが何かと嫌われるのは、そういう事情があるからなんですか？」

「いえ、そんなのは最後の引き金に過ぎません。ここの人達は、その、どういう訳か、団地の老人に対して神経質なんですよ。ピリピリしている。主婦グループの中には携帯電話と裏サイトのようなものを連携させて、大勢に協力を仰いで、街で老人を見かけたら逐一位置をアップロードしたりしているみたいですし。まるで防犯マップの不ふ審しん者しや情報みたいに彼らの生活範はん囲いを色分けしているんです。あれじゃあ満足に買い物一つできないんじゃないですか。何であんなに毛嫌いするのか、私にはもう分かりませんよ」

　おかしな状況だが、これについては巴ともえちゃんも補足を入れてくれた。

「うちの叔母さんもそうなのよね。普段、人の悪口なんて言う人じゃないんだけど、まるで世間話の話題作りみたいな感覚で『団地の老人』の悪口を振ってきたし」

「……おい、推理マニア」

「奇遇だね刑事さん。私も椀わん貸かし不動産が一枚噛かんでいるんじゃないかって思ったトコ」

　人を孤立させる『何か』。

　俺達よそ者には効力を発揮せず、地元で長く暮らす人達に影えい響きようを及ぼす『何か』。

　この大都会東京で、団地の老人達だけを切り離はなす『何か』。

　憶おく測そくでものを語ってはいけないが……人の迷惑になりたくないと消え入るように願った老人達と、子供の誘拐って単語が全然ぴったり当てはまらない。そもそも、裏サイトだの何だので老人達が街中での動向を常に監かん視しされていたのなら、それこそ誘拐なんて絶対に不可能ではないか。

　ただ、

「その、老人達と子供達には、それほど深い接点はあったんですか？　例えば学外交流授業の評判などは。やはり、他の地元住民と同じで、子供達も辛つらく当たったりしたのでしょうか」

「まさかそんな。大体、不評だと分かったら老人達だってすぐに身を引きますよ。ボランティアであって仕事ではないんですから」

「……子供達は、老人達と仲が良かった……？」

「ええ、証拠だってあります。本当はプライバシーに関わるから見せるのは良くないのでしょうが、刑事さん相手なら問題ないでしょうし」

　そう言われて、校舎へ歩いていく男性教師に何となくついていく格好になった。案内されながらも、俺は推理マニアと軽く話し合う。

「どういう事だと思う？」

「いや、どうも何も、まさか本気で消えた子供達と団地の老人達が関わっているなんて言うつもりじゃないだろうな推理マニア」

「そうじゃなくて、別の線があるでしょ。椀貸不動産」

「おい……」

「老人達たちを孤立させたがっていた『姥うば捨て団地』管理側としては、この学外交流授業って唯一の窓口は面白くなかったはず」

「だからって子供をさらって口封じまで考えるか？　ヤツらのやり方じゃない。依い頼らい人にんから標的の老人の死を請うけ負いながら、廃はい墟きよの中で干からびるまでノータッチ。姥捨て山の構造を現代に復元した椀わん貸かし不動産の連中が、率先して自分の手を汚したがるとは思えないけど」

「だから、主義を捨てざるを得ない『何か』が起こったんだとしたら、どう？」

　男性教師は昇降口には向かわなかった。どうやら一階部分に職員室があるようで、校庭から、勝手口のように小さな扉をくぐって直接中に入ってしまう。

　ガサゴソという音がしばらく続き、やがて男性教師はこちらに戻ってきた。

　持ってきたのは大量の紙束だ。Ａ４くらいの紙を、何十枚も重ねたもの。

「あったあった、こちらです。これを見れば、あの子達が団地の老人を受け入れていた事は分かると思いますよ。正直、最初にこれを見せられた時は私も面喰くらいましたが、でも、これが彼らの本音なんです。だったらしょうがないじゃないですか」

　何かの資料かと思って受け取ったが、そういう訳ではないらしい。

　俺は紙切れに目を通し、それから次々にめくっていった。左右からは、推理マニアと巴ともえちゃんが紙面を覗のぞき込んでいた。

「なんて事だ……」

　やがて、そう呟つぶやいた。

『姥捨て団地』で追い詰められる老人達と、突如として通学路から消えた子供達。

　二つの件がピタリと一致した。




　　　　　10（内うち幕まく隼はやぶさ）




　俺達は『姥捨て団地』へととんぼ返りする事になった。従妹いとこの匠たくみちゃんとやらが心配なのか、今は八はち河かわ巴ちゃんまでついてきている。

　時刻はすでに夕暮れ。今まで費やしてきた一秒一秒が本当に無駄遣いでなかったかを思わず考えてしまう。

　ジャージの老人、田た山やま直すなおさんは庭いじりが趣しゆ味みなのか、今は花か壇だんの草を毟むしっていた。

　仕組みが分かっていても、死の山から下りられない老人達の一人。

「どうした。放っといてくれと言っただろう」

「そうも言っていられません。長くなるかもしれない。訪問しておいて不ぶ躾しつけですが、どこかゆっくり話をできる場所はありませんか？」

「まあ良い。それならついて来い」

　邪険にしつつも、田山さんは追い返したりはしなかった。本人の言っていた通り、賑にぎやかな空気は嫌いではないのかもしれない。ジャージの老人が案内してくれたのは、団地の建物の一階にある、レクリエーション用の大部屋だった。本来なら軽食を取って談笑するためのスペースなのだろう。テーブルや椅子がたくさん置いてある場所だ。ただし壁かべ際ぎわのジュースやパンの自販機の列は、どれもこれも電気が落ちていたが。

　みんなでテーブルに着いて、そして開口一番俺はこう切り出した。

「井い神がみ進すすむくん、長なが巻まき萠めぐむちゃん、梅うめ坂さか鋭さとしくん、加か山やま颯はやてくん、……そして東とう条じよう匠たくみちゃん。彼らの名前に心当たりはありますか？」

「その名前は……。彼らが一体何だというのだ」

「消えました」

　その言葉を受けて、老人は最初言葉の意味を理解できなかったらしい。だがじわじわと頭の奥に染み込んでいくにつれて、一気に顔が真っ青になっていく。

　推理マニアと巴ともえちゃんはひとまず聞き役に徹てつするらしい。

　俺と田た山やまさんの、大人達たちの応酬だけが続く。

「もちろんすでに捜索願を出して、事件性ありとして緊きん急きゆう手配しております。ですが、それだけでは足りない。情けない話ですが、的の絞り込みもしないで闇やみ雲くもに広域捜索をしたって、見つかるものも見つからないんです。だから、あなたには協力してほしい。的を絞らせてほしいんです」

「それであの子達が助かるなら何でもするが……一体、わしに何をしろと？」

「椀わん貸かし不動産」

　切り込むように、俺は言う。

「彼らがこの一件に関与していると上を説得して、重点的に洗わせたいけど、今のままではデータが不足していて言葉が足りない。ですから、あなた達の知恵を借りたいんです。彼らのやり方を良く知っている、あなた達の知恵を」

「ちょっと待っとくれ、連中が攻こう撃げきしているのはわしら老人だろう。どうしてあの子達が関わってくる!?」

「ねえ、田山さん。学外交流授業の件については、俺達も聞き及んでいます。刃物を持ち込んでしまった件が問題視されるまで、あれはあなた達にとっても唯一の憩いこいであったはずだ」

　こんなに賑にぎやかなのは久しぶりだ、と田山さんは笑っていた。

　あそこで思い出していたのは、コンクリートの山に生きたまま親を捨ててしまった息子夫婦とやらとの記き憶おくじゃなかったんだ。おそらく、学外交流授業で子供達と接していた時の事を考えていたんだ。

　あの日。

　その時だけでも。

　田山さん達の心は、死の山を下りていたかもしれなかったんだ。

「では、あの子達たちの側から見てどうだったか。田た山やまさんはそこまで深く考えた事はありますか？」

「それは……正直に言って、確信はない。昔話に興味を持ってもらえたのかもしれぬし、つまらないと思っとったのかもしれぬ。所詮、ボランティアなど自己満足だ。わしはわしが満足できていれば、それ以上は求めぬよ」

　ばさり、という音で遮った。

　あの男性教師から預かってきた、大量の『書類』。それをテーブルの上に置いたのだ。

「だったら一度、これに目を通してみれば良い。全部明らかになるから」

「これは……？」

　言って、老人は皺しわだらけの手で紙束を手に取った。

　今じゃ、ワープロソフトの発達のおかげで実生活ではほとんど使わなくなったもの。

　作文を書くための原げん稿こう用紙だ。

「あの学校では、こんな課題が出されたようです。尊敬できる大人について書きましょう。おそらく教師陣の狙いは、両親や先生について書いてほしかったんでしょう。授業参観が近い、といった事情もあったようですし。……でも、実際には思惑通りにいかなかった」

「……、」

「ある生徒は、昔話を聞かせてくれたおばあさんの事を書いていた。ある生徒は、けん玉やお手玉を教えてくれたおじいさんの事を書いていた。ある生徒は、竹とんぼの作り方を教えてくれたおじいさんの事を書いていた。クラスのみんなが、あなた達の事を書いていた。結局、『団地の老人』を必要以上に敵視する保護者達の目に触れるとまずいって話になって、教室の壁かべに掲示される事はなかったようですけど」

「……、」

「ちゃんと、届いていた。あなた達が子供達にものを教えて救われていたように、子供達もあなた達にものを教えてもらって救われていた。だから、なんです。子供達は、あなた達と接している内に、何かに気づいた。そして放っておけなかった。見えない仕組みに縛しばられて追い詰められていく老人達を目の当たりにして、助け出そうなんて考えるようになった」

「……、」

　その作文は、一見すれば団地の老人達がどれだけすごいか、どれだけ面白いか、どれだけ優しいか、そんな事を書き綴つづったもののように見える。

　でも違う。それだけじゃない。

　端々にはこんな事も付け加えられていた。




『じーちゃん達が元気ない。とても心配』




『誰だれか意地悪している人がいる。そんなの絶対に許せない』




『ばーちゃんを助ける。そのためにヒミツの組織を作るんだ』




　つまり。だから。

「放課後に探偵ごっこをしていた子供達たちは、おそらくある時、本当に真相を掴つかんでしまった。椀わん貸かし不動産には絶対に看過できない事を。だから連中は主義を曲げてでもその口を封じるために動き出した。彼らは中止になった林間学校の前後で消えている、概算でざっと二日。協力してください、あなた達を助けようとした子供達を助け出すために!!」

　これは、とてもずるい言い方だと思う。

　椀貸不動産を壊かい滅めつさせれば、極大の違法ハウスである『姥うば捨て団地』で暮らしていた老人達は、仮の宿を失う事になるかもしれない。かつて姥捨て山に捨てられた人達だって、新しい街へ向かっても身寄りがなく、誰も頼たよりにできず、結局は屋根のある生活は期待できなかった。それが分かっていて、俺は老人達の生活を踏ふみにじってでも自分の職務を全うしようとしている。

　対して。だというのに。

「……良いだろう。団地の皆にはわしから説得する。だから聞きたい事は何でも聞いとくれ。別段、長生きをしたいと思った事はないが、死にきれぬと思ったのは久しぶりだからな」

　老人は、ただの一秒さえ躊ちゆう躇ちよしなかった。

　捨てられた命なんかじゃない。

　そこにいたのは、間違いなく今を生きる人間だった。

「だから頼たのむ。恩人こどもたちが助かる可能性が一％でも増えるなら、アンタも命を賭かけとくれ」
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　山姥やまんばが関わっているという話を聞いた事がある、と田た山やま直すなおさんは洩もらした。

「具体的に何の事かは分からぬ。だが、それが『姥捨て団地』の孤立を決定づける仕掛けらしい。買い物難民、近所付き合い遮断、冤えん罪ざい、悪評、まあ色々だ。主に団地の外にある悪感情を軸とした包囲網に関わっとるのだろうな」

　山姥。

　その名の通り、山に住むとされる老婆の妖怪。昔話では人を喰くう話で有名だが、実際には村人の相談に乗ったり、手厚くもてなしたりする伝承も珍しくないらしい。

「でも、何をどう対応させているんだろう。単純に、団地を姥捨て山に、老人を山姥に当てはめている、なんて話じゃないと思うけど」

「情報をまとめてみようよ、刑事さん。そもそも団地とその周辺ではどんな現象が起きているのかな？」

「そりゃあ、近きん隣りん住人がむやみやたらと団地の老人を毛嫌いするって話だろ。逆に、俺達たちみたいなよそ者だの、最近赴任してきた先生だのには影えい響きようがない。あと、子供達もか」

「もう一個」

　と、割り込んできたのは巴ともえちゃんだ。

「話をまとめてみると、決まって『老人達が、自分達に害を及ぼす』って噂うわさに変換されていくみたい。つまり根も葉もなく老人達を加害者にする効力を持っているのよ」

「山姥やまんばって有名な妖怪だからさ、色んな伝承がある。でも、その中でちょーっと気になるものが一つあるんだよね」

「？」

「古今東西、基本的に山姥が悪さをする時は人を食べちゃおうとするんだけどさ、中には広こう範はん囲いに疫病や災いをもたらすパターンもあるんだよ。この東京にだって、そんな話がある。襲おそってくる山姥を弓で射殺したは良いけど、その死体から大量の呪いが溢あふれ出したせいで村に疫病が蔓まん延えんした、って話。結局、そこでは山姥の死体を四二個に切り分けて、一つ一つ順番に塚を建てて封じる事で難を逃れたってオチなんだけどさ」

　広範囲の疫病。

　近隣住人が自然と忌み嫌うもの。

　脆ぜい弱じやくな『死体』役でありながら、老人達を『加害者』に見立てる事のできるもの。

　確かに、状況には合致する。

　疫病を蔓延させる感染源の腐乱死体には誰だれも近づきたがらないのと同じように、この『姥うば捨て団地』とそこに住む老人達を毛嫌いするようにする悪意増幅の『パッケージ』。

　少なくとも、包丁片手に旅人を追い回す怪物としての山姥や、麓ふもとの人々の相談に乗る気難しい山姥よりは……『姥捨て団地』を取り巻くイメージに近しい気がする。

　ひとまずは死後も呪いを撒まくタイプの山姥とみなすべきか。

「……けど、だとすると椀わん貸かし不動産の連中は、『パッケージ』の部品として死体を使っているっていうのか!?」

「珍しい話でもない。この団地の中であれば、平均して月に一人か二人は孤独死した老人が『発見』される。実際の総数については、住んどるわしらさえも知らぬほどだ」

「いやあ、それはどうかな」

　と、推理マニアは自分で否定した。

「簡単に運び出して焼却できる程度の死体なら、『パッケージ』の部品としては永久性に欠ける。孤独死が出るたびに『役』が移動していくって線もあるけど、一日も絶えずに死体を確保できるって保証はない。基本的に老人が死ぬかどうかは運任せなんだからね。だとすると、『死体役』はもっと強固で永久性のあるものに割り当てていると思う」

「な、何なの？　そんな不気味なものが、この団地のどこかに隠してあるって訳？」

　巴ともえちゃんは肩を縮ませて疑問の声を発したが……俺は、もう答えを導き出していた。

　そのまま口に出す。

「アカサビさん……。団地のみんなが『ああはなりたくない』って話を知っている、でも実際には誰だれも生前の姿を知らない孤独死の老人の話があったな。確かに死亡しているけど、もう誰にも分からない、ここにいたはずなのに情報の風化した顔のない遺体、か」

　異を唱えたのはジャージの老人、田た山やまさんだった。

「しかし、アカサビさんを調べると言っても、具体的にどうするつもりなのだ？　わしだってアカサビさんがどこに住んどるか、その部屋は分からぬぞ。より正確には、説が多過ぎて特定できぬ、といった方が正しいが」

「その候補、覚えている限りで良いから書き出す事ってできる？　おじーちゃん」

「やるにはやるが……」

　言って、老人は取り出したメモに棟の番号と部屋の番号を書き殴っていく。一見すると訳の分からない暗号表のように、ひたすら数字列が続いていく。

「こんな感じか」

「さておじーちゃん、この中で明確に孤独死と絡んでいない、デマだと分かる部屋はどれとどれ？　全部でいくつ？」

「ちょっと待て、全部で……四二……って、あ!?」

「そう、山姥やまんばの疫病を封じる塚の数、だね」
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　正直に言って、刑事さんと艶えん美びの話はキャッチボールが早過ぎて、全然ついていけなかった。目を白黒させている私の目の前で、二人はさらに事件の核心を抉えぐり取っていく。

「でも待てよ、山姥の死体を切り分けて四二の塚に封じたら、それで疫病は収まってしまうんだろ。むしろ蔓まん延えんさせて老人達たちを孤立させたい椀わん貸かし不動産の思惑から外れるんじゃないか？」

「刑事さん、私の言葉をちゃんと聞いてた？　疫病を収めるためには、山姥の死体を四二個に切り分けて、一つ一つ『順番に』四二の塚を建てて封じなくちゃいけないの」

「つまり……わざとその順番を狂わせて配置させれば」

「疫病は収まらない。それでいて、いざ何かしらのイレギュラーが発生した時には、正しい順番に組み替えれば『パッケージ』を停止させられる。ね、理想通りのアセンブルでしょ？」

　彼らはそれで納得してしまったが、むしろ私は混乱するばかりだった。

「つ、つまり四二の部屋が塚に対応していて、その部屋ごとに『何か』が隠されているって事で良いのかしら？　でも、それを正しい順番に戻すって、組み合わせ何パターンなの!?　ケータイのパスコードどころの騒さわぎじゃないと思うけど!!」

「でも、何もないよりはマシです。少なくとも挑戦権は得られる訳ですし」

「そもそも、アカサビさんとかいう人の部屋には『何が』が眠っているっていうの!?」

「それは、行ってみれば分かる事だよ」

　ガタガタン、と示し合わせたように刑事さんと艶えん美びの二人は立ち上がると、さっさとどこかに走ってしまう。私は混乱するばかりだけど、ジャージの老人は肩をすくめただけだった。とりあえずぺこりと頭を下げてから、私も二人の背中を追っていく。

　そうしながら、奇妙な焦りが渦巻くのを感じていた。

　置いて行かれるのが怖い、彼らの住んでいる世界が分からない事が。

　刑事さんと艶美は階段で二階に上がると、ずらりと並ぶ部屋の一つに辿たどり着き、ドアを開けて中へと踏ふみ込んだ。夕暮れ時、オレンジ色に染まる寂しげな山のような色彩で埋まった空き部屋の中を、二人は示し合わせたように手分けして捜索していく。

「ねえ刑事さん、さっきはああは言ったけど、何が隠れていると思う？」

「歯のインプラント」

「ベタだねえ、私は髪の毛かなーって予想しているんだけど」

　と、ほとんど水着に近い艶美が刑事さんに肩車してもらう格好で、天井裏の配線スペースから何かを発見したようだった。

「見つけた。これは……人工骨、かな？」

　ハンカチに包んだそれを床に置き、三人で囲むように見下ろす。ええと、これは、何だろう？　ガラスみたいにつるりとした素材の……何か陶器の欠片かけらみたいなものだけど。

「『遺体なき殺人』だな」

　私が良く分からないって顔をすると、彼は続けて説明してくれた。

「今は強酸のバスタブで遺体を骨まで溶かしてしまっても、殺人は立件できるんです。血痕、インプラント、髪の毛、そして人工骨。遺体がそこにあったという証拠が一つでもあれば」

「おあつらえ向きに、人工骨はガラスを使ったものが主流だからね。酸でも溶けない、炎でも燃えない。検察側は結構助かっているみたいだよ」

　という事は。逆に言うと……？

「ねえ、もしも殺人事件が起きていなくても、その人工骨っていうのを現場にばら撒まいて警察にイタズラ電話をかけたらどうなるの？」

「……まことに残念な事に、殺人事件として捜査本部が立ち上がります。もちろん、バレたらお説教どころでは済まなくなるでしょうが」

　つまり、この団地では『そういう事』が起きているのか。一本の人工骨をバラバラにして、色んな部屋に隠して、ほら、物的証拠があるからここでは人が死んでいたんだよ、という事にしてしまう。その噓うその情報、存在しない死体を『パッケージ』の核に悪用していたんだ。

　山姥やまんばの死体を四二個に切り分けて、塚の下に埋める事で鎮しずめた伝承と重ね合わせるために。

　そうなると、話は早い。私達たちは全ての部屋の人工骨を探す事になった。

　今、手元にあるものも含めて全部で四二個って話だったけど……。

「ねえ刑事さん、子供達は何を見つけたと思う？」

「科学捜査じゃない、大仰な推理でもない。おそらく足だ、足で何かを見つけた」

「具体的に」

「『パッケージ』の弱点を、当たって砕けて本当に見つけ出した。……地元の大人達は悪意を増幅して老人を眺めていたけど、子供達はそうじゃなかった。おそらく『偏見で見ないで、話せば通じる』事を知ったんじゃないかな」

「四二の塚の山姥は、子供を食べる話だったと思うけど？」

「それはどんな方法で」

「声真ま似ねだよ。母親の声を真似て、夜分遅くに戸を開けるように言ってきた。うっすら開けて確かめると、恐ろしい形相の山姥だった。だから喰くわれる前に、少年達は弓矢で山姥を奇き襲しゆうして殺した、ってあるね」

「つまり、子供の側が脅えて、話も聞かずに殺してしまった、って訳だろ。昔話や伝承にケチをつける気はないが、本当は山姥に殺す気はなかったのかもしれない。イタズラのつもりだったのかもしれない。……殺された山姥が『呪い』を撒まいた、っていうのも悔しくて呪ったのかもしれないんだし」

「じゃあ」

「脅えて先制攻こう撃げきなんてしないで、戸を開けて話しかけてみた。それが東とう条じよう匠たくみちゃん達だった。そして『孤立化』の包囲網を崩してしまいかねない因子を、椀わん貸かし不動産は許さなかった。そんなところか」

　格好良く言い合う二人だけど、その内、艶えん美びの様子がおかしくなってきた。

「ひい、はあ、けっ、刑事さん……私、もう無理い……」

　エレベーターを使えないとはいえ、四、五階くらいでもう艶美がバテたのだ。

　そして刑事さんは冷酷だった。

「置いていくぞ」

「えっ、あ!?　ちょっと!!」

　艶美じゃなくて、私が声を荒らげてしまった。ずんずんと先へ走る刑事さんをとにかく追い駆ける。振り返ってみれば、艶美は弱々しく手を振っていた。

「噓うそでしょ……ほんとに置き去りにしていくとかマジなの……!?」

「この団地の住人に危険性はありません。そう見えてしまうのは、山姥の『パッケージ』がフィルターを掛けているに過ぎないんですから」

　そうだけど、そりゃそうなんだけどさ！　でもそれ以前の問題として恋する乙女を放り捨てて仕事に走る男ってどうなのよ!?　いや艶えん美びの気持ちを知ってて彼の背中を追い駆けている私が言う事じゃないかもしれないけども!!

　憮ぶ然ぜんとしながらその背中を追い駆ける。そうしながら、私はこうも思う。

『あいつ』もこうだったのだろうか。

　家庭を顧かえりみる事もなく、事件という事件をひたすら追い駆け続け、お母さんからも愛想を尽かされたあの男。私はその背中を見る事しかできなかったけど、『あいつ』の目の前にも、やっぱり助けを求めるに求められない、そんな人達たちが立っていたんだろうか。

　まったくどうしようもなくて、でもちょっとだけ憧あこがれる。

　これが、刑事っていう生き物なのかな。

　……四二の部屋を調べて四二の人工骨の欠片かけらを見つけた時には、すでに夕暮れから夜よ闇やみへと空の色は切り替わっていた。メールを送って空き部屋で艶美と再び合流すると、私達はパズルを組むようにガラスの破片を一つ一つ組み合わせていく。やがて完成したのは、犬とかが咥くわえていると似合いそうなシルエットだった。

「脛けい骨こつかな？」

「どうでも良い。それより見ろ、ここだ。メーカーと製造番号がある」

「ほいほい、検索してあげるよ。……アシガラスポーツ工業製、短たん距きよ離り陸上用人工骨シリーズ、三の五二の六番。ふうん？　朗報だよ刑事さん、初リリースは二年前だって」

「よし、これで尻尾を掴つかんだな」

「えっ、えっ？」

　話の早さについていけない私に、刑事さんはこう付け足してくれた。

「問題の椀わん貸かし不動産は、長期間にわたってこの私有地を放置していて、老人達が住んでいる事なんて知らなかった、だから電気や水道を止めても人が死ぬとは思わなかった、と主張しているんです。……にも拘かかわらず、この人工骨はわずか二年前のもの。その頃にはもう老人達は生活していたはずだから、ここへ立ち寄った椀貸不動産の人間は、彼らが住んでいる事を知っていないとおかしい」

「つまり、未必の故意が成立するって訳だよ。無罪放免はありえない」

「どれだけ優れた弁護士軍団を用意したって、もう逃げられない。そして椀貸不動産を警察全体の手で叩たたけば、行方不明になった匠たくみちゃん達も必ず見つかるはずです」
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　回収した人工骨の破片は重要な物的証拠だが、しかし同時に、団地の空き部屋に順番通りに再設置しなければ、いつまでも老人達は不当な風当たりを受ける事になる。一方、東とう条じよう匠ちゃんら行方不明になった子供達についても待ったなし。色々迷ったが、人工骨については制服警官の応援を呼んで対処させる事にした。まず団地内で再設置、それを終えたら回収して科捜研にでも回せば良い。

「伝承では山姥やまんばの塚は村の東から西へと順番に建てていったんだよな……。人工骨の上端から下端へ番号を振って、それを東の棟の一階から上階へ順番に敷ふ設せつさせるよう頼たのむか。効果がなければ下端から上端、上階から一階など、各種の順番を入れ替えて……」

　指示すべき情報を頭の中でまとめていると、横から推理マニアが声を掛けてきた。

「でも刑事さん、山姥の孤立『パッケージ』は強力で、救急車も出動を拒むくらい偽りの悪意をばら撒まいているんだよ。警察の応援なんてやってくるのかなあ？」

「ただし効果は地元の人間だけだ。救急車は自動的に最寄のセンターと連絡が繋つながるが、警察の場合はそうでもない。……頭越しに、いきなり本庁の人間を呼びつけてやれば良いのさ」

　そんな訳で携帯電話をポチポチと。

「あー、課長？　例の孤独死老人の追跡調査でとんでもないものが出てきましたのでご報告を。ええ、未遂も含めれば、下手すりゃ団地全体二〇〇〇人規模の殺人計画です。わーすごーい」

『ぶふっ!?』

「刃物の通り魔まだの銃乱射だの、そんな次元じゃない。マジで日本の犯罪史に名を残す大捕り物ってヤツですよ。という訳で、手柄を地元の所しよ轄かつに取られたくなければ早い者勝ちって方向で。ええ、ええ、早いところ大増援を送ってくる事をお勧めしますけどー？　ではまた」

　必要な情報だけ送りつけてさっさと電話を切る。

　お膳ぜん立だては終わった。さあ椀わん貸かし不動産へ踏ふみ込むとしようか。

「艶えん美び、お前は巴ともえちゃんと一緒にここで待機。やってきた警官にこれまでの経けい緯いを説明してやってくれ」

「えー!?　推理ドラマって犯人捕まえるトコが醍だい醐ご味みでしょうがよー!!」

「汗臭い銃じゆう撃げき戦はお前の領分じゃない。……八はち河かわさんも、こいつが無茶をしないように見張っておいていただけると助かります。ええほんとに」

「ま、まあ、刑事さんがそうしろって言うなら……私はそれで、ごにょごにょ……」

「とーもーえー!!　そうだ、良い機会だから話し合おう、じっくりとなー!!」

　そんなこんなで、田た山やまさん達たちにも一応の挨拶をしてキャラモノのマフラーをモーニングスターみたいに振り回している推理マニア達を預け、俺は同僚の刑事達と電話で連絡を取りながら、具体的な捕り物の算段に移る。

　椀貸不動産は、巣す鴨がものすぐ近く、池いけ袋ぶくろにあった。

　背の低い、細々とした雑居ビルの並ぶ一角だ。路上駐ちゆう車しやの列が並ぶ中、俺はその中の一台に近づいて、助手席側から乗り込んでみる。

　組織犯罪対策部の重戦車、外そと堀ぼり岳がくが待っていた。

「お手柄じゃーん。でも良いのかね、組対の俺らに協力求めちゃって。一課の縄なわ張ばり意識って世界一だと思ったんだけどな。上の課長クラスは会議室でガミガミよーん？」

「椀わん貸かし不動産は『大きな犯罪組織』の下っ端なんだろ。だったら元々お前達たちの領分だ、逮捕状はそっちに預ける。それに、今は消えた子供達が一番。手柄なんて後回しで良いよ」

「お前、本当にどうして生活安全部しようねんはんざいに志願しなかった訳？　ああそうだ、ほらこれ」

　と、外そと堀ぼり岳がくはぞんざいな手つきで支給品のリボルバーをこっちへと押し付けてきた。

「……こういうのってまた貸しアリなんだっけ？」

「エリートさんの一課じゃ駄目かもなあ。アウトローな組対の俺らは日常茶飯事だがｗ」

「ヤバい、協力を求める相手を間違えたかも……」

　そんな事を言い合いながら、適当に情報共有と作戦会議を済ませていく。

「ま、結論から言うと、例の雑居ビルは一階のコンビニ以外はみんな胡う散さん臭い連中だ。椀貸は五階建ての三階にテナントがあるが、包囲しての捕り物になれば勘違いした他のフロアの連中も襲おそってくるかもしれん。臨機応変に全員ねじ伏せろ！　以上!!」

「ああもう雑だな！　お前達ほんとに日本の警察か!?」

　最後は怒鳴り合うようにしつつ、俺達は路上駐ちゆう車しやの自動車から降りる。それを合図に、あちこちの車からスーツの男達が降車していく。世にも珍しい、一課と組対の混成部隊だ。一部の車は屋根にパトランプをくっつけ、道路を塞ぐように位置取りを変えていく。

　そして重戦車は肩で風を切って雑居ビルへ歩きながら、何な故ぜだか獰どう猛もうに笑っていた。

「良いぜえ、このピリピリした感じ。漢おとこの仕事場って空気が漂ってきたな」

「またそんな事言って、女性警察官からどやされるぞ」

「でも俺、女性警察官より婦警さんの方がキュンと来るんだけどよ」

「向こうはそれが嫌なんだろ。これだから組対は男ばっかりなんだ」

「何だよ何だよ、お前だってオンナの全てを知っていますってツラできんのかあ？」

　その時だった。




　ばづんっ!!　と。唐突に、夜の街から一斉に照明が落ちた。




　一いつ瞬しゆんにして、まるで部屋の電気を切るように視界が真っ暗になる。だがここは屋外だ。一軒二軒の停電ではなく、かなりの広こう範はん囲いで大規模なブラックアウトが発生している事になるが。

「おい内うち幕まくちゃん、これってどう思う!?」

「『変電所にリモコン爆ばく弾だん』だとしたら最悪だ……」

「ケータイから無線機に切り替えろ。基地局も落ちているから通じねえぞ」

「どっちみち、ここまで来たら止められない。いいか、椀貸の連中は絶対逃がすな！　行くぞ!!」

　苦し紛れに車のヘッドライトに支援してもらうが、やはり雑居ビルの屋内までは届かない。ろくに視界を確保できない暗くら闇やみの中、階段を使って三階を目指す。

　踊り場にふらりとした人ひと影かげが顔を出し、

「制圧!!　次！」

　後ろ手に腕をひねり、うつ伏せで床に倒すようにしながら、後続の警官に預けて先へ進む。乱暴な話だが、誰だれが敵か味方か分からない状態では背中を刺されるかもしれない可能性を想定して『全員制圧』が許される。もちろん、死なない程度に、という冠は必須だが。

「おい、あの影、妊婦じゃねえか？」

「服の下に綿詰めてるだけだ、あんなシャッキリ立つ妊婦がいてたまるか。制圧!!　次！」

　三階に辿たどり着いた。暗闇の中では逆に怖いが、拳銃を手にドアの前へ集合。

　咳せき払ばらいして、提案する。

「俺ドア蹴ける役な」

「ずるい！　花形じゃねえかよ!?　一課の手柄ドロボー!!」

「逮捕状はお前に預けたろ。ほら行くぞ！」

　ッッッゴン!!　と勢い良くドアを蹴破って、一斉に雪な崩だれ込む。電話番らしき若造が暗闇の中で両手を挙げていたが、それ以外にめぼしい影はいない。奥まで進んだ外そと堀ぼりが舌打ちしていた。

「ああくそ、金庫の扉が開いてやがる。こりゃあまずいかも!!」

　できるだけ全ての出口を塞いだつもりだが、突然の停電と混乱の中ではやはり限界があったか。相手の方が一枚上手で、どこかからすり抜けて外へ出たのかもしれない。向こうがあらかじめ暗視装備とか用意していれば、そんな可能性も十分あり得る。

　その時だった。

　ガォン!!　という低いエンジン音がはるか下方から響ひびき渡った。

　外堀は無線機に向かって叫ぶ。

「食い止めろ!!」

『例のブラックアウトのせいで、車両を使ったバリケードが完成していません!!』

　ここで逃がす訳にはいかない。『姥うば捨て団地』で老人達たちが苦しめられるのはもう終わりにしてやる。彼らの秘密を知った子供達も消えたままにはしておけない!!

「おい、内うち幕まくちゃん？」

「……、」

　音源から、車の位置は概算で把握できる。何より、躊ちゆう躇ちよしている暇はなかった。




　そのまま暗闇の中を走り抜け、ガラスをぶち破って三階の夜空へと飛び出す。




　今まさに真っ赤なスポーツカーが路地裏から飛び出し、警官達の群れを中央突破しようとしていたところだった。

　その上へと落ちた。

　べごんっ!!　と金属のへこむ音と共に、車高の低いスポーツカーは左右に蛇行する。激しい衝しよう撃げきでハンドルのエアバッグが誤作動を起こしたのだ。視界を塞ぎ、両手の自由を奪うエアバッグは、使い方を間違えれば立派な凶器となる。

　近くの電柱へと激突した。

　衝撃で俺の体も放り出されるが、すぐに路上から起き上がる。運転席側へ近づくと、拳銃のグリップを使ってドアの窓を叩たたき割る。

　真近で見れば、長い前髪のすき間から覗のぞく女の横顔は、口を裂くように大きな傷があった。一いつ瞬しゆん、今の事故で顔を負傷させたかと思ったが、よくよく見れば古傷らしい。

　若い女の頭に銃口を突き付けながら叫ぶ。

「子供達たちはどこにいる!?」

「し、知らない……」

　いちいち拘泥している暇はない。俺は近くの制服警官を手振りで呼び寄せた。

「君！　ちょっと複雑な計算になるかもしれないが協力してくれないか」

「は、はあ」

「一フロアに二〇部屋、七階建てで一階は無視、つまり居住区は六階分ある。全部で何部屋？」

「ええと、一二〇部屋です」

「それが二〇棟ある」

「二四〇〇部屋」

「事件一つにつき、最大勾留期限は延長しても二三日。二四〇〇を掛けると？」

「ちょっと待ってください……五万五二〇〇日、でしょうか」

「じゃあ最後に、それを三六五日で割ると？」

「およそ一五一年、ですね」

　俺はもう一度運転席の方へ目をやった。

　若い女はだらだらと脂汗を浮かべていた。

「だそうだ。ちなみにこれは最低理論値。すでに死亡した老人は別件だぞ。……黙もく秘ひしたいなら勝手にしろ。検察に掛け合って、永遠に別件逮捕し続けてやる。好きなだけ留置場の中で黙だまらせてやるから安心しろ。良かったな、死ぬまで他人の税金で飯を食える悠々自適の生活が待っているぞ」

「で、できる訳ない。そんなの許されない！　べ、弁護士が黙っていないわよ!?」

「だけど弁護士を呼べるのは起訴されてからだ。取り調べの段階ではどうにもならない。あんたは密室の中から動けない。裁判が始まるまで一五〇年か、生きていられると良いな」

　無造作に手て錠じようを取り出した俺に、運転席の女は泣きそうになっていた。

「わっ、分かった、分かったわよ!!　話すから!!」

「手短に」

　……実際には、不当に長い勾留を経て得た証言は拷問と同じ扱いで裁判の証拠にできない、って憲法にあるんだけどな。ここでそんな事を教えてやる義理はない。

「わた、私は確かに子供達たちの口を封じようとした。実際にさらった。だけど、できなかった。何を馬鹿なと思うかもしれないけど、自分の手を汚すと思うと震ふるえが止まらなかったのよ」

　良かった、と顔には出さずにそう思った。

　しかし、そいつの言葉は止まらなかった。

「だから」

　事実は小説より奇なり。それを、最悪の方向で。




「全員、冷蔵庫に閉じ込めておいた。自分の手を汚さずに済むように」




　……こいつッッッ!!!!!!

　もはや明確な『犯人』に手錠を掛けて制服警官に預けると、俺はパトカーを一台拝借して、若い女から聞き出した冷蔵庫……というより冷凍倉庫を目指す。例のブラックアウトのせいで途中の道は街灯もなく、信号も消えていて、あちこちで事故が起こる最悪の状況だった。心臓を恐怖で鷲わし掴づかみにされながらも、それでもひたすら前へ進む。

　団地、いや違法ハウスとはまた違った方式の、冷えて凍りつく姥うば捨て山へと。

　辿たどり着いたのは、たっぷり三〇分も経たってからだった。それが閉じ込められている子供達の命をどれだけ削っているかは想像もつかない。

　真っ暗闇やみの冷凍倉庫の周りでは、警備員らしき男達が固まって何か話し合っているのが見えた。彼らに近づいてこう話しかける。

「責任者は？」

「な、何だあんたは？」

「良いから！　一体誰だれなんだ!?」

　いかん、思わず警察手帳より先に拳銃を取り出してしまった。青い顔をする警備員達は両手を挙げながら、震える声でこんな風に言ってきた。

「なんだっ、マグロ泥棒か？　ここにはそんなのないぞ、アイスクリームの倉庫だ！」

「閉じ込められているのは誘拐された子供達です。共犯になりたくなければ捜索に協力しろ！」

「冗談だろオイ……！　どの倉庫!?」

「分からないから全部開けて、調べて！　早く!!」

　バタバタと慌ただしく状況が動き出した。そんな中で、警備員の一人が嘆くように呟つぶやく。

「……なんて厄日だ。ただでさえ妙な停電で商品が全滅するかもしれないって時に」

「何だって？」

「ですから、停電したら保冷設備も動かないでしょう。こんなので保守点検の責任を怠ったなんて難なん癖くせつけられたらどうするんだ、まったく。冬のボーナスどうなるんだー!?」

　幸か不幸か、冷凍倉庫は動いていない。

　という事は、子供達たちは……、

「マジかよ、ほんとにいやがった!!　おーい、こっちだ！　こっち!!」

　遠くの方で、別の警備員が叫んでいた。そちらに向けて全員で走って集まる。開かれた扉の奥からは白い冷気が流れ出ていたが、やはりその勢いは弱い。

　警備員達は入口から奥を覗のぞくだけで、踏ふみ込もうとしない。

　俺が中に入ると、隅の方で固まっている五つくらいの塊があった。不気味なくらい肌は青ざめ、呼吸は弱く、ぴくりとも動かないが……、

「生きてる」

　思わず、そう呟つぶやいていた。それはすぐに叫び声に変わった。

「全員生きてる!!　毛布と、暖房設備と、後はポットのお湯でも何でも良い、とにかく用意してください。早く!!」




　　　　　14（八はち河かわ巴ともえ）




　大規模な停電が起きたせいで携帯電話も繋つながらなくなったけど、無線機とか普通の固定電話は大丈夫みたい。団地で作業しているお巡まわりさん経由で、刑事さんから、たっくん達は無事に見つかったと聞いて思わずホッと息を吐いていた。

　改めて、団地を見上げてみる。

「ここに住んでいる人達はどうなっちゃうのかな」

　椀わん貸かし不動産っていうのは問答無用の悪党だったけど、彼らが逮捕されちゃうと、この団地の権利もどうなる事やら。新しい買い手がつくかもしれない。だけどその人が『解体予定地』を本当に取り壊こわすって決めちゃったら、老人達は出ていくしかない。

　具体的に、どこに？

　不安になっていると、キャラモノのマフラーの頭をムニムニ揉もんでいる艶えん美びが気軽な調子で答えてくれた。

「何とかするよ」

「えっ、それって……警察が助けてくれるって事？」

「警察は基本的に民事不介入。だからそういう時のために、私みたいなフリーランスがいるって訳。……大体、椀わん貸かしを叩たたくだけじゃ、まーだ事件の黒幕を全部裁いたとは言えないしね」

　ニヤリと笑って、艶えん美びはスマホを取り出した。

　メモ帳か何かで、やるべき事をリスト化しながら、

「この艶美ちゃんを舐なめるなよ、悪党ども」




　　　　　15（3rd person）




　荒あら川かわ沿いの閑静な住宅街には、小さいけれどれっきとした一軒家があった。元は老人が人生の半分を仕事に費やしてローンを払い終えた一国一城だったが、それを息子夫婦が強引に奪い取った。権利証や通帳を取り上げ、隠し、暴力で老人自体を敷しき居いの外へ追い出す形で。

「さっさとくたばるって話だったのにどうなってやがるんだ、椀貸め」

　どすどすと音を立てて居間をぐるぐる回りながら、男は呻うめいていた。生みの親すら軽々と捨ててしまった男に、自力で良好な人間関係を築けるはずもない。その部屋の中もすでに殺伐とした空気に満たされていて、家というより檻おりといった印象の方が強い。書類の上では『家族』と共にあっても、彼らはどこまでもバラバラだった。

　と、苛いら立だつ男の神経をさらに逆さか撫なでする出来事が起きた。

　ぴー、ぴー、という定期的な電子音が窓の外から炸さく裂れつする。トラックや建設重機がバックする時などに危険を知らせるための音だ。こんな夜更けに、しかも住宅街で。（もちろん自分の事は棚に上げて）マナー違反に憤いきどおる男だったが、そこで思いもよらない事が起きた。

　ッッッドゴン!!!!!!　と。

　自動車が突っ込むような衝しよう撃げきと共に、いきなり居間の壁かべが突き崩されたのだ。

「なっ、なんだあ!?」

　慌てたように身を伏せ、それからじりじりと怒りが湧き上がる。靴も履はかずに表へ飛び出すと、黄色い重機が庭の垣根をバキバキと割って侵入していた。分厚い金属でできたくちばしのようなもので、壁の建材を咥くわえ込んでいる。

「なにをっ、何をしてやがるんだ!?　俺の家で!!」

「はいー？」

　と、意外と若い女性の作業員はのんびりした声で疑問を放った。そうこうしている間にも次々に壁は崩されていき、早くも家全体が斜めに傾き始めている。

「そんな事を言われてもですねー、そもそもあなたの方こそ、どうして『空き家』に勝手に住み付いているんですかー？　危ないじゃないですかー」

「なっ」

「ええと、書類上の所有者は田た山やま直すなおさんというおじいさんでー、もう一〇年以上帰っていらっしゃらないようですのでー、『空き家』を処分するために行政代執行にやってきた訳なんですけどもー」

「……っっっ!!」

　それは、そうだけど！

　役所の記録だけならジジイの家だし、あのジジイは俺達たちが殴って蹴けって追い出したんだから長い間帰っていないのも当然なんだけど!!　……喉まで声が出かかるが、当然、役所の人間にそんな事は言えない。

「待ってくれ!!　ここには俺達が住んでいるんだ、あのじいさんの息子の!!」

「知りませーん。主張するだけなら簡単ですしねー。『空き家』に住みつく路上生活者の皆さんは大体、親戚だー遠戚だーと言い張るものですので、取り合っていられませーん。何でしたら田た山やまさん本人に確認のご連絡をしていただけますと助かりまーす」

　連絡先なんて知るか！　大体あのジジイはもっと早く死ぬはずだったんだ！　そうすれば隠しておいた権利証は失効し、俺達で相続できるはずだったんだ！　なのにどうして!?　……並べれば並べるほど理不尽が極まっている。それを『客観的に』説き伏せる術すべは、当の本人にすら浮かばなかった。

「じゃあ、じゃあ……俺達はどうなる？　明日からどうすれば!?」

「知りませーん。土地の方は区で買い取らせていただきますけどもー、もちろん代金については口座を通さずに田山直すなおさんへ直接お支払いしますのであしからずー」

　ズズゥン!!　という轟ごう音おんが発せられた。

　斜めに傾いた彼の城が、今度こそ完全に潰つぶれてしまった音だった。




　　　　　16（3rd person）




　信じられないような話だった。

　第一に、家の権利証を息子夫婦に取り上げられていても、不動産会社の方で保管されている原本さえあれば紛失に伴う再発行は行える事を知った。そして長期間持ち主が家に帰っていない場合、『空き家』として登録し直せば、それを直じかで役所に売ってしまう事もできるのだと。

　第二に、老人達が暮らしていた団地は老朽化が進み、また多数の死者を出していたため、不動産としての資産価値は地の底まで落ちていたらしい。同じ境遇の老人達が得た自宅の売却費用を足し合わせれば、丸ごと買い取ってしまう事もできるくらいに。

　第三に、山姥やまんばの孤立『パッケージ』が消えた途端、周辺住人の態度ががらりと変わった。役所の人達は意図的な悪路を再整備してくれたし、コンビニやスーパーの宅配サービスも普通に使えるようになっていた。

　全て。

　彼らの孫くらいの歳の、ツインテールに水着を着た女子中学生が手配した事だった。

『私はあるべきものを、あるべき所へ戻しただけ。だからこんなのは救いじゃない、こっちの方が正しかったってだけなんだからね』

　少女は去り際、こんな風に笑っていた。

『だから、あなた達たちに救いをもたらすとしたら、それは私の役目じゃない。もっと相応ふさわしい人達がきちんといるのは分かっているでしょ？』

　蛇口をひねり、団地の玄関近くにある花壇へホースで水をやっていると、ぱたぱたという小さな足音が聞こえてきた。

　先の一件では色々と迷惑をかけてしまったはずだが、子供達はそれでも老人の様子を見に来てくれた。

「じーちゃん知ってる？　秋にもお祭りがあるんですって」

「ああ、豊漁を感謝するためのものだろう。今でこそコンクリで固めた川だけどな、わしがあんたくらいの歳の頃は、まだ釣り竿ざお一本あれば腹を満たす事もできたんだよ」

「じーちゃんも一緒に行こう？　みんなかき氷って言うけど、綿菓子が最強に決まってるもの」




　そこはもう、コンクリートでできた現代の姥うば捨て山などではない。

　誰だれかが一人でも手を差し伸べれば、見えない檻おりなど簡単に打ち破れる。













　　第三章　転＠菱ひし神がみ舞まい＆病びよう魔まの使し役えき者しや







　　　　　１（3rd person）




　東京、六ろつ本ぽん木ぎ。

　テレビの影えい響きようなのか、土地そのものにブランドイメージのついた場所。数ある高層ビルの一つ、五〇階建てのその最上階を丸ごと陣取り、セカンドハウスとして使っている男がいた。

　万ばん丈じよう明あきら。

　今年で四五になるその男は、テレビの中では慈善家として紹介される事が多い。事実、彼は種々の社会問題を憂うれい、またその解決に尽力した個人や団体へ宝くじのような額をポンと寄付する。介護用ロボットを開発した中小企業、煙草タバコのポイ捨てを激減させたＣＭを作った製作会社、路上生活者へ炊き出しをする主婦、とにかくジャンルは問わない。

　十分な防音加工を施されたホームシアターの壁かべには、新聞や雑誌の切り抜き、ホームページの記事を印刷したものなどがベタベタと隙間なく貼り付けてある。それら全てが万丈を褒ほめ称たたえる内容であり、メディアの前では柔和に微ほほ笑えむ彼の内心には、自分が周囲からどう映っているのかを徹てつ底てい的てきに気にする神経質な一面がある事を浮き彫りにしていた。

　さらに。

　壁の一面が真っ白な光を照り返していた。プロジェクターによって表示されているのは、ここ数年で世間を賑にぎわせた殺人犯や誘拐犯の個人情報。特に、事件の中核に妖怪が関わってしまったがために、強盗殺人事件が窃盗事件として扱われたり、誘拐事件が偽計業務妨害に切り替わったりと、法で裁ける、裁けないの区分があやふやになった事件のものばかりだった。

　いくつかの顔写真には、大きな赤いバツが重ねられていた。

　傍らには死因が並べられている。

　移送中の事故死、房内での暴行死、スズメバチや毒どく蜘ぐ蛛もなどの襲しゆう撃げき。

　とどのつまり、そうしたものにも彼は『表の顔』と同額の私財をつぎ込んでいた訳だ。

　徹頭徹尾、万丈明は社会問題しか考えない。

　そして『表の顔』にしても『裏の顔』にしても、その解決に尽力する者には協力を惜しまない。結果として人の命が奪われたとしても、一向に良心が咎とがめる事はない。

　だが。

　ぐらり、と革張りの椅子から脂肪のついた体が横へ傾いた。そのまま床へ落ちる。万丈明は二度と動かなかった。そしてぴくりとも反応しない影かげを見下ろす女がいた。

「終わったよー」

　菱ひし神がみ舞まいだった。タンクトップにホットパンツの美女は、一般の市販品よりかなり大きな衛星携帯電話を使って、百鬼夜行のトップで一〇歳前後の少女・祝はふりと連絡を取っていた。

　ちなみに足元では小型犬の姿をした妖怪、すねこすりがガタガタ震ふるえている。先ほどから歯の根が合わないらしく、一言も出てこない始末だった。

「例の信賞必罰のスポンサーは撃げき破は。死亡ニュースと同時に口座は凍結されるはずだから、あらかじめ自動送金設定されていたとしても、もうヤツらの口座には金は入らない。さて、これで連中が仕事の手を止めてくれると良いんだけど」

『ちなみにどんな手を？』

「高級ブランデーと睡眠薬。いかんねえ、使用上の注意を読んで正しく扱わないと。日常生活には危険がいっぱいって訳」

『しかしそこはセカンドハウスでしょう。セレブの隠れ家ですから、家族などに発見される事はありません。最悪、そのまま一月以上経過してしまう可能性は？』

「だからこの電話終わったらここの家いえ電でんで一一九するよ。死体に受話器握らせて無言電話。加湿器の設定をいじれば死亡推定時刻なんて誤ご魔ま化かせるからね。順番は入れ替えても問題なし。コインロッカーベビーよりも確実に死体を回収してもらえる」

　適当に言いながら、舞はホームシアターのスクリーンへ目をやる。

　自己顕けん示じ欲の強い人間なのか、わざわざ歪ゆがんだトロフィーである標的の写真をずらりと並べた悪あく趣しゆ味みな画面配置の中央に、一際大きく掲げられている顔写真があった。

　蘭らん園ぞの幸さち。

　一〇歳の天才少女にして、自力で大おお百足むかでの『パッケージ』を構築した犯罪者。故に、部屋の主の正義バカが最も嫌う『妖怪絡みの事件は逮捕だけでなく裁判も難しい』と『少年犯罪だから以下略』のダブルパンチを兼ね備えた人物。

　そして。

　現状、信賞必罰なる組織が最優先で狙う命。

『信賞必罰の動向については、こちらで経過を観察します』

「へいへい。でも、これでも連中が動きを止めない場合は、ちょーっと状況が面倒臭くなっちゃうかもね。その時はあれだ、あいつに協力でも打診するかー」

『彼が今の私達たちに協力してくれるとは思いませんが』

「そうかね。案外、お嬢じようちゃんがうるうる上目遣いでもやったら一発だと思うけど」

　舞はあっけらかんと言ってのける。

「だって『病びよう魔まの使し役えき者しや』って構造だけなら超簡単じゃん。絶対あいつ今でも陰気臭い顔で落ち武者モードの道を突っ走っているって！」




　　　　　２（病びよう魔まの使し役えき者しや）




「おばちゃんおばちゃん！　うどんな、きつねうどん!!　はらぺこー」

「おやまあ、天下の隠いぬ神がみ刑ぎよう部ぶ狸たぬきサマともあろうお方が、きつねなんて頼たのんじまって刑おさ部かべ姫ひめに笑われないのかい？」

「ぎっぎくう!!　ち、違うぞ！　わしはちゃんとした人間だぞ。ほら、尻尾も出てない！」

「まあ葉っぱのお金じゃなけりゃ何だって良いけどね。はいよ、きつね一丁！」

　備えつけの醤しよう油ゆの風味が落ちていたので、病魔の一種を使って勝手に熟成させていると、そんな賑にぎやかな声が飛んできた。

　四国と言えばどこでもうどんらしい。何も香川に限った話ではなく、とにかく店の軒を潜くぐればうどんとぶつかる。正直、料理や食というものにさしたる執着もなかったが、おかげでここ最近は冷たいざるうどんばかり食べているような気がした。

　うどんはコシだとか水が命だとかぐだぐだ語る輩やからもいるが、俺がこの店を選んでいる理由はそんな御大層なものではない。突出した美点は特にない、だが不快な引っかかりを徹てつ底てい的てきに削そぎ落とした素朴な味が、単純に自分の好みと合致したのだろう。

　……俺の病魔は妖怪依存ではなく、自家生産のストレスを材料に生み出すものだ。この『不快な引っかかり』というものは、皆が思うより内臓へ確実なダメージを与えてくれる。

　例えば、

『福岡、博はか多た市しで大規模な断水。原因は浄水場の操作ミスによる水質汚お濁だく？』

　こういう新聞記事や、

『青森、石油備蓄基地で起きた火災は一夜明けても未いまだに鎮ちん火かの目途が立っておりません。政府は地元消防の他に、いわゆるハイパーレスキューの投入を……』

　こういうテレビニュース、

『なーおばちゃん知ってるか、四国大橋が朝から通行止めだって。トラックの事故って怖いな、いきなり脳卒中じゃ予防も何もあったもんじゃないからな、ぶるぶる』

　こういう世間話まで。

　自分と関わりがあるか否かは問題ではない。我ながら難なん儀ぎな性質とは思うが、それを耳にして不快に思えばその分だけ寿命が減る。

　ようは、二メートル近いデカい図体に似合わず肝っ玉が小さかったというだけの話。こうしている今も、磨みがかれたテーブルに映る己の顔は無意味にしかめっ面をしている。

　だから己の寿命を守るために手を尽くしていたら気がつけば英雄扱いされ、歯止めが利かなくなったところで百鬼夜行なる組織に拾われた。

　その百鬼夜行との繋つながりも、もはや断たれて久しい。

　生き方の、指標を失った。それでも自分はここにいる。どこへ向かうかも分からずに。




「よお！　病びよう魔まちゃん!!　京都以来だけど元気してたー？」




　そんな風に思いを馳はせた直後、対面に薄うす着ぎの女がドカリと腰掛けてきた。……正直、これだけで己の寿命が年単位で縮んだ気もしたが、相手は気にも留めない。机にあったメニューではなく店内をぐるりと見回すと、店員の身なりから変へん化げを学んだらしい大男を眺め、

「おっ、タヌキのヤツがきつねうどん食べてる。おばちゃーん、私もきつね一丁!!」

「ちっ、違うぞ、わしはちゃんとした人間だぞ!!　尻尾も隠してあるのにー!!」

　バタバタ暴れる狸たぬきの将軍など気に留めず、店員はすぐにどんぶりをこちらへ運んでくる。そして物珍しそうな顔で、菱ひし神がみ舞まいなる軽けい薄はくな女をじろじろと眺めていた。

「はー、こんな美人さんの知り合いがいたとはねえ。アンタこいつの何なの？」

「うふ☆　何だと思います？」

　ばちこーん、と薄気味悪く片目を瞑つむりながら菱神は笑っていた。

　店員の女性は両手を腰に当てると、

「まあ何でも良いさ、そいつに知り合いがいたんなら。いやマジで、陰気な顔したよそ者がさ、いつも決まった時間に素っ気ないざるうどんを食べに来る訳じゃない？　てっきり自殺旅行の真っ最中で、踏ふん切りつけようとしているんじゃないかって噂うわさになってたんだよ」

　あっはっは、と笑いながら店員は去っていく。と、途中で小型犬の妖怪、すねこすりを見つけたらしい。『おばちゃん、犬怖い！』『誰だれが犬ですか、私は立派なすねこすりです！　このタヌキ風情が!!』『怖いー!!』などと言い合っている妖怪達たちの仲裁に回ってしまった。

　二人きりになると、低い声で俺は尋ねた。

「……何のつもりだ？」

「揉もめるんならこれ食べてからね。ついでに話も聞いた後だとありがたい」

　言うなり、菱神は割り箸ばしを使って本当にきつねうどんにがっつき始めた。どうやら油揚げは最後まで取っておくタイプらしい、と適当に観察していると、ようやく女は顔を上げる。

「アンタに仕事の依い頼らいをしたいのよ」

「仕事だと？」

「そ。ただし『誰が』の部分を履はき違えちゃいかんよ。私が頼たのみたいんじゃなくて、百鬼夜行のお嬢じようちゃんがそういう風に願ってる。ちょっとは興味が湧いてきた？」

「……、」

「ま、なくても勝手に話して巻き込んじゃうんだけどさ」

　菱神はどんぶりごと両手で抱え、ごっごっ！　と豪快な音を立ててつゆを吞のんで、

「信賞必罰って組織は知ってる？　妖怪絡みの事件は裁判の進捗があっちこっちに飛んで正しく罪が裁かれない、そういうのが気に喰くわないってお題目の殺し屋集団だね。百鬼夜行の幹部が何人か喰われたんで、報復として狩り殺す事になったんだけど」

「ならばさっさと始めれば良いだろう。俺一人が欠けたところで、まだ指は四本も余っている。巫ふ蠱こや伝でん家かはどうしたのだ」

「残念ながら、そういう訳にもいかない。ぶっちゃけ、連中の戦力が超特殊でさー。正攻法じゃどうにもなんないのよ。有識者のご意見ってのが欲しくなるほどに」

　……、まさか。

　無言で先を促すと、頬ほおに輪切りのネギを（絶対わざと）張り付けたまま菱ひし神がみは笑って言った。




「そ。今度の敵は猫びよう鬼きの使し役えき者しや……あんたとおんなじ、疫病と呪いのエキスパートだよ」




　沈ちん黙もくがあった。

　猫の鬼。壺つぼの中で毒虫を殺し合わせる蠱こ毒どくの変種。使役者の命めいに応じて標的に取りつき、疫病を蔓まん延えんさせたり通り魔まへ変貌させたりすると言われる大陸由来の妖怪、か。

　正面から睨にらみ合う俺達たちだったが、互いの顔は正反対だった。菱神なる女は、この状況を楽しむように笑っている。いや、これがこいつにとっての戦せん闘とう姿勢なのか？

「さて、どうするね？　もちろん百鬼夜行と信賞必罰が正面からぶつかれば、ごり押しで百鬼夜行が勝つ。だけど損耗は半端じゃない。ジャンケンのチョキの群れでグーに勝とうってんだからね。百鬼夜行の力が削そげれば、周りの敵対組織も一斉に喰らいついてくるかもしれない。……何より、お嬢じようちゃんは死人が増えると哀かなしい顔をする」

「……、」

「つーかさー、どっちみち、あちこちふらふらしていたってやる事ないんでしょ。四国へ来た目的はお遍路さん？　それとも、きうり封じかな？　何にしたって京の都を滅ぼす怨念レベルの呪いの管理なんて、個人の力で出来っこない。すっぱいブドウやってないで、そろそろ百鬼夜行に頭下げて香を借りた方が良いと思うけどね、私は」

　菱神は極めて適当な調子で、

「大体、アンタのレベルの呪いを押し付けられちゃ、全国の寺社仏閣だって大変だ。怒らないから正直に言ってごらん、巣す鴨がものとげぬき地蔵を危うくぶっ壊こわしかけたのってアンタでしょ？　視察に出かけたお嬢ちゃんが住職に頭を下げてたよ。向こうが仰天していたがね」

　……ぬう。

「まったく主君に恥かかせやがって、本来だったら切腹ものじゃないのー？　ほら借り返せ傘張り浪人！　へっへっへ、生娘でもあるまいし、カラダで払ってもらおうかー!!」

　ぬううっっっ!?

「あと一押し、ってトコか。じゃあ全然関係ない資料をどーん！」

　言いながら、菱ひし神がみはテーブルの上にＡ４程度のコピー用紙を何枚か置いた。人物調査票のようだが、顔写真の子供には見覚えはない。

「これが何だ」

「今、信賞必罰が最優先で狙っている標的。蘭らん園ぞの幸さちちゃん、女性、年ねん齢れい一〇歳。……そして『パッケージ』絡みの犯罪者。放っておけば、猫びよう鬼きの病が真っ先に襲おそいかかる。大人の集団の、しかもプロの手で、嬲なぶり殺しってヤツだ」

「だからどうした、俺と関わりのある人間ではあるまい」

「よせってサムライ、首の後ろがチリチリしているのがここからでも分かるよ。概算で三日。これは最大値だ。放置しておけば、それまでのどこかで、プロの手によって一〇歳の少女が死ぬ。アンタとは全く関係のない子供がね」

　ニヤリと、何が一番響ひびくかを理解した上で、こいつは続ける。

　そう、菱神はこう言っていた。『勝手に話して巻き込む』と。

「蘭園幸については調べた。大おお百足むかでや土つち蜘ぐ蛛もの居場所を守るため、自力で『パッケージ』を組んで世の中全部に反攻しようとした哀れな天才少女。ああ、幸か不幸かまだ一人も殺していないみたいだね。そうなる前に、事件をきっちり止められている」

「……、」

「そんでもって、大元になった大百足や土蜘蛛の居場所が奪われた件も怪しいっちゃ怪しい。幸ちゃんは東京育ちだけど、ちょうどその時、山姥やまんばを使った老人孤立死の『パッケージ』が動いていたはずだからね。ひょっとしたら、どこかの誰だれかが線をいじって副収入を得ようとしたのかも。妖怪に憎悪が向くように」

「つまり、業界が剛腕を振るわなければ、蘭園幸とやらは道を踏ふみ外さずに済んだと？」

「多分ね。私達たちの業界が引きずり込んで、私達の業界が殺す。……これが幸ちゃんを取り巻く構図って訳。さあどうするよ、お侍さん。見当違いな仇あだ討ち騒そう動どうに振り回され、その罪だけ被かぶせられて処刑されようとしている町娘を助けてみるってのも面白くない？」

　知った。関わった。巻き込まれた。

　無言で奥歯を噛かみながら、俺は机に並べられた紙の資料へ目をやる。

「ちなみに幸ちゃんはインテリビレッジ納のう骨こつ村むらから隣となり町の墓ぼ前ぜん市しを経由して検察まで運ばれる。おそらくこの道中で襲われる。移送ルートが分かれば殺すも守るも簡単なんだけど、そう楽はさせてもらえないのが世の常って訳」

　つまり、その墓前市を病びよう魔まと猫鬼の戦場とし、表に出てきた信賞必罰の主戦力を狩り出す。そういう事が期待されているのか。

「良いだろう」

　じわり、と粘質な音がわずかに響ひびいた。

　机の上の紙の資料に黒い染みが生じた途端、それらはあっという間に分解され、この世から消失していく。

「その依い頼らいが百鬼夜行からのものと確認でき次第、行動を開始する。ただし偽造だった場合はお前を処分する。それで構わないか？」

「ほいよ、そんじゃ私は後方支援に回ろうかね。ともあれよろしく病びよう魔まちゃん。百鬼夜行と幸さちちゃん助けるために頑張りましょうねえ☆」




　　　　　３（病魔の使し役えき者しや）




　地方都市、墓ぼ前ぜん市し。

　インテリビレッジ納のう骨こつ村むらの通販網を支える、山間のトラック基地として発達した街。人口およそ一〇万人前後のその中心へ電車でやってきた俺が駅前広場で白い羽の募金箱へ丸めた紙し幣へいの束をねじ込んでいると、改造した携帯電話に着信があった。

『墓前市へようこそ、病魔ちゃん』

　……どこかで見ている？

　思わず周囲へ目をやるが、雑ざつ踏とうの中にそれらしい影かげはない。

『後方支援するにも最低限の情報共有はしておきたいからさ、どこから攻めるかだけでも教えてもらえるー？』

「病魔、猫びよう鬼き……とにかく疫病関連の超常を扱う者にとって、最も重要なのは『照準』だ」

　ＡＬＳの治ち療りようで行き詰まっているらしい若い支援者へ簡単極まる化学式を書き込んだメモを握り込ませると、俺は広場の雑踏を歩きながら会話に応じた。

「標的の蘭らん園ぞの幸の位置情報を確実に取得する事ができれば、後は遠隔地から無尽蔵に疫病を蔓まん延えんさせられる。故に、猫鬼の使役者とやら、あるいはその手て駒ごまはパーソナルな検索システムを構築しようとするだろう。そのための材料集めに奔走しているはずだから、先回りすれば捕ほ縛ばくできる。本人ならばそれで良し、部下ならば口を割らせれば良い」

『逆に言えば、見えなければ攻こう撃げきできない？』

「自明の理だ」

『うん？　でも病魔、アンタってその気になれば欧州の半分くらい疫病で吞のみ込めなかったっけ。肉眼で追える範はん囲いを超えていると思うけど』

「……百鬼夜行時代は、衛星のサポートを受けていた。三〇センチ大の、商店街でも作れる民間の小型衛星を四〇〇基ほどな」

『うげえ!?　サラッと言ってるけど、それって米国のＧＰＳ以上の布陣じゃん！　そいつが使えりゃ金きん鉱こう島とうの一件ももっと早く片付いただろうに!!』

「同じ『五本指』、巫ふ蠱この透とう視し者しやと手を結ぶのに比べれば可か愛わいいものだ。だがサポートがない以上、今は俺の性能も制限される」

　脇に逸それたか。

「ともあれ、信賞必罰の手足から追う。そこから辿たどって頭を目指す。これが基本だ」

『はいよ、了解。……だけど一点だけ、あどばーいす。縛しばり上げた捕虜の扱いには注意しな。気を抜くとドロドロに溶けちゃうから』

「？」

『そのまんまの意味だよ。猫びよう鬼きのヤツ、あらかじめ部下に何か仕込んでいるらしくてさ。脅迫、交渉、買収、洗脳、まあ私も色々試してみたけど、決まって連中が裏切るタイミングでドロッと体が崩れちゃう。だから情報を聞き出す事ができずに難なん儀ぎしていたって訳』

「……なるほどな」

　人体に直接繁はん殖しよくするカビや細菌くらいいくらでもある。身近な所では白はく癬せん菌きん、つまり水虫。超常の力を借りて極端な劇症化を施せば、人体を骨まで溶かす生物兵器に変貌する。

「という事は、尋問候補をリストアップしたまま手をこまねいている状態か。リストを渡せ、俺なら疫病を封じつつ情報を吐かせる事もできる」

『そのつもりで声かけたの。それじゃあまあ、分かっている範はん囲いで一番の大物を預けようか。重要な情報を持っているだろうから、安易に溶かすのは惜しいって思っていたヤツ』

「具体的に」

『有名人だよ。「火ひ付つけ盗とう賊ぞく」って聞いた事ない？』




　　　　　４（3rd person）




　二〇代に入るかどうか、といった若い女性だった。腰まで伸びたストレートの長い金髪に、目元には知的な印象を強める薄うすいレンズのメガネ。ルージュのように真っ赤なタイトスカートのドレスに黒いガーターベルト付きのストッキングと、その格好はスーツのようでありながらとても社会人には見えない。派手好きのアナウンサーだって、流石さすがにこれを着てカメラの前に立つ事はできないと躊ちゆう躇ちよするようなデザインだった。

　火付盗賊。

　そう呼ばれる美女は、イタリアンレストランの二階、窓際の席に腰掛けながら、携帯電話でどこかと連絡を取り合っていた。

「ええ、ええ、手はず通りに。あはは、もうニュースになってる？　大丈夫よ、どうせ証拠は全部灰か炭になってる。警察や消防の手じゃ、現場から何が盗まれたかも分からないはずよ」

　簡単な話、彼女は信賞必罰という組織内の調達屋だった。

　仕事に必要な材料を、オーダーに応じて拾い集めてくる。もちろん安全に。アシがついて仲間を窮きゆう地ちに立たせるようなキズモノを渡す事がないよう、細心の注意を払って。

「追っ手を撒まくなら、むしろ派手にやった方が良いのよ。半端な隠いん蔽ぺいは余計な証拠を増やす。逆に江戸の大火みたいになっちゃったって、何も見つからなければ辿たどられる事もない」

　つまり、彼女はそういう『泥棒』だった。

　押し込み、殺して、盗んで、火を点つけ、逃げる。三〇〇年前から特大の嫌悪と侮蔑を込めて忌まれてきた、最大級の犯罪行為を職業的に行うスペシャリスト。

「『あれ』が揃そろえば、標的の蘭らん園ぞの幸さちの居場所は検索できる。少年犯罪だろうが妖怪絡みだろうが、私達たちは無罪放免なんて許さない。後はあなたの疫病で何とかしちゃって、猫びよう鬼き。いつも通りにね」

　罪を裁くために罪を犯すという矛盾に、妖怪に守られた標的を妖怪で倒すという矛盾に、火ひ付つけ盗とう賊ぞくが気づいている節はない。

　結局のところ、信賞必罰とはそんな組織であった。

　携帯電話の通話を切ると、彼女はハンドバッグの中にそれをしまう。代わりに一眼レフカメラよりも大きな機材を取り出し、テーブルにごとりと置いた。高級外車のような色合いを帯びる真紅のスーツとは恐ろしく不釣り合いな、日曜大工で使う電動の丸まる鋸のこだった。外装はピンク色で、妙にユーモラスだ。

「ふん……？　やーっぱり、ハがこぼれているわね。そろそろ交換時かなー？」

　手袋をはめた指先でエッジの部分をなぞり、適当に呟つぶやきながら、彼女はゆっくりとした挙措で席から立つ。誰だれもいないレストランのフロアをぐるりと見回すと、隅の方で目を止めた。

　その先に。




　手足と口をダクトテープで塞がれた、哀れな一家三人が転がされていた。




　……何でこんな事になったんだろう、と今年で中学二年生になった少女、坂さか下した蒼そうは呆ぼう然ぜんと頭の中で繰くり返していた。

　父はシェフだった。正確には、イタリアでの修業時代を経て、ようやくそれを名乗れるようになって帰国してきた。ずっとずっと家族は欠けた状態で、少女も運動会や授業参観の時などには寂しい想おもいをしてきたが、それでも親の夢を応援し続けてきた。金策も目途がついて、自分の店を持てるようになったんだよと子供のように喜ぶ声を聞いて、それは間違っていなかったんだと笑えた。今日は開店前に、実際にお店を視察して、母親と一緒に第一号のお客さんになるはずだった。

　それなのに、どうして？

「ごめんなさいね。ほら、私の超常って定期的に道具のメンテナンスを行わないと精彩を欠いてしまうの。だから、困った時のストックを必ず用意しておきたいのよ。まあ、即席の隠れ家も確保できて一石二鳥なんだけど」

　真っ赤なドレスの女は、その手に凶暴な丸鋸を提げていた。いっそコミカルなピンク色の凶器。坂さか下した蒼そうを庇かばうように、父と母が手足を戒められたまま少女に覆おおい被さる。一いつ瞬しゆん、悪あく趣しゆ味みなホラー映画のように電動工具でバラバラにされるのかと思った。だけど違う。良く見れば分かる。

　丸鋸の、その刃。

　円形の金属の縁を彩っているのは……人間の、歯？

「う、うあ!?　むぐあ!!　むごおっっっ!!!???」

　五本や一〇本では利かない。下手をすれば、その一〇倍以上。それ一つを作るために、維持するために、どれだけの人間が犠ぎ牲せいとなったかが、そしてもはや定期的、恒常的、日常的に繰くり返されてきたかが窺うかがえてしまい、坂下蒼の常識の線が焼き切れそうになった。

　ごとん、とテーブルの一つ、その上に金属製のペンチを置きながら、美女は笑う。

「大丈夫よ、全部抜くまでは生かしてあげる。生き血と一緒でね、材料には消費期限があるの。まあ、一本一本補充に使って、全部抜いちゃったら、もう用済みではあるんだけど」

「……っ……!?」

「ああ、こっちの事は心配しないで。どれだけ証拠が飛び散ろうが、結局最後は全部燃やしてしまうから。警察の科学捜査も馬鹿にできないけど、要所を押さえて竃の管理を怠らなければ、熱は全てを奇き麗れいに洗ってくれるものなのよ？」

　まるで歯を育てる苗床のように扱われ、工具の材料として一本一本引き抜かれ、全部失ったらブロック肉を解体するように処分される。

　父の子供の頃からの夢で、家族が支えてきたレストランも、作業のように燃やされる。

（どうして……）

　そこまで分かって、しかし、もはや怒りを覚える事もできない。

　それ以上に圧倒的な理不尽、そして恐怖が全てを上から塗り潰つぶす。屈した自分を恥じても、体の芯から湧き上がる狂人に対する震ふるえを止められない。

（どうして、こんな……!?）

　答えの出ない疑問を延々と繰り返すのは、思考停止の証拠だ。坂下蒼とその一家は、それくらい完全に詰んでいた。状況は打開できず、助けなんて来ない。そんな単純な事実をどうしても受け入れられなくて、無意味な思考を永遠にループさせていく。

　その時だった。




　ズバン!!　という轟ごう音おんと共に。

　下階の階段と繋つながるドアが勢い良く開け放たれ、若い男が砲弾のように飛んできた。




　火ひ付つけ盗とう賊ぞくはわずかに目を細める。

　店の周囲を固めていた見張りの一人だった。そいつはボールのように何度も床を跳ね、途中にあった椅子やテーブルを次々と薙なぎ倒し、真っ赤なドレスの美女のすぐ横を突き抜けて、ガラスのウィンドウへ激突してようやく動きを止める。

　殴ったか、蹴け飛とばしたか。

　続いて踏ふみ込んできた陰気な大男は、ジロリとした目で『火ひ付つけ盗とう賊ぞく』を見やる。

　女は言った。

「アンタ何？」

「……、少なくとも、お前とは違うモノだ」

[image: ]

　それだけだった。

　その男が二本の指で符を挟み込んだ途端、轟ごう!!　と全身から真っ黒な霧きりのようなものが噴ふき出す。渦を巻く。それが具体的な形を取り、どこかへ向けられる前に、火付盗賊は人歯丸まる鋸のこのスイッチを親指で弾はじいた。

　ギュイイイイイイイ!!　という凄すさまじい音が炸さく裂れつする。手近にあったテーブルへ殴りかかるようにブレードを叩たたきつけると、オレンジ色の火花が滝のように噴き出す。

　直後だった。

　火花が何かを吸い込んだ。爆ばく発はつ的てきに炎が膨ふくらむ。いいや、もはや火というより赤熱し、溶けた金属の洪水といった方が正しいか。不可思議な業火は空気中の酸素を喰くらいながら、漆黒を放とうとしていた大男の全身を怒ど涛とうの勢いで丸吞のみしていく。

「猫びよう鬼きと同じ疫病系という訳かしら？」

　人間松明たいまつとなった影かげに向けて、火ひ付つけ盗とう賊ぞくは嘲あざけった。さらにピンク色の丸まる鋸のこのグリップにハート形のカラビナを取りつけ、合成繊せん維いでできたリードと繋つなげる。振り回す。ブゥン!!　という音と共に凶暴極まるモーニングスターが床を、壁かべを、天井を、調度品を、次々と削り取って大量の火花を生み出し、様々な角度から灼しやく熱ねつの業火を生み出す。そのまま取り囲むように、オレンジ色の洪水で全てを押し流す。

「だけど疫病系は伝統的に煮沸や炎熱に弱い。細菌学が発祥する前から人々は経験で知り、それらは伝承の中にも組み込まれた。残念だったわね、どこかの誰だれかさ───」

「人間の歯を使うのは、扱う超常が『狐きつね火び』だからか？」

　遮るような、静かな声があった。

　断じて、竈かまどの中で生きながらに焼かれる男が放つ声色ではなかった。

「狐は人骨を打ち鳴らして怪し火を生むという。……だとしても装飾過多で非効率な構成だ。この程度なら、燐りん光こうを生み出す化学物質を軸にすれば再現できるだろうに」

　轟ごう!!　という凄すさまじい音が炸さく裂れつした。

　黒い竜巻は、内側からオレンジ色の炎を丸ごと食い破り、霧む散さんさせていた。

「なっ!?」

「耐熱性の細菌などいくらでもいる。火山の火口の中で育ち、硫黄を食べるものとかな。それらを参考に、病びよう魔まを使って傘でも作ってやれば状況は打破できる」

　馬鹿な、と火付盗賊は己の思考に空白が生じるのを自覚していた。

　危うく自分の丸鋸に接触しかけながら、全てを否定するように改めて電動のモーニングスターを嵐のように振り回す。莫ばく大だいな炎を生み出し、都合の悪いものを根こそぎ除去するために。

　だが。

「超常に補強されているとはいえ、所詮は炎」

　ぶわっ!!　と、何かの冗談のように、店内を埋め尽くそうとしていた炎の絨じゆう毯たんが一いつ瞬しゆんにして消失してしまった。

　大男は、表情一つ変えなかった。

「好気性細菌。つまり酸素を喰くう細菌を模すだけで、その炎は容易たやすく消える。水でも消えない化学焼しよう夷い弾だんの炎には砂を掛ければ良いのと同じように、酸素を奪われた炎は脆もろい」

「……、」

　もはや、火付盗賊は一歩も動けなかった。丸鋸を振り回す手を止める。がしゃん、と床に落ちた電動工具が聞き分けの悪い犬のように暴れ回り、電柱に引っ掛ける小便のように惨めな火花を撒まき散らすだけだった。

「話してもらうぞ」

　大男は、それだけ言うと無造作にフロアを横断してくる。

　それだけで、場の空気がまとめて持っていかれた。

「猫びよう鬼きの使し役えき者しや。そう呼ばれる者のために何を調達し、どこへ運ぼうとしている。口を割らなければ、アルツハイマーやクロイツフェルトヤコブ病を模して脳に尋ねる」

「は、はは」

　小刻みに震ふるえながら、真っ赤なドレスの美女は行き場を失って引きつった笑みを浮かべていた。そうしながら、火ひ付つけ盗とう賊ぞくはこう考えていた。




　勝った、と。




　火付盗賊はあらゆる炎を操り、その特性を利用する。物を燃やす炎、酸素を奪う炎、皆の注目を集める炎、飛び跳ねる炎、扉を開けると罠わなのように噴ふき出す炎。

　……そして、見る者を幻惑する催眠の炎。

　催眠術にも様々な方式があるが、その導入の一つに『揺らめく炎を凝ぎよう視しさせる』といったものがある。いわゆる百物語で蝋ろう燭そくや行灯あんどんが使われるのもそのためだという学説もある。彼女は戦せん闘とうの最中でそうしたものもひっそりと織り交ぜ、敵対者の脳をじんわりと冒していた。

（炎が通じないならそれでも良い）

　焦点の合わない瞳ひとみ。表情筋のありえない弛し緩かん。いずれも標的が『普通に思考しているのとは異なる』状態を示すシグナル。

　リードを引き、暴れる丸まる鋸のこを回収し、両手で掴つかみ直しながら彼女は思う。

（そうやって勝ち誇ったまま、無意味に棒立ちしたまま、腹の中身でもばら撒まいて野垂れ死ぬが良いわ!!）

　直後の出来事だった。

　バカカンッ!!　という奇怪な音が彼女の手元から炸さく裂れつした。猛烈な速度で回転する刃が、ひとりでに分解した音だった。ブレードやモーター、カバーにネジの一本に至るまで、全てがボロボロと床に落ちる。高速回転を続け、床の上で飛び跳ねる刃が危うく彼女の足を切断しそうになる。

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………あ？」

　今度こそ。

　今度の今度こそ、火付盗賊の思考が完全に停止した。

「金属を腐食させるカビもある。旅客機の航空素材を傷つける事で注目された種だ」

　涼しい顔で、回答があった。だが違う、問題の胆きもはそこではない。

（何で、どうして!?　こいつは今、凝ぎよう視し法ほうで私の支配下にあるはずなのに……!!）

　敵は一直線に、大股でこちらへ歩いてくる。どう考えても、正常に火ひ付つけ盗とう賊ぞくを認識している。圧倒的な理不尽を前に思わず首を横に振る美女だったが、直後にようやく気づいた。

（こいつ、自分で考えていない……？）

　ゾッ……と、背筋を凍らせながら。

（異常を検知して、自ら脳や脊椎を病びよう魔まに蝕むしばませた？　私の催眠から逃れ、半自動的に戦せん闘とうを続行させるために、ウイルスに体を預けたですって!?）

　正しい解答は得た。ただし、そこから打開策へ結びつける方法がない。

　火付盗賊が何か行動に移すよりも早く、大男はその胸元を掴つかむと、片手一本で両足が浮くほど吊つり上げ、そのまま背中から勢い良く床へと叩たたきつけた。

　その高低差が生み出す轟ごう音おんは、一本背負いなどの比ではなかった。




　　　　　５（病魔の使し役えき者しや）




　標的の火付盗賊は仕留めた。拘束された民間人を解放する必要があるが、今はこちらを優先させてもらう。情報を吐こうとした信賞必罰は、劇症化した水虫に全身を蝕むしばまれて死ぬ、という情報があったからだ。

　気を失った女を掴み、厨ちゆう房ぼうへ引きずる。

　業務用の冷蔵庫を開けて中身を物色すると、床に放り出した女の側頭部を、軍用ブーツの爪先で軽く小突いた。

「起きろ」

「ぇっ、あう……がはっ、げほごほっ……!?」

　訳も分からず覚かく醒せいさせられ、女はしばらく咳せき込み、目を白黒させていた。

　俺は屈かがみ込み、女の鼻先に、どこにでも売っている食材を突き付けた。

「猫びよう鬼きの使役者について、話せばお前の喉につけられた『首輪』を外してやる」

「じ、冗談でしょう……？」

「きうり封じ、という。その名の通り、身についた疫病をきゅうりの中に封じて土中へ埋める事によって無病息災を祈る四国の祭さい儀ぎだ。試す、試さないはお前に選ばせてやる。ただし拒否すれば、水虫に全身を蝕まれて死ぬか、一生隷れい属ぞくを強いられるかだ。どうする？」

「……、」

「最初で最後のチャンスだ。自由は欲しくないか？」

　ぎりっ、と女が奥歯を噛かむ音がここまで聞こえた。

　仲間だ組織だと嘯うそぶいておきながら、本当は自覚があったようだな。

「……本当にできるなら、先に証明して。そんなきゅうり一本で私を喜ばせられるかどうか」

「お安い御用だが、こいつは疫病を『封じる』ものだというのは忘れるな。土中へ埋める前なら、俺はいつでも劇症型水虫をお前の体へ戻す事もできる」

　祭さい儀ぎそのものは、そう難しいものではない。典礼をなぞる形で呪を紡ぎ、女の体内に隠されていた疫病を野菜の中へと移植していく。

　全て終わると、女は怪け訝げんな顔で自分の胸元へ目を落とした。

「こんなので、本当に？」

　質問には答えず、俺は汚染されたきゅうりを厨ちゆう房ぼうの窓に向けて軽く放り投げた。衝しよう撃げきで真っ二つに折れると同時、透明なガラス全体がバン!!　と真っ白い菌糸のようなもので埋め尽くされる。まるで粘菌でできた爆ばく弾だんだ。

　音と振動を嫌うように、窓辺の壁かべに張り付いていた百足むかでが流し台の隙間へと潜もぐり込んでいく。

　唖あ然ぜんとする女をよそに、俺は本題へ移る。

「話せ」

「え、ええ、そうね。もうこれ以上、あいつに義理立てする必要もないんだし……。私が調達したのはデータよ。標的、蘭らん園ぞの幸さちに対するパーソナルな検索システムを組むための」

「具体的に」

「そんな事している暇があると思う？」

　へたり込んだままうっすらと笑って、女は天井を指差した。

　いいや、

「ＵＳＢメモリはすでに信賞必罰の運び屋に手渡した。早くしないと逃げるわよ？」

　バタバタバタバタ!!　という轟ごう音おんが頭上を横切っていったのはその時だった。

　ヘリコプター？　襲しゆう撃げきを仕掛ける際、建物を周囲から洗った時には『見えなかった』が。

　ともあれ、時間がないのも事実。

　厨房の窓に張り付いた劇症型水虫を病びよう魔まの力で駆逐させると、俺は窓を開け放って首を出す。やはり何も見えないが、音源は意外と近く、表の通りで不自然に風が舞まい上がっていた。これから高度を上げるところか。それならまだ勝算はある。いつも通り、病魔を放つだけで良い。符を一枚取り出す。

　やる事を済ませて振り返ると、女は顔に卑屈な笑みを張り付けながら尋ねてきた。

「後はご自由に。私は無罪放免って事で良いのよね」

「ちなみに、今まで火ひ付つけ盗とう賊ぞくとしてどれだけの人を殺あやめてきた？」

「さあ、一〇〇人か二〇〇人くらいかな」

　少ないものだ。俺が咎とがめるのもおかしな話だが、しかしケジメはつけてもらう。俺は新たな符を取り出して、

「なら、ひとまずは二〇〇ヶ月ほど眠っていてもらおうか」

「なっ!?　話が、ちが……」

　病魔の力で女を黙だまらせると、俺は厨房を出た。ダクトテープで縛しばられていた一家三人に近寄ると、手足は解ほどかずに口元だけ自由にしてやる。

「な、何が、あの、あなた、は……？」

「残念だが、質問には答えられない」

　適当に遮り、それから真新しいテーブルクロスを一枚拝借した。病びよう魔まに蝕むしばませると、あっという間に小さなきのこのようなものがぽこぽこ湧いて出てくる。

「こいつは霊れい茸じようの一種だ、いわゆる冬虫夏草よりは値が張る。富山か横よこ浜はま辺りまで出向き、適当な漢方の店に売却すれば店内を全て改装しても釣りが出るだろう。済まなかったな、俺達たちの事情に巻き込んで」

　呆あつ気けに取られる彼らを置いて、今度は店の電話で警察に通報する。

『はい、こちらは警察です。ゆっくりと、落ち着いて状況を説明してください。事件ですか、それとも事故───』

「墓ぼ前ぜん市し東三丁目、オープン前のレストランに強盗が押し入った。早く警官を送って来い」

　言うだけ言うと、通話を切らずに受話器を床に投げる。信じる信じないはさておいて、番号を逆探知して警官を送り込むだろう。後は状況が教えてくれる。超常の有無など関係なしに、どちらが加害者でどちらが被害者かくらい素人でも判断がつくはずだ。

　裏稼か業ぎようとしては、自らの目もく撃げき情報を警察に話されるのは得策ではない。あの菱ひし神がみなら口を封じるべき場面かもしれないが、俺には彼らを殺す理由がない。

　それだけ考え、レストランの外へ出る。

　次の標的は見つかった。あの『見えないヘリコプター』を追えば良い。




　　　　　６（3rd person）




　天てん狗ぐと神隠し。平たく言えば、これが信賞必罰の運び屋、盛せい道どう鏨たがねの武器だった。派手なスーツにサングラス、髪も真っ白に色を抜いたその若い男は、空を飛んでいる限りは身を隠す事ができる。当人はもちろん、扱うものがヘリコプターであれ、エアクッション船であれ、旅客機であれ、小惑星であれ。空を飛ぶ妖怪と人を行方不明にする天狗。そんな性質を使い、隠すもののない大空を堂々と進んで最短距きよ離りで荷物を運ぶ。何よりも安全で確実に。

　操縦そのものは部下のパイロットに任せ、その若い男は後部座席で足を組み、バタバタバタ!!　という派手なローター音に負けないよう大声で携帯電話に叫んでいた。

「ああ！　そっちには予定の時間に到着する。後な、どうにも俺達たちを付け狙っている輩やからがいるらしい！　狐きつね火びの女と一度連絡を取ってみろ、不通だったり態度がおかしければ水虫を使っちまえ!!　それじゃあな！」

　通話を切ると、パイロットがふらふらと首を振っているのが見えた。何があったのかを尋ねると、彼は操縦の合間に正面の強化ガラスを調べようとしていたようだった。

「いえ、その、砂すな埃ぼこり、ですかね……？　視界がちょっと曇くもっていて……」

「なに？」

　盛せい道どう鏨たがねは後部座席から身を乗り出し、自分の目で確認する。確かにガラス一面を薄うすく覆おおう微細な粒子は、砂のように見えなくもなかったが、どこか違う。

　そう、天てん狗ぐの男が真っ先に思い浮かべたのは、

（何だこれ、カビ……？）

　思った直後だった。

　ズヴァヂィ!!　と火花の散るような音と共に、天狗と神隠しの呪的ステルスがいきなり剥がされてしまった。『見えないヘリコプター』という代名詞が消失し、青空に機き影えいが生じる。

「なっ、何だ!?　何が起きた!!」




　　　　　７（病びよう魔まの使し役えき者しや）




　筋力増強、血管および軟骨の柔軟性向上、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷの保護、エネルギー燃焼効率を再調整、ミトコンドリア活性化、血液配分を変更しブラックアウト阻止。

　必要な措置を全て病魔で済ませると、使い切った符を複数放り捨て、俺は歩道から車道へと飛び出した。

　ッッッドン!!!!!!　と、肉体は即座に時速一〇〇キロを叩たたき出す。そこに留とどまらず、速度は二次関数の曲線のように跳ね上がる。すぐにでも四〇〇キロのラインへ達する。それは地上を走るドラッグマシンや、大空を翔かけるヘリコプターと同程度の速度だ。

　すでに標的は捉えている。

　レストランの二階の窓から、数種類のカビを飛び立とうとするヘリに撒まいておいた。天狗の神隠しを利用した呪的ステルスのようだが、だとすれば話は早い。天狗は鯖さばの匂いが苦手で、鯖を食べた者はさらわない、という伝承があるからだ。

　ならば、その匂いを化学的に合成してしまえば、天狗に依存する呪的ステルスは解除できる。

　ヤツはもう丸裸だ。

　相手は道路や地形を無視し、最短距きよ離りで目的地を目指す。それらに縛しばられるこちらはどうしても不利になるが、ここでヤツらを取り逃がす訳にはいかない。猫びよう鬼きの使役者へと繋つながる道を確保する、何としても。

　自動車の群れを追い抜く。横断歩道の上を流れる群衆の頭上を一息に飛び越す。急カーブに対応するため時にはビルの壁かべに足をつけてでも減速ロスをなくして駆け続ける。周囲で悲鳴や困惑の声が渦を巻くが、そのたびに病魔を使って頭の中から数秒分の短期記き憶おくだけを奪っていく。流石さすがに小さな子供にやるのは危険だから除外するが、おそらく話しても夢物語扱いされるだろう。

　と、ヘリコプターが川の上をまたいだ。

　幅は五〇メートル超。こればかりは飛び越す事はできず、橋までも遠い。

「ブラストクラディア参考、病びよう魔まを錬れん成せい」

　符を取り出して呟つぶやき、だんっ!!　と川に向かって勢い良く跳ぶ。どれだけ勢いをつけても途中で落ちる。だが、水面に足が触れた途端、真っ白な蓮はすの葉のようなものが一気に広がった。水中に落ちた果実に取りつく細菌を模した病魔によって足場を作ったのだ。

　だんっ！　だんっっっ!!　と川へ小石を投げる水切りのように続けざまに水面を跳ね、そのまま対岸まで辿たどり着く。

　とはいえ、このまま地上を走るだけではらちが明かない。

　とどめを刺すには、長い幹線道路や高速道路のような立地があると好ましいのだが。




　　　　　８（3rd person）




　ようやく、盛せい道どう鏨たがねも事態の尻尾を掴つかみかけた。

　何か、とてつもない速度で地上を走る影かげがある。それは呪的ステルスの解けた運び屋のヘリコプターを真っ直すぐ追尾してきている。こちらは時速三五〇キロ以上で、地形や道順も無視して進んでいるというのに、相手はまるで意に介した様子もない。

　部下のパイロットも金切り声を上げていた。

「振り切りましょう!!　飛行コースを維持する必要はありません!!」

「馬鹿野郎、ステルスが解けているんだ！　今の俺達たちは誰だれの目からでも見られちまう！」

「だから追われているんでしょう!?　どこの誰だか知らないが、あんな怪物に!!」

「空港の管制レーダーからもな！　ネット越しに嘘うその飛行計画を差し込むので手一杯だ。無秩序に暴走してみろ、すぐに国産のステルス戦せん闘とう機きがスクランブルで飛んでくるぞ!!」

　大空は、決して自由なものではない。

　あるいは地上を走る道路よりも混み合っている。様々なビーコン信号で厳密に航路は区切られ、道を外れたものは危険分子として強制着陸を命じられる。応じなければ撃げき墜ついもやむなし、という注釈つきでだ。

　故に、彼らはもう逃げられなかった。

　追っ手が迫っていると分かっても、映画のように操そう縦じゆう桿かんを振り回す事はできないのだ。

「くそ、一体何が……」

　言いかけ、そこで盛道鏨は言葉を止めた。

　パイロットと口論になったほんの少しの間、地上から目を離はなしていた。わずか数秒程度のはずだったのに、地上を爆ばく走そうする追っ手を見失ってしまったのだ。

「捜せ、ちくしょう、あいつどこに行った、捜せ!!」

　緊きん張ちようから喚わめき散らす運び屋の男は、そこで奇妙なものを見た。

　直線的な幹線道路を上から塗り潰つぶすように、何か真っ白な構造体が覆おおい被かぶさっていた。全長は一キロ以上。ジェットコースターの最初の登り坂のようにも、ＳＦ小説の中に出てくるマスドライバーの電磁加速用カタパルトのようにも見え───と、そこまで考え、ぎくりと体を強こわ張ばらせる。

　……カタパルト？

　直後の出来事だった。




　ガゴンッ!!!!!!　と。

　時速四〇〇キロで爆走する巨漢が大空を舞まい、ヘリコプターの側面に激突してきた。




　元々、旅客機の離り陸りく速度を上回っていたのだ。菌糸類で作った強きよう靭じんなレールの力を借りてベクトルを上向きに修正するだけで、高度五、六〇〇メートルくらいなら一息に跳べる。

　強化ガラスの窓も鋼鉄のドアも意味をなさなかった。

　腐食でも起こしているのか、まるで粘土を引き千切るように毟むしり取られていく。

　乗り込んでくる。

「ひっ、ひいいいい!?」

　恐怖に駆られたパイロットが拳銃を取り出したのは、明らかに間違いだった。

　敵性を認め、交渉材料も特にない。何より裏稼か業ぎよう同士。大男は片手一本で『敵』の胸ぐらを掴つかむと、そのままパイロットを機外へと放り捨ててしまう。

　深夜、エレベーターに乗っていたら途中階で刃物を持った男が乗り込んできたのを目の当たりにしたような顔つきで、汗びっしょりのまま盛せい道どう鏨たがねはこう尋ねた。

「なっ、何だよ、アンタ、何なんだよお!?」

「猫びよう鬼きの使し役えき者しや。蘭らん園ぞの幸さちとやらを狙う術者について、知っている事を」

「話すと思うのか……？　俺が殺されちまう！」

「なら、今殺してやろう」

　男が符を取り出した、直後の出来事だった。

　ぐじゅりっっっ!!!!!!　という粘ついた音と共に、いきなりヘリコプターの輪郭が崩れた。腐葉土を踏ふむような感触がしたと思った時には、すでに盛道鏨の体は何もない大空へ放り出されている。

「え？」

　意味が分からなかった。

「え？」

　自分の体を預けていた飛行機械が、ものの数秒で腐食し、消滅していただなんて。

「ええええええええええええええええええああああああああああああああああああああ!?」

　落下の感覚が胃袋を重く掴つかむ。手足をバタバタと振るうがどうにもならない。そして巨漢は顔色一つ変えずに方向調整すると、盛せい道どう鏨たがねの襟えり首くびを掴んだ。至近で男は語る。

「猫びよう鬼きの使し役えき者しや」

「知るか！　くそっ、知るか!!」

「お前はあと一〇秒で地面に直ちよく撃げきする。それが最終回答で良いか？」

「すみませんでしたあ!!　何でも話しますう!!」

　涙と鼻水だらけになった盛道鏨の顔を見やり、大男はつまらなさそうに息を吐いた。符を取り出す。途端に、バン!!　とその背中から真っ白な傘のようなものが開く。パラシュートを背負っていた様子はなかった。そして素材もおかしい。粘菌か何かを束ねて作った、得体のしれないきのこのようなものだ。

　大男は河原沿いの土手にゆっくり丁寧に着地すると、盛道鏨を叢くさむらの上へ放り投げた。

　改めて、一方的に言葉を投げ放つ。

「話せ。知っている事を全てだ」




　　　　　９（病びよう魔まの使役者）




　厄除よけというものは多くの人に望まれたためか古今東西様々な形式があり、先のきうり封じのように、身近な材料で実行可能なケースも少なくない。今回は川と紙を使う事にした。具体的な手順は精霊流しと似ているか。あちらは死者を送るためのものだが、それをアレンジして適当な紙で船を作り、厄や病を乗せて流してしまう。

　簡単なように見えるかもしれないが、これは外科手術と同じだ。正確な知識と一ミリ以下の力加減がものを言う。

　必要な作業を終えると、河原沿いの叢くさむらで倒れたまま荒い息を吐いている男へ俺はじろりと目をやった。踏ふみ潰つぶされるのを嫌ったのか、百足むかでが草の中を移動して避さけていく。

「……猫鬼の使役者は、検索システムを欲していた。蘭らん園ぞの幸さちがターゲットだが、具体的な移送ルートが分からなかったからな。どこを通っても必ず殺せるよう、位置情報を確実に知る仕組みが必要だったんだ。反則臭い猫鬼だって万能じゃねえ、順番ってものが必要だった」

「それは？」

「無線傍受システムだよ。ただし特殊なプログラムを挟むと、自動車のロボットブレーキが放つ電波を拾えるようになる。ほら、ハンドルから手を離はなしても勝手に障害物を検知して停とまってくれるって、ＣＭでも流れているだろ。あれだ」

　運び屋の男はへたり込んだまま、額の汗を拭いながら、

「一般にゃレーダー波で個体識別はできねえって事になってるが、実際はそうじゃない。何しろ車は列を組んで群れるものだからな。そしてすぐ隣となりの対向車線からもレーダー波は照射される。別の車が発したレーダー波に反応して勝手にブレーキかけちまったら、思わぬ事故にも繋つながりかねねえ。だから、実際にゃあロボットブレーキには秘密のデータが埋め込んであるんだ。ナンバープレートと同じ、ドライバーの登録番号がな」

「……つまり、蘭らん園ぞの幸さちを乗せた護送車のロボットブレーキ信号を捉える事ができれば」

「どこを通ったって猫びよう鬼きは殺せる。つい最近も、民間アプリが政府専用機のシグナルを捕捉していたせいで飛行経路が筒抜けだった、なんて間抜けなニュースが流れていたろ。あれと似たような感じだよ。今時、ロボットブレーキなんて珍しくもねえ。銀行の現金輸送車もＶＩＰを乗せた黒塗りの高級車も、みーんな位置がバレちまうって寸法さ」

「狐きつね火びの女はお前にＵＳＢメモリを渡したと言っていた」

「残念」

　座り込んだまま、運び屋は両手を挙げた。

「アンタが怪しい動きを見せた途端、空から放り捨てたよ。ビーコン信号を発しているから、今頃猫鬼のヤツが回収しているだろうさ」

「……、」

　そうなると、一刻の猶予もない。

　猫鬼の使し役えき者しやを追って攻めるか、蘭園幸を乗せた護送車を探して守るか。決断が必要だが、どちらにしても確実に成し遂げるためのヒントがない。

　と、そこで運び屋はこんな提案をしてきた。

「ものは相談なんだが、アンタに貸しを作りたい。それで見逃しちゃくれねえか？」

「言ってみろ」

「俺は運び屋だが、ちょろまかして副収入を得るのも得意でな。猫鬼のヤツには内緒で、ＵＳＢメモリの中身をコピーしておいたんだ。あいつの行方ならともかく、蘭園幸ならこいつでロボットブレーキ信号を拾える。先回りがしたいんだろう？　どうするよ」

「良いだろう。ただし今すぐ業界から引退し、二度とその力と技術でもって民間人に迷惑をかけないと誓うのならば」

「当然だ、おっかねえ。アンタみたいなのがいるって分かったら、こんな世界にゃ入らなかったよ。俺は田舎にでも帰って畑を耕す。だからこのデータはもう使い道がねえんだ」

「そうか。では担保を預かっておこうか」

「？」

　符を取り出す。

　ぐじゅり!!　という粘質な音が炸さく裂れつした。運び屋の頭の中からだ。

「なっ、ばあ!?　何を、した、アンタ!?」

「記き憶おくと関連の深い海馬に病びよう魔まを植え付けた。約束を違えれば、お前の脳をお前が冒す。誰だれを誤ご魔ま化かす事はできても、自分を誤魔化す事だけはできないぞ。肝に銘じておけ」

「くそっ、冗談だろ、くそっ！」

　喚わめき散らす男から記憶媒ばい体たいを受け取るとその場を離はなれ、改造した携帯電話で外部と連絡を取る。相手は菱ひし神がみの女だ。

『はいよー』

「役目を果たせ」

『……そこはせめて協力しろくらいにゃ言えんのかね。病魔ちゃんのツンデレは高度過ぎて舞まいちゃんの心は折れそうなんだけど』

　たわ言は無視して、頭の中で今後の方針を練る。

　まずは蘭らん園ぞの幸さち。相手が差し向ける猫びよう鬼きとやらを撃げき滅めつし、その身を守れば、ヤツは遠隔攻撃を諦あきらめる。ごり押しで突撃してきたところを迎撃、始末するのが手っ取り早いか。




　　　　　10（病魔の使し役えき者しや）




『はいよ。例のロボットブレーキ信号、一丁上がり。携帯の基地局のアンテナを悪用しているみたいだね。街中から通話に必要ない信号も拾って秘密のサーバーに送るように追加のコマンドを書き込む形式みたい。おかげで幸ちゃんの護送車どころか、墓ぼ前ぜん市し全体の車の流れを自在に検索できる。わお！　何でこんな時間に市長の第一秘書の車が道端に停とまっているんだ。不倫の真っ最中でカーセックスでもしてんのかな。ボス猿が議会に出席している間は暇だろうし』

「本題に入れ」

『護送車はデコイも入れて三台。本命は山沿いに峠道を進んでいる』

「検索システムで追えるのは車の種類と位置だけだ。中までは分かるまい」

『別口で警察署近辺のカメラの映像も拾ってるよ。間抜けな事に対象者を乗せるトコがばっちり映ってる。だから地下に駐ちゆう車しや場じよう作れって話なのにねえ』

　情報さえ手に入れば用はない。さっさと通話を切って目的地を目指す。人間が徒歩で時速四〇〇キロを出してはならない、という法律はなかったはずなので、多少の無茶はさせてもらう。

　鬱うつ蒼そうと茂る木々に崩れかけた小道。錆さびるというよりは腐ったような緑色に変色したガードレール。時折耳にする『酷道』というヤツだろうか。二台の軽自動車がすれ違うのにも難なん儀ぎしそうな道だった。

　そして沢沿いのヘアピンカーブで、一際大きくガードレールが破られていた。

　覗のぞき込んでみれば、数メートル下の岩場に護送車が転がっていた。

　猫びよう鬼きの方が早かったか？

　そのまま飛び降り、岩場を移動して、横転するというか、岩の間に挟まるような格好で固定されている護送車へ近づく。まずひびだらけで真っ白になった強化フロントガラスを病びよう魔まの力で腐食させて中の運転手を引きずり出し、後部に回って鋼鉄の扉も破は壊かいした。警官の数は運転手も含めて三名。誰だれも彼も真っ赤な血で制服を汚していた。

　だがそれだけだ。拘束されているはずの蘭らん園ぞの幸さちがいない。

「……う……」

　かろうじて息はある。蘭園幸について尋ねたいが、この深手で乱暴はできない。傷口の雑菌を退去させ、彼らのネクタイなどを使って止血をしながら、俺は疑問に思っていた。

　何だ、この傷口は？

　最初は沢へ転落した時のものかと思ったが、違う。首筋や胸元を抉えぐり取るような、幅一センチ前後の帯状の傷。打だ撲ぼくではこうはならない。切り裂くような、毟むしり取るような、喉まで出かかっているのだが。

「ぁ、きを……」

　と、喘あえぐように若い警察官が俺の目を見ながら何かを訴えていた。

　思わず顔を寄せ、消え入りそうな声を聞き取ろうとしたが、

「……きを、つけろ。うしろ……!!」

　とっさに振り返った。

　遅かった。




　まるで肉食の獣けもののように、飛びかかってきた蘭園幸が俺の喉笛へ喰くらいついてきた。




　真っ赤な鮮せん血けつが散る。

　とっさに右腕を犠ぎ牲せいに差し出した。ゴリゴリという異音を耳にしながら、符と病魔の力で痛覚の一部を遮断する。そのまま腕を振るう。小柄な影かげはボールのように跳ねたが、空中で器用に回転し、バランスを取り戻し、不安定な沢の岩場へ足から丁寧に着地していく。

　ぐる……、と。喉の奥に溜ため込んだ血の塊を震ふるわせるような呻うめきがあった。

　元は、純朴な少女だったのだろう。

　資料にあった顔立ちとは離はなれた印象があったが、今時の子供なら化粧くらいはする。全て剥ぎ取れば、こんな素顔が出てくるのだろう。

　だが。

　そういった印象も今は全て、獣けものの表情に塗り潰つぶされている。

　腰を落とし、だらりと両手を下げた少女のそれは、まるで四肢で地を駆る捕食者だ。

　蘭らん園ぞの幸さちが、これをやった？

　そう、そうだ。警官達たちの傷は、まるで人の爪で血肉を抉えぐったようにも見えたが……。

　そもそも護送車が事故を起こした事自体、彼女が車内で激しく暴れたのがきっかけか。見れば、華きや奢しやな体たい躯くを無視して手て錠じようは千切れていた。奇怪な銀のブレスレットが両手首で鈍い輝かがやきを放っている。

　そこまで考え、俺は思い至った。

「猫びよう鬼きか……」

　びょうき。猫の鬼。一つの壺つぼに無数の毒虫を入れて殺し合わせる事で強力な呪いの触しよく媒ばいを得る蠱こ毒どくの応用によって生み出される、大陸由来の妖怪。主な力は取り憑ついた者に様々な病気を付与する事。

　あるいは、人の心を狂わせて無差別犯罪を誘発させる事。

『通り魔ま』と言えば現在では犯罪用語のように扱われているが、これもまた、元々は立派な超常現象だった。そういうモノが憑ひよう依いして、人は常識外れの罪を犯すと信じられてきた。

　そして、猫鬼の使し役えき者しやが属する信賞必罰は、妖怪が深く関与したために裁判が紆う余よ曲きよく折せつし、本来あるべき罪状を全て裁けなかった犯罪者に対処する組織だ。

「そういう事か」

　罪を問えなかった者に、もう一度罪を犯させる。何度でも裁判にかけて、死刑判決が出るまで繰くり返す。罪を裁くために罪を増産し、裁判をややこしくさせる妖怪を自ら多用するとは矛盾した話だが、信賞必罰が己の行いを例外扱いしていたのはこれまでの言動からも明らかだ。尊い犠ぎ牲せいなどと言い張り、民間人が『通り魔』で倒れる事も良しとしていたのだろう。

　であれば、どうする。

　蘭園幸は週刊誌を賑にぎわせる『通り魔』とは違う。超常の存在、猫鬼なる妖怪により、種々の力と破は壊かいの意思に増幅がかかった状態にある。見た目と実際の膂りよ力りよくが釣り合っていないのは、警官達を無残に切り裂き、手錠の鎖くさりを素手で断ち切った事実だけで良く分かる。

　無論、病びよう魔まを放てばケリはつけられる。

　だがこれ以上の負荷をかければ幼い肉体が耐えられる保証はない。猫鬼に病魔、二つを同時に注ぎ込まれた人体がどうなるか、などという臨床実験にも覚えはない。

　ならば、手加減を試みる事もできる。

　しかし自分一人ならともかく、辺りには虫の息の警官達も散見している。彼らを全員庇かばいながら、なおかつ手加減などできるのか。

　瀕ひん死しとはいえ、まだ警官達は死んではいない。

　今なら蘭園幸は、人殺しにならずに済む。……たとえ、ここで彼女の短い一生が終わるとしても、だ。

「お前はどうする」

　……ぐる……という唸うなりが返ってくるだけだった。

　目を細め、可能な限りは問いかけようと判断した。

「どんな結末を望む」

　二度目はなかった。

　だんっっっ!!　と凄すさまじい音を立てて獣けものが迫る。血にまみれた爪と牙を携えて。敵性を認めた。そして俺の第一目標は猫びよう鬼きの使し役えき者しやを始末し、信賞必罰を壊かい滅めつさせ、恩義のある百鬼夜行の憂うれいを取り除く事。蘭らん園ぞの幸さちの件は寄り道に過ぎない。

　それで良いのか、という思考も確かにあった。

　その迷いが蘭園幸の凶行を許し、彼女の魂を際限なく汚す事もまた。

　だから。




　決断し、符を取り出して、病びよう魔まを解き放とうとした直前だった。

　突然、沢を割って真上へ飛び出した大おお百足むかでが蘭園幸の凶行を止める盾となった。




　ガッキィン!!　という金属質の音と共に、蘭園幸の爪が大きく後ろへ弾はじかれる。病魔を待機させながら目を細め、俺はこう尋ねた。

「百足だな。確か調達屋のいたレストランにも、運び屋のいた土手にもお前はいた。もっとも、サイズはかなり違っているようではあるが」

『サチの事は任せてもらおうか』

「そうすべき理由の説明を」

『土中で周辺の様子を窺うかがっていた。もうすぐ、「本体」が来るぞ。かの使役者の撃げき滅めつは、そちらにとっても意義ある……』

「違う」

　遮るように、俺は言った。

「俺が立ち去るべき理由ではない。お前がそうして、矢面に立つ方の理由だよ」

　大百足は、わずかに逡しゆん巡じゆんしたようだった。

　だがやがて、きっぱりとこう言い放った。

『サチは私を守るために罪を犯し、こうなった。私がサチを守ろうとしたために、彼女は道を踏ふみ外してしまった』

「……、」

『彼女は友人だ。だからこのような結末は容認できん、断じてだ！　それにサチの凶行を止めてくれた者達たちとも約束をした。サチは、必ずあそこへ帰る。サチを認めてくれた者達と共に歩む未来に、希望を抱いていたのだから!!』

「ならば好きにしろ」

　吐き捨てた。

　そして蘭らん園ぞの幸さちから背を向ける。

　元々、彼女は俺の敵ではない。それはもっと他にいる。




「猫ザ鬼コはこちらに任せろ。主役はお前に譲ゆずってやる」




　飛ぶ。跳ねる。岩場から頭上のヘアピンカーブへ身を乗り上げ、嗅覚にものを言わせる。近い。来る。ぐるりと視線を回し、一点を見据える。そちらへ駆ける。

　そこは『酷道』などと揶や揄ゆされるくたびれた小道からもさらに外れた、暗い暗い森の中。

　腐敗と腐食を象徴する大自然の中、病びよう魔まの使し役えき者しやと猫びよう鬼きの使役者は向かい合う。

　くすくす、という音が聞こえた。

　そいつの正体は、せいぜい一三か、一四か。無理矢理『通り魔ま』にされた蘭園幸ほどではないが、華きや奢しやな少女であるのは変わらなかった。肩にかかる程度の黒髪に、健康的に上気した白い肌。だが片目を眼帯ではなく包帯で雑に覆おおっているのはどこか病的だ。服装は丈の短い、黄色を主体としたへそが見えるほど肉抜きされたチャイナドレスと、その上から猫の耳のような飾りをつけた青いパーカーを羽織っている。大陸由来の妖怪。怪異を覆い隠す外がい壁へき、つまり蠱こ毒どくを作るための壺つぼ。青は闇やみ、黄色は毒虫の警戒色。……いや、特段そこまで記号性を意識している訳でもないのか。片足だけ長い靴下を、もう片方にコミカルな絆ばん創そう膏こうをベタベタ貼っているのには説明をつけられない。

「格好良いなあ」

　まるで童女のような響ひびきだった。

　テレビの中のヒーローでも眺めているような、純粋で、そして他ひ人と事ごとな声色。

「本当に格好良いなあ。あはっ、これって皮肉でも何でもないよ、おにいさん。こんな業界で、何でもありの反則だらけの世界で、そーんなお侍さんみたいな生き方を貫けるなんてチョー格好良い！　あたしには絶対できないもの」

「……、」

「あたしはダメ、全然ダメ。ほんと、何もかもがダメなんだあ。上う手まくやろうとはしているんだよ、最善策だって頭の中にはあるんだよ。だけど、どうにもなんないの。何もかもが転がり落ちちゃうの。ねえ、だから、ねえ」

　その柔らかい桜色の唇に細い人差し指を当て、少女は笑う。

　告げる。




「あはっ、だから手加減なんかできないんだあ☆　きちんと殺さなくちゃ安全一つ守れないの」




　ッッッボン!!!!!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　猫びよう鬼きの使し役えき者しや。その足元から全方位へ漆黒の闇やみが舐なめた。あらゆる地面を瞬しゆん時じに吞のみ込み、森全体が彼き奴やつのテリトリーへと変貌する。ざわざわ、がさがさ。まるで山そのものが不快な陰口を叩たたくように蠢うごめき始める。

「まどろっこしい事は苦手だから、最初に説明しちゃうね、おにいさん」

　不気味に波打ち、脈動する世界の中、猫鬼の使役者は爛らん々らんと輝かがやく瞳ひとみでこちらを見据えながら、そう口を開いた。

「あたしの猫鬼は割とスマート仕様でね。簡単に言うと、手動設定なんてしなくても勝手に標的を喰くってくれる。具体的には、敵と定めた者を走査し、それを撃げき滅めつするために必要な質と量だけ猫鬼を自動生産する形でね？」

　ぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞ!!　と、泥をすするような音と共に、あちこちで屹きつ立りつする影かげ、影、影、影。少女と同じ外観を持つ疫病の塊が、あっという間に世界を埋め尽くす。一〇〇、二〇〇、そんな数では効かないほどに。

[image: ]

「だから、おにいさんがどれだけ努力をしても無駄。創意工夫した分だけ猫鬼は増えておにいさんを物量で押し流す。この長い爪で切り裂き押し流せるまで無尽蔵に猫鬼は増殖していく。ルールは分かっていただけた？」

「……、」

　無論、相手が何であろうが座して死を待つつもりもない。

　符を一斉に撒まく。自らが作り出した紙吹雪の中、傷ついた右手の人差し指と中指を合わせて立てて、剣を構えるように前へ出す。

　轟ごう!!　と病びよう魔まを一斉に集約させる。それは一振りの漆黒の刀と化す。

「呪まじない刀がたな・道みち真ざね」

「んもー、だから本気出せば本気出した分だけ猫びよう鬼きが増えるって」

「自己崩ほう壊かい。……疫病へ告ぐ、転じよ」

「？」

　ボンッ!!　と内側から刃が弾はじけ飛んだのを見て、猫鬼の使し役えき者しやは怪け訝げんに眉をひそめた。

　構わずにこう続けた。




「御み刀かたな・天てん神じん。怨おん霊りよう・菅すが原わらの道真より変質せしその神性を解放せよ」




　純白の閃せん光こうが迸ほとばしった。

　───ッッッ!!!!!!　と、その顕けん現げんは束つかの間、音の概念すらも消失させた。

　先ほどを倍する勢いで指先から輝かがやく刃が噴ふき出す。それは京の都に仇あだ為なす怨霊から始まり、ついには神格にまで祭り上げられた貴族の力、その一端。毒素から血清が作られるように、何者よりも負の力を知るからこそ正の力への転化を可能とした、我ら疫病の天敵。

　普通の使い方とは違う。自分自身、内側から何かがガリガリと削り取られるのが分かる。

　だが無視する。刃の先で照準し、己が敵、その顔をひたりと見据える。

「あっ、あはっ☆」

「行くぞ。構えろ」

「すごい、すごいすごい！　どうしておにいさんはそういう事ができちゃうのかなあ！　疫病遣いなんて薄うす気味悪くて汚らしくて侮蔑と嫌悪にまみれて生きていくしかないっていうのに、どうやったらそんな清すが々すがしい生き方に変えられるのかなあ！　すごいなあ！　大人だなあ!!」

　純粋に、本当に純粋に、何かに憧あこがれるように、猫鬼の使役者ははしゃいでいた。

　だけど、と付け足した上で。

「言ったでしょう。それでもあたしの物量は、全てを押し流しちゃうんだってば」

　千を、いいや万を。

　呼応するように埋め尽くす軍勢を従え、少女は兵から将へと切り替わる。

　必要なだけ必要な戦力を補充する。その言が真実ならば、俺はやはり勝てないのだろう。何をどれだけ持ち出したところで、ここで膝ひざを屈する定めなのだろう。

　だが、それは俺の敗北だ。

　百鬼夜行に累は及ばない。俺の敗北から敵の構成を暴き出して制圧に乗り出す足がかりを作れるはずだ。そして大おお百足むかでは蘭らん園ぞの幸さちさえ正気に戻せれば、雲隠れの機会も得られる。車に頼たよらなければ、ロボットブレーキ信号を使った検索システムで遠隔攻こう撃げきを受ける事もない。

　何だ。

　つまりそれは、負けているけど、勝っているではないか。

「降参する？」

「理由がない。ただの一つたりとも」

「あはっ。おにいさん、本当に格好良いからさあ、お名前を教えてよ。おにいさんでも子宮がキュンキュン来ちゃうんだけど、やっぱり一度くらいは呼んでみたいなあって」

　名前。

　当たり前の事を聞かれて、思わず笑ってしまうところだった。

「もはや掲げるべき旗はなく、帰るべき場所もない……」

　輝かがやく光の刀を携え、そう答えた。

　だから。




「名もなき雑兵とでも呼んでくれ」




　それだけだった。

　直後に、病びよう魔まと猫びよう鬼きは真っ向から激突した。
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　沢の岩場で、変わらない大百足と変わり果てた蘭園幸は対たい峙じしていた。

　すでに言葉が通じる状況ではない。わずかでも手を誤れば彼女は虫の息の警官達たちに喰くらいつき、殺人という決定的な罪を負わされる。しかし迂う闊かつにその華きや奢しやな体たい躯くを叩たたいてしまえば、それだけで彼女は絶命してしまうかもしれない。

　伝承において、大百足はあらゆる武具の攻撃を弾はじく硬い外殻を持つとされる。

　だがそれも当てにならない。

　何な故ぜならば、

「ぐっ、ぐっ、ごォォああ」

　ぼたぼたと、少女が呻うめくたびに口元から飢えた獣けもののように唾液が溢あふれる。

　猫鬼は、『通り魔ま』は、人に憑ひよう依いしてその凶暴性を露あらわにする。

　そして蘭園幸が一番苦しんでいたのは、Kasane_12によって外見の変貌を強いられていた事でも、天才少女養育のために人格改造セミナーへ連れ込まれた事でもない。本当の自分を、誰だれも分かってくれなかった。それが一番大きな傷だった。

　さらに大おお百足むかで自身、蘭らん園ぞの幸さちの犯罪計画を突っぱね、阻止する側に回った。

　絶対に正しかったと、大百足はそう信じている。だが彼女は彼女で、こう思ったはずだ。

　どうして分かってくれないの、と。

　だから。

　無理矢理に引きずり出された破は壊かいの意思は、そのまま大百足へと矛先を向けられた。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

『サチ!!』

　速度において、完全に少女は妖怪を追い抜いていた。

　大百足の視界の外へ一度完全に外れた蘭園幸が、切り返すように死角から迫る。長い胴へ突とつ撃げきし、見るもおぞましいその体へと思い切り歯を立てていく。

　それが唯一の弱点。

　伝承では唾液のついた鏃やじりによって殺害された大百足だが、唾液のついた武具の中で最も原始的なものと言えば……もちろん、それは人の歯だ。

　百足は、どれだけ肥大化しても食物連れん鎖さの被食者という分類から逃れられない。

　ガリガリゴリゴリ!!　という凄すさまじい音と共に大百足の外殻が食い破られる。粘質な音がさらに続き、赤い色とは違う、虫特有の体液が勢い良く溢あふれ出す。

　元より、大百足には蘭園幸を攻撃するなど不可能だ。

　実力差の問題ではなく、もっと根本的な問題として、不可能なのだ。

　だから、こうして喰くわれる事も覚悟していた。

　しかし、

『忘れたのか、サチ……』

　今なお貪られながら、むしろ全身の力を弛し緩かんさせるようにして、大百足は告げる。

『百足が妖怪化したのは、その脚が多くて不気味な外観だったから、だけではない。古来、呪いの触媒となるほど強力な毒を持つと信じられ、そういった恐怖心の集合体が私という妖怪を形作ったのだ』

　つまり、

『私を喰いたいなら、がはっ、好きなだけ喰らうが良い。だが改めて覚えておけ、その毒は真っ先にお前の体を巡る事になるぞ、サチ!!』

　がくんっ!!　と小柄な少女がその場で痙けい攣れんした。まるで人間のスイッチを切るように、抵抗らしい抵抗もなくくずおれていく。神経毒。その命を奪わず、迅速に身動きを封じる毒だ。

　そして後には、蘭園幸の影かげだけが不自然に伸びていた。

　……いいや、そういう形で憑ひよう依いしていた『通り魔ま』の一種、猫びよう鬼きだけが。

『お前は猫の鬼、大陸由来の蠱こ毒どくの変種という話だったな？』

「……、」

　影かげは動けない。少女が麻ま痺ひにやられた以上はもう操れないし、影は影だけでは移動もできない。必ず、影を作るモノを動かして移動する必要がある。

『つまり壺つぼの中で多くの毒虫や害がい獣じゆうを閉じ込め、殺し合わせた結果として生まれた妖怪。……逆に言い換えれば、同じ毒虫や害獣の間でだけなら、互いに喰くらい合う事もできるはずだ』

　のそり、と大おお百足むかでは動いた。渾こん身しんの力を込め、その大顎あごをかちかちと鳴らす。

　蘭らん園ぞの幸さちを守る。その誓いを果たすため、自らの臓ぞう腑ふすら差し出した男はこう告げた。




『ならば試そうじゃないか。私とお前、どちらが生き残り、どちらが貪る側に立てるかを!!』
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　斬って。

　斬って斬って斬って。

　斬って斬って斬って斬って斬って斬り捨てる。

　ザン！　ゾゾゾザザガゾゾザザザゾゾザガギゾゾゾゾザザザザゾゾザザザゾゾザン!!　と。

　立て続けに敵の首を刈る音だけが延々と続く。すでに切り捨てた猫びよう鬼きの数は五〇〇以上。だがその使役者の芯はブレない。相変わらずくすくすと笑いながら、その場でくるりと回っている。そのたびに足元から黒い煙のようなものが全周へ噴ふき出し、倒した数を倍する敵兵が顔を覗のぞかせる。

　消耗する。追い詰められる。徐々に包囲の輪を狭められる。

「あはっ、ゾンビ映画みたいだね、おにいさん」

　不自然なほどの憧あこがれの声が、耳に刺さる。

「だからすごいなあ。普通、ゾンビが溢あふれたら逃げ出すでしょ、負の感情丸出しで他人なんか突き飛ばして目の前でドア閉めて鍵かぎもかけちゃうでしょ？　なのに、何で、こんな状況でまだお侍さんやっていられるのかなあ!?　すごいなあ!!　尊敬しちゃうなあ!!」

　皮肉ではない、と少女自身が告げていた。

　自分はそんな生き方ができなかった、とも。

　少女の歩みは、どうしようもない人生だったはずだ。どれだけ強大な力があっても、いやだからこそか、何一つ欲しいものは手に入らず、あらゆるものから拒絶され続けてきた。感染症に冒された死体を焼却炉に運ぶように扱われてきた。そんな外れた道が目に浮かぶ。

　哀れとは思った。

　だが同情の余地はない。

　その人生は、信賞必罰を束ねて妖怪絡みの犯罪者を殺しても取り戻せない。蘭らん園ぞの幸さちの命を狙ったのは、誰だれかの役に立ちたかったからではない。毒虫や害がい獣じゆうを壺つぼの中で殺し合わせる蠱こ毒どくの変種である猫びよう鬼きが、大おお百足むかでや土つち蜘ぐ蛛もといった妖怪を一ヵ所に集める蘭園幸のコミュニティと競合を起こしてしまうとか、切迫した理由があった訳でもない。

　自分より格下の人間を設定して、そこへ攻こう撃げきを加える事で自分は優位だと信じたがった。信賞必罰の言い分は大仰だが、やっている事は自分の居場所を作るためにイジメの標的を確保するのと何も変わらない。このままだと自分が狙われそうだから、もっと弱い人間を差し出して不良グループに取り入ろうとする。そんな外道と何一つ。

　しかし、これも似合いの末路かもしれない。

　主君を裏切り、死に場に迷って、のうのうと生き続けたこの身が、真っ当な散り際を願うなどとは片腹痛い。殺されるなら外道の手で、殺されるならさしたる理由もなく、殺されるなら無意味な時と場所で。それこそが落ち武者の末路に相応ふさわしい。

　そう思っていたのだが。




　ドゴァッッッ!!!!!!　と。直後に、巨大な鋼鉄の塊が猫鬼の使し役えき者しやの頭上へ落ちた。




「っ!?」

　初めて。

　猫鬼の使役者は驚おどろいたような顔をして、その腕を振るっていた。途端に黒の塊が蠢うごめき、彼女の頭を潰つぶすはずだった鈍器を空中で分解させてしまう。

　そして知る。

　その正体を。

「航空、爆ばく弾だん!?　でも、どこから……!!」

　はるか頭上。俺もまた、遠い青空へ目をやっていた。雲よりなお高い天空を悠々と飛ぶのは、くの字に似た全ぜん翼よく機きの群れと護衛戦せん闘とう機。

　だとすると。

　あれは!?

　携帯電話が鳴った。片手一本で御み刀かたな・天てん神じんを振り回しながら通話に応じると、菱ひし神がみの女が笑いながらこう言っていた。

『あはーはー!!　びっくりしたかね病びよう魔まちゃん、百鬼夜行のお嬢じようちゃんがアンタを失うのは惜しいってさ。おかげで危険を顧かえりみずに自分で現場に出てきやがった!!　これでもまーだ落ち武者なんか気取るつもりか、ええおい!?』

「……っ!!」

　菱神の女の口から百鬼夜行を語られるのは、業腹であった。

　だがそれを差し引いても身に余る光栄。もはや言葉で語る事など不可能なほどの。

『航空爆ばく弾だんから信管を抜いているのもそのため。だけどまあ安心しな、私も地上からレーザー誘導で支援してる。間違ってアンタの頭に落ちてくる事はないからさ、思う存分やっちまえよ』

　恐る恐る、といった調子で、猫びよう鬼きの使し役えき者しやはこちらを見た。

　先ほどまでの憧あこがれの顔は、

「すごいなあ……」

　さらに。

　倍化していた。

「あたしの猫鬼は、標的や敵性因子を走査して自動的に戦力を補充する。だから私は立っているだけで良い」

『だけど、スキャン範はん囲いには限界もある。流石さすがに高度一万メートルまでは届かない。……そんな訳だ病びよう魔ま、今なら猫鬼の方程式は崩れているよ。お嬢じようちゃんの期待に応えてやりな』

　ザン!!　と。

　改めて、俺は輝かがやく刀を手に猫鬼の使役者の前へ立つ。

「あはっ☆」

　敵は、笑っていた。

　どこまでも哀かなしそうな目で、壊こわれたように笑っていた。

「すごいなあ！　本当にすごいなあ!!　あたしと同じ病気、あたしと同じ疫病、あたしと同じ災厄……こんなに似通っているのに、おにいさんにはこんなにたくさんのトモダチがいるだなんて……!!　あたしには、あたしには、たったの一人もできなかったのにい!!」

「もういい」

　俺が特別だった訳ではない。

　蘭らん園ぞの幸さちに大おお百足むかでがいたように、俺には百鬼夜行があったというだけの話。

　こいつにそんなものが一つでもあれば、こうはならなかったというだけの事。

　だから。




「全てを清算したら、もう一度自分の足で立ち上がれ。俺がお前の特別になってやるから」




　絶対の計算が崩れた世界を駆けた。

　白い軌跡が唸うなり、黒い病巣を断ち切った。
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　ぼたぼた、と。粘質で嫌な音が続いていた。

　大おお百足むかでの大顎あごからは紫色の粘液が滴り、それが形なき猫びよう鬼きを貪り尽くした事を証明していた。

『通り魔ま』の一種が消えた事で、蘭らん園ぞの幸さちの方にも変化があった。大百足の毒に冒されているため意識はなく、熱病にでも浮かされたように額は汗でびっしょりだったが、それでも悪夢を見続けるように険しかった顔つきが、少しずつ和らいでいくのが分かったのだ。

　そっと息を吐く大百足だが、大団円とは行かない。

　蘭園幸の口で食い破られた胴体が、不気味な音を発していた。傷が広がっているのではない。逆だ。『唾液をつけた刃＝捕食者の歯』という最大の弱点で攻こう撃げきされたにも拘かかわらず、すでにその傷口は不気味に泡立ち、少しずつ縮んでいっている。放っておけば、すぐにでも塞がってしまいそうなほどに。

　猫鬼を、喰くった。

　蠱こ毒どくの一種。壺つぼの中で毒虫や害がい獣じゆうを戦わせ、生き残った者に全ての力を結集させる邪法に対応させる形で。

　蘭園幸を守るためには、必要な行いだった。

　しかし、その影えい響きようは早くも大百足の体を蝕むしばみ始めていた。

『サチ……』

　それでも、その妖怪は満足していた。

　この選択を一〇〇回繰くり返しても、この答えを一〇〇回選ぶと信じていた。




　なのに。




　がさがさという、無ぶ遠えん慮りよに草を踏ふみ分ける音が響ひびいた。

　そして上方、破れたガードレールの方から、ひょっこり何者かが顔を出した。

「やあやあ！　やっぱり面白そうな事になっているじゃないか。ギリギリまで決行を遅らせておいて正解だったよ」

『お前は……？』

「やあどうも、青あお行灯あんどんです。これでも一応ラスボスちゃんだぜ？　どうもよろしくう☆」

　白い着物に青みを帯びた長い髪、そして額からナイフのような角を一本生やした鬼女。百物語を最後までやり遂げると出没する、という伝承は大百足も耳にしていた。

　彼女はなんて事のない調子で、指を一回鳴らす。

　それだけで、大百足の神経毒にやられていた蘭園幸がぱちりと目を覚ました。

　単純に、喜べない。

　彼女のスイッチを、リモコンを、他人の手で掴つかまれているような……？

「ああ、ああ、心配しないでちょうだいよ。これでもボクは一〇〇の恐怖を束ねてなお余る、その先の存在ってヤツでさ。扱える超常の数は両手の指じゃ足りないんだ。体の中の毒を抜く事くらい訳はないって話」

『我々に、何の用だ？』

「ちょっとしたお誘いに」

　にっこりと微ほほ笑えんで、青あお行灯あんどんはそう答えた。

　芒ぼう、と。その角の先端に青白い燐りん光こうを灯ともしながら。

「これからちょっとニッポンぶっ壊そうと思うんだけどさ、もし良かったらメンバーに加わらない？　キミ達たちはキミ達で、面白い『理由』を持っているみたいだしさ」

『なっ……』

「ボクはね、変えようとする者全ての味方なんだ。だから、大おお百足むかでや土つち蜘ぐ蛛も、鵺ぬえ……とにかく不気味で気持ち悪いと敬遠される妖怪達のため、おぞましい平等な世界を作りたいと願った幸さちちゃんの決断には、素直に尊敬する。それを成就するためなら、この身を削っても良い。さあ、どうするね？」

『駄目だ……駄目だサチ!!　こんなヤツの言う事を聞いてはならない！　納のう骨こつ村むらで目を覚ましたはずだろう!?　彼らの言葉を思い出せ!!』

　だが、間近で叫ぶ大百足の声は届かない。

　蘭らん園ぞの幸が一つの事に固執して全てを見失っている訳ではない。

「……わたし……私、トモダチ、みんなを……」

『サチ!!　……いいや違うな。これは!?』

　思わず大百足が青行灯の方を睨にらみつけるが、額の角から燐光を放つ鬼女は笑ったままだ。

「えっ？　やだなあ、ボクは幸ちゃんの心の扉を開けてあげただけだよ？　余計な情報を勝手に書き込んだりはしていないさ」

『その額の怪し火……。妖怪には影えい響きようしないが、人の心にのみ何かしら作用するものだな！　お前はそれでサチを惑わして……!!』

「凝ぎよう視し法ほうって言うらしいね。ま、この辺は許してよー。そもそもボクの体を形作る百物語って儀ぎ式しき自体、真っ暗な部屋の中で行灯や蝋ろう燭そくを使って行うものなんだ。洗脳、暗示、集団ヒステリー。ボクの事をそういう枠に収めたがる馬鹿者だって後を絶たないんだしさあ。困っているのはボクの方なんだ、だったら迷惑料として、ボクだって利用したって良いじゃないか」

　言い合う間にも、蘭園幸はふらふらと動き出してしまう。

　岩場のさらに上。崖に立つ青行灯を目指す。

　今にも足を滑らせ、奈落の底に落ちてしまいそうなおぼつかない足取りで。

『これ以上の狼ろう藉ぜきは許さんぞ……』

「それで？　ボクは一〇〇の恐怖を束ねたその先の存在だと言ったよね。たかだか恐エ怖サの一つに過ぎないキミに、一体何ができるのかな」

　確かに、何もできないのかもしれない。

　妖怪としての格が違う。だから黙だまって指を咥くわえているのが正解なのかもしれない。




　だけど。




　下手に抵抗すれば死ぬ。気き紛まぐれに見逃してもらえる事すらなく、無造作に。

　そんな事くらい分かっていた。

　それでも、大おお百足むかでは心の底から願っていたのだ。自分の友人が全ての償つぐないをした後に、またあの納のう骨こつ村むらの少年達たちと顔を合わせるところに立ち会う事を。蘭らん園ぞの幸さちが、本当の意味で人々の笑顔に囲まれて生きていくのを見届けたいと。




　だから。




　ゴッキィィィィィン!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　その時、百足は龍りゆうと化した。風が渦を巻き、大きく伸び上がった大百足が、一息で蘭園幸の頭上を飛び越え、崖の上の青あお行灯あんどんへと喰くらいつこうとしたのだ。

　実際には、傷一つ与えられなかった。

　見えない壁かべのようなものに阻まれ、大顎あごは青行灯の顔の至近で食い止められている。

「あはは!!　そう、そうだ。その『だけど』だ！　その『だから』こそが美しいんだ！　なーんだ、キミだってやればできるじゃないか！　ボクはてっきり、蘭園幸が守ろうとしているキミが自分の腹を食い破って自害でもする事で、幸ちゃんの動機を奪って食い止めようとするものだとばかり……」

　得意満面で言いかけた、その時だった。

　大百足の大顎から、紫色の汁がしたたり落ちた。

　猫びよう鬼きを喰らい、蠱こ毒どくとして上書きされた事で得た、新たな特性。

　そのたった一滴が、まともに青行灯の美しい顔へ落ちた。

「───ッッッ!!!???」

　じぃわあああああああああああああああああああああああああああああああああ!!　と。

　まるで中華料理店の厨ちゆう房ぼうのような、凄すさまじい音が炸裂した。

　青行灯は顔を押さえ、初めてよろよろと後ろへ下がる。そしてその意味を知った。

「あは」

　笑う。

　怒りのあまり、ではない。純粋な歓かん喜きとして。人を想おもい変化を望む者達たちが起こした、予定調和の外側にある世界。その片へん鱗りんを目の当たりにして、青い鬼女は壮絶な笑みの形を作っていた。

「あはははははははははははははははは!!　すごい、こればっかりは本当にすごいよ！　喜べ、本当は幸さちちゃんだけを連れて行くつもりだったけど、ボクはキミにも興味が湧いた。すごくすごく興味が出てきた!!　だからキミも連れて行ってあげる。メンバーに加えてあげるよ!!」

『誰だれがそんなものを望むか……!!』

「だけど、幸ちゃんはついてくるよ？」

　一転。童女のように首を傾かしげた時には、すでに青あお行灯あんどんの顔にあったであろう、壮絶な火傷やけどは欠片かけらも残っていなかった。何より、その言葉が大おお百足むかでの心を抉えぐっていた。

「そして一度別れてしまえば、それこそ神隠しのように二度とボク達は捕捉されない。さあ、どうするね？　幸ちゃんを助けるために、ボク達についてくるべきなんじゃあないのかなあ？」

　選択の余地などなかった。

　ガチガチと攻こう撃げき的てきに大顎あごを開閉させながらも、大百足は従うしかない。

　インテリビレッジ納のう骨こつ村むら。そこで蘭らん園ぞの幸を助けるために立ち上がってくれた少年達。幸の本当の素顔を見て奇き麗れいだと認めてくれた心の持ち主を思い浮かべ、心の中で深く深く謝った。

　そして、覚悟を決めた。

　たとえ外道に落ちてでも、蘭園幸を彼らの元まで運び出すと。

『分かった、従おう』

「ふふっ、やっぱり『変わる』者はそうでなくっちゃ！　そういう思い切りの良さ、本当に嫌いじゃないよ」

『だが良いのか。私はサチを助けるためなら何でもする。ほぼ間違いなく、お前達の計画を内側から突き崩すぞ』

「獅し子し身中の虫ってヤツ？　ムカデだけに！　なんつってな!!」

　けらけらと童女のように笑う青行灯は、大百足を脅威として見ていない訳ではない。事実、先ほど一矢報いられている。だがその上で受け入れた。何な故ぜならば、




「言っただろう。ボクはね、変えようとする者全ての味方なんだよ」




　　　　　14（病びよう魔まの使し役えき者しや）




　猫びよう鬼きの使役者は撃げき破はした。

　御み刀かたな・天てん神じんに人を殺生せしめる力はない。なまぐさを嫌う神の名が与えられているのだから当然だ。それは世の理ことわりの歪ひずみを破断し、人を斬れば心の揺らぎを整える。それも、この上なく強制的に。並の精神であれば、二、三日は寝込みかねないほどに。

「終わったー？」

　大型の双眼鏡のようなユニット───爆ばく撃げき用ようのレーザー照準支援器───を手にしたまま、菱ひし神がみの女がひょっこり現れた。足元ではすねこすりなる小型犬の妖怪が、びくびくしながらあちこちを見回しているのが分かる。

「見れば分かるだろう」

「……にしても、俺がお前の特別になってやるから、だってさ。おいおい、私達たちは百鬼夜行総出で傘張り浪人の嫁探しにでも付き合わされたっていうの？　やってらんねー!!」

「わざと曲解するのはやめろ」

「曲解？　はにゃーん？？？」

「それでぶりっ子のつもりか、気持ち悪いんだよハタチ越え」

「うるせえロリコン嫁不足陰気男今の台詞せりふの中に誤解を生みかねない不ふ穏おんなニュアンスが混ざってる事に気づいてんのか」

「それよりもだ」

「ああ、お嬢じようちゃん達に頭下げに行ったら？　流石さすがにここへ降りてくる事はできないから、どっか最寄の空港でって事になるんだろうけど」

　そんな風に言い合っていた時だった。

　突如として、それは来た。




　ゾン!!!!!!　と。

　病びよう魔まの使し役えき者しやと菱神の女が二人合わせて呼吸すら止めかねないほどの、圧倒的な殺気。




「なっ……か……ァ……ハッ!?」

　全身に病魔を巡らせ、臓器や血液の動きを意識的にコントロールしてもなお、ブラックアウトに流れていく意識を食い止めるのが精一杯だった。

　菱神の女は……駄目か。人体の構造そのものを改造しているという話だったが、ヤツも意識を保つので精一杯だ。とてもではないが、戦せん闘とう行動には達しない。

　すねこすりなど言うに及ばず。完全に目を回している。

　そうしている間にも『ヤツ』は来る。

　さくさくと、無ぶ遠えん慮りよに百鬼夜行のフィールドへ踏ふみ込んでくる。

「やれやれ。分かった上で手は結んだつもりだったが、こうも自由奔放とはな。おかげでこちらは雑用ばかりだ」

　表情のない、ダークスーツの青年。

　言葉もなく眼光で訴えると、彼はまるで腹話術のように唇一つ動かさずにこう答えた。

「裁さい木き和かず。元殺し屋で、元占い師で、元自殺志願者で、元無職で……今は、何だろうな？　私にも分からない」

　適当に言いながら、その目は俺達たちを見ていなかった。

　腐葉土の上に転がっている、猫びよう鬼きの使し役えき者しやを眺めていた。

「どうする、つもりだ」

「回収。青あお行灯あんどんのヤツがそれを望んでいてな。へそを曲げられても困るので、今のところは、叶かなえられる範はん囲いでならわがままを聞いている最中だ」

「……、」

「よせよ、やりたくないのは私も同じだ。蘭らん園ぞの幸さちに、大おお百足むかでに、姥うば捨て団地の管理人……山やま女め胸きよう花かとか言ったかな。とにかくそんなのまで護送車を追ってスカウトした。そして今度は信賞必罰の中心人物、猫びよう鬼きの使役者だ。ここまでごった煮だと流石さすがに笑える。世界平和でも信じているのかね、あいつは」

　出てきた人名の関係性を頭の中で並べる。猛烈な違和感があった。

「その全員が一堂に会したところで、戦力になる訳がないだろうが」

「そうだ。十中八九殺し合いになるだろうな。だがそれでも良いんじゃないのか、戦せん闘とう行動によって勝者が十全な経験値を取得できれば。最終的に『メンバー』という大きな塊にとってプラスに働く事は間違いないだろう」

　蠱こ毒どくの話を思い浮かべた。

　壺つぼの中に無数の毒虫や害がい獣じゆうを詰め、殺し合わせる事で毒や呪いの力を高める邪法。

　裁木和と名乗ったこの男が放つ異様な気配もまた、もしかしたら……？

『メンバー』という枠組みの本質自体、傷の舐なめ合いを軸にしたものとは正反対の……？

「青行灯はじきに動く」

　ぐったりと動かない猫鬼の使役者を肩で担ぎ、やはり唇も動かさずに悪鬼は告げた。

「その時になれば、嫌でも分かる」

　ようやく、天空を舞まう全ぜん翼よく機きの編隊も事態の変化に気づいたのだろう。護衛戦闘機の布陣が迅速に切り替わっていく。

　だが遅い。異変に気づいたのなら、こちらを放って全速力で離り脱だつするべきだった。

　裁木和は青空に向けて、指先で鉄砲の形を作った。

　ばんっ、と音を立てて発砲の真ま似ね事ごとをした。

　それだけだった。




　ゴゴンッ!!　と。百鬼夜行の最高統治者を乗せた全翼機が、破裂した。




　呆あつ気けに取られていた。

　焼け付くような緊きん張ちようも焦しよう燥そうも、束つかの間、全てを忘れていた。

　そうこうしている間にも、バラバラと、バラバラと、無数の破片が地方都市へ降り注いでいく。高度一万メートル。どうしようもない高さから、盛者必衰の理を示すように。

「これが我々の力。故に、お前達たちには何も止められない。何一つ」

　どこか。

　とても遠い所から、そんな声が聞こえた気がした。

「だからただ、脅えて待て。世界が変わるその時を」

　囁ささやくように言って、少女を抱えるダークスーツの影かげは去っていった。

　後には何も残さずに。
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　とにかく走った。

　走って、走って、走って、走った。

　地方都市のあちこちでは窓ガラスが割れ、空から降ってきた障害物に行く手を阻まれたのか、あちこちで交通事故が起きていた。全体的に、街が黒っぽい煙や煤すすで包まれている。屋根が丸ごと崩れている家屋さえ散見された。

　さらに奥へ奥へと進むと、次第に瓦が礫れきは大きくなっていき、ちろちろと揺れるオレンジ色の炎が増えていく。

　ある一ヵ所。まるで墓標のように突き立つ全ぜん翼よく機きの残ざん骸がいの傍そばで、同じ匂いのする一団が集まっていた。彼らは何かを取り囲んでいた。いいや、誰だれかを、か。

　百鬼夜行は血統至上主義だ。こういう困難に差し掛かった時、彼らは自然と『血』に集まり、『血』にすがるようにできている。

　だとすると。

　彼らが真っ先に奉ずるべきは。最も尊い『血』を持つお方と言えば……。

「……祝はふり様……」

　思わず、呻うめいていた。

　最後に遭遇した時は一〇歳だった。あの小柄な少女が生身で爆ばく発はつに巻き込まれた上、高度一万メートルから投げ出されたらどうなるか……。

「祝様!!」

　ぐらつく意識を無理矢理に押さえつけ、その中心へと駆ける。大勢が振り返る。まるで道を譲ゆずって真実をさらすように、人の波が左右へ割れていく。

　そこに。

　その先に。

「心配せずとも、私はここにいますよ、病びよう魔ま」

　凛りんとした声が、あった。

　百鬼夜行は、死んでいなかった。その『血』は細々としていたものの、まだ繋つながっていた。

　傍らには影かげ武者を務める豆まめ狸だぬきがおり、祝はふり様はその小さな手で、すねこすりなる妖怪の幼子が泣きやむよう、あやしてすらおられた。

　あの全ぜん翼よく機きには他の『五本指』も揃そろっていた。様々な妖怪も同乗していた。彼らの誰だれかが、あるいは皆で力を合わせ、祝様を守り抜いたに違いない。殺す事しか能のない俺と比べて、どこまで忠義者だというのか。

「病魔」

　と、祝様はそう声を掛けてくださった。

　俺はその場で膝ひざを折り、両手を地に着け、額が土につくほどに頭こうべを垂れる。

「本来はクーデターに参加し、鎮ちん圧あつ後ごも逃走を続けたあなたに対する処断を下さなければなりません。しかし今はこの状況。拘泥している場合ではないのは、承知していただけますね？」

「はい」

「……ここから見える炎と煙の景色を、私は容認する訳には参りません。これを、全国へくまなく拡散させようとする青あお行灯あんどんらの行いもまた、必ず止めなくてはならないものです。我らは所詮、壇だんノの浦うらで蟹かにになり損ねたその末まつ裔えい。盛者必衰の理の中に沈み、歴史の表舞ぶ台たいから舞台裏へと生きる場所を変えた日陰者の群れ。しかし今を生きて、そこに住む人々と共に、笑顔ある世界を作ると決めたのですから」

「はい」

「病魔」

　そこで。

　百鬼夜行の最高統治者は無法者へこう言葉を投げかけてくださった。
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「青行灯らその一味を撃げき滅めつし、この国を救います。もしも彼女達たちが奪ったものがあるのなら、それが人であれ物であれ全て奪だつ還かんします。そのために、私の一部になりなさい」




　それ以上の言葉など、きっと、この世には存在しなかった。













　　第四章　決＠？？？







　　　　　１（3rd person）




　このところ、何かがおかしい。

　一つ一つの出来事の関連性は薄うすく、ただそれだけを見ても何も分からない。だが一歩引いた目で全景を見渡せば、嫌でも違和感に気づかされる。まるでジグソーパズルのピースと完成図の違いのように。




『北海道で大規模な停電。原因は逃走車両がハンドル操作を誤り、変電施設に突っ込んだため。在宅で呼吸器など医い療りよう機器を利用していた老人五名が死亡。警察は容疑者確保に際して適正に行動していたと発表しているが……』

『にゅーちゃん＞これのせいで会長のスキャンダルの話どっか行っちゃったのよねえ。ひょっとして火消しのためにわざとトラブル起こしていないかしら』




　根拠のない陰いん謀ぼう論ろんで良ければ、すでに場末のブログやＳＮＳすら埋め尽くしている。だが哀かなしいかな、それら参考にもならない意見の群れが、逆に真相を情報の海に隠してしまう。だから誰だれにも正しい事は分からない。ただ漠然とした『不安』だけが煽あおられていく。




『依然として、東海地方では都市ガスが停止しています。これは、出所不明のサイバー攻こう撃げきが地中パイプの内圧を制御するプログラムへの書き換えを試みた事を受けて緊きん急きゆう点検を行うためのものですが、市民からは早く復旧してほしいとの声が強く……』

『えるこ＞水道、電気、ガス、ネット……。攻撃されているのはこの国の基幹インフラだ。実は一番怖いのは下水道。どこの家庭にも繋つながっていて、内部はガスや汚物が溜たまっている。火を放てば猛毒のダイオキシンが各家庭の内側から噴ふき出すって寸法だ。ガスマスクは安物なら三万円程度だが、この状況なら決して高くはない買い物だと思う』




　コンビニの棚から商品が消えた。庭に自作のシェルターを作ったと自慢する男がワイドショーで紹介された。得体のしれない流れは防災グッズやアウトドア用品関係の企業の株価にまで影えい響きようを与え、じんわりとこの国を締しめ上げ始める。




『Ｎアラートの誤報です。昨夜未明、関東一円に緊きん急きゆう発令された生物兵器警報ですが、本件は厚労省の職員が誤って訓練用設定を怠ったまま発令してしまった事が判明しました。Ｎアラートの誤報については今月だけですでに三度目で、同大臣は今回の件を踏ふまえ、綱紀粛正を徹てつ底ていするよう……』

『ぱっきー＞あのさー、狼おおかみ少年じゃねーんだから、こんなに何度も何度も誤報連発しまくったら本当にヤバい時も信じてもらえねーんじゃねーの？』




　テレビのニュースでは再三にわたって、デマに振り回されないように、と繰くり返していた。だがその警告が余計に荒こう唐とう無む稽けいな噂うわさをばら撒まいていく。まるで退屈な日々を暮らす人々が、実はそんなデマや噓うそを信じたがっているかのように。




『大丈夫なんでしょうかねえ、この国は。私はですね、これでもロンドン、パリ、ニューヨークと留学経験がございましてね、彼らの優れた危機管理体制を学んでいる訳ですよ。それに比べて日本のお粗末さと言ったら……』

『ねこすけ＞気楽なもんだメガネバカ。でも、いいや……ひょっとすると、あの噂は本当なのかもな。国会議事堂のすぐ傍そばにある地下鉄の永なが田た町ちよう駅には、ＶＩＰ専用の特大核シェルターが準備してあるって噂。だからのんびりしているのかも』




　それは普段は使わない嗅覚に基づく予言か、あるいは自身も気づかない願望か。

　いずれにしても、もうすぐ『何か』が起こる。

　必ず起こる。




　　　　　２（内うち幕まく隼はやぶさ）




　例のパニックのせいで商品の配送が遅れているのか、あるいは意味のない買いだめでもやらかした奥様がいるのか。コンビニの棚は軒並み空っぽで、おかげで昼食を食べ損ねた。

　列車は連日続く信号トラブルで停とまっていて、あちこちで小さな渋滞が起きている。東京って街は一度『平常運転』から外れるとトコトン住みにくい所だな、などと心の中でぼやきながら、俺は港みなと区くに赴いていた。

　慶けい城じよう意い塾じゆく大学。

　まあ校舎や研究所はそこらじゅうに散らばっている訳だけど、俺が足を運んだのは理事や運営サイドが集まっている、『本部』などと呼ばれる大きな建物だ。

「刑事さん」

「……何で中学生が大学構内を歩いている訳？」

「おーぷーん！　きゃんぱーす!!　だって一〇月だぜ？　大学は一般開放されてるのよん」

「あっ、この子無断侵入です。ええ、ええ、預けちゃって構いませんか。とっとと追い出してください、ええはい」

「こらーっ!!　用務員のおじさんに私を売るなー!!」

　ポカポカというよりボカスカといったニュアンスで警察官に暴力を振るう推理マニア。相変わらず水着同然の格好に無理矢理なキャラクター系襟えり巻き。さてどうしようと苦く慮りよしていると、懐なつかしい顔が笑顔で近づいてきた。

「お久しぶりね、内うち幕まくクン。……美み濃の里りのヤツに言われた時はからかわれているのかと思ったけど、本当に私服刑事が水着の女子中学生を侍はべらせていたなんてねえ」

「やめてくださいよ先せん輩ぱい！」

　割と未来がかかっていそうな感じだったので、俺は即座に訂正を促した。

　津つ川がわ蚕さん。ウェーブがかった栗くり色いろのロングヘアにメガネの理系女子とかいうヤツで、ゆるふわなセーターだのスカートだのの上からビシィ！　とした白衣を羽織るアンバランスさが、学生時代から注目を集めていた人だ。全体的には垂れ目でおっとり系な人なんだけど。今の肩書は何だったかな。助教授……准教授……あの辺、しょっちゅう呼び名が変わるから覚えにくいんだよな。

　ちなみに下の名前がコンプレックスらしく、敬称でさん付けするとぷりぷり怒る。『サンサン』になるのが嫌らしい。

　と、もう一人の先輩である、ハチテレビ所属のアシスタントプロデューサー、阿あ刀とう美濃里さんまでひょっこり顔を出してくる。ラフな上着に細いパンツ、黒髪を結わえるカンザシに首のチョーカーと、この人も学生時代から趣しゆ味みは変わっていない。

「おーっす隼はやぶさ君。こっちの学校は久しぶりだっけ？」

「……むしろ何でまた卒業したのに入り浸っているんですか。迷惑でしょう？」

「私の場合は夏休みの実験系のドキュメント番組作る時とかに協力仰いだりするからさあ。でもこうして揃そろうと若い頃を思い出すね。ふはっ、若い頃だって。おばさんになったなー私!!」

　ぐぬぬ、という正体不明の音声が洩もれた。

　見れば、何やら推理マニアが鎖くさりで繋つながれた猛犬みたいに唸うなっている。

　津川先輩は笑いながら、

「ああ、学部は全然違うけど、同じサークルだったのよ。大義名分はもう忘れたけど、実際には飲み会サークルね。全国のインテリビレッジから出てきた連中ばかりで集まって。あれは今思い出しても幸せな時代だったわ。とにかく内幕クンの舌が肥えていてね、行く店行く店失敗がなかったもの」

「いやいやそんな」

「でもずば抜けていたのは隼君の部屋で出てくる一升瓶だったがね。陣じん内ない酒造恐ろしいわ！　伊い勢せ神宮御ご用よう達たしレベルの純米大だい吟ぎん醸じようをゴロゴロ送りつけてくれちゃってさあ！　おかげで週末は大体私達たち、隼はやぶさ君の部屋でぐでんぐでんに転がって朝を迎えていたし!!」

　ぐぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬー!!　と艶えん美びは頭のてっぺんから蒸気でも噴ふき出しそうなくらい顔を真っ赤にしている。何だか知らないが、あの推理マニアがダメージを受けるとは珍しい。

「納得がー、いーかーなーいー!!」

「何がだ推理マニ……うわ気持ち悪い!?　マフラーの動物生首をぐりぐり顔に押しつけるな!?　近くで見るとリアルだな!!」

「すねこすりのすねっきーだわ!!」
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　と、津つ川がわ先せん輩ぱいがくすりと笑った。

「あのねお嬢じようちゃん、そもそも内うち幕まくクンをオトそうと本気で考えているなら、基本がなっていないわよ」

「ぐぬ？」

「だって内幕クンってメガネ、タイトスカート、ガーターベルトを三種の神器に掲げているド変態だもの。ガーターベルトを指で引っ張ってぱっちんぱっちん鳴らすだけで視線の喰くいつきが半端ではなかったし」

「ぶふっ!?　ちょ、先輩、ノーです、ノー！　そんな事は決して……！」

「根本的に、理想の女性は女教師で一択だものねえ。困った性せい癖へきだわ」

「ノー！」

「まあ、残念な事に隼はやぶさ君が思い描く上から目線で厳しくも優しく導いてくれるパーフェクト美人メガネ教師は、そろそろ隼君にとって年下になりつつあるはずなんだがな」

「ノーォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!???」

　叫ぶ俺の隣となりでは、艶えん美びがスマホを取り出して何やら小声で自分の音声を録音し始めていた。一体何のメモを取っているんだこいつ。

　ともあれ。

「続きは歩きながら話しましょう。ついてきて」

「あ、はい」

「警察なんだから、基本的な情報はもう頭の中に入っているのよね？」

　言いながらも、津つ川がわ先せん輩ぱいは大きなパンフレットのようなものを差し出してきた。きちんとした資料というよりは、派手な見出しを最優先にした外部広報用、といったイメージだ。

　表紙でデカデカと笑う初老の男性の隣となりに書き込まれたキャプションを声に出して読む。

「超能力研究の第一人者、超心理人間情報工学教授、松まつ海かい博ひろし」

「第一人者も何も、超心理人間情報工学なんてゲテモノな学科、全国の大学見回したってここしかないんだがな。元祖ミルクレープラーメンみたいなものだよ」

　阿あ刀とう美み濃の里りさんが横から茶々を入れる中、俺は歩きながら（もちろん再度の確認のため）パンフレットをめくっていく。

「客観的で普遍性に富んだサンプルデータ収集のため、ＰＳＩ能力者のサイバーレインさん（一四）に全面協力を要よう請せい」

　くっくっ、とやはり美濃里さんは笑う。

「PSI_ver_RAINサイバーレイン。現役女子中学生超能力者。ま、そういう触れ込みのネットアイドル、って方が近いかな。動画サイトとかで水着になったり、歌ったり、スプーンを曲げてる。超能力の方は何でもありで、透視、念動力、治ち癒ゆ、十得ナイフより便利な人らしい」

　もっとも、知名度の面では『スプーンを曲げる人』より『ボーカノイドを模した３Ｄモデリングデータと一緒に踊る人』の方で有名だとか。

「うちの番組でも何度か出演したが、ファンの反応は本気で超能力を信じているというよりキャラ作りって方が近いかもしれないな。ほら、ナントカ星からやってきた天然系アイドルとか、フルーツの精せい霊れいを名乗る着ぐるみなんかと一緒。平たく言えば『可か愛わいければ何でも良い』だ」

「……研究論文って、ハンドルネームはありなんですか？」

「普通は本名じゃないとダメよ。でも、国民的なお笑い芸人とか一四ヵ国で翻ほん訳やくされているハードカバーの大作家とかが、芸名やペンネームのまま論文発表した前例があってね。そのままごり押ししたらしいわ」

　カツカツとヒールの音を鳴らしながら、先輩達たちは階段を上っていく。

「そもそも、松まつ海かい博ひろしって先生自体、とんでもない名物教授だからね。この先、大日本帝国憲法通用せずって看板を研究室の前に立てておきたいくらい」

「……念のためにツッコミますけど、日本国憲法でなく？」

「あの人にそんな常識は通用しない。本当、何で捕まっていないのかが不思議なくらいよ。まあ、才能はある人だから、誰だれかが死体をこっそり埋めているかもしれないけど」

　警察官の前ではあんまり笑えない冗談だった。

　で。




「その変人教授さんが、密室の中で胴体真っ二つにされて死亡しているだなんてなあ」




　カメラのストロボの閃せん光こうが、開いたドアから廊下側にまで溢あふれていた。

　外から部屋を覗のぞき込むと、内装は真っ赤に埋め尽くされている。単純な血の塊とも違う、得体のしれない不快な匂いで埋め尽くされていた。研究室、という触れ込みだが実際には大仰な実験器具で埋め尽くされている訳でもなく、テーブルの上にデスクトップ型のパソコンが置いてある以外は、仕事に使えそうなものは見当たらない。新しい発見をして世を賑にぎわせる事を期待されているというよりは、体裁を整えて変人を閉じ込めておくための部屋、といった印象だった。

　そして部屋の中央。

　真っ赤な色彩の主役は、仰向けの状態で、へその下の辺りから真っ二つ。断面からはみ出ているものについては詳細な描写を省きたいが、鋭するどい刃物で切断したようにも、骨格や筋肉の流れを意識して切断したようにも見えない。なんていうか、かなり強引にやった印象だった。

　両手に手袋をはめながら、俺は先せん輩ぱい方に向けてこう言った。

「案内、ありがとうございました。それじゃあこれで……」

「見学していって良い？　中まで踏ふみ込まないから」

「ペン型ＣＣＤで撮さつ影えいして番組で流す、なんて事やったら訴訟沙汰ですからね？」

　ついでにさりげなく現場へ踏み込もうとした推理マニアを押さえつけ、阿あ刀とう美み濃の里りさんに警告してから、俺は部屋の中へ入った。

　まだ現場検証は続いているようだが、遺体周りを優先的に行い、早く検死に回そうとしているみたいだ。鑑かん識しき達たちは『中身』がこぼれないように遺体を運び出すにはどうしようか、みたいな話に移っている。

　透明なビニール袋にはいくつかの証拠品が分けてあり、その中にカードキーがあった。

「衣服の内ポケットに。例の『密室』ってヤツですよ」

　鑑識さんの一人が教えてくれた。

「気になる点ってあります？　ああ、分かりやすい密室とかじゃなしに」

「財布も研究データの詰まったハードディスクも無事ですが、ズボンのベルトがありません」

「ベルト？」

「ええと、元が、その、変な方、という話ですので、元々巻いていなかったかもしれませんが」

「聞き込みの時に、一応調べてみましょう」

　遺体を迂う回かいして部屋の奥へ。パソコンまわりを見てみると……うわ、意外と古いな。まあこれはメール、レポート書き、後は別室のスパコンを操作するための端末でしかないんだろうけど。少し黄ばんだ家庭用のパソコンにケーブルで追加のハードディスクが繋つながっていた。でも、ＵＳＢメモリやデータチップといった持ち運びに便利な小型デバイスはないな。全部クラウドに投げているんだろうか。

　と、廊下側から退屈そうな推理マニアが声を掛けてきた。

「刑事さーん」

「何だ」

「それよりさあ、今はあっちの話の方が重要なんじゃない？」

「馬鹿馬鹿しい……」

「けど、ワイドショーどころか国営のニュースでも情報が流れ始めている。どっかのバカが動画サイトで事件をすっぱ抜いたせいで各局も大わらわだし。でもって日本のマスコミって記者クラブの力が強いじゃない？　トップダウンを無視して勝手に吹いたら総スカンの刑を喰くらう。つまり、逆に言えば警察も半ば認めて動き出しているって事なんじゃないのー？」

「美み濃の里りさん、こっそり録音していませんよね？」

「もちろん」

「ハイかイイエもつけて」

「うっ……。すまん隼はやぶさ君、もちろんイエスだ。以後気をつける」

　ポケットから取り出した携帯電話を目の前で操作し、観念したように阿あ刀とう美濃里さんは両手を挙げた。

　それを確認してから、俺は改めて口を開いた。

「『超能力殺人』なんてあり得ると思うか？　常識的に考えて」

「何で？　妖怪を犯罪に組み込む『パッケージ』が当たり前にある世の中なのに」

「あのな、それは恐竜の化石が見つかったからリトルグレイもいるんです、って言うのと同じだ。『今ここにないもの』をいっしょくたにするな。論が繋がっていないぞ」

「でも、裁判の証拠として『超能力の論文』が有効視され始めている。少なくとも検察はそういう形で提出し、裁判所が認めちゃうとこういう事態になる……」

「……超能力は、科学的な根拠に基づく凶器として成立するものと判断する、か。世界一馬鹿馬鹿しい裁判になりそうだな」

「いひひ。イギリスじゃあ西洋魔ま術じゆつ結社が誰だれかを呪った呪わなかった、秘ひ儀ぎを洩もらした洩らさなかったで訴訟合戦になったって公式記録があるけどね。今でも判決文は残っているんだよ」

　問題なのは、床で真っ二つにされている変人教授が学会に発表した『超能力の研究論文』だ。

　当然、世間の反応はマユツバの一択。ゲームで脳が壊こわれる説よりも胡う散さん臭く見られていたはずだ。ところが、どれだけアホ臭くても提出された論文は論文だ。そこには一定の『力』が備わる。

　警察の科学捜査、という言葉は有名だけど、そもそも『科学的』とは何だ？

　客観的かつ再現性に富んだ実験から得られたデータと、そこから導き出される永久不変の論理や公式。……そんな風に思っているなら大間違い。

　結局、これは『信じるか否か』という話に過ぎない。特に宇宙関連、素粒子関連なんかじゃ実験結果一つで前提条件全体がガラリと変わり、一年前まで通用していた公式が全く通じなくなる、って話も珍しくない。今までその公式に基づいて研究内容を決め、一〇億単位の予算を税金から搾り出していたにも拘かかわらず、誰だれ一人頭を下げたりはしない。挙げ句、いわゆる捏ねつ造ぞうされた論文だって、そうと気づかれるまでは『科学的』と信奉される。

『絶対の科学』は意外とコロコロ変わるし、『良く分からんが多分こうなっているんだろう。今はまだ証明できないけど理論的には正しいんだ』が割とすんなり受け入れられている。これは鑑かん識しきの技術だってそう。そして間違っていたって、そこに『悪意的な自覚』がない限りは罪にも問われない。この辺は政治家の謝罪と一緒だ。事前に知らなければオッケー、という風潮が蔓まん延えんしている。

　今回の件もそういう話。

『科学的』という棚に収まってしまえば、どんな論文だって『科学的』に扱われてしまう。

　九九・九％胡散臭い論文が提出されて、でも一〇〇・〇％否定された訳じゃないんだし、それを信じると言い放ったアホがいた。一度そうなってしまったら、周りがどれだけ反対したって閉じた法廷の中では『超能力殺人はできるもの』とみなされ、その前提に基づいて裁判が進んでしまう。だってこれ、きちんとした『科学的』な論文なんでしょう？　だったら『科学的』な法廷に持ち込んだって良いじゃないですか。たんたん、判決です。被告人Ａは有罪、超能力を使って被害者を殺害した罪で無期懲ちよう役えきとする。

　司法って何だ？　馬鹿じゃねえの？？？

「でも、超能力殺人アリの話を完全に取り下げるには、超能力は存在しない事を客観的に証明しないといけないんだよねえ」

「アホ臭い、付き合っていられるか。考えるまでもなく『ない』だろう」

「でもでも、改めて厳密に証明するのは結構メンドイよ。いわゆる『悪あく魔まの証明』になっちゃう。世界中の自称超能力者のトリックを全て暴いたって、『それでもまだ発見されていない超能力者が深山幽谷に隠れ住んでいるかもしれない』って反論されたらアウトなんだから」

「で、そうなると第一容疑者っていうのが」

「サイバーレイン。変人教授がサンプルデータを取るために協力を求め、個人的な繋つながりを持っていた現役女子中学生超能力者。現在、絶賛行方不明。その内『失しつ踪そう』から『逃走』にキャプション変わるのかなあ？」

　……頭が痛くなる。

　週刊誌の記事が現実になる、みたいな不思議時空にでも放り出されたのか、この国は。

「警察幹部の中には、冤えん罪ざいでも何でも良いからさっさと事件の幕を下ろせ、と考えている輩やからもいるのでは、なんていう話になっていたわね」

「あれ？　うちが拾った噂うわさ話だと、国政選挙の前にセンセーショナルな事件をパキッと解決して、正義のヒーローっていう記号性を欲しがっている政治家がいる、って線だったが」

　先せん輩ぱい方の吞のん気きな世間話を耳にしながら、俺は片手で頭を押さえていた。

　ご愁傷様、松まつ海かいさん。あなたが送り出した論文のせいであなたの事件の真相が遠ざかっている訳だから、これもまた自業自得なのかもしれないな。だけどできれば、俺達たち警察までは巻き込んでほしくなかったが。




　　　　　３（陣じん内ない忍しのぶ）




　昼休みも終わって五限目。

　馬鹿なんじゃねえのってタイミングで家庭科。ずばり調理実習なのだった。

「うおーん、忍クン。たまねぎの皮むきってどうやるのー？」

「ジャガイモ、ニンジン系ならいざ知らず、たまねぎでもうアウトかよ惑まど歌かさんや!?」

　セーラー服の上からエプロン、そして実際の食卓で誰だれがつけているんだろうという頭の三角巾。何とも初々しい感じの金きん融ゆうモンスター小こ手て蜜みつ惑歌だったが、思いのほか初々し過ぎたらしい。幼稚園児レベルのお手伝いがもうできんとは。

　とはいえ、俺もいっつもご飯は親任せだから、一人で自炊一丁こなせる訳じゃねえんだけど。

　と、見た目だけならパーフェクトな幼な妻と化しているクラスメイトは唇を尖とがらせながらこんな風に抗議してくる。

「えー？　だって、ご飯って基本的にお腹なかがすいたら勝手に出てくるものじゃない？　ジュースの自販機だってさ、コインを入れて使う事は分かっていても、中の構造まで知りたがる人は世の中にそんないないと思うけど」

「いかん惑歌さんの女子力がガリガリ減ってるぞう！　本人が気づいていない辺りが一番ヤバいぞう!!」

「そんなにー？」

「心がすっぴんになっています！　そんな格好で男の子の前に出るんじゃありません!!」

　ちなみに本日の課題メニューは豚の生しよう姜が焼き定食だった。……だから昼休み直後の五限目では重た過ぎる品目だっつってんだろって感じである。

　でもってうちの班の調理台だけやたらとピッカピカ。水や食材はインテリビレッジ産だからよしとして、学校置きっ放しのお皿や調理器具は健康マニアのお眼鏡にはかなわなかったんだろう。おそらく昨夜謎なぞのお掃除集団が校内に侵入したのだ。

「そういや惑まど歌かって夜食とか何摘まんでんの？　なーんかいつメールしたって速攻で返事が返ってくるから絶対深夜も動いているだろ」

「え？　電話一本ルームサービスは二四時間対応ですけど？」

「うわおー!!　マジで良いご身分ですこと!!」

　惑歌は難しい顔をしてたまねぎ表面に指を掛けつつ、

「ここ最近はネットアイドル関係が面倒臭いよー。連中、広告代理店挟まないで注目集めまくるじゃん？　サイバーレインとか新曲発表後二四時間以内に三〇〇〇万ＰＶ超え当たり前って感じだし。これってゴールデンのＣＭ以上の影えい響きよう力りよくだよ、信じられる？」

「サッパリ分からん。きゃーレインちゃんかわいー、くらいしか」

「そういうのが何の気なしに『今ＮＥＫＯ＝ＭＡＮＭＡの石狩スペシャルにハマっちゃってまーす☆　お食事なう』とかふざけたコメント出した途端に株価がガクンと変動すんの！　あんなの自律投資プログラムで対処できるか！　戦争やハリケーンだって前兆くらいあるわ!!」

　ぷりぷり怒っている惑歌さんは、どうやらレインちゃんのおかげで大損喰くらったらしい。

　……具体的にどれくらいの額、は聞くのが怖いけど。

　ちょっと離はなれた調理台、別の班では世界三大ヤンデレの一角、幼おさな馴な染じみの渚なぎさちゃんが絶好調なようだった。彼氏の明あけ智ち君に横から体重を預け、肩に頭を乗っけながら、

「……うふふ。ねえ見て明智君、ここは、こう、こうすれば良いのよ。ほら、ハートの形になった。奇き麗れいでしょう、私達たちの愛の結晶。ふふ」

[image: ]

「え、ええ、まあ、うん、刃物の扱いが滑らか過ぎてちょっと怖いけど……」

「そうしてね、ここで『隠し味』を入れるのがポイントなんだから。うふふふふ」

「待ってちょっと待っていきなりそれ入れちゃう毛はダメだよ溶けないよまだよーいドンから一〇分経たっていないけどもうそのラインなのちょっと待ってー!!」

　ああ、うん、心の中だけで冥福を祈っておいた。頑張れ明智少年、渚の愛はチョコレートよりも甘くてコールタールよりも泥沼でテトロドトキシンよりも致死性は高いが、貫いた先に何が待っているかは俺も知らない。まだ見ぬ果てを目指しておくれ。

　と、

「うおーん!!　陣じん内ない助けておくれー!!　渚ちゃんの扱いが分からないよう!!」

「馬鹿野郎、元カレに泣きついてくるんじゃねえ！　プライドがねえのかお前は!?」




　　　　　４（内うち幕まく隼はやぶさ）




　調査をいったん区切り、先せん輩ぱい達たちとも別れる。さっきも言った通りコンビニの棚がガラガラだったせいで昼食を食べ損ねていたので、お腹なかが減っていた。他の刑事と交代して休きゆう憩けいをもらい、久しぶりに学食を使わせてもらう事にする。ようは遺体を搬送するから、あっちこっちに警察関係者を歩かせて周りの注目を散らせという訳だ。ちょっと遅めだから、学食に入り浸っても学生さんの邪じや魔まになる事もないだろうし。

「胴体真っ二つで内臓でろでろの死体見た後だっていうのに、刑事さんも大分こっち側に寄ってきたよね」

「医者と一緒だ。慣れる人間だけが続けられるんだよな、哀かなしい事に」

　死者には固執しない。これが若造なりに得た教訓だ。できる限りはその線に従う。世の中には人の死に憤いきどおれと語る輩やからもいるが、そんな風になって復ふく讐しゆうの鬼と化した連中を何人も見てくると、流石さすがに虚むなしさの方が強く出る。一冊の本の中で『難病で死ぬ子供の話』が短編で一〇回以上雑に繰くり返されるような感じかな。そりゃ泣くけど、だから何？　っていうか。

「ほえー。ワンコインで結構色々食べられるんだね、カツカレーとかある。カツカレー!?　カレーだけじゃなくてカツも乗っかって五〇〇円なの!?　野菜だってゴロゴロなのに!!」

「お得感が一番強いのは海かい鮮せん丼どんだったはずだけど。牛タン定食は流石さすがに俺の時代でもなかったな。新しく追加されたのか、これにしよう」

　そんな事を言い合いながら注文し、トレイを受け取る。

　周りにいるのは割と派手派手なミニスカートの女の子が多い。まあ、一〇月下旬だしな。おそらく一年生だろう。長い長い受験勉強のトンネルを抜け、新生活の洗礼も終えて、最初の夏休みを乗り越えて、ようやく本当の意味で大学生活に馴な染じんできた頃。ぶっちゃけ一番はっちゃけている時期じゃないだろうか。

「にしても」

　……うーん、自分では違和感ないつもりなんだけど、やっぱり注目を集めているなあ。現役でここに通っている大学生からすれば、『中学校の校舎に知らない老け顔の高校生が入ってきたぞ』くらいの落差はあるんだろうか。ＯＢは哀かなしい。

「はふっ！　はふう!!　くそっ、ちゃんと美お味いしいぞこのカツカレー！　てっきり、フォークでつついたら硬い肉から衣がべろりと剥がれるような安物だと思っていたのに!!　むぐむぐ!!」

「いや違うか、不ふ謹きん慎しんな水着の女子中学生が目立っているだけだ」

「え？　冗談でしょ。殺人事件の現場近くで背広の刑事さんがうろついているからみんな興味津々なんだよ」

「はっはっは、いやまさかそんな」

　本日の主役の牛タンは薄うす切ぎりにして塩焼きにしましたといったシンプルなものだったけど、味は悪くなかった。ちゃんと牛タンのコリコリ感はキープしているし。豚の生しよう姜が焼きとか親子丼とか、定番コースに飽きたらこれをローテーションに組み込むのも良いかもしれない、と思うくらいには好感触だ。

「ほら推理マニア、マフラーちょっと貸せ。カレーついちゃうだろ」

「んー」

「せっかくお気に入りの……何だっけ？　ろくろ犬なんだから」

「すねっきーだわ!!」

　そんなこんなで世話してやりつつ。

「ねえ刑事さん、サイバーレインの話ってどう思う？　超能力殺人！　胴体ズバァー！」

「捜査情報、と遮るまでもないな。くだらない」

「だけど、今日も研究実験に協力するため、大学に来ていたはずなんでしょ？　でもって事件後はパッタリ消えてる」

「超能力はどうあれ、彼女はやっぱり怪しいって？」

「間違いなく彼女が犯人なんだけど、有力な証拠がない。だから超能力でも何でもでっち上げて有罪判決取っちゃえよ。だってどっちみち犯人なんだから！　……とか？」

「そういうのは暗あん礁しように乗り上げてからだと思うがね。まだ初動捜査の段階で、司法解剖も始まっていないっていうのに、上がそこまで焦るか、普通？」

　うーん、と推理マニアはスプーンを使って千切りキャベツとルーを混ぜ合わせながら、

「そもそも教授さんが命を狙われた理由って何なんだろうね」

「元々すごい変人だったって話だし、あっちこっちでトラブルを起こしていてもおかしくはないが。まあ、首を絞めるだのガラスの灰皿で殴るだのならともかく、胴体切断となるとかなり大掛かりなのは認めるよ」

「研究データを盗むとか、利害の線は？」

「そっちも一応。超能力研究ってのはテレビに出演して知名度を上げるためのパフォーマンスだったって話もあるらしいしな。教授さんの本来の専攻は情報工学だが、それだけじゃあ地味で研究予算を採れないようだ。つまり、きちんとした研究もやっていた、と」

　ＵＦＯだの幽ゆう霊れいだのを馬鹿正直に研究してはテレビ出演している方々と一緒かな。どんな手順を踏ふむにせよ、有名と無名の壁かべはやっぱり大きい。もちろん、有名な方が色々やりやすい。たとえそれが、テレビの中のピエロだとしても。その辺を割り切っている学者も多い。

　でも。

「やっぱり、胴体を真っ二つにする合理的な理由にはならないんだよな。なんていうか、わざわざ手間のかかる手段を選んでいるっていうか」

「刑事さん。死体を損そん壊かいするポピュラーな理由と言えば？」

「怨恨、死体の運搬、変態趣しゆ味みのお土産、指紋や歯型の場合は身元隠しもあるかな。噛かみ痕とか特徴的な傷口を隠すために、死体の一部分を抉えぐり取るって線もあるが」

　教授のパーツは全部揃そろっているみたいだし、今のところ、怨恨以外は当てはまりそうにない。もっとも、あれが『バラバラにして持ち運ぶための作業の途中で諦あきらめた』とかだったら話も変わってくるが。

「じゃあ死体の損壊に必要な手間は？」

「扱う道具による。包丁一本なら体重かけて胴体を切断するだけで二〇分はかかる。斧おのなら刃にこびりつく脂肪に気をつければ一〇分、チェーンソーなら一分、液体窒素を使えば三〇秒以内かな」

「剣の達人が日本刀使えば一秒だね」

「超能力ならゼロ秒か？」

　もっとも、威力の高過ぎる道具を使う場合は、床を傷つけないよう、巨大なまな板みたいなものを用意する必要がありそうだけど。そしてイレギュラーな道具を使えば使うほど、逆に容疑者は絞り込みやすくなってしまう。例えば、名刀を持っているのは剣の達人だけだ。

　あれ？　逆に言うと……？

「仮に超能力があったとして、超能力者は超能力を使って殺しなんてしたがるもんなのか？　そんなの、私が殺しましたって現場に名刺を置いて立ち去るようなものじゃないか」

「だよねえ……。私も最初はがっついたけど、でもそこ考えるとどうにもなあ……」

　たとえサイバーレインが変人の松まつ海かい教授に恨みがあったとして、だからこそ、超能力は使わないんじゃないか？　どこでも売っている包丁やカッターナイフを使った方がはるかに安全だと思うんだが。

　映画やドラマの中では超能力者が得意満面な顔で『科学的に死因は証明されないから殺し放題なのだ』と言い張っているが、実際にはそうじゃない。凶器なき殺人、遺体なき殺人。そんなので有罪判決が下った殺人犯なんてゴロゴロいる。ようは、証拠品とは『誰だれが誰に害意をもって行動したか』を示せれば何だって良い。アリバイ、動機、凶器、遺体、指紋にＤＮＡ、必ずしも全てワンセット揃そろわないと立件できない、なんて話ではないのだ。

　例えば焼死事件。可燃物の詳しい成分は分からなくても、ＡさんがＢさんに怪しい液体を振りかけた直後に発火・死亡した、という情報さえ集まれば強引だけど立件はできる。司法の場において、『死因不明』はそれほど強固な壁かべにはならないって事。

　とはいえ。

　トリックにせよ何にせよ、わざわざ胴体をぶった切るなんてそんな大仰な事をやらかした理由はサッパリなんだが。

　まあ、こういう時は、

「案外、逆に考えてみるのもありかもな」

「もしも胴体を切断していなかったらどうなっていたか？」

「例えば、普通に首を絞めて殺していた場合。どっちみち、変人教授と近しい位置にいたサイバーレインには一通り容疑がかかる。まあこれは置いておいて、切断しなかったら容疑がかかって困る人物がいた、って線は？　だとすれば、面倒な作業もやってみる価値はある」

　現場に長く留とどまる、一面に血が飛び散るから自分の衣服にも証拠が付着する、とリスクだらけだ。それを押して、どこかの誰かは切断芸をやってのけた。サイバーレインにしても他の第三者にしても、必ず利益はあるはずなんだ。

「まあ、何にしても徹てつ底てい的てきに情報を集めてからなんだけどな」

「期待しているよん」

「……何で警察が情報を集めるとお前に流れていく、って構図を信じているのか。その根拠を問い詰めても良いか？」

　そんな風に言い合っていた時だった。

　俺達たちの周り、学食の中にあった大学生達の視線の流れが、ざわりと移動するのを感じた。思わず釣られるように目線を動かすと、窓の方へ向けられる。

『部外者』に対する注目が、俺達からよそへ移った？　俺達よりも強力な『部外者』として認識される誰かがいる？

　一いつ瞬しゆん、遺体の搬送をイメージしたが、まさか堂々とキャンパスのど真ん中を横断させるとは思えない。

　そして窓の外、そこを行き交う人々の中に、特徴的なセーラー服を見て取った。

　腰まで伸びた黒髪は毛先の方だけ赤く染め、白地に赤いラインのセーラー服、膝ひざ上うえまであるブーツはプラスチックじみた素材に関節を足した未来未来したデザイン。

「……おい推理マニア、お前はここにいろ」

「んえ？」

　スプーンを咥くわえたままキョトンとする推理マニアに、俺は席から立ちながらこう言った。

「サイバーレインだ。どういう訳か構内にいるぞ、今から外出てとっ捕まえてくるから、お前は窓から観察！　到着前にあいつがよそへ消えたら、その方向を電話で知らせろ！」




　　　　　５（内うち幕まく隼はやぶさ）




　刑事ドラマみたいにいきなりバタバタ走り回ったりはしない。落ち着いて、冷静に。学食を出て最寄りの出入口から校舎を抜け、外へ。人混みに紛れるようにしながらゆっくりと歩く。遠目に見て追われていると分かれば相手だって全力で逃げ出す。できるだけ距きよ離りを縮めてからダッシュした方が確保もしやすい。

　……だっていうのにいきなり気づかれた。

　セーラー服の少女はぐるりときびすを返すと、短いスカートも気にせずスプリンターのように走り出してしまう。

「ああくそっ！　やっぱり社会人は目立つか!!」

　こうなるともう大幅に路線を変更するしかない。恥も外聞もなく背広で突っ走る。追い駆ける。刑事ドラマのような一幕に、あっちこっちから携帯電話のレンズを向けられるのが分かる。途中で、何かの実験なのか地面に置いたＲＣヘリのお化けみたいなのを踏ふみ潰つぶしそうになった。互いの距離は二〇〇メートルもないが、あちこち何度も校舎の角を曲がられると見失うリスクが出てくるので油断ならない。

　と、

「あらよっと」

「っ!?　きゃあ!!」

　突然、逃げるサイバーレインの横合いから推理マニアが飛び出してきた。一体どこで手に入れたのか、清掃用の手押しワゴンを思い切りぶつけようとしている。ギリギリの所で喰くいそびれ、逃亡者はバランスを崩しながらもさらに走る。

　追い駆け、推理マニアの横を通り過ぎる中でこう叫ぶ。

「危ないから下がってろ！」

「刑事さーん、おかげで最寄の校門からサイバーレインが遠ざかったっての忘れないでねー」

　そっち狙いか、可か愛わいくないヤツ。

　逃げる事で手一杯なサイバーレインは、いつの間にか細い路地のような所へ迷い込んでいた。コンクリートの校舎の壁かべと、敷しき地ち全体をぐるりと囲む塀の間にある狭いスペースだ。学生達たちにとっては体の良い物置スペースらしく、大量の自転車が自由に動ける範はん囲いをさらに制限し、奥の方には潰つぶした空き缶を詰めたゴミ袋が山積みにされていた。

　平たく言えば行き止まりだ。

　セーラー服の少女は最初、自分の背丈の二倍に匹敵するゴミの山の前でうろたえ、そして俺の足音に気づいて慌てて振り返った。脚は膝ひざ上うえまである未来未来した感じのブーツ、目線を彩るモバイルグラス。頭にはコスプレ警官なんて言葉がこれ以上ないほど似合いそうなピンク色の帽子を被かぶっている。……目元にあるハート形のペイントタトゥーも含めて、キャラ作りの一いつ環かんかな。捜査活動をしている身としては、いつでも録画、配信モードに切り替えられるメガネを向けられるのはあんまり面白い状況じゃないけど。

　サイバーレインは、何な故ぜだか離はなれた位置から開いた両手をこちらに向けて突き付けてくる。

　？　……降参の合図とは違うようだけど……？？？

「そっ、それ以上近づかないで！」

「私は警察です。あなたに命令されるいわれはありません」

「知らないの？」

　ひくひくと唇の端を震ふるわせながら、

「私はサイバーレインよ、私には鋼鉄でも引き裂く特別なチカラがある。それ以上近づいたら大変な事になるんだから！」

　……、んー。

　とりあえず頭を掻かき、腕時計で時間を確認する。

「午後二時一〇分、被疑者の凶器の携行を確認」

「えっ、あ？」

「ああ、凶器というのはナイフなどの道具に留とどまらないんです。例えば格かく闘とう技ぎを習得している、危険なペットを飼っている、などでも『凶器相当』として扱えます。つまり、物証ではなく状況なんですね」

　言いながら、俺は懐ふところに手を伸ばした。

　中から出てきたものを見て、サイバーレインの瞳どう孔こうが限界まで開く。

「だから、あなたが『凶器』を振りかざした場合は、こちらも相応の対処ができます。例えば、拳銃を取り出して威い嚇かくするとか。だってあなたは人殺しの道具を所持してこちらを害すると、自らの口で宣言した訳ですから」

「えっ！　ええっ!?　だっ、だって、そんな、超能力って、えっ、だって、分かるでしょ!?　こんな茶番……」

『信じてもらいたがっていた』誰だれかは、一転して『否定してもらいたがる』誰かになってしまった。

　下手なハッタリかまして逃げ出そうとするからこういう目に遭うんだ。

　だからもう、世界で一番馬鹿馬鹿しい方法でトドメを刺す事にした。

「午後二時一一分、任意から強制に切り替え、脅迫と殺人未遂容疑で被疑者を緊きん急きゆう確保。……後ろを向いて、両手を頭の上に！　ゆっくりと膝ひざをついてください、早く!!」




　　　　　６（内うち幕まく隼はやぶさ）




　現場整理などのため、大学構内には結構な数の制服警官も残っていたはずだ。サイバーレインについては彼らに預ける事にしよう。

「……私がやったんじゃない」

「だったら逃げなければ良かったんです。任意の段階なら供述や出頭命令を拒む事だってできたんですから」

　手て錠じよう付きで構内を歩かせながら、そんな風に言い合う。

「だって私には殺す理由がない。教授の元で頭に電極貼り付けていれば箔はくがつく、現役女子中学生超能力者のブランドはどんどん上がっていくんだから」

「その辺りはおいおい話を伺います」

「ズボンのベルト」

　と、サイバーレインが気になる事を言ってきた。

「なかったでしょ、ズボンのベルト。もっと突っ込んで調べてみなさいよ、私が犯人じゃないっていうのが分かるから」

「……？　それは一体……？」

　言いかけた時だった。

　校舎の角からひょっこりと推理マニアが顔を出した。ぶんぶん手を振る艶えん美びの両りよう隣どなりにはそれぞれ一人ずつ、制服警官が歩いている。

「刑事さーん、お巡りさん連れてきたー」

「お手柄だ民間人。初めてお前を褒ほめてやりたい」

　適当に言ってのけると、警官の一人が軽く会釈してくる。

「遅れてすみません、内幕さん。私は加か藤とう、こちらは有あり坂さかです。どうもよろしく」

「どうも。彼女が被疑者です」

「その、一度、所しよ轄かつの方に身柄を預けさせていただいてもよろしいでしょうか？」

「ええ」

　俺は手て錠じようを掛けられたままのサイバーレインの背中を軽く押した。これでようやく第一歩、か。鍵かぎのかかった研究室の中で胴体真っ二つにされた大学教授。胡う散さん臭い超能力殺人。誰だれと誰がどんな利害を結んでいるにせよ、この少女が中心近くにいるのは間違いない。本当に彼女が殺したのか、あるいは誰かにハメられたのか。たとえ後者だとしても、わざわざ手間を掛けてサイバーレインをハメようとする人間なら、やはり彼女と関わりがある可能性は高い。

　そんな風に思っていた時だった。

　ふと、本当に魔まが差したように、俺はぽつりと呟つぶやいていた。

「加か藤とうさん」

「はい？」

「身柄を預けるのは結構なんですが、ええと、手錠は返していただけないでしょうか。後日郵送という形も取れるんですが、その場合、課長から配送料を吹っ掛けられるかもしれないので」

「冗談ですよね……？　彼女は殺人事件の容疑者で、ここは屋外なんですよ。両手の戒めを解けだなんて」

「ですから、あなたの手錠を二重に掛けた後、私の方だけ外していただければ良いのでは？」

「……、」

「できませんか？」

　何か。得体のしれないものがふつふつと湧き上がるのを感じながら俺は先を続けた。

「もしかして、あなた達たちの手で私の手錠を外せない理由があると？　おかしいですね、手錠の鍵は家の鍵と違って、個体識別はありません。誰がどの手錠にどんな鍵を入れても開くはずなんですが。……そう、あなた達が持っているのが、本当に警視庁から支給された手錠の鍵であれば」

　反応は迅速だった。

　加藤と名乗った制服警官は腰回りのホルスターから即座にリボルバーを抜く。だがその腕が上がるより早く、俺は伸縮式の警棒を振って手の甲を思い切り叩たたいた。相手が銃器を取り落したところで、返す刀でその顎あごを横から殴りつける。

　ゴドン!!　という轟ごう音おんと共に加藤は地面に転がる。

　残るは有あり坂さか。こいつも騙だまされていた訳ではないらしい。サイバーレインまでは遠いと判断したのか、手近にいた推理マニアの腕を掴つかむ。引き寄せると、片腕一本で首を極きめ、自らの盾にする格好で、その側頭部にリボルバーを押し付ける。

　俺も俺で、すでに警棒を捨てて拳銃を抜いていた。

　互いの距きよ離りは三メートル。

「銃を置け、有坂!!」

「そちらこそ、雨あま恋ごい遙はるかをこっちに渡せ！　それで人質は解放してやる!!」

　あまごい。ああ、サイバーレインか。

「できると思っているのか？」

「なら、良い事を教えてやろう。俺の拳銃にはライフリングがない。つまり撃うった弾には線条痕がつかない」

　ガチリと、有あり坂さかは拳銃のハンマーを親指で押し上げた。ぐっと胃袋に緊きん張ちようが走るが、次の瞬しゆん間かん、ヤツは予想だにしなかった事をやらかした。

　いきなり銃口を外したと思ったら、足元で転がっていた加か藤とうの頭に向けて発砲したのだ。

　ズドン!!　という苛烈な銃声と共に、倒れていた影かげがびくりと一度震ふるえる。それきり、二度と動かなくなってしまった。

「有坂ぁ!!」

「そして昨今のレーザー加工技術を知っているか？　３Ｄプリンタの真逆で、プログラム通りに素材を削り取る技術だ。そいつを使えばまっさらな弾丸に好みの線条痕をつけられる。まるでお前の持っている銃から発砲されたようにな」

「……、どうしてそこまでしてサイバーレインを欲しがる？」

「銃声は響ひびいた。すぐにでも大勢がやってくる。お前は殺人犯になるぞ、内うち幕まく刑事。俺達は、どこにでもいるんだ。監かん察さつ医いが摘出した弾丸くらい、簡単に手に入る」

「超能力殺人なんて馬鹿げた見せかけのために、ここまで大掛かりに仕掛ける!?」

「それが嫌なら雨あま恋ごい遙はるかをこちらに引き渡せ。それで帳消しにしてやる！　人生を台無しにされたくなければ、ここで妥協しろ!!　木っ端公務員!!」

　息を吸って、吐いた。

　そして、改めて告げた。

「ふざけんな」

「そうか、残念だよ」

「こっちの台詞せりふだ。いいか、有坂。お前は今、拳銃を手に人質を取っている。そいつが実銃である事はもう証明してもらった。つまりこっちには躊躇ためらう理由が何もないんだ」

「ロサンゼルスなら危なかっただろう。だがここは日本だ。威い嚇かく射しや撃げき一発で始末書を書かされる国で、俺の頭を撃てるのか？　人質に当たったらどうする？　なあおい！」

「ああ、映画の中なら肩でも撃つか？　それとも拳銃だけ器用に弾はじく？　だがここは現実だ。人間ってのは心臓を撃ち抜かれたって指先を動かす。だから不随意運動一つ起こせないよう、俺はお前の頭のど真ん中を撃ち抜くぞ」

「銃を置け、内幕刑事！　あんたにできるのは誤って人質を死なせる事だけだ！」

「これが最後のチャンスだ有坂、ゆっくりと銃を下ろせ！　お前を殺したくない!!」

「内幕う!!」

「有坂ァァァあああああああああああああああああああああああああああああ!!」




　ッッッドン!!!!!!　という、心臓を叩たたくような銃声が炸さく裂れつした。




　花火のような匂いが鼻につく。それに鉄てつ錆さびの匂いが混じる。

　ぐらり、と推理マニアを盾に取っていた男の体が横へ揺れた。艶えん美びを掴つかんでいた腕から力が抜けていく。そしてその額の真ん中には赤黒い穴が空いていた。

　糸の切れた操り人形のようにあっけなく、有あり坂さか、いやそう名乗った誰だれかは崩れ落ちた。

　悲鳴すらなかった。

　俺は拳銃を懐ふところに戻しながら、倒れた被疑者に近づく。屈かがみ込み、その首筋に人差し指と中指を当てる。

「午後二時二〇分、被疑者死亡を確認」

「あ、ああ、あああ……」

　ぺたりと、へたり込んだままサイバーレインは青い顔で呻うめいていた。

　一方、推理マニアは今まで押さえつけられていた首回りをマフラーごとさすりながら、

「そこまでしてくれなくても良かったのに……」

「お前が心配だった」

「えっ、あ？」

　何やらうろたえている推理マニアを放って、俺は屈んだまま重たい息を吐いた。俺の処遇はどうでも良い。間違った事もしていない。それより今は、だ。

「……やっぱり偽物か」

　死体の懐ふところを漁あさって警察手帳を取り出し、開く。確かめる。身分証はパッと見それっぽく作られているが、ホログラムなど一部の偽造防止項目が再現しきれていない。……とはいえ、これは自分の持ち物として警察手帳を持つ俺だから分かる事で、その辺の通行人にちょっとかざした程度では気づかれないだろうが。

「制服にしてもそうだった。警官の制服は偽造防止のために、有名デザイナーに作らせて意匠登録もしていたはずだからな。こいつらのはコピー工場のブランドバッグと一緒だ。見た目はそっくりだけど、縫ほう製せいなんかをじっくり見れば違和感が浮かんでくる」

「刑事さん、その装備で警察署の中にまで入れる？」

「初見の俺が見破れたんだ。そんな訳がないだろう。監かん察さつ医いから弾丸を手に入れられるっていうのもハッタリだろうな。こいつらにそこまでの腕はない」

　例えば、俺が詰つめ襟えりやブレザーを手に入れたって、今さら高校の中には馴な染じめない。それと同じだ。『外』から見れば誤ご魔ま化かせても、『中』の人間なら一発で異物扱いする。

「こいつらがどこの誰だか知らないけど、つまり、警察署の中まで連れ込んじゃえば、とりあえずレインちゃんの無事は確保できるって訳かな」

「ああ。だが他人には預けられない。街をうろついている警官の誰だれが『こいつら』かは予測がつかないんだ。俺達たちの手でやらなくちゃ……」

　言いかけて、俺は口を止めた。

　何かに気づいた。そして改めて推理マニアにこう尋ねた。

「推理マニア。『こいつら』を呼んできた時、俺の名前は出したか？」

「いいや。それが？」

「……加か藤とうも有あり坂さかも、最初から『内うち幕まく刑事』と呼んでいた。俺の名前や動向をあらかじめ把握していたっていうのか」

　呟つぶやき、それから額に手を当てた。最も分かりやすい可能性と言えば、

「携帯電話か。傍受されているかも」

「だったらダミーのＳＩＭカードに差し替える？　非常用が一枚あるけど」

「いや、それなら」

　と、俺は今も尻しり餅もちをついたままのサイバーレインへ目をやった。

「そのモバイルグラス以外に、携帯電話やスマホはありますか？」

「う、ううん！　これ、便利だから、通話もメールも全部統一しちゃっているけど……」

「ならＳＩＭを差し替えて」

「ちょっと！　それじゃ刑事さんはどうすんの!?」

「推理マニア。お前のスマホと交換だ」

「ああもう、そう来たか。でもそれってずるくない!?　美お味いしいトコ総取りっていうか！」

　口論している暇はない。

　立て続けの銃声を聞きつけ、バタバタという足音が近づいてきた。学生達か、警察官か、それとも『あいつら』か。俺は手て錠じようを掛けられたままのサイバーレインの腕を取って立ち上がらせ、推理マニアと互いに背を向ける。

「後で安全な回線を用意する。だからそのスマホは捨てないでよね」

「お前も、ここから先は身の安全は保障できない。できる範はん囲いを超えたと思ったら速やかに手を引け。分かったな」

　言うだけ言うと、俺達はバラバラの方角に向けて走り出した。

　サイバーレインは何度も後ろを振り返りながら、

「ねっ、ねえ！　あれってそのままにしておいて良いの!?」

「良い訳がないでしょう！　それでも今はあなたの安全を確保するのが先です。誰が味方か分からない以上、表を歩く警官の群れの中にあなたを投じる訳にはいかないんです!!」

　事情を説明している暇がないので、どう誤解されても文句は言えない。今から俺は『警察官の格好をした、極めて怪しいが一応の分類は民間人』を射殺し、説明責任も現場保存も果たさずに立ち去った警察官として扱われる。

　同時に、殺人事件の第一容疑者と一緒になって、拳銃片手に行動する逃亡犯と。

「ともあれ、まずはホームグラウンドを目指します。連中の偽造技術なら俺の職場までは入れない。出入口で俺は逮捕されるでしょうが、そっちはお気になさらず。誤解は解けるし、あなたは安全に保護されます」

「あ、あなたの職場って……？」

「警視庁本庁です」




　　　　　７（菱ひし神がみ艶えん美び）




　とにもかくにも走った。

　私だってただ捕まる訳にはいかない。人目のない所で『制服警官』に捕まったら、さっきと同じ事になっちゃうかもしれないんだし。

　だからとにかく人の多いルートを通って、校舎の中へ飛び込み、事務局を目指した。

　刑事さんのケータイを叩たたきつけるようにカウンターへ置いた直後、廊下の前後からお巡りさん達たちが飛び出してきた。

「動くな!!」

「両手を頭の上に!!」

「わあ、わあ、わあ！　何よ、何なのよ！　私はただ落とし物を届けに来ただけなのに!!」

　とりあえず指示に従いながら、私は自分を取り囲む警官達をチラ見する。うーん、流石さすがに私の目じゃ刑事さんみたいにピタリと当てられないな。誰だれが本物で誰が偽者か、区別がつかない。

　……だとすると、全員退去させるしかないか。

　一度息を吸い込み、それから事務室の奥まで響ひびき渡る大声で叫んだ。

「やめてよ!!　このケータイは大事な証拠品なんだから！　アンタ達が私をパトカーに押し込んで何をしようとしたか、その一部始終を隠し撮どりしてあるのよ!!　だからこのケータイが欲しいんでしょう！」

「なっ」

　うろたえる警官達（？）の前で、すねっきーのマフラーをぶんぶん振り回しつつ、

「うえーん!!　ここの大学自治はどうなっているのよう、私はオープンキャンパスにやってきただけなのに、どうしてこの学校は変態警官なんかの餌えさ場ばになっている訳え!?」

　ズバン!!　とカウンター脇の扉が勢い良く開け放たれた。

　普段は大人しそうに見える事務員さん達が鬼の形相で警官へ殺到していく。

「アンタ達はそれでも人間かァァああああああああああああああああああああああああ!?」

「人の学校に土足で踏ふみ込むだけでも業腹なのに、そこまでやっていたとは……。二一世紀にもなって、まだ王様気取りで私腹を肥やしている訳!?」

「えっ、な、ちがっ、ちょ……!?　きっ、貴様ら、それ以上は公務執行妨害で……」

「はいはい屈するか勃起警官！　大学自治って言葉をナメんな！」

　よしよし。

　大学っていうのは公権力の介入を嫌う風潮が今でも残っているからね。好き勝手に闊かつ歩ぽして女の子をつまみ食いして学校の評判を勝手に落としていたなんて話になったら大暴れよ。

『囮おとり』は十分に効いた。刑事さん達たちも脱出している頃かな。

　刑事さんのケータイはここに置いて行っても良いんだけど、良心から回収しておいた。電源を切ってＳＩＭを抜き、追跡不能にしてから私はコソコソと掴つかみ合いの現場を立ち去る。

　さて。

　私としては刑事さんと違ってあちこち走り回る必要はない。得意でもないし。彼らをサポートするなら、『秘密基地』にでも籠こもってネットを駆使、後方支援に徹てつした方が良いと思う。

　ここからだと、六ろつ本ぽん木ぎのがあったかな。




　　　　　８（3rd person）




　八はち河かわ巴ともえと妻つま田だ澪みおはマンションのお隣となりさんだ。

　スポーツが得意で活発的な巴と、深窓で詩集でもめくっているのが似合いそうな澪。……周囲からはそういう印象を抱かれているが、この日本人形めいた長い髪の少女、妻田澪の得意科目はダンスで、カラオケではアイドルグループの歌は一通り熱唱できるミーハーな一面もあった。今も動画サイトで有名なサイバーレインというネットアイドルの振り付けを完全にマスターしていたはずである。ただ当人が恥ずかしがってあまり人前では披ひ露ろうしないというだけの話で。

「こんな事になるなんてねえ……」

　平日の午後二時半だというのに、二人の少女はマンションのリビングでぼんやりテレビを眺めていた。ついさっき昼食を食べたのだが、もうクッキーに手を伸ばしている。

　テレビの中では、相変わらず信号トラブルで列車が停とまったり、浄水設備の不調で濁にごった水が出るかもしれないと警告があったり、まあやりたい放題だった。

　インフラ関係のトラブルは最近頻ひん発ぱつしているが、ついに一定のラインを超えたようで、通学路の安全性を確保できないとの理由で学校が臨時休校になってしまった。やった休みだー、などとはしゃいでいるのはもちろん転落組で、学校で教えてくれないからこそ自力でモチベーションを保って勉強を続けるしかなくなる。何事も善し悪あしだな、と思いながら、巴は『昼食後の休きゆう憩けい時間』を満喫していた。

「お外は怖いね。やっぱり学校がお休みになるだけの事になっているんだね」

「この混乱じゃなあ。澪は人混みの中だとすぐ見失っちゃうからねえ」

「そ、そんな事ないよ」

　妻つま田だ澪みおは正座を横に崩したような格好でしっとりと座り込んでいた。腰まである長い黒髪に、白系の地味な長袖のセーラー。足全体を覆おおう黒系のストッキングもそうだが、休校日まで制服を手放せない辺りに、彼女の生真面目さが窺うかがえる。唯一のオシャレなんて前髪の髪留めくらいだ。

　妻田澪は、『人じん面めん瘡そう』の事件で中心人物に祭り上げられた少女だ。

　噓うその象徴である『人面瘡』を一〇〇、一〇〇〇、あるいはそれ以上浴びせられた弊へい害がいとして、今でも時折、その存在が限界近くまで希釈されてしまう事がある。

　それでも、彼女はこうして戻ってきた。

　巴ともえの実の父を殺し、親友まで奪おうとした卑劣漢を逮捕した『刑事さん』のおかげで。

「巴ちゃん、それはどうするの？」

「ああ、進路希望調査票？　ったく、三年になってからでも良くない？　こんなの。何だか小学校の頃の作文みたいで恥ずかしくて手が止まるのよねえ」

「うふふ、巴ちゃんは警察官を目指すんだものね」

「なっ、ちょ!?　勝手に決めつけないでよ、私は別にそんな……!!」

　そんな風に言い合っていた時だった。

　テレビの画面が突然切り替わった。

『番組の途中ですが、ここでニュースをお送りします』

「？」

　元々、まともな番組進行ではなかった。あちこちで電気や水道が止まっていて、そのお知らせばかりだった。巴達たちのマンションは奇跡的に幸せな方だった、というだけなのだ。となると、今度の臨時ニュースはそれ以上にインパクトがあるはずだ。

　そんな風に思って画面へ目をやっていると、アナウンサーはこんな事を言ってきた。




『本日午後二時過ぎ、港みなと区くの私立慶けい城じよう意い塾じゆく大学構内にて発砲事件がありました。容疑者は内うち幕まく隼はやぶさ。警視庁刑事部捜査一課の巡査部長で、容疑者は拳銃を携行し、別件の殺人事件の被疑者と共に逃走を続けているとの事です。内幕容疑者はすでに一名を射殺しており、近くにあった別の遺体との関連性についても捜査が始まっております。近きん隣りん住人の皆様はたとえ見かけても、くれぐれも近づかないようにしてください。繰くり返します、本日午後二時過ぎ……』




　意味が、分からなかった。

　免許証か何かのものだろうか、アナウンサーの横に表示された彼の顔写真は不気味なくらい不健康で、常の彼を知る者はそれだけで強烈な違和感を覚える。

　何だ、これは？

　一体何が起きている？

　そう思い、口をパクパクさせたまま巴ともえは傍らの親友へ目を向けたが、

「……あれ？　澪みお？？？」

　最初、また妻つま田だ澪の『存在感』が消えてしまったのかと思った。

　だが違う。八はち河かわ巴にも詳しい理屈や条件は分からないが、澪が消えるのは集団の中での話だ。一対一の状況でそう簡単に『消失』が起こるとは思えない。

　そうなると、本当にいなくなった？

　でも、どこに？

「澪!!」




　　　　　９（陣じん内ない忍しのぶ）




　家庭科の調理実習を経てヘヴィーな胃袋を持て余しながら数学の授業を受けていた。おかしなもので、ここまで腹がパンパンだとかえって眠気は出てこないものらしい。

　ちなみに横では明あけ智ち君が机に額を押し付けてしんなりしているが、これは単なる眠気じゃなくて豚の生しよう姜が焼き定食（愛の渚なぎさスペシャル）をしこたま喰くらった反動らしい。苦痛、諦あきらめ、そして何でか恍こう惚こつ。口から食べたのにケツでも掘られたような顔つきになっている。馬鹿だな、渚の手料理は基本的に無の心で食べるしかないってのに。味『だけ』思えばパーフェクトに美お味いしいので、中に『何が』入っているかは考えないようにしねえと心がやられる。また一つ大人になったな？

　と、遠えん慮りよがちなノックが聞こえてきた。

　暇人達たちが全員して音源の方へ目をやると、教室の前の扉が開いて、オドオド系担任教師が顔を出してきた。

「あ、あ、あのうー……陣内君はいますか？　ちょーっと、こちらに来ていただけますと」

　そして俺より先にタローや恋こい王おうがピクリと反応した。

「お前……陣内、ついに先生に呼び出されるような恋愛沙汰を……？」

「ここんトコ先せん輩ぱい系の三階ゾーンを不自然に出入りしているって話は聞いていたが……」

「うるさーい！　生徒会室が愛の補習授業の密室になってるって噂うわさ、あれガセな！　実際は恐怖の生徒会長に雑用押し付けられるだけだ、ちくしょうめ!!」

　ぶつくさ言いながら、とりあえず担任の指示に従ってみる。でもおかしいな、確かに呼び出される理由に心当たりがない。ひょっとして俺自身じゃなくて、惑まど歌かや渚絡みか？

　と、廊下に出た途端、何な故ぜだか担任教師は出欠簿ぼ代わりのタブレット端末を盾に、こそこそ内緒話モードになった。当然彼女の顔がグッと近づいてくる。

「あ、あのですね、先生もこういうケースは初めてでして、その、どう対処して良いのか困るんですけど……」

「むちゅー」

「何でえいきなり先生にキスを求めてくるんですかー陣じん内ない君!?」

　チッ、脇がガラガラな風を装っているけど意外と機敏なんだよな、この先生。あと一押し、何かが足りない。要研究、と。

「具体的にどんな話なんですか。大おお百足むかでの件で小学校ぶっ壊こわした話はもう誤解解けましたよね？」

「そ、そのう、もちろん詳しいお話は生活指導室で、という事になるんですけど、事前情報として、まずこれ見ていただけます？」

　生活指導室とは穏おだやかじゃねえけど、その割に先生は特にぷりぷり怒っている風でもない。本当に何なんだこれ？　と成り行きを見守っていると、担任教師はタブレット端末を差し出してきた。

　表示されているのは、テレビ局が動画配信しているニュース番組らしい。

『繰くり返します、サイバーレインの名前で活動し、殺人事件の容疑者と目される一四歳の少女と共に逃走を続けているのは警視庁刑事部捜査一課所属巡査部長、内うち幕まく隼はやぶさ。彼は拳銃を携行しており、また私立慶けい城じよう意い塾じゆく大学で最低一人を射殺しています。彼は非常に危険です。近きん隣りん住人の皆様は、もしも発見しても無む闇やみに近づかず……』

「……マジかよ……」

「え、ええと、マジみたいです。陣内、内幕、とお名前が違うため、すぐにパニックは起こらないと思いますが、じきに校内でも話題になるはず。ですからですね、もし陣内君が早退を望むのであれば、先生達たちも協力して裏からこっそり……」

「マジかよーっ!!　叔父さん、話題のレインちゃん連れ回して都内でサバイバルデートしてんの!?　ちょっと代わってちょうだいよお！　やりたい放題じゃんかよお!!」

「そっちなんですかーもう!?」

　だって、ねえ。あの正義感の塊、ドラマの中で生きているような叔父さんが何の理由もなく人を殺すはずないし。

　ていうか、いつの間にか殺人事件の容疑者にされているレインちゃんと一緒に逃亡しているとか、いかにもって感じじゃねえか。




　　　　　10（菱ひし神がみ艶えん美び）




　こう見えてもあたくし、いわゆるビルズ族でしてよ？

　そんな訳で六ろつ本ぽん木ぎの超高層ビルのマンションエリア、その一室へ踏ふみ込んだ私は、デスクトップのパソコンの電源を入れると、ネットフォン用のヘッドセットを取り出した。さっさと情報屋とのラインを確保する。

　情報屋、って言っても相手は一人きりのエキスパートじゃない。

　街のビラ配りとか、タクシーの運転手とか、レストランのウエイトレスさんとか、不特定多数の世間話を雑音として耳にしている人はたくさんいる。そして、そんな中には世のため人のために働きたいけど方法が分からない、といったケースだってある。

　だから私は、彼らを線で結んで、話し合う場を作ってあげた。

　それぞれ一つ一つは似たようなジャンルの人達たちを束ねた、極めて小さなネットのコミュニティ。でも私が統合・管理する事で、おおよそあらゆるデータを手に入れる巨大な傍受システムと化す。私が警察だの病院だのの情報にも詳しいのもこのためね。自販機の作業員とか清掃のおばちゃんとか、まあ色々協力者がいるって訳。

「ふうー……」

　いつものスマホが手元にないから、どうにも頭が回らないな。あれの手書きメモ機能、情報整理にはかなり便利なんだけど。何となく手持ち無沙汰でマフラーのすねっきーフェイスをムニムニ。

　ともあれ、頭の中で『聞きたい事』をまとめてみる。

　さて、誰だれにどの質問を飛ばすのが効果的かな……。




　　　　　11（内うち幕まく隼はやぶさ）




　手て錠じようを外したサイバーレイン……雨あま恋ごい遙はるかさんと一緒に街を歩きながら、俺は家電量販店のウィンドウで飾られているテレビの群れに目をやって、大変ブルーな気持ちになっていた。

　うわあ、悪人顔が極まっているなあ!!

　まあ身に覚えのない汚名を晴らすため都内を駆けるスーパーポリスマン！　とかじゃなくて、撃うち殺したには撃ち殺したんだが。

「だっ、大丈夫なの、こんな街中をうろうろして。今は一億人が携帯電話を持っている世の中なのよ。みんなカメラを持っていつでも送信できる時代なのよ。なのに……」

「実際のところ、列車の信号トラブルだの関連する渋滞だののせいで、今は平時より多くの人で溢あふれています。つまり人垣が顔を隠してくれる。それに警官達は交通整理で忙しいので、十全な巡回を行うための人海戦術要員を確保できない状態にあります」

「つ、つまり、火事場泥棒が起きても追い駆けられないような……？」

「内緒ですよ。表に露ろ見けんしたらそれこそ大パニックになる」

　特徴的なセーラーや目元のペイントタトゥーも、実は文化祭シーズンの大学近くならさほど珍しくもないし。そしてあちこちに敷しかれるであろう検問に一番強いのは、実は徒歩だ。というより日本の検問そのものが『車道』を食い止める事を想定している、と言った方がニュアンスは正しいか。駅や空港といった公共交通機関の出入口に近づかない限り、よほど怪しい動きをしなければ歩道で捕まる事はほとんどない。

「とりあえず警視庁本庁まで向かいましょう。ここは港みなと区くだから、桜さくら田だ門もんまでそう遠くない。徒歩でも十分に行ける距きよ離りです」

「ち、ちょっと！　でも、そこって皇居とか国会とかの目と鼻の先でしょ？　私達たち、警官から逃げているんじゃなかったっけ!?」

「本物の警察官なら問題ないんです。それに、『あいつら』だって警備体制が厳重な場所までは踏ふみ込んで来られないはず。むしろ、こちらとしては味方が増えると思って構わない。そうでしょう？」

　もちろん、サイバーレインが本当に松まつ海かい教授の胴体を真っ二つにしていなければ、の話だが。

「それと誤解なきよう注意しておきますが、俺は完全なあなたの味方という訳ではありません。あなたに身の危険が迫っているから保護しているだけで、あなたの嫌疑まで晴れたという事にはなりません」

「……はあ」

　と、現役女子中学生超能力者は重たい息を吐いた。

　それから、自分が掛けていたモバイルグラスを片手で外し、

「長い付き合いになりそうだから、この辺りで情報共有しておいた方が良いかもしれないわね」

「これは？」

「モバイルグラスって、ようはメガネの形をしたスマホよ。ネットも通話も、そして録音・録画も簡単操作で行える。……口で説明するより、私の目線を追体験してもらった方が早いわ」

「録画していたのか……。遺体の発見当時の事を!?」

　慌ててモバイルグラスを受け取り、顔に掛ける。不慣れなのでサイバーレインに手順を教えてもらいながら操作すると、動画の再生が始まった。

　最初は、大学構内の階段を歩いている映像だった。

　普通のカメラと違って彼女の首や目線の動きに合わせてふらふら揺れるので、注意しないと乗り物酔いになりそうだった。

「教授のズボンのベルトの話をしたでしょ」

　横からそんな風にサイバーレインが言う。

　映像は、階段から廊下へ。そしてずらりと並ぶドアの一つ。ノックをする手が、不自然に止まった。硬い感触が返ると思ったら、そのまま、ぎい、と奥に向かって扉が動いたからだ。

「あのベルト……というより、正確にはそのバックルは、変わり種のＵＳＢメモリなの。教授はネットストレージやクラウドの防ぼう壁へきを信じていなかった。だからいつでも手元に置いて、しかも絶対にスリだの引ったくりだのに盗まれない記き憶おく装置を好んで使っていたわ」

　教授、と過去の少女が扉の隙間へ声を放つ。

　不ふ審しんに思って扉に手をつけ、ゆっくりと開く。奥へ。そこで仰向けに倒れている、初老の男性を発見する。右の脇腹が真っ赤に染まっているが、それは切断したというより、刺したような傷に近い。

　……いや待てよ。これって……？

「あなたが発見した時は、まだ扉の鍵かぎはかかっていなかった。そして最初に見つけた時は、まだ遺体は切断されていなかった……？」

「他にもあるわ。一時停止して、巻き戻して。もう一度、遺体の様子をちゃんと観察して」

「……？」

　指示に従うと、サイバーレインが何を言いたいか分かってきた。

　へその下。ベルトのバックルの、すぐ左手側。そこにいくつもの傷が走っている。

「盗難防止のため、ベルトのバックルは暗証番号を揃そろえないと開かない。まるで貞操帯よね。だけどそのせいで『犯人』は焦った。何としてもバックル型ＵＳＢメモリを手に入れるために、最初はベルトそのものを切断しようとしたんだけど……」

「手持ちの刃物じゃどうにもならなかった」

「教授は自慢していたわ。カーボン何とかって言って、ダイヤモンドよりも硬くて柔軟性があるんですって」

　画面の中では、部屋の中に飛び込んで教授の傍そばに屈かがみ込み、何度も強く呼びかける行為が続いていた。不用意に肩を掴つかんで揺さぶらなかったのは、余計な出血を招く事を恐れたためか。

　やがて、視線は何かに気づいたように大きく振り回される。

「なのに、『犯人』は諦あきらめなかった。何としてもバックルを手に入れたい。ベルトを切断できないなら、何を切断すれば良い？　そのために必要な道具は？　死体も現場も放り出して探しに出かけたなら、『犯人』はいずれ戻ってくる。もっと凶悪な道具を携えて。ここで鉢合わせたら私はどうなるの？」

　それが、遺体切断の真実。

　研究データの詰まったベルトを盗むため、何者かは胴体の方を切断した。

「だからあなたは逃げたのか……」

「でも、結局罪悪感には勝てなかった。きびすを返して研究室に戻ろうとしたわ、捜査に協力するために。そうしたら、警官だの学生だのがみんなして言い合っているじゃない？　胴体切断とか、超能力殺人とか……サイバーレインがやったとか。訳が分からなかったわ」

　俺はモバイルグラスを外した。

　サイバーレインは、静かに己の唇を噛かみ締しめていた。

「最初は、確かに話題作りのためだったわ。私だけじゃなくて、向こうもそうだったと思う。私達たちは、お互いにインパクトを求めていた」

　もういなくなった人の、最期の時。それを押さえたモバイルグラスを、まるで遺い影えいのように胸にかき抱きながら。

「だけど、悪い人じゃなかった。確かに変人だったけど、どんなに馬鹿馬鹿しい事でも一笑に付して門前払いするんじゃなくて、一通り全部真面目に調べてくれた。取り合ってくれた。そんな人だったのに……」

「これは大事な証拠です。今からでも、警察に届ける事ができれば」

「誰だれが信じるの、サイバーレインなんて。デジタルデータはいくらでも加工できるし、私は元々ネットで広く活動していたわ。難なん癖くせつけられたらそれでおしまいじゃない」

　返す言葉がなかった。

　何とか言葉を紡ごうとし、しかし上う手まくいかない俺の耳に、着信音が鳴った。

　預かっていた推理マニアのスマホだ。

「どうした？」

『良い情報と悪い情報だよ。まずは良い方から。刑事さん、今回の件で、真っ先に調べておきたいところと言えばどこだと思う？』

　松まつ海かい教授、制服警官に化けた『あいつら』、サイバーレイン本人……。色々あるけど、一番不自然で、かつ現場を警官達たちに固められていない場所と言えば、あそこくらいかな。

「検察か裁判所。そもそも、どういう経けい緯いで『超能力殺人』の論文が科学的根拠アリとして採用されたのか」

『ビンゴ。私もそう思ってちゃちゃっと調べてみた。ごり押ししたのは担当検事の卯う月づき湊みなと。……でも、これだけでもうおかしくない？』

「容疑者が逮捕、起訴される前から事件に検事がついていた？」

『レインちゃんをハメるための事前工作は水面下で着々と進んでいた、って訳かな。私の方で検察局に電話一本かけて、「あの論文には捏ねつ造ぞうデータが混ざっており、これを発表したら論文全体の信用性が地の底まで落ちるから裁判の採用も取り消しですね。そうなったら計画はご破算で、あなたはパートナーからどんな報復を受けるでしょう。嫌なら金一封用意してください」って揺さぶろうとしてみたんだけど』

　おいおい。聞いちゃまずい事を聞いていないか？

　そんな風に思う俺を無視して、推理マニアはこう続けた。

『……ここから先が悪い話。卯月湊は昼休み以降、検察局に戻って来ていない。外出の予定もないのに突然ね。ケータイもオフのまま。つまり揺さぶろうにも捕まらなかったの』

「ちなみに例の論文が採用されたのは？」

『午後一時三〇分。事件発生直後。つまり裁判所で採用が決まった瞬しゆん間かんに消えてるかもしれない』

　用済みになって消されたか、あるいは消されようとしているか。

「自宅に電話は？」

『入れたよ。応答なし』

「向かってみる、場所を教えてくれ」

　通話を切ると、サイバーレインが怪け訝げんな顔になった。

「向かうって……どこに？　どうして!?　私達たちは、これから警視庁に向かうんでしょう。教授を殺した連中から守ってもらうために！」

「……申し訳ありません。これについては、こちらは謝罪するしかない」

　俺は素直に頭を下げた。

　逆に相手は面食らったようだが、今は構ってもいられない。

「だけど、事件に関わっていると思おぼしき検察官、卯う月づき湊みなともまた、命を狙われている事はあなたと変わらないんです。俺には人の命に甲乙をつけられない。定型通りに増援を呼べない以上、直接様子を見に行くしかありません。わがままに付き合ってはいただけませんか？」

「……、」

　サイバーレインは俺から目を逸そらし、自分の髪を指先でいじって、それから観念したように大きく息を吐いた。

「分かったわよ！　それで行きましょう。ただし卯月が生きているにせよ死んでいるにせよ、確認したらおしまい。一刻も早く私を警視庁へ連れて行って」

「ありがとうございます」

「お礼を言われるような事はやってない。ただ、当たり前の事をするのがとても難しい状況になっているってだけでしょ」

　方針を転換し、俺達は卯月湊の自宅を目指す事にした。

　そこにいればそれでよし、いなくても、身を隠す場所のヒントになるものでも見つかれば良いんだが……。




　　　　　12（内うち幕まく隼はやぶさ）




　卯月湊の自宅は湾岸沿いの埋め立て地にあった。当初は高級マンションが建ち並ぶ予定だったようだが、液状化現象の問題が露ろ呈ていしたおかげで計画が中止された場所だ。おかげでいわゆる『いわくつき』、都心部にしては滅法安い値段で建売住宅が売りに出されている区画でもある。

　呼び鈴を押したが反応はなかった。

　小さな門を潜くぐって玄関のノブを摑つかむと、そのまま回ってしまう。

「……、」

　サイバーレインと顔を見合わせてから、ゆっくりと開ける。中へと踏ふみ込む。どうするか迷ったが、結局靴は脱いで上がる事にした。サイバーレインはブーツを脱ぐのに四苦八苦し、意外とお行ぎよう儀ぎが良いのか帽子を脱いでいる。モバイルグラスはそのまんまだが。

　廊下を歩いて、最初にある扉を開くと、そこはリビングだった。

　そしてその真ん中に、うつ伏せに倒れる若い男性がいた。

「卯う月づきさん!?　くそっ!!」

　慌てて駆け寄り、その肩を掴つかむが、もはや人体というより荷物だった。うつ伏せから仰向けに体勢を変えると、脇腹の辺りに血だまりができている。『あいつら』の方が早かったか！

　と、

「きゃあ!?」

　今度は背後でサイバーレインが叫んだ。

　思わず懐ふところの拳銃を意識しながら振り返るが、彼女は何な故ぜだか一人きりでわたわたとモバイルグラスに触れている。

「どうしました？」

「えっ、あの、その、いきなり、モバイルグラスの調子がおかしく……」

　死体の発見に、機材の不調。まるでホラー映画の心しん霊れい現象だ。

　そんな風に思っていると、ダイニングスペースに繋つながるドアが無造作に開いた。

　タンクトップにホットパンツの若い女が、酒瓶片手にひょっこり顔を出す。

「菱ひし神がみ、舞まい……!?」

「はいはい、とりあえずそのメガネ、遠隔操作で機能を掌握させてもらったよ。私達たちみたいなのにとって、そういうのが一番厄介なんだ。何でもかんでも録画しやがって、はっきり言うけどいつ殺されても文句言えないよ、それ？」

　死体の前だというのに、舞は極めて適当な調子だった。

「あと、ここに入るんなら手袋くらいしたら？　まあ、こっちも今からアルコール使って痕跡消すところだからさ、触ったトコ教えてくれればサービスするけど。とりあえず死体とドアノブだけ？　他にはない？」

「痕跡を、消す？　ひょっとして、お前がこれをやったのか……!?」

「私の手際を舐なめんなよ。すねこすりが死体見た途端、派手にチビりやがってさー、これから床のお掃除。ちなみにあいつは庭で猛省中だよ、挨拶していくならご自由にどうぞ」

　何でこんな女がサイバーレインの件に顔を出しているんだ。

　こいつが得意とするのは、もう『事件』じゃなくて『戦争』に近いものばかりなのに。

「認識は間違ってないよ」

　まるで心でも読むように舞は言った。

「私が踏ふみ込んだんじゃない、アンタ達が踏み込んできた。……そもそも今回の件についてどこまで知ってる？　ベルトのバックル型ＵＳＢメモリには何が入っていた、それを追ってる連中の素性は、いいや、根本的に松まつ海かい博ひろし教授は何者だった？」

「何だって……？　教授は何者だった？？？」

　舞まいが俺達たちの先を行っているのはいつもの事だが、最後の質問だけは毛色が違った。俺達はそんな風に考えた事もなかったのだ。

「おいおい、松まつ海かい博ひろしって『偽名』を耳にした時点であれを思い出さない？　北の大地の赤煉れん瓦がホテルで百鬼夜行のクーデターに巻き込まれた時、才子佳人って組織の構成員が揃そろって名乗っていたでしょ。ホテルの従業員を皆殺しにして、そっくり入れ替わっていた連中が使っていた『偽名』だよ」

「……ちょっと待て。それってまさか」

「ああ、才子佳人そのものじゃないよ。あれはみんなで使えるフリーな偽名だから。だけど、あれと同等の『組織』が一枚噛かんでいるのは間違いない。つまり、最初の最初っから私達の領域の話だったって訳。分かった？」

　冗談じゃない。何一つ理解できない。

　だとしたら、ここが『舞の世界』だとしたら、俺達は何にどう関わった？　どんな地雷を踏ふんでしまったっていうんだ!?

「あの教授さんは、いわゆる『メンバー』の一角だよ」

「メンバー？」

「青あお行灯あんどんが募集している、ね。そしてバックルの中にあったのは、ヤツ自身を組み込む予定の『パッケージ』の起動に使うプログラムだった」

　そう、松海教授の本来の専攻は情報工学だった。超能力研究はテレビに出演して知名度を上げ、研究予算を採りやすくするパフォーマンスという話もあった。

「……それを、横から奪ったヤツがいた？」

「構図は分かってきたかな。もちろんそいつは青行灯の仲間じゃない。むしろ、状況は青行灯グループと、そいつを潰つぶそうとする別のグループとの鍔つば迫ぜり合いに近いって訳」

　教授からバックルを奪った連中にとって、胴体切断はイレギュラーな事態だった。

　ただ刺殺してバックルを奪うだけなら有象無象の産業スパイのせいにできたかもしれないけど、あれのせいでグロテスクが極まった。誤ご魔ま化かしが効かなくなった。だから急きゆう遽きよ、超能力殺人なんてセンセーショナルな見出しをつけて、マヨネーズをドバドバ注ぐように本来の味付けを潰してしまおうとした……？

　今の俺達にとっての大本命。

『青行灯の敵対者』とは……？

「『あいつら』は一体何なんだ？　どうすればサイバーレイン……雨あま恋ごいさんの嫌疑を晴らす事ができる!?」

「そこで大元の青行灯に喰くいつかない辺りは弁わきまえているか。ま、そっちは私の仕事だし。『あいつら』は金輪奈落って呼ばれている。組織としては下の下、というより、わざとレベルを落とした戦力を大量確保しているって方が近い。言ってみれば、百鬼夜行が高級料亭で金輪奈落はファストフードの王様ってところかな」

「……？」

「ようは、全員使い捨てって事。借金だの虐待だのストーカーだの『大きな犯罪組織』とトラブっただの、色々問題抱えた連中をスカウトして、その問題を肩代わりするから、お前は私達たちの仕事をこなして刑務所に入れ、って指示を出す。上手にやって帰き還かんするんじゃなくて、捕まるトコまで織り込み済みって訳。ま、場合によっては家族を救うからお前の命を寄越せってパターンもあるらしいけど」

　それでようやく合点がいった。

　制服警官に化けていた加か藤とうと有あり坂さか。彼らは正体が露ろ見けんすると、まず仲間を撃うち、続けて無む謀ぼうな脅迫交渉を行って俺に撃たれた。

　あれは勝つための行動じゃない。自殺するために推理マニアを盾に取ったのか。

「だけど金輪奈落は純粋な傭よう兵へい集団で、自らの主義のために殺しに走る事はない。つまり、ヤツらを雇って青あお行灯あんどんグループの動きを止め、その歯車としてアンタ達を利用した『依い頼らい人にん』が別にいる」

「……そいつは誰だれだ？」

「聞いたら後悔するよ、お巡りさん」

「どっちみち、顔も見えない誰かとはすでに敵対している。状況を考えれば回り道はできない。だから教えろ、そいつは一体どこの誰だ!?」

　舞まいはゆっくりと息を吐いた。

　それからこう言った。

「そもそも、青行灯は一体何を狙っていると思う？」

「まどろっこしい事はやめ……」

「答えは永なが田た町ちよう」

　さらりと出てきた言葉に、俺はいきなり心臓を鷲わし掴づかみにされた気分になった。

　パクパクと口を動かし、しかし声も出ない俺に、舞は続けて言い放つ。

「正確には、地下鉄の永田町駅。……アンタも聞いた事ない？　国会議事堂から最も近いその駅の地下深くには、国会議員や官僚のために用意された最大規模の核シェルターが隠してあるって噂うわさ。たとえ外交戦略に失敗して核戦争が起きても、それを起こした連中だけは何の責任も取らずに安あん穏のんと生き延びられるように」

「……、」

「だけど、あそこにあるのが本当にただの核シェルターだと思う？　若手の代議士なんかも結構信じちゃっているんだけどさ、真実はそんなものじゃない。所詮は人気商売、いくらでも首のすげ替えが効く議員連中を守る程度のちゃちな施設じゃないのよ、あそこは」

　つまり。

　俺達たちの敵は。

「青あお行灯あんどんに、扉を開かれては困る者」

　舞まいは、そう告げた。

「そして、割とポコポコ新設される閣僚ポストの連中も知らない、永なが田た町ちよう駅の真実を本当に掴つかんでいる一握りのＶＩＰ、その誰だれか。それが、アンタ達が仕留めるべき標的よ」
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　ぐらり、と。視界が大きく揺らぐのを感じていた。

　国会議員？　閣僚ポスト？　それ以上？　永田町駅の真実を知る一握りのＶＩＰ？

　敵を表現する言葉は増えても、かえって輪郭はぼやけたような印象だった。それくらい、相手の位置は深い。まるで都市伝説の怪物をそのまま追い駆けているような。

　本当に、何とかなるのか。

　そんな疑念とも恐怖とも取れない感情に苛さいなまれている間にも、時間は進む。

　今度は推理マニアのスマホが鳴った。

『中継だよ。刑事さんの番号に掛かってきたから最初は私が応じたけど、必要なら刑事さんにも繋つなげる。どうする？』

「……相手は？」

『美み島しま純じゆん。警察庁所属の警視長。……もう、上には警察庁長官を含めて二つくらいしかポストがないっていう大物だね』

　あの人か……!!

　歯噛がみし、顔中から脂汗を流しながら、しかし俺はこう答えた。

「繋げてくれ」

『りょーかい。でも刑事さん、くれぐれも気をつけてよ。これまでとは格が違う』

　プツッ、と小さな音が鳴ったと思ったら、別の電話相手と切り替わった。

　相手はあくまでも柔和な声でこう尋ねてきた。

『やあ内幕君、どこまで気づいている？』

「永田町駅の最深部には、一体何が眠っているんですか……」

『うん、上出来。電話では話せないからさ、どこかで顔を合わせてくれないかな』

「……、」

『ああ、もちろん警戒するべきだ。だけど応じなければ、君達はそこでどん詰まりだと思うけどね。新しい情報なら何でも欲しいって感じなんだろう？』

　図星だった。ここは応じるしかない。

　具体的な待ち合わせの段取りを済ませると、俺はふと疑問に思った事をそのまま話した。

「どうして俺にヒントを与えるんですか」

『前から言っているだろう。君には期待をしているんだ』

　通話は切れた。

　途端にサイバーレインが何か言おうとしたが、その前に俺は人差し指を立てて遮った。

「今回は俺一人です。あなたが出てくるのは危険過ぎる」

「そうだよ。刑事さんさあ、警察庁のＶＩＰが外で人と会う……それも拳銃持った逃亡犯と会うのに護衛をつけない訳はないって事くらい分かってんだよね？　考えなしに出張っても黒服のＳＰ連中に取り押さえられるのがオチなんじゃない」

「……、それについては、一応考えもあるさ」

「どんな？」

「途中でスーパーかデパ地下にでも寄るよ。必要なものを揃そろえる」
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　どこにでもある大手チェーンの喫茶店はどこにでもある味しか出せなかったが、その日は大勢の客が押し寄せていた。信号トラブルで列車が停とまり、道路もあちこち渋滞で、みんな徒歩で移動していたため喉が渇くのだろう。店内のスペースはおろか、外のオープンスペースにまで人は溢あふれている。

　そんな中、いくつかある丸テーブルの一つに腰掛け、俺は時間を潰つぶしていた。

　Ｌサイズのアイスコーヒーが半分くらいなくなったところで、すぐ近くの別のテーブルに誰だれかが腰掛ける。ちょうど背中合わせになった状態で、相手は小声で話しかけてきた。

「やあ内幕君、お久しぶり」

「……美み島しまさん」

「ああ、振り返らないでね。それじゃあセッティングした意味がなくなっちゃうから」

　スマホの画面を手鏡のように使うと、美島さんは素知らぬ顔で英字新聞を広げていた。

「さてと。何から話そうかな」

「永なが田た町ちよう駅の秘密と、その扉を開けては困ると思う者達たち」

「うん。まあ、結論から言っちゃうと呆あつ気けないものだよ」

　なんて事のない調子で、美島さんはあっさり答えてくれた。

「ほら、以前カジノ特区の『金きん鉱こう島とう』の話があったじゃない。隼君まで情報が回っているかは微妙だけど、あの事件で中心となっていたのが臼うす挽ひき童わらしを利用した『国家の自殺』パッケージ。でもあんなものは、永田町駅の機能の一部に過ぎなかった」

「……？」

「シェルターの正体はね、各省庁や研究機関が蓄えている膨ぼう大だいな機密データの自動バックアップを取るための潜せん伏ぷくサーバーだ。官僚や職員はその存在すら知らないし、自分達たちが日々打ち込んだ一文字一文字が外部に流されているなんて事にも気づいていない。自発的な協力を求める形だと、どうしても心臓部のデータを隠し持とうとするケースが発生するからね。それでは意味がない」

「……つまり、あそこには日本の全てが眠っている？」

「精密機械工業分野で『致命的な敗北』を喫し、超高ブランド農産物で再起を果たした、そこで用いられた技術の全てがね。……ちなみにこのサーバーの存在は、最近流は行やりの特定秘密の他に、戦略文化財としてもこっそり指定されているよ」

「戦略文化財？」

「特定秘密の陰でひっそりと変更された文化財保護法の新条項だよ。インテリビレッジの農産物や職人技なんていう、特に諸外国に洩もれてはならないこの国の経済基き盤ばんの根幹を為なす伝統文化を保護するための枠組みだね。閲えつ覧らん制限がかけられるから、仮に不祥事が起きても提出書類は油性ペンで真っ黒に塗り潰つぶされる」

「……特定秘密と戦略文化財。これって競合起こさないんですか？」

「わざと起こして管かん轄かつを濁にごしている、と言った方が正しい。正当な理由に基づいて開示請せい求きゆうを出しても、たらい回しにして実質ストップをかけられるようにね」

　青あお行灯あんどん達はその扉をこじ開けようとしている。

　何かをしようとしている。

「ここ最近、電気とかガスとか、とにかくいろんなインフラがダメージ受けているじゃない？　一つ一つは関係のない事件や事故でも、総合すれば日本列島が動脈硬化を起こしたみたいな大ピンチだ」

「え、ええ。俺が関わった『姥うば捨て団地』の件でも、犯人確保の際に停電事故が起こりましたけど……」

「あれも青行灯の演出の一つ。ま、永なが田た町ちよう駅のセキュリティ体制には何段階かレベルがあってね。インフラ破は壊かいと共にそいつも跳ね上がっていった訳だけど」

「？　だったら、余計に警備は固くなるんじゃ……」

「最高レベルのセキュリティの切り替えには脆ぜい弱じやく性せいがあったんだ。一〇〇年に一度使うようなものだし、誰だれもピンときてないけど。再三にわたって警告はしていたんだけど、なーんか防衛企業と癒ゆ着ちやくがあるっぽくってね、改善なし。政治家達も今さら慌てているようだけど、あれだけ大掛かりなシステムは二日三日じゃ直せない。思うツボってヤツさ」

　チェックメイト、とまでは言わなくても、無駄な一手で盤ばん面めんが崩れていくのを眺めるような口調だった。青行灯達の計画は着実に続いているのだろう。

　では、それは何だ？　誰にとって困る事だ？

「例の教授さん……松まつ海かい博ひろしについては公安でも内偵を進めていた。もっとも、オカルトにどっぷり浸かった人間だからお手上げに近かったけどね。それでも、断片的にいくつか傍受できた事もある。例えば、ヤツが組み上げていたプログラムについてとか」

「……ベルトのバックル？」

「青あお行灯あんどんは一〇〇の怪談……つまり噂うわさ話を束ねた集合体だ。それ自体が巨大な情報システムなのさ。そして教授さんは、その情報システムを効率的に検索するプログラムを作っていた、らしい。ま、破損したメールの一部を何とか復元して分かった事なんだけど」

「それはつまり、青行灯の力を増幅させる検索プログラム、って訳ですか？」

「いいや、それじゃ言葉が足りない」

　と、美み島しまさんは否定した。その上で、

「青行灯と地下鉄の永なが田た町ちよう駅を直結させるための、と言った方が正しい。あそこには全てがある。日本の技術も、日本の仕組みも、日本の汚い所も、何もかも。……平たく言えば、青行灯の『パッケージ』とは、日本を暴くための犯罪装置なんだ」

「……、」

「料亭政治、裏金、談合、リベート、不正献金、もみ消し、不正票、口封じ、メディア操作……。名前だけは知っていても、具体的には何が何やらサッパリ、って用語なら君だってたくさんあるだろう？　それらを全て解き明かし、子供でも分かる言葉に変換し、誰だれにでも読める場所へさらけ出す」

　美島さんはそう言った。

「なんて分かりやすい爆ばく弾だんなんだろうね。その存在が露ろ見けんすれば、みんなこぞって協力するだろう。今の時代は息苦しくて、誰もが娯楽を求めているからね。だけど破裂すれば、自分達たちまで爆風に吞のみ込まれる事に頭が回る民衆はそういない。人は、政治家と民衆を切り離はなして考える。そうなるように教育されているから。テレビの中の出来事は、自分達にまでは届かないと天真爛らん漫まんに信じているのさ」

　確かに、そういう側面もあるかもしれない。

　この国のバブルが崩ほう壊かいした時、あるいは精密機械工業が『致命的な敗北』を喫した時。無邪気に政治家へ悪態をつき、怠慢の揚げ足を取っていた連中は、彼らの失敗が自分達の生活レベルや常識さえ破壊する結果に繋つながると、果たしてそこまで気づいていたのか？

「……だけど、そんなのは身から出た錆さびで、暴ばく露ろされると困るような事をやっていた連中に非があるはずです。サイバーレ……雨あま恋ごい遙はるかさんが人柱にされるいわれはない」

「全くその通り。でも政治的な圧力ってヤツは、僕の方にまで回ってきた。『超能力殺人』でも何でも良いから、さっさとスケープゴートを逮捕しろ、裁判が面倒なら射殺して被疑者死亡で送検しろ。せっかく日本のために青行灯グループからバックルを奪ったのに、胴体切断殺人の件でこちらにまで疑惑が及んだらスキャンダルになってしまうではないか。……まあ、あれこれ言葉は濁にごしていたけど、意訳するとこんな感じかな」

「……、」

「そう怖いオーラ出さなくても、ちゃんと教えるよ。片かた桐ぎり羊ひつじ。いわゆる『料亭の主様』ってヤツさ。ほら、永なが田た町ちよう駅と同じくらい有名な噂うわさがあるだろう。あらゆる政治を高級料亭の中で取り仕切るドンがいるって話。あれの一人だよ。口裂け女くらい胡う散さん臭いんだけど、でも実際にいるんだよねえ」

「料亭の、主様……」

「片桐羊は、今は特にインテリビレッジを中心とする最先端農業に強い権限を持つ。そして面白い事に、『致命的な敗北』の前は精密機械工業分野を仕切っていた」

　くすくすと含み笑いすら混ぜて、寒々しい言葉を返してくる。

「噂レベルで良ければ、工業から農業への転換期を後押しするため、工業メーカーが余計な悪あがきをしないよう、特許庁にあった各種の設計データを、情報流出を装ってわざと海外に流出させて『介錯してやったトドメをさした』なんて話もある。……具体的な証拠となるデータが出てきて、裏付けが取れてしまったらスキャンダルどころの話じゃない。冗談抜きに、兆単位の損害賠ばい償しよう請せい求きゆうが飛び交うだろうね。彼の栄光はここで断たれる。そもそも、『料亭の主様』は陰から全てを操る。ま、この辺の権力構造は『パノプティコン』とか『監かん獄ごくの誕生』とかで検索すれば詳しく分かるけど。ともあれ、彼ら料亭関係者は、その顔と名前がメディアにさらされた時点でおしまいではあるんだが」

　国王や大統領と違って、矢面に立つ権力者ではない。むしろ逆に、徹てつ底てい的てきにその存在を隠す事で、民衆を一方的に監視しながら何があっても反はん撃げきされないポジションを得るタイプ。

　そんな大物は、絶対に表舞ぶ台たいに出てこない。手を出そうにも同じフィールドに現れない。

　でも、逆に言えば、同じフィールドに引きずり上げる事ができれば？

　あるいは……。

「さて、僕からの話は大体こんな感じだ」

「それでおしまいって訳じゃないでしょう？」

「分かっているじゃないか」

　背中合わせのまま、美み島しまさんは笑っているようだった。

「僕としては、このまま君に身を退いてもらいたい。雨あま恋ごい遙はるかをこちらに預ける形で。応じてはくれないかな」

「応じる理由がない」

「なあ、捜査一課とはいえ、君はノンキャリアの巡査部長だ。第一志望でそうなった、って訳じゃあないんだろう？　今までだって様々な挫折を繰くり返し、乗り越えて、そこに立っているはずだ。……だったら、ここでもう一回くらい挫折しても構わないんじゃないかな。これは君の人生にとって、戦術的には失敗でも戦略的には成功となる場面だよ。今の君が何かを諦あきらめてそこに立っているのと同じく、長い目で見ればああしておいて良かったと納得できる場面だ。それでも応じられないと言うのかい？」

　一度だけ、瞳ひとみを閉じた。

　様々なものを思い浮かべた。そして瞼まぶたをこじ開け、言い放つ。




「できません、絶対に」




　沈ちん黙もくがあった。

　雲の上の人に、手袋を投げた。それをきちんと自覚した。

　ざわざわというノイズが、押し寄せる波のように耳を冒す。

　周囲では当たり前のように行き交う雑ざつ踏とうの音。その一つ一つを『声』として認識できなくなるほどに、俺は美み島しまさんとの会話に集中していた。

「確かに俺の人生は挫折と失敗だらけだった。そもそも田舎から出てきたのだって、妖怪が怖かったから、ってのも大きかった。親の金で大学に通っていたけど、結局国家試験にも落ちてキャリア組にはなれなかったし。今は一課で頑張っているけど、本当にこれが向いている仕事なのかどうかも自信はありません」

　でも。

　だけど。

「それでも今日まで俺がこの道を歩いてきたのは、自分で決めた道を外れないよう努力してきたからだ。どれだけ惨めで、どれほど情けなくても、踏ふみ越えちゃあいけない一線だけは意識してやってきた。だから、あなたの勧める道は、俺の歩く道とは交差しない、絶対に。自分の保身のために、殺人容疑を掛けられた未成年の中学生を見捨てて笑うなんて道を、俺はどんな理由があっても容認する訳にはいかないんです」

　美島さんは。

　感情の読めない声で、こう差し込んできた。

「……それが、自分の人生を決定的に破は壊かいすると分かっていても、かい？」

「こんなのが奇き麗れいごとだなんて分かってる。年とし甲が斐いもなく青臭い寝言を吐いているだけだって!!　だけど、俺は警察官なんです。警察が奇麗ごとを言えなくなったら、この国の誰だれが奇麗ごとを吐くって言うんですか!?　それを言いたくても言えない人達たちは、どうすれば良いって言うんですか!?」

　この仕事って、そういうものだろう。

　本当は誰だって、刃物を持った犯人に狙われる被害者を助けたい。割って入りたい。自分の手で食い止めたい。……だけど現実的にはそんな事できないから、誰かに任せる。託して、願う。平和な日々を返してくれと、笑顔を守ってくれと。そしてそういう役目を負う。そんな仕事を果たすのが、警察官ってものだろう。

　それが、何だ。

　私腹を肥やすＶＩＰ様の圧力に屈して、スケープゴートと分かって未成年の女の子を捕まえて、拷問同然の取り調べで無理矢理自白を強要して、ペテンの裁判で寄ってたかって超能力殺人なんてトンデモな罪状を押し付けて、鉄格子の中に閉じ込める？　それでめでたしめでたし、大変よくできました。ぼくちんは立派な仕事をしましただって？

　お前の給料は、誰だれの税金から出ていると思っているんだ。

　精一杯努力したけど届かなかった、じゃない。

　最初からその額に見合う期待に応える気もないのなら、どうして警察官なんて名乗れるんだ。

「どうしても、退く気はないのかい」

「ふざけるな」

「困ったな……」

　美み島しまさんはそう呟つぶやいた。

　だけどその時、俺は何な故ぜだか奇妙な違和感に襲おそわれていた。その立場や口振りに反して、彼の声にはどこか楽しそうなニュアンスが混ざっていたからだ。

　そして、彼は電話口でこう言っていた。『君には期待しているんだ』と。……あれは、どちらのサイドにとっての『期待』なんだ。そもそも俺を捕まえるだけなら、世間話に付き合う必要もなかった。顔を見た途端に取り押さえれば良かっただけなんだから。

　思わず状況を無視して振り返り、目を合わせようとする俺よりも早く。

　美島さんは、あくまでも冷れい徹てつにパチンと指を鳴らした。

「じゃあ方針転換だ。君を逮捕するしかなくなった」

　ッ!!　来たか!!

　俺も俺で、膝ひざの上に置いていた、言い換えればテーブルの下に隠していた物を手に取り、周囲をぐるりと見回す。今まで何な故ぜ気づかなかったのかと逆に疑問を覚えるくらいハッキリとした警護課のＳＰ達たちが、一〇人前後、わっとこちらへ飛びかかってくるのが分かる。

　だがこちらの方が早い。

　俺は真っ赤な液体の入ったビニール袋を取り出し、ボールペンで突き刺してからテーブルの下へと放り投げる。中身はスーパーで買った魚から搾った血だが、匂いだけなら鉄てつ錆さび臭さはそう変わらない。

　むわっとした異臭が広がると同時に俺は叫ぶ。




「刃物だ!!　怪我したヤツがいるぞ！　逃げろ、早く逃げろお!!」




　最初、辺りにいた人々はきょとんとした顔をしていただけだった。だけど口や鼻に違和感を覚え、鉄てつ錆さび臭い匂いから具体的なイメージが追い着いてからは早かった。

　ドッ!!　と人の波が四方八方を押し潰つぶす。

　この国の人達たちはどれだけ平和ボケでも、刃にん傷じよう沙汰には敏感だ。アメリカでは銃乱射が、南米では麻薬が極まったように。それこそ一〇〇年単位で怖さが染み付いている。悲鳴や怒号が飛び交う中、俺はゆっくりと席を立って人の流れに従った。屈強なＳＰ達も人の流れには逆らえず、また、拳銃を取り出しても民間人に当たる恐れがあるため、無む闇やみに発砲はできない。その間に、俺の背広は群衆の中に溶け込んでいく。

　美み島しまさんは、席に腰掛けたままひらひらと手を振っていた。こちらを見てもいなかった。ただ、何となく、こうなる事を望んでいたような空気があった。

　ともあれ、必要な情報は手に入った。

　今はとにかく現場を離はなれ、サイバーレインと合流して次の手を打つ。

　……そう思っていたのに、いきなり目の前に黒服のＳＰがぬっと出てきた。

「っ!?」

「っ!!」

　向こうも待ち構えていた訳ではなく、予想外だったらしい。人の流れに押されていく内に、たまたま俺の前に出てしまったのだろう。だが追っ手は追っ手だ。思わず身構える俺に、そいつはよりにもよっていきなり拳銃を抜いた。

　パニックになっているからってアリか!?　どれだけの民間人がいると思っている!?

　胃袋にぐっと重たいものがのしかかる。

　直後に……。




　　　　　15（3rd person）




　その黒服のＳＰは、目の前にいたはずの容疑者を見失っていた。

「えっ、な……？」

　右に左にと大勢の群集が行き交う。だが肝心の内うち幕まく隼はやぶさだけが見つからない。どうしても。

　耳元のインカムから同僚の声が飛んできた。

『いたか』

「駄目だ、見失った。近くにいたはずなんだが！」

　そして。

　彼の真正面、数メートル。先ほどから一歩も変わらない位置に、内幕隼は立っていた。当然、この距きよ離りならいかに人の壁かべがあっても一発で見つかるはずなのだが、そうならなかったのには理由があった。

　一人の少女。

　妻つま田だ澪みおが、背後から内うち幕まく隼はやぶさの腰へ抱き着いていたのだ。

　そう、『人じん面めん瘡そう』の副作用で、その存在が希釈化されてしまう少女が。

　より厳密には、当人含めて三人以上が集まると、まるで顔がなくなったように個体識別できなくなる現象を頻ひん発ぱつさせる少女が。

「（……こちらへ）」

　訳が分からないまま、半ば引きずられるようにして二人一緒に進む。どんっ！　ばんっ！　とあちこちで逃げ惑う人々とぶつかった。頻度が高い。彼らには見えていない、だから自然と避よける動作に結びつかない。そんな感じだった。

　何とかして包囲網を抜け、手近な路地に入ると、妻田澪は内幕の腰回りから両手を離はなした。

「お久しぶりです、大丈夫ですか？」

「妻田……さん？」

「はいそうです、妻田澪さんですよ」

　腰まであるストレートの黒髪に、白系の長袖のセーラー。スラリとした足全体を黒いストッキングで覆おおっているのもあり、風貌だけ見ると陰気なイメージもあるが、実際に言葉を交わすとその印象を覆くつがえされるのが良く分かる。そう、どこにでもいる年頃の少女でしかない。

「テレビのニュースを観みて巴ともえちゃんが哀かなしい顔をしていたので、つい無茶をしちゃいました。ああ、具体的な算段は艶えん美びさんにご協力いただいて。巴ちゃん経由で、前々からパソコンの連絡先だけは受け取っていたんです、相談窓口だそうで。ご存知でした？」

「……あいつ、また民間人を自分の都合で巻き込んで……!!」

「その枠組みは嫌いです」
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　思わず頭を抱える隼に、澪は分かりやすく頬ほおを膨ふくらませて抗議した。

「巴ちゃんもそうですが、艶美さんも普通の女の子です、私と同じように。あなたが窮きゆう地ちに立たされたと知ったら、使えるものは何でも使いたいと思うはずです。あなたは、その、もっと反則に頼たよっても良いと思います。あなたの公正さは、一見して優しそうですけど、実はとっても残酷なんですよ。ご存知でした？」

「……、」

　確かに、妻田澪の力は便利だ。推理マニアの頭だって役に立つ。

　だけど、それで失敗したらどうする、と彼は当たり前の事を思う。今だって、ＳＰを騙だませなかったら一緒に撃うたれていたかもしれないのに。

「それと同じ事を、私達たちも考えているんですよ。何な故ぜなら私達は『女子中学生という記号化されたキャラクター』ではなく、不安を覚えれば恐怖にも囚とらわれる、ただの人間なんですから。あなたが傷つくのは辛つらい、あなたが倒れるところなんて思い浮かべただけで身がすくむ。そんな人達だっているんです。本当に、ご存知でした？」

「ああ……」

　そう言われると、内うち幕まく隼はやぶさには返す言葉がない。

　逆の立場ならどうだった、と彼は考える。例えば何かヘマして謹きん慎しん中ちゆうで、警察官と名乗れなくなった時に、彼女達たちが危機的状況に陥ったと知ったら。『今はただの民間人だから』で捨て置けたのか。

　当然、プロの警察官が素人の未成年を危険にさらして仕事をこなすなんて容認しがたいが、それでも彼女達が勝手に動いてしまう理由くらいは理解できる。

　隼は両手を挙げて、素直に降参した。

「すみませんでした。色々とご心配をおかけして」

「うん、その答えは一〇〇点満点です」

　にっこりと笑って、妻つま田だ澪みおは小さな子供をあやすように人の頭を撫なでてきた。こちらに非があるため、隼は振りほどく事もできない。

　仏頂面で為なすがままにされていると、妻田澪はこう提案してきた。

「それで、これからどうします。何をどうするにせよ、逃亡中の内幕さんにとって私の特性は有効に扱えると思うんですけど」

「……、」

　隼は少しだけ考えた。

　そしてこう答えた。

「いいえ、今はあなたの手を借りる訳にはいきません」

「……、ぶすう」

「あっ、その、決して一人で背負い込むとかそういう訳ではなくてですね！」

　ふぐみたいに頬ほおを膨ふくらませる澪みおに、慌てたように隼はやぶさは訂正する。

「……俺達たちの狙う黒幕は、手の届かない所にいます。今のままではどうやっても解決に導けない。まずあいつを同じフィールドへ引きずり出す、これが最優先です。そのためには隠れ進むだけでは駄目なんです。むしろ、徹てつ底てい的てきに悪目立ちしてやるくらいでちょうど良い。そうするには、あなたの力は逆効果になってしまうという訳で」

「あはっ、ちゃんと考えがあるなら結構です。えらいえらい」

　パン、と胸の前で両手を合わせて妻つま田だ澪は一転、朗らかに笑った。……どうにもこの少女とは相性が悪いというか、どこまでも振り回されそうだ、と内うち幕まく隼は心の中だけで付け加える。

「でも、具体的にどうするんです？　先に教えていただけると、巴ともえちゃんにしても、艶えん美びさんにしても、そして私にしても。誰だれも彼もヤキモキしないで済むと思うんですけど」

「そうですね……」

　別に、隠しておく必要もないか。

「ヤツはある『拾い物』をするために、人まで殺して俺達をハメました」

「そうなんですか。それで？」

「……もしも『拾い物』と全く同じ物が、衆人環かん視しの中でひょっこり出てきたら？　ヤツは、自分の手元にある物が本物だと確信を持てなくなるんじゃないですかね」




　　　　　16（内幕隼）




　諸もろ々もろの騒そう動どうを乗り越えて、再びサイバーレインと合流した頃には、もう夕暮れになっていた。作戦の概要を説明し、彼女に松まつ海かい教授のベルトとバックルについて改めて話を窺うかがってみる。

「ベルトは相当特殊なものね、カーボンなんとかって言って、ダイヤモンドよりも硬くて柔軟性がある、なんて話をしていたもの。将来的には宇宙エレベーターのワイヤーに使われるかもしれない試作品を、どこかの学部から分けてもらっていたみたい」

　サイバーレインは思い出すような素振りをしたり、実際にモバイルグラスで過去の映像ログを引っ張り出したりしながら、

「だけど、バックル自体は市販品だったはず。いわゆるジョークグッズって感じかしら。家電量販店に行けば普通に売っていると思うけど」

「じゃあそこから攻めましょう」

　そんな訳で、俺達は一路、近場の家電量販店に。夕暮れ時はガジェット好きの社会人などが帰宅途中に立ち寄るためか、なかなか混んでいた。特段慌てる事もなく、エスカレーターの列に従って目的階を目指す。

「あった。これか……」

　驚おどろいた事に、バックル型のＵＳＢメモリは何種類かあった。現物を見ていない俺には教授が使っていたのと同じものがどれかは判断できなかったため、サイバーレインに尋ねようとした。

　振り返ると、彼女はいなかった。

　少し離はなれたテレビのコーナーの前で、ぽつんと立ち尽くしていた。近づいてみると、そこかしこに並べてある大型テレビは、どれもこれも夕方のニュースを流していた。奥様向けに感情面が強調された、ワイドショーとの中間のようなニュアンスだ。

『ご覧のように、慶けい城じよう意い塾じゆく大学の研究室で松まつ海かい博ひろし教授を殺害したと思おぼしき、ええと、未成年なので本名や顔出しはＮＧなんですね。サイバーレインの名前で活動するこの少女は……』

『ネットの時代の狂気ですよ。自称現役女子中学生超能力者なんて、いかにもカルト臭いじゃないですか。タロットガールズ22以上だとか言って、こんなのを持ち上げて拝んでいる連中の気が知れません。洗脳でもされているんじゃないですかね？』

『動画サイトの歌は有名だったけど、でも何だか怖いよねー。あれでしょ、新曲のＰＶの中に女の悲鳴が混じっているっていうかー、きゃはは！　つーか、ボーカノイドの歌声があれば後はどーでもよくなーい？』

　報道の自由だ、だから悪意なんてなかった。誰だれも彼もがそう言うだろう。だけど、実際に音と声の洪水に吞のみ込まれた少女は、もう一歩も動く事ができなくなっていた。ただただ圧倒されていた。

「……私がやってきた事って、何だったのかな……」

　ぽつりと、サイバーレインは呟つぶやいた。

「どうして、誰も信じてくれないのかな。明らかにおかしい事が起きた時に、あの人はそんな事をする人じゃないって言ってくれないのかな。私を取り巻いていたものって、結局、その程度でしかなかったのかしら……」

　掛ける言葉に、迷った。

　その時だった。

『という意見もあるようですが、一方で、サイバーレインについてはこんな声もあるようです』

　……？

『当然そうなるであろう流れ』から、女性アナウンサーの声がどこかに飛んだ。怪け訝げんな顔をする俺達たちの前で、さらにテレビの中の彼女はこう告げたのだ。

『街頭で実際にリサーチしてみたところ、意外にもサイバーレインを支持する声は多く、冤えん罪ざい説も流布しています。当番組では一〇〇〇人に質問し、回答を得られた九五一人の内、サイバーレイン支持は五八％、反対は三〇％、残りは結論を出せない、となっており、実に過半数以上が未いまだに彼女の支持を続けるという驚きよう異い的てきな結果が出てきました』

『だって、殺す理由がないじゃん。動画サイトじゃＰＶは鰻うなぎ登のぼり、連動するシングルＣＤ企画じゃ素人なのにタロットガールズ22と肩を並べている。七八人ＶＳ一人でだよ!?　ネットのカリスマ、フレンドは無限大。今さら何に不満を持って人を殺すっていうのさ』

『うん、もしも彼女が本気で人を殺そうと思うなら、超能力を使っているにせよそうでないにせよ、現場から立ち去る前に部屋の鍵かぎは開けておくんじゃないかな。だって、そうしておけば密室は解除される訳で、超能力なんてなくても色んな人間を容疑者にできるんだから。目の敵にしている連中は論理的じゃないよ』

『レインちゃんの超能力はねー、人をしあわせにするためにしか使えないんだよ。だってほーむぺーじにかいてあった！　えへへ、あたしもねー、大きくなったらレインちゃんみたいになるんだー』

　音や声の洪水は、違った色彩を帯びていた。

　自分のスカートを巻き込む形で小さく拳を握り締しめ、唇を噛かみながら、彼女はただその声にじっと耳を傾けていた。

　やがて、彼女はこう言った。

「……こうやって庇かばってくれる人達たちは、『殺人犯の味方』になっちゃうのよね」

「少なくとも、現状では」

「サイバーレインはネットが生み出した狂気で、それを支持する人達はみんなカルトに洗脳されている。そんな風に映っちゃうのよね」

「あなたが嫌疑を晴らせない限りは」

　それ以上の応酬は必要なかった。

　スパァン!!　と。一度だけ、その場でサイバーレインは自分の顔を挟むように頬ほおに自分の両の掌てのひらを叩たたきつけた。

　目を、覚ます。そのための儀ぎ式しきとして。

「私がどう言われるかなんて、どうでも良い」

　賛否両論。

　好き勝手に言い合うテレビの群れから背を向けて、彼女はこう宣言した。

「だけど私を信じてくれた人達たちの人生だけは、何があっても返してもらうわ」

[image: ]




　　　　　17（内うち幕まく隼はやぶさ）




　家電量販店で必要なバックル型ＵＳＢメモリは手に入れた。

　店を出るなり箱の中から商品を取り出す俺に、サイバーレインはこう質問してきた。

「具体的にどうするの？」

「そっちの石、取ってもらえます？　ヤツにハッタリを仕掛けるためには、分かりやすい特徴や差異をつけておきたいんです」

　バックルの表面にガリガリ傷をつけると、俺は小石を放り投げた。

　推理マニアから借りたスマホで時間を確認し、それからテレビの番組表に目を通す。

　……よし、近くでやっているな。

「帝京タワーまで行きましょう。徒歩でも行ける距きよ離りです。この時間帯なら、いつも決まった番組が天気予報の中継を挟むためにアナウンサーを派遣しているはずですから」




　　　　　18（陣じん内ない忍しのぶ）




　学校の授業が終わったのでかやぶき屋根のお屋や敷しきに帰ってくると、テレビの前で赤い浴衣の座敷童わらしや雪女、古ふる椿つばき（小）なんかが何やら話し合っていた。

　片手で目元を覆おおい、奇妙な裏声というか、何ともヘリウム臭い甲高い声を出して、

「ええー？　彼はねー、前からそんな事をする雰囲気があったんですよー」（座敷童）

「……少女を見る目が尋常ではなかったのを覚えています、ええはい……」（雪女）

「あの、何で私こんな事に付き合わされなくちゃならない？」（古椿・小）

　総じて不ふ謹きん慎しんだよ!!　まあ茶化しているって事は本気で叔父さんが凶悪犯だなんて信じてねえって事なんだろうけど!!

　と、少し離はなれた所で丸くなっていた猫又が、二本の尻尾を振りながら息を吐いていた。

「気楽なもんだ。テレビの向こうが遠い世界にでも見えてんのかね。結局、そこに生きているのはあたし達たちと変わらない地続きの人間だってのにさ」

「うーん。でもあんな叔父さんが悪人に仕立て上げられちゃうんだから、やっぱ東京ってのはおっかねえトコなのかねえ」

　どうせワイドショーの内容なんて昼間からずーっと同じ事の繰くり返しだろうに。役に立っていないならチャンネル権奪っちゃうぞ、そりゃ！

「あっ！　これからゴミ捨てにやってきた近きん隣りん住人編（若奥様）を身振り手振りで再現しようと思っていたところなのに……」

「オヤジにゲンコツ落とされねえ内に引き際を考えろ。それに俺はこれから観みたい番組があるんだ」

「……何なのですか……？」

「不ふ謹きん慎しん過ぎる天気予報。お天気お姉さんの恥じらう顔がセクシー過ぎるって有名なのだ」




　　　　　19（3rd person）




　カァーカァー、夕方五時です、続いては夕ゆう子こさんの夕暮れお天気予報!!

『はいっ！　美人過ぎる気象予報士でお馴な染じみ……ああ自分で言ってて恥ずかしい……乱らん堂どう夕子です！　本日も帝京タワーの根っこからお届けしまーす、きゅぴーん！　……死にたい……。さてさてっ、夕方の気圧配置ですが』

　真っ白で清潔な印象を与えるタイトスカートのスーツを纏まとう、ゆるふわ系の栗色の髪をしたお姉さんが全力で微ほほ笑えみながらカメラの前で指揮棒のようなものを振り回していた。背後には大勢の野次馬が集まっていて、生放送なのを良い事に時折卑ひ猥わいな単語を大きく書き殴った横断幕などを広げては警備員に蹴け散ちらされている。こういうセクハラじみたジョークも込みで『天気予報にしては、異常なほどの視聴率を誇る』のが有名な番組だった。

　が、その日は少々度が過ぎていた。

　一つ目は、明らかに夕子さんを素材にしたと思おぼしきアイコラのヌードポスターを堂々と掲げたアホがいた事。

　二つ目は、番組スポンサーと競合する牛丼の袋を下げている一団がこれ見よがしに後ろを通過していった事。




　三つ目は、指名手配犯の刑事が突然躍おどり出て、テレビカメラをがしい！　と掴つかんだ事。




『えっ、うわっ、きゃあ!?　いっ、一体何が……!!』

　うろたえるお天気お姉さんなどその刑事は気にも留めない。

　ただただ至近距きよ離りからカメラのレンズを睨にらみつけ、そして獰どう猛もうに笑いながら、どこかの誰だれかに向けてメッセージを送る。

『残念だったな、俺達たちはまだ捕まっていないぞ』

　何か、ベルトのバックルのようなものをちらつかせながら。

『そして詰めを誤ったんじゃないのか、片かた桐ぎりさんよ。金輪奈落とやらを雇ってこいつを回収させたかったようだが、お前の手元にあるのは本物か？　もしもそいつが本物なら、バックルにはこんな風に傷があったはずだ。そして八九六三で開く、ご覧の通りにな。できなければ、お前達が手に入れたのは教授が用意していたデコイの一つに過ぎなかったって訳だ』

　追われているはずの兎うさぎが、逃げも隠れもしないでカメラの前に立つ。

　追いすがる狼おおかみを自分から挑発するように。

『俺は刑事だ。お前を追い詰めるためならどんな事だってやる。例えば、こいつを活用したがっている連中と手を結ぶとかな。このＵＳＢメモリに入った検索プログラムがあれば、お前の悪事は全て露ろ呈ていする。サイバーレインをハメたツケは払ってもらうぞ。そうだな』

　片桐羊ひつじ。

『料亭の主様』の一角、元精密機械工業分野、現最先端農業分野の長。

　所属の鞍くら替がえのため、瀕ひん死しだがまだ息のあった精密機械工業に自らトドメを刺した、自分だけは泥船から逃げ出した、ある意味では裏切り者。

『俺達はひとまず警視庁の本庁を目指す。そこまで入れば、格下の金輪奈落ごときに侵入される事もなくなるだろうし。後の処遇はこっちで決めるよ。サイバーレインはあの時起きた本当の事を話す、それを裏付ける証拠も集める。そして、この本物のバックル。これを使って片桐羊さん、アンタを追い詰める。何があっても、必ずだ』

　彼の手元にあるのが、本物のバックルかどうかは関係ない。

　ただ、疑念を生み出せれば良い。

　手元にあるのは本物か。本物だったとして、他にコピーはないのか。仮に青あお行灯あんどんグループにあれが渡り、永なが田た町ちよう駅のシェルターに隠された施設と直結した場合、誰のどんな秘密が世間に露ろ呈ていされてしまうか。そんな風に。

『お前はもう逃げられない。たとえ荷物をまとめて海外に逃げたって破滅の指先に捕まるだろう。だから、テレビの前で楽しみにしていろ。自分の人生が崩れていく瞬しゆん間かんをな』

　言うだけの事は言った。

　内うち幕まく隼はやぶさ刑事はカメラの前を離はなれると、身を竦すくませる気象予報士の横をすり抜け、野次馬達の間を割るように逃げていく。

　余談だが、この日の視聴率は最終的に三〇％を超え、それが良くも悪くも局の関係者を悩ませる事になったらしい。







　六ろつ本ぽん木ぎの『秘密基地』でパソコンをいじくりながらその放送を眺めていた菱ひし神がみ艶えん美びは、そこでくすりと笑っていた。

「やるじゃん、刑事さん」

　たった数十秒の放送事故で何ができるのか、変わるのか。答えはシビアだろう。

　だけど、内うち幕まく隼はやぶさ達たちも正しい情報だけで戦わなくてはならない理由はない。

　そもそも。

　隼はともかく、サイバーレインのホームはネットだ。時代遅れのマスメディアなどにそのまま背中を預けたりはしない。

「こっちは……刑事さんじゃなくてサイバーレインかな」

　天気予報にはソーシャルの呟つぶやきと連動して画面端にコメントを表示するサービスがあった。そこには隼の顔に重ねて、こんな一文があったのだ。

『片かた桐ぎり羊ひつじは「料亭の主様」の一人で、サイバーレインに罪を被かぶせた悪党』

　これだけでは意味が分からず、誰だれの心も動かなかったかもしれない。

　だが、続けての書き込みがあった。

『最近の通信障害は、片桐羊が真実を知られては困るから情報封ふう鎖さしているため。ネットの自由は上層部に脅かされている』

　新しい情報なんかいらない。

　サイバーレインに肩入れさせる必要さえない。

　元々目の前にある分かりやすい問題と連結させて、話題性をブーストさせる。殺人事件なんて他ひ人と事ごとだ。スキャンダルなんて見世物だ。そこに留とどめない。人々の生活に直結する問題と関連付けて、みんなを関係者にしてしまえ。

　または、そんな環かん境きようを錯さつ覚かくさせる。

　インフラ破は壊かいの真相なんてどうでも良い。バイラルな陰いん謀ぼう論でも構わない。実際には騒さわぎになっていなくても。誰かが書き込み、誰かが広め、片桐羊本人に自分の名前を見る機会を増やす事ができれば。

　パノプティコンに監かん獄ごくの誕生。強烈なライトを民衆に浴びせ、逆光位置から一方的に観察を続ける片桐羊にとって、自分の素性を知られるのは恐怖なのだから。

　テレビだけではダメだったかもしれない。

　ネットだけではダメだったかもしれない。

　だがテレビの中のネット情報という入り組んだ構造が突破口を開く。放送事故という耳目を集めるアクシデントで真実を突き、さらに波状攻こう撃げきのネットでデマを吐く。

　他ならぬ片桐羊当人に二つの情報を重ねさせる。正しい情報が細々と洩もれても困るが、得体のしれない形で加速度的に膨ふくらんでいくのもまずいと思い込ませる。

　早く彼らを黙だまらせないと騒さわぎの大きさが火消しの範はん囲いを超えるぞ、虚構の産物が自分の首を絞めてくるぞ、だから情報の化け物が牙を剥むく前に爆ばく心しん地ちを潰つぶして安心を手に入れろ、と。

　本当は、日本全国で五、六人しか騒いでいないかもしれないのに。

「ネットアイドル、か。おっかない。笑顔を生み出す技術も裏返して反面教師に使えばこんな事もできる訳だ……」

　呟つぶやきながらも艶えん美びは艶美で準備を進める。

「じゃあ支援しますか。大手の掲示板を残して有名なソーシャルのサーバーをいくつか標的に設定」

　カチカチカチ、とクリックをいくつか。

「ＤＤｏＳ攻こう撃げき開始、と。これでサービスが固まれば、ネットニュースを見たご老人がさらにあらぬ疑いの発生を恐れてくれるかにゃん？」







　警視庁の本庁では、捜査一課課長の馬め頭ず厳げんが普段から険しい顔へさらに多くの皺しわを刻んでいた。現場で揉もまれてきた種類の管理官が横から口を挟んでくる。

「どう思います？」

「……ふん、十中八九ブラフだな。だがそれで大物が釣れれば問題はないと考えたか。まあ、裏方に誰だれかがいるとすれば、そいつは保身のために人を殺して胴体まで切断するヤツだ。半端なところで納得できるなら、そこまでの事をやる前に踏ふみ止とどまって逃げているだろうし」

　電話が鳴った。応対した刑事が泣き出しそうな顔になったので、馬頭厳が代わると、見知った人物からだった。

　美み島しま警視長だった。

『やってくれたねえ』

「すぐに人事部と協議し、懲ちよう戒かい処分を下します」

『いや、そういう意味じゃなくて。本当は分かっているんだろう、どっちが勝ち組なのかさ』

「……、だがヤツは詰めが甘い」

『そう、片かた桐ぎり羊ひつじを引きずり出す事はできても、きっとトドメは刺せない。悔しい想おもいをしてハイおしまいだ。かつての僕や、そして君もまた、どこかで味わったようにね』

　くっくっ、と含み笑いを洩もらしながら、電話の相手はこう続けた。

『ではどうだろう、僕達たちはどう動くべきかな。大人の判断で沈ちん黙もくを貫くか、童心に返ってガキ丸出しでエールを送ってみるか。さて、どっちが良いんだろうねえ？』







　ハチテレビの社屋では、局の意向に逆らってサイバーレイン支持の放送を流した阿あ刀とう美み濃の里りが中年の上司から絞られていた。

「ただでさえメディアへの風当たりが強いこの時期に、一体何を考えているのかね!?　殺人犯を持ち上げるような原げん稿こうを急きゆう遽きよ挟み込むだなんて……!!」

「電波の私物化。それだけですが？」

「こいつ……!!」

「とはいえ、サイバーレインはまだ容疑者の段階で、補導も起訴もされていない。殺人犯と断定してプログラムを作る方が、かえって不平等だと思いますが。そもそも、我々は支持と不支持の双方の意見をきちんと並べているはずなんですけどねえ？」

「……分かっているのか。これでヤツが本当に犯人なら、お前の首は飛ぶ」

「そっくりそのままお返しします。仮にあの子が犯人じゃなかった場合、あなたの出処進退に関わる事態に発展すると。冤えん罪ざい報道上等、しかも相手は未成年の女の子。こんな杜ず撰さんな仕事を命令したと知れれば、サイバーレインがジャンヌダルク並に持ち上げられる一方で、あなたはボロクズのように罵ば声せいを浴びせられ続けるでしょうね。局に残れるはずもない」

「……っ!!」

「そもそも、あなたはどうしてこんな強引な番組構成をごり押ししようとしたんです？」

　阿刀美濃里は、逆に挑みかかるように質問した。

「ひょっとして、印象操作のためにどこかの誰だれかさんから分かりやすーいお金でも受け取っていたんですか？」







　そして。

　高層ビルの最上階では、和装の年老いた男が子供のように唇を噛かみ締しめていた。ぶぢっ!!　という水っぽい音と共に、もはや血さえ滲にじんでいる。

　テーブルの上の電話機を叩たたき、スピーカーフォンのまま彼は叫ぶ。

「どうなっている!?　あれは、確かにあれは、回収したはずだろう!!」

『バックルは回収しました。ただ、事前に偽物とすり替えられていた可能性までは考こう慮りよしていません。あなたから、中身を見ずに破は壊かいしろと依い頼らいされましたので』

「私の名前が出た、片かた桐ぎり羊ひつじとヤツはカメラの前で言った！　常に歴史の裏に隠れ潜ひそみ、全てを操る『料亭の主様』の名前を出したんだ!!　ソーシャルにも飛び火している!!」

『落ち着いてください、そんな事を言われても困ります』

　迅速に仕事をこなしたのが裏目に出た。

　バックルがまだ残っていれば、中身のデータを見て真偽を確かめる事もできたのに。

「本当に分からないのか？　カメラの前にあるのが、本物か、偽物か!?」

『証明手段がありません。実際に、あれを回収して中身をご覧になるまでは』

「……ッ!!」

　片かた桐ぎり羊ひつじとて、馬鹿ではない。本当に相手がバックルを持っているなら、これみよがしに見せびらかす必要はない。だからあれは十中八九ブラフだ。釣りと同じだ。美お味いしい餌えさを水面に投じて、こちらが喰くいつくのを待っている。逆に言えば反応しない限り向こうに打つ手はない。黙だまっているのが最善だ。

　分かっている。分かっている分かっている分かっている!!

　だけど、どうしても。

　たった一割、一〇％。あれが本物か、あるいはバックアップ用のコピーファイルを内包していて、自分の破滅に繋つながる可能性があるというだけで、すでに十分恐ろしい。どうしても、体の震ふるえを止められない。

「人員を用意しろ、金輪奈落」

『と、言いますと？』

「あれを襲おそって回収する。どんなに小さな芽でも摘んでやる、そのためならいくらでも金は出す!!　だから早くしろ、あれが警視庁に着く前に!!」

『お言葉ですが』

　と、信じられない事が起きた。

　下っ端の、安物のファストフードが、嘲あざけるような口調と共に反論してきたのだ。

　薄うすっぺらいマニュアルを捨てて、客の顔へ唾を吐くように。

『我々は殺し屋です。そしてどんなプロも、できない事をメニューに並べる事はありません』

「なっ……」

『一つ、現在は交通機関の不通により、迅速に人員や武器を運搬する術すべがありません。二つ、現状では標的の大雑把な移動コースが分かっているだけ、伏兵など前提情報が少な過ぎてこの短時間では確実な襲しゆう撃げき計画を立てられません。三つ、そもそも、泥船状態のあなたにこれ以上付き合うメリットは薄い』

「自分が何を言っているのか分かっているのか。私は、私はだな、料亭の……!!」

『明日にでも全ての肩書きを奪われ、手て錠じようを掛けられるかもしれない誰だれか、ですか？　いっそ、この状況ならあなたを殺して雲隠れする方が確実かもしれませんね。逮捕時には諸もろ々もろ混乱も発生するでしょうし、そのタイミングであれば常の護衛体制も維持できないでしょうから』

　もはや、言葉もなかった。

　この程度の人間に侮られる事が、自らの帝国の崩ほう壊かいを示唆していると、気づかされた。

『我々は動きません』

　流れるように、ファストフードが言った。

『ご自分の身を守りたければ、ご自分の手でどうぞ。あなたが明日の朝日を笑顔で迎え、変わらず我々をご愛あい顧こいただける立場を保てる事を願っておりますよ。それでは』

　無礼極まる事に、一方的に通話が切れてしまった。

　何度リダイヤルを押しても、もはや反応一つ返ってこなかった。

「……、」

　しばしの間、老人の頭は空白で満たされていた。

　だが呆ほうけてもいられない。誰だれも何も止めないのであれば、真偽不明のバックルを手にした刑事達たちは警視庁に到着してしまう。

「くそっ……」

　一度古傷の残る側頭部に手を当て、掻かき毟むしろうとし、それから震ふるえる手で小さな鍵かぎを取って、執務用の大きな机の引き出しのロックを外した。

　中から出てきたのは、グリップが禁制品の象牙で彩られたオートマチックの拳銃だった。今ではもう珍しい八ミリの弾を使う国産品で、実銃というよりアンティークに近い。

「くそっ!!　どうして私がこんなものに頼たよらなくてはならないのだ……!!」

　答えは単純。どれだけ着飾ったところで、彼の本質がチンピラとそう変わらなかったからに決まっている。




　　　　　20（内うち幕まく隼はやぶさ）




　サイバーレインと一緒に帝京タワーの真下にある広場を離はなれる。

　辺りを見回し、こんなパニックの中でも律りち儀ぎに駐ちゆう車しや違反の取り締しまりをするために大型の白バイから降りていた機動隊員に目をつけた。

　彼が戻ってくるより先に、鍵が挿さったままの白バイにとっととまたがる。へえ、ベースはハントウィズファルコンか。運命を感じるね、相棒。サイバーレインがシートの後部に座り、俺の腰へ両手を回したのを確認すると、俺はグリップをひねってスロットルを解放する。

「借りてくよ」

「あっ、おい！　ちょっと!?」

　ガォン!!　という爆ばく音おんで抗議の声をかき消して、俺達は勢い良く車道に出る。相変わらずあちこちで小規模の渋滞が起きていたが、こういう時はバイクが便利だ。すいすい進めるし、たとえ気づかれてもパトカーじゃ追い駆けようがない。

「できるだけ悪目立ちするよう、大きな道を選んで派手に行きます！　これは黒幕を誘い出すためですけど、同時にどうしてもリスクは増す。警察官が民間人に言うような台詞せりふではありませんが、あなたも覚悟を決めてください!!」

「言ったでしょ、私の事はどうでも良い。私を信じてくれた人達たちの人生さえ取り戻せるなら、何だって協力するわ!!」

　ミラーで確認すると、後ろのサイバーレインは帽子を押さえるので必死なようだ。暴風に負けないよう叫び合いながら、俺は一気に速度を上げる。流石さすがはチェイス仕様の白バイ、時速一〇〇キロなんてあっという間に飛び越えた。

　ああ、ああ、この音、この風、この振動に、この加速感！　田舎でブイブイ（笑）言わせていた頃を思い出す。

　久しぶりにヘアピンキラーの隼はやぶさが目を覚ましちゃうぞ!!

　と、そこでサイレンの爆ばく音おんが鳴り響ひびいた。細い道から合流するように、同型の白バイが三台ほどこちらを追う流れになる。いや、本当はパトカーも派遣されてきたのだろう。そっちはそっちで、渋滞のせいで立ち往生しているに違いない。

『容疑者に告げる!!　今すぐ減速して路肩に停とめろ！　我々は拳銃を携行する凶悪犯への発砲許可も取り付けている！　止まれっつってんだろうが汚職刑事!!』

「ねえ、どっちだと思う!?」

「金輪奈落ならもう撃うってきてもおかしくない頃です。どっちみち振り切りますが!!」

　バイクチェイスが始まった。

　普段の道と違い、渋滞中では車と車の間を縫ぬって進む。両幅は七〇センチあれば『広い』方。そんな中を時速一〇〇キロ超で突き抜けていく訳だが、体感速度だけで言えば二倍以上あると表現しても過言ではない。

「ほんとに黒幕なんてやってくるのかな!?」

「だったらもっと煽あおってください、ヤツが喰くいつかざるを得ないくらい分かりやすく!!」

「やってるよ、今!!」

　サイドミラーで確認すると、サイバーレインは頭の帽子を押さえながら、モバイルグラスを目線で操って何かの操作をしているようだった。

「あっちこっちで録画していたんだ……。あなたが水着の女の子を助けるために発砲した時の事も。これを動画サイトにばら撒まく。私と一緒にあなたも悪者にしたがっている黒幕からすれば、実は正当防衛だったなんて面白い情報じゃないでしょ!!」

「サイバーレイン発の動画や書き込みは信用されないんじゃ!?」

「もう流れは変わってる、刑事さんがテレビの前に顔を出して、ネットの波状攻こう撃げきが始まった時から。みんなはどっちが正しいかなんてどうでも良いんだ、不ふ謹きん慎しんでも何でもより注目されている方、より面白くなりそうな方に喰いつくに決まってるわ！」

　追いつ追われつの胃袋に悪い状況が続いたが、その内、様子がおかしくなってきた。

　ぱぱぱーっ!!　ぱぱーっ！　と、あちこちからクラクションが鳴り始めたのだ。まるで俺達の流れに追従するように、渋滞で暇を持て余していたドライバー達が俺達を応援してくれるように。

　その内、窓を開けて怒鳴り声を上げるヤツまで出てきた。

「白バイ隊員！　道を譲ゆずってやれよ!!」

「どっちみち、警視庁まで行くんだろ!!　だったら逮捕してもしなくても同じじゃねえか。テメェの手柄のために追い回してんのか!?」

　そして最後には……、

「うわっ！　見てよあれ、私達たちの後ろでパカパカ車のドアが開いていく!?」

「ありがたいけど、危ないなあ!!」

　さっきも言った通り、今は渋滞中の車の隙間を縫ぬっている状態なので、車のドアが開くとそれだけで隙間が埋まってしまう。立て続けにあんな事をされたら、もう追っ手はついて来れないだろう。

　小さな渋滞を越えて、広くて自由な道へと飛び出す。

　途端に複数のパトカーが本領発揮とばかりに襲おそいかかってきた。今度はもう警告するしないなんて段階ではない。互いの重量差を利用し、そのまま押し潰つぶすように横から幅寄せを決めてくる!?

「ちくしょう！　運転してんのは世紀末のモヒカンか!?」

　急ブレーキをかけ、真横から突っ込んでくる車を一度流してから、再度フルスロットル。相手がバランスを取り戻すのに四苦八苦している横を突き抜け、追い越す。そのまま引き離はなす。

　帝京タワーから警視庁まで、直線距きよ離りならそう遠くはないはずだ。だけどそれまでの時間が、極度の緊きん張ちようによって無限に広がっていくような気がした。

　そうこうしている内に、真正面からも赤色灯の群れが現れた。

　車線を無視して進入してきた複数のパトカーは直線道路で急カーブを切るようにハンドルを操り、車体を横にした状態で強引に停車させる。横一列に即席のバリケードを作って食い止めるつもりだ。

「どうするのよ!?」

「作りが甘い!!　隙間を潜くぐります、捕まって！　切り返しは、右、左の順です、体重移動のタイミング合わせてください！」

　詳しくルートの説明をしている暇はなかった。

　限界までスロットルを開く。半ばＳ字に蛇行する形で、ミルフィーユみたいに重なる車のバリケードが完全に閉じる寸前、ギリギリのラインを突き抜けていく。直後に真後ろからガラスが割れ、鋼鉄がひしゃげる音が続いた。背後から追ってきたパトカー達がバリケード組と衝しよう突とつしたらしい。

「あはは」

　と、サイバーレインの笑い声があった。

　そういえば、状況が状況だっただけに、この子の屈託のない笑顔を見る機会はなかったな。

「あはははははは!!　白バイに二人乗り、ノーヘル、バイクチェイスに大事故発生!!　ここは本当に日本の首都なの!?　これそのまんま新曲のＰＶにできそうよ!!」

　ひとまずの追っ手は振り切った。

　だけど桜さくら田だ門もんに近づくにつれて、その数も増していくだろう。

　ヤツらはどこで仕掛けてくる？

　これだけお膳ぜん立だてをしたんだ。絶対に指を咥くわえておしまいとはいかない。こちらの努力を嘲あざ笑わらうように、絶対確実に仕留められる方法を考えているはず。

「また来たわ……。っ!?　今度は上!!　ヘリがいるわよ!!」

「捕まって！　何であれ、振り切るのは変わらない!!」




　　　　　21（3rd person）




　片かた桐ぎり羊ひつじは、一人静かに震ふるえていた。

　もはや仕事を任せられる者はいない。職務質問されて持ち物検査を受ければ拳銃が出てくるという致命的な状況下で、運転手付きの車にも乗らずに徒歩で街並みを移動していた。

　この仕事が終わったら『料亭』を引退しよう。そう誓う。すでに死ぬまで遊んで暮らすだけの金は手に入れた。仕事を続けているのはプライドの問題だった。それでも、黒い過去によって『料亭』の安全装置さえ壊こわれかけた、同じ『料亭』さえ敵に回しかねない、明日には手て錠じようを掛けられているかもしれない状況に比べれば、どうという事はない。辞めて、安全な場所へ行く。それだけ考えるべきだ。

　だから。

（完全に始末をつける。たとえこの手を汚してでも、絶対にここで）

　情報網もない。だから、内うち幕まく隼はやぶさとサイバーレインがどこをどう通って警視庁へやってくるかも分からない。一見すると待ち伏せなど不可能のように思えるかもしれないが、一つだけ確実な場所があった。

　そう。

　つまり、警視庁本庁のド真ん前だ。

（これさえ潰つぶせば、私は安泰なんだ。もう二度と、人生を脅かされる事はない。青あお行灯あんどんの『パッケージ』は、何としても、ここで潰す。ぶっ潰す!!　あんなものはただの一いつ瞬しゆんさえ日の目を見せる訳にはいかん!!）

　ガォン!!　という爆ばく音おんが鳴り響ひびいた。

　正面警備の制服警官が『うわっ、ほんとに来た!?　何なんだかなぁあの人は!!』などと叫ぶのを聞いて、片桐羊の胃袋にボーリング球のような重圧がのしかかる。金の力で汚れ仕事を全て任せていたこれまでの人生で、もう二度と感じる事はないと思っていた重圧が。

　白バイにまたがっている刑事は、ホッとしているような、肩透かしを食らっているような、そんな顔をしていた。

　ここまで来たら大丈夫。そう思っているのかもしれない。

　でも、だからこそ。

　そこに隙が生まれる。

「始めよう……」

　呟つぶやき、懐ふところへと手を伸ばす。

　早足で、資材搬入用の出入口へと近づいていく。
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　パン!!　パパン!!　という乾いた銃声が連続した。




　とっさにシート後部に腰掛けていたサイバーレインを突き飛ばし、停とめていた白バイの陰になる位置へ落としたまでは良かった。

　灼しやく熱ねつの感覚と共に、鉄てつ錆さび臭い匂いが鼻についた。

　奥歯を噛かみ締しめて激痛を堪こらえ、俺も俺で懐ふところから拳銃を取り出す。突き付ける。あと一〇秒保もてば良い。あいつを黙だまらせる事さえできればどうなっても良い。だから!!

　銃火の応酬があった。

　互いに交差する弾丸が命を削り合った。

　バイクにまたがったまま発砲を続けていたが、ついには耐えきれなくなって、そのままバイクごと横倒しに転がる。

　倒れた拍子に、背広のポケットから例のバックルがこぼれ落ちた。

　バギンッ!!　と。

　火花と共に、老人の放った鉛弾が路上のバックルの中央を撃うち抜いた。

　それを見届け、相手の老人もまた、地面に倒れた。

　サイバーレインが何か叫びながら、重たい白バイを両手でどかしていた。下した敷じきになっていた俺の体を引きずり出してくれる。

　そして、中なか田たさんを始め、正面警備の警官達たちが駆けつけてきた。

「動くな!!」

「拳銃所持を確認、午後五時二〇分、現行犯逮捕!!」

　手足や腹に複数の弾丸を浴びたにも拘かかわらず、その老人はむくりと自分の力で起き上がった。あちこち血に染まった壮絶な有り様だが、それでも彼は笑っていた。

「放せ、誰だれにも私は逮捕できん」

「……何を、言っているんだ……？」

「戦略文化財だよ。ブランド農産物の種子、生育法、工芸品、そしてそれを作る人間国宝……つまり、私自身が指定されている。こいつは国益を考こう慮りよし秘匿すべきと定めた情報を、あらゆる公式記録から抹消するものだ。たとえそれが、殺人事件の裁判の記録であってもな」

　だから、と老人はこれ見よがしに拳銃をくるくると回した。

「こんなものを見せびらかしたって、私が逮捕される事はない。捕まる事自体が『存在しない』んだから、証拠品として押収される事もない。好きなように書類を書き、好きなように提出しろ。容疑者の名前欄らんが空白のままでは、誰も裁判を進められないと思うがね」

　じんわりと、言っている事が分かってきた。

　美み島しまさんは、永なが田た町ちよう駅の真実が特定秘密や戦略文化財に指定されていると言っていた。わざと複数の情報保護制度を被かぶせる事で誰の管かん轄かつか分からなくさせると。そして、それと並ぶ噂うわさとして『料亭の主様』があると。全く同格の存在だと。

　つまり、こういう事か。

　逮捕はできる。裁判もできる。だけど人名は空欄のまま。『〇〇〇〇を殺人の罪で無期懲ちよう役えきに処す。でも、〇〇〇〇って誰だっけ？』それで片づけられてしまうって！

　人間国宝。

　確かに文化財保護法では、重要な文化財として指定されたものは政府が保護や修しゆう繕ぜんのために補助する事を約束し、また現状維持を徹てつ底ていするよう定めてある。それが景色であれ、建物であれ、美術品であれ、人間国宝といった人物であれ。

　戦略文化財はそこからさらに一歩踏ふみ込んで、『どんな事があっても』って冠がつくんだろう。例えば諸外国のスパイに誘拐されては困るし、殺されては困るし、死なれては困るし、死刑になっては困る。……だから、罪状を踏み倒してでも徹底的に現状維持に努める。全ては国益、この国の利益のために。

　でも、本当にこいつにそんな腕があるのか？

　この仕組み自体、国の裏側にいる連中が絶対に罪を被らずに済む仕組みが欲しくてルールを新設したんじゃないのか!?　致命誘発体が人を殺しても裁かれないのと同じように！

「そんな茶番が……！　私欲のためにあれだけやっておいて、通じるとでも思うのか……!?」

「ああ、以降は仕組みが変わるかもな。だが私の代では追い着かない。前代未聞のスキャンダルとどれだけ騒さわぎ立てられても、具体的に収しゆう監かんされなければそれで良い。そして『料亭』の構造全体を揺るがす過去が暴かれない限り、こんな薄うすっぺらい発砲事件はシステムが何とかしてくれる。では内うち幕まく刑事、私はこれで失礼させていただくよ。バックル型ＵＳＢメモリは破は壊かいした。もう青あお行灯あんどんの『パッケージ』に繋つながる線も消えたんだ、十中八九どころか、万に一つも。後は君達たちが右往左往している間に細々とした証拠品を捨てたら、悠々自適の生活が私を待っている」

　と、その時だった。

　本庁の正面玄関が大きく開いた。そこから出てきたのは一課の課長だった。彼はあちらこちらの惨状を軽く睥へい睨げいすると、やがて片かた桐ぎり羊ひつじの所で視線を固定させた。

「お久しぶりです」

「何だ、私はこれから帰るところだが」

「戦略文化財の一つ、人間国宝に指定された情報は、たとえ殺人事件の裁判でも提出される事はない、ですか」

「理不尽だろう。だがそれがこの国の仕組みだ」

「ええ、大変理不尽です」

　そこまで言うと、何な故ぜだか課長は相手を憐あわれむような目線を送った。

「……その仕組みは、あくまでも全ての書類を提出し、時の政府与党閣議によって承認を得られた項目だけに適用されるものです。逆に言えば、一つでも不備があれば成立しません」

「ま、て……？　お前は何を言っている？」

「提出書類を精査したところ、その一枚にほんの些さ細さいな不備が見つかった。よって、そもそも戦略文化財は最初から機能していなかった。そう、与党幹部からご連絡がありましたが？」

「知らんぞ……。私はそんな話は知らない!!」

「ですから言ったでしょう。この国の仕組みとは、大変理不尽だと。───逮捕しろ」

　たった一つの号令で、全てが決した。

　まるで角砂糖に群がるアリの大軍のように、あれだけ禍まが々まがしく孤高を突き付けてきた老人が中なか田たさん達たち制服警官に取り押さえられていく。

　知らない所で、何があった？

　唖あ然ぜんとしたまま、俺はしばし手て錠じようを掛けられた老人の背中を目で追い駆けていた。

　そして課長はこう言ってきた。

「美み島しま警視長に感謝しろ。お前の足りない部分を全て補ってくださった。所詮は東京の治安を守る『だけ』の我々では、こう鮮あざやかには行かなかったさ」

「美島、さんが……？」

「何をどう働きかけたのか。それは日本の仕組みを暴く青あお行灯あんどんの『パッケージ』を使えば明らかになるらしいが……そんなもの、わざわざ覗のぞいてみたいと思うのか？」
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　警察庁の執務室では、革張りの椅子に腰かけた男が、まるで子供が遊ぶようにその場でくるくると回っていた。

　内線電話を通じて部下から進捗を耳にし、そっと息を吐く。

「ひとまずは終わった、かな」

「だろうね」

　応じる声があった。

　応接用のソファには座らず、腕を組んで立ったまま壁かべにもたれかかっているのは、タンクトップにホットパンツの若い女。本来なら決して交わる事のない二人。互いの顔を見たら何で死んでいないんだと首をひねる間柄。そんな彼らが不自然に集っている。

「本当、いつでもこれくらい奇き麗れいに片付いてくれると良いんだけど」

「あまり調子に乗らない方が良い。機動隊方面の連中を焚たきつけて、妖怪関連の犯罪を直接裁く量産術者部隊の設立を目指したアンタがどんな目に遭ったか、忘れたとは言わせないよ」

「ああ。百鬼夜行の先代には、返す事のできない借りを作ってしまったしね……。彼ら夫婦が亡くなったのは、僕の驕おごりが原因だ。だからこの国は、三〇年も後退したのさ」

　彼は、とても淡い顔をした。

　そして椅子の動きをピタリと止める。

「ともあれ、これでバックルの件は片付いたはずだ。片かた桐ぎり羊ひつじと金輪奈落が回収した『本物』も、内うち幕まく君が用意した『偽物』も」

「ああ」

「なら」

　と、美み島しま警視長は机の上にあったノートパソコンを掴つかんだ。それを変わらぬ表情で……思い切り舞まいの顔に向けて投げ放つ。派手な音を立てて、美女の顔のすぐ横を突き抜け壁に激突したノートパソコンが、床に落ちる。

　様々なエラーメッセージが表示される画面には、それでも隠しきれない恐怖が表示されていた。

「……どうして永なが田た町ちよう駅の最深部が稼か働どうしている？　青あお行灯あんどんの『パッケージ』は接続されたままだぞ!!」

「考えられる可能性は一つ」

　と、舞はあくまで冷静に告げた。

「金輪奈落の連中が胴体切断をやらかす前に、すでに松まつ海かい博ひろし大先生は完成した検索プログラムをネットか何かで青行灯側に流していた。文字通り、バックルは持ち運べるバックアップ機材なんだからさ。本命がそれ以外にあったって不思議じゃないでしょ」

「つまり」

「青行灯は、『日本の仕組み』の全てを手に入れた。それをどう使うかは分からないにせよ、もう向こうがこれ以上待つ理由は特にない」

　菱ひし神がみの女は、その役に相応ふさわしい言葉を吐いた。




「カウントダウンは終わったんだ。それなら、後はこの国をぶっ壊こわすだけでしょ」




　　　　　24（青あお行灯あんどん）




　検索対象・永なが田た町ちよう駅情報区（最深部）。

　検索用語・標準型日本人ＤＮＡ原器。




　ほんと、困っちゃうよね。

　遺伝子を冷凍保管する施設……なーんてサイバーでＳＦなもの、そうそうないと思っていたら、出てくる出てくる。ゴロゴロとさ。警察関係、精子バンク、遺伝子治ち療りようや臓器移植センターなんて分かりやすいものから、病原菌研究、生体認証システム開発、ブランド米やブランド牛の研究、動物園や水族館、恐竜だの偉人だのの遺伝子を保管したがる連中もいるし、果ては胡う散さん臭い『顧こ客きやくのＤＮＡを冷凍保存して五〇〇年後の未来へ運びましょう』なんて企業まで。

　これじゃあ目的のものがどこにあるかなんて分かりゃしないよ。虱しらみ潰つぶしにしていたら、いずれどこかでボク達たちの狙いが洩もれて妨害されちゃう。だからスパッと答えを弾はじき出してくれるシステムが欲しかったんだよねえ。




　検索開始。

　検索中……。




　ああ、原器っていうのは『基準となる物』って考えてくれればオーケーだよ。キログラムとかメートルとか、まあ色々ね。そこに標準型、日本人、ＤＮＡ、そんな冠がついているんだから、これが何なのかは想像がつくでしょ？

　元々は、やんごとなき旧家ご令れい嬢じようなんかに協力を仰いで、日本人って一体何なのさ？　どんな遺伝子配列があるとそう呼べるんだ？　っていうのを定義づけたかったみたい。でもまあ、日本人の起源自体、先住民説とか単系説とか色々あって、そう簡単には進まなかったんだけどね。最終的にはここから日本人が始まったんじゃないのって思えるいくつかのサンプルへと集約する事になったみたい。仮説の数だけね。

　で。

　そのサンプル群をさらに調べてみたところ、全く別の観点から面白い仮説が出てきた。

　ジャンクＤＮＡって知らない？　遺伝子っていうのは普通、親から子へ個性を伝えるために情報をまとめたものを指すけどさ、実際には九七％は遺伝情報を持たない『ジャンク』なんだよ。でも、記き憶おく媒ばい体たいである事に違いはない。肉体の遺伝に必要のないデータでも、親から子へ引き継がれるのは変わらない。じゃあ、そこには一体何があるんだろうね。もしも人間の胚はいがそれを読み取れないだけで、肉体の遺伝とは関係のないデータ……例えば風土や環かん境きようなんかに対する情報をひっそりと吸収して書き込んでいたとしたら。それを今日まで連綿と引き継いでいるとしたら。こうなるとサンプル間の垣根を飛び越えたもっと大きな枠組みで、日本で生じた命には日本という土地で生じた共通情報が埋め込まれているって事になるでしょ。なら、後はそのジャンクＤＮＡを解析し、何代も何代も重ねてきた環境データを保存してしまえば、当初の目的は達成される。

　複数のサンプルをまたいで共通するジャンク因子。

　これがあればこの土地で生まれた命だ、と示せる『何か』がね。

　所詮道楽と言えば道楽なんだけど、ボク達たちみたいなのからすれば、とっても面白いものだ。

　だって、この国の人達って、自分の国の名前も知らないでしょ？　ニホンなのかニッポンなのか。さらにオリンピックだのワールドカップだのの時はジャパンに化けるんだっけ？　はっきり言うけど、こんな曖あい昧まいなものを曖昧なまま続けられるのって、世界広しといえどこの国くらいのものだと思うよ。

　だから、日本人なんて大雑把なくくりは幻みたいなものだ。

　こんな風に、何かで定義づけないと不安になるくらいに。

　……じゃあ逆に、ボク達が標準型日本人ＤＮＡ原器を手に入れてしまったら？　それを好き勝手にいじくり回したら？

　答えは簡単、呪いの藁わら人形みたいに、日本人って定義全体が書き換えられるのさ。

　日本人は頭から角が生えている、日本人は背中の翼つばさで空を飛ぶ、日本人の主食は生のなめくじだ、日本人は裸で通勤通学する変態集団だ。とにかく何でもござれ。全てはボク達の意のままになる。

　楽しいよね？　楽しいって言えよ。これは、キミ達が自分で望んだカタストロフで、最高のエンターテイメントなんだからさ。




　検索完了・位置情報特定。

　インテリビレッジ納のう骨こつ村むら─地方都市墓ぼ前ぜん市しの市境。墓ぼ石せき山やま山さん麓ろく、献花登山ルート四合目。畜産研究センター、第三遺伝子冷凍保管倉庫。




「見ィつけた☆」

　なーんだ、前に幸さちちゃんと出会ったあの山じゃないか。それに、納骨村か。あの少年と縁深い場所っていうのも運命を感じちゃうな。

　じゃあ始めようか、躊躇ためらう理由も特にない。

　一億五〇〇〇万人まで膨ふくれ上がった日本人の諸君。キミ達が退屈と息苦しさの中で待ち望んだ最高の舞ぶ台たいが幕を開けるよ。だから存分に、魂が溺おぼれるまで楽しんでくれたまえ。




　　　　　25（3rd person）




　百鬼夜行の最高責任者である一〇歳前後の少女。祝はふりと呼ばれるその人物は、神こう戸べにある国産飛行機工場へ出向いていた。身に纏まとうのは憂うれいを秘めた喪服。それは青あお行灯あんどんらへの手向けか、死地へ赴く自らに対する覚悟か、沈みゆく列島への情なのか。

「困ったものだよね、一体どこから話を聞きつけてきたんだい。全く常識的じゃない」

　広大な滑走路では、着流しの青年が適当な調子で呟つぶやいていた。

　菱ひし神がみ恭きよう。『菱神の男』の中でも、本家継承順位三位に位置する存在。だが、喪服に染め抜いた百鬼夜行の印を負う少女が後れを取る事はない。

「我々の移動拠点が青行灯らに潰つぶされたのはご存知なのでは？　こちらの菱神航空工業へやってくれば、代わりが手に入るとの情報を得たのですが」

「そういう常識外の商談は豊とよ川かわグループの方に振ってくれないかなあ。あそこの自動車、リコール続きだからどんな依い頼らいでも喰くらいついてくると思うけど」

「あちらは例のインフラ破は壊かいのあおりをまともに受け、機能不全に陥っています」

　やれやれ、と菱神恭は首を横に振って、観念するように言い放った。

「ここにあるのは、厳密には商品とは言い難い。例の、武器輸出三原則が緩かん和わされた事を受けて、新設した工場の製造ラインが正しく動くかを確かめるためにテスト稼か働どうさせたんだ。言ってみれば回答用紙のようなもので、売りに出すつもりはなかったんだよ」

「だからこそ宙ぶらりんで、私達たちが秘密裡りに購こう入にゆうするチャンスもある、と」

「……そこまで切迫しているのかい？」

「概算で良ければ、およそ二四時間以内に日本という国家、いえ概念が消失する程度に」

「まったく、常識ってヤツは恐ろしい。一秒前と一秒後で一八〇度ぐるりと回ると来た。今がそんな時代なら、まあ、これを売りに出すのも常識的なのかもしれないね」

　ガゴォン、と重たい音を立てて、格納庫にも似た巨大工場の扉が左右へ開いていく。ジェットエンジンを弱く噴ふかしながら、あまりにも大きな飛行機械が表へのそりと出てくる。

　日本に存在してはならないはずのステルス戦略爆ばく撃げき機きが六機。

　それらを束ねる空中警戒管制機が一機。

「新たな拠点としては、申し分ありません」

「しかし、急なオーダーだから内部の着装は済んでいないよ。君達好みの構成とは言い難い。まんま剥むき出しの軍用兵器なんだけど？」

「むしろ、状況を考こう慮りよすればそちらの方が好ましいほどです。支払いの確認は任せます。ああ、このままいただいても？」

「常識的じゃないなあ……」

　そんな声を無視して、祝はふりは一度だけ手を上げた。

　途端にバタバタバタバタ!!　と大量の人員が新たに得た翼つばさへ殺到していく。この身を隠すものが何もない滑走路のどこに潜ひそんでいたのかと目を疑うほどに。

「目標はインテリビレッジ納のう骨こつ村むら。可能な限り民間人への戦せん闘とう介在は回かい避ひしたかったところですが、これ以上の余裕はありません。至急展開し、青あお行灯あんどんグループを撃げき破はします。何としても、どんな手を使ってでも、彼らに標準型日本人ＤＮＡ原器が渡るのを阻止しなさい！」




　　　　　26（陣じん内ない忍しのぶ）




　叔父さんには悪いけど、大おお騒さわぎしているのはテレビの向こうの世界だと思っていた。

　俺達たちは安全な場所にいて、ただ無事に終わったよって報告だけを待っていれば良いんだと、そんな風に信じていた。

　だから。

　ゴォ!!　というその爆ばく音おんを耳にした時、俺はとっさに身をすくめていた。

「なっ、何だあ!?」

　最初、天井を見上げ、それから庭へ飛び出す。

　そこで、信じられないものを見た。




　空を舞まう巨大爆撃機の群れ。

　それを守る護衛戦闘機。ただ通過していくだけでなく、明らかに俺達の村の上空を狩り場に選んでいるかのような、その悠々とした歩み。




　猫又は、こう言っていたじゃないか。

『気楽なもんだ。テレビの向こうが遠い世界にでも見えてんのかね。結局、そこに生きているのはあたし達と変わらない地続きの人間だってのにさ』

　全くその通りだった。

　この日。

　インテリビレッジ納骨村は、戦争とでも呼ぶべきカタストロフへと突入していったんだ。













　　終　章　崩ほう壊かい、決行







　いきなりとんでもない状況に放り込まれた陣じん内ない忍しのぶは、最初からもう泣きそうだった。だが彼は知っている。百鬼夜行やそれに類する組織がどれだけ『本気』かを。一度本格的な戦せん闘とうが始まってしまえば、人の命の尊さなんて紙くずのように失われる事を。

　色々な顔が浮かんだが、真っ先にかやぶき屋根のお屋や敷しきへ駆け込んだ。父、母、祖父、祖母。とにかく自分の家族に危機を伝えなければならない。そう思った。だが。

「婆ちゃん！　くそっ!!」

　廊下の真ん中で不自然に、忍の祖母は倒れていた。何らかの急病かとも思ったが、そうでもないらしい。素人判断で申し訳ないが、祖母の顔が苦しげだったり、青ざめたり、土気色だったり、とにかくそういう分かりやすい異変はない。まるで眠っているようだった。

　だが、どれだけ呼びかけても、肩を揺すっても、一向に起きない。

「忍。酒蔵の方もおかしい。若い衆の掛け声が全く聞こえなくなっているよ」

「……婆ちゃんだけじゃないっていうのか」

『何か』が起きている。だけどその『何か』が分からない。

　とりあえず祖母を座敷童わらしに預けて裏庭から酒蔵へ向かう。デリケートな醸じよう造ぞう施設なので、雑菌を入れないように真っ白な簡易防護服を着なくてはならない。もたもた準備して普段は入れない重たい扉の奥を覗のぞくと、少年と同じ格好の男達たちがバタバタと倒れていた。その中には忍の父もいた。彼の背丈を二倍は超える巨大な桶の中からシュワシュワという音が響ひびいており、最初、何らかのガスではないかと疑ってしまうほどだった。

　だが違う。これはそんなものではない。

「座敷童、サキュバス、古ふる椿つばき！　とにかく防護服を着たら父ちゃん達を運び出すのを手伝ってくれ。ああ、雪女は良い。醸造施設には近づくなって言われているんだろ!?」

　こういう時、人智を超えた妖怪は便利だ。本当にヒョイヒョイと、紙袋を回収するように人の体を持ち上げる。彼女達は、忍の母や祖父など他の家族も見つけて集めてくれた。

　向かう場所は明確だった。

　大空を舞まう爆ばく撃げき機きに何が積まれているかは想像もつかない。だけど、家の中でただ震ふるえていればやり過ごせる訳でもない事くらいは理解できる。

　そしてこの中で最も分かりやすく強大な力を振るうのは、雪女だ。

「お前の氷室を使わせてもらうぞ」

　忍は断ってから、台所の床にある扉をバコリと開ける。それだけで強烈な冷気が伝わってきたが、彼は続けてこう切り出した。

「いいか、雪女。ここにいる人達たちはみんな眠っている。このまま氷室に入れたらみんな死ぬ。だから、かまくらでも何でも良い、とにかく雪を使って人を温めるようなものを作ってくれ。それでいて、外側は徹てつ底ていして硬く。爆ばく弾だんくらいなら防げるくらいに。頼たのめるか？」

「……お安い御用です……」

　忍しのぶは妖怪達と一緒に簡易防護服を脱ぎ捨てながら考える。

　座ざ敷しき童わらし、猫又、大小の古ふる椿つばきに、忍の母が連れてきた無害な妖怪達。色々思い浮かべるが、移動拠点ごとやってきた百鬼夜行と渡り合うにはまだ弱い。集団、組織とまともにやり合えるのは誰だれか。少し考え、やがて忍はこう言った。

「サキュバス」

「はい何でしょ」

「お前はユーロセキュアフォースって大組織を束ねていたんだったよな。その知恵を貸してくれ。ヤツらと渡り合って、追い払うために」

「ま、今はあなたがご主人様ですからねえ。そういう契約でしたら従いますけど」

「忍」

「分かってるよ、ヤバい事くらい！　だけどこの村には惑まど歌かとか渚なぎさとか恋こい王おうとかタローとか、とにかくたくさんの人がいるんだ！　向こうの勝手な都合で全部ぶっ壊こわされてたまるか！」

　言うだけ言うと、忍はサキュバスを引き連れてかやぶき屋根の屋や敷しきを飛び出していく。

　外も酷ひどかった。

　あちこちで人が倒れていた。水の張っていない田んぼへ突っ込んだままの電動軽トラなんかもあった。そして農道で騒さわぎ立てている提ちよう灯ちんお化けと唐傘お化けを発見した。

「だっ、誰か、どなたかー！　お医者様はいらっしゃいませんかー!?」

「むうう、本当に全滅なのか……。一一九とやらも応答しないし」

（……馬鹿野郎）

　忍の顔は、赤ではなく青に変色しつつあった。

　怒りを覚える余裕さえなかった。

（家の中に引っ込んでいれば良かったものを！　他の妖怪達はとっくにどこかへ逃げ出しているだろうに!!）

「おい提灯、唐傘！　死にたくなかったらついて来い!!」

「えっ、はい？　で、でも尋ひろサマや奥方達が……」

「それをやらかした『何か』を見極める。もうここには、『妖怪だから死なない』なんて安全地帯はねえぞ。だから安易な行動は控えるんだ、分かったな!?」

　偉そうに言う忍自身、いくつかの事件に巻き込まれた経験があるというだけで、その本質は高校生。『パッケージ』を逆手に取る事はできても、超常の力を自ら生み出す事はできない。

　だけど、連中ならできる。

　百鬼夜行や、それに類する組織ならば。







　のどかな村だった。

　水の張っていない田んぼが広がる中、所々に林のようなものも残っている。その内の一つに身を隠すように、百鬼夜行最高指導者の祝はふりは陣を張っていた。それこそ戦国時代の合戦のような有り様だが、その周囲は隠おん形ぎようと防ぼう壁へきのための結界が何重にも張り巡らせてある。何者にも捉えられず、何物も破る事はできない。そういう頭脳部だった。

　上空の空中警戒管制機やステルス戦略爆ばく撃げき機きは囮おとりでしかない。

　青あお行灯あんどんグループの中にどれだけ生身の人間が参加しているかは不明だが、少なくとも注目は天に向く。彼らが吞のん気きに大空を見上げたところで、下から喉笛を食い破る。そういう構成だ。

「『五本指』、いずれも配置完了しました」

「分かりました。総員、攻撃開始。爆撃と超常を組み合わせ、最短最速を目指してください。民間への被害は可能な限り抑えていただけると助かりますが……不可能だと判断した場合は、各個の決断に任せます」

　告げた直後だった。

　爆音が発せられた。

　だがそれは、上空を飛び交う爆撃機からスマート爆弾が落ちたからでも、百鬼夜行の精せい鋭えい達たちが大規模な攻撃を始めたからでもない。




　ゴォ!!　と。

　いきなり、それこそ唐突に。祝の真横に青行灯が飛び込んできたからだ。




　無数の結界がまとめて破断する衝しよう撃げきが、後から遅れて炸さく裂れつするほどの速度。

「……、っ……!?」

　何か叫ぶ前に、側近の若者の喉笛が真一文字に切り裂かれた。

　鮮せん血けつが噴ふき出すより早く、青行灯の爪が翻ひるがえって祝の急所を狙った。

「嬢じようちゃん!!」

　影かげ武む者しやも兼ねる豆まめ狸だぬき───ぬいぐるみのように小さなタヌキの妖怪───が割って入る。途端に、景色そのものがぐにゃりと歪ゆがみ、彼らの姿が消失した。だが青行灯の顔に驚おどろきはない。ひう、と一度空気を吸ったと思ったら、返す刀で青白い火炎放射のような炎が唇から一直線に噴き出した。

「あっち!?」

「あはは！　タヌキは玉袋を広げて変へん化げするけど、煙草タバコの灰を落とされて正体を現すって話は珍しくないからねえ!!」

　再び景色が揺らぎ、何もない場所から現れた祝はふり達たちを眺め、楽しそうに青あお行灯あんどんは告げる。

「やあどうも、ラスボスちゃんですよろしくね。いきなり中央突破されて驚おどろいちゃったかな？」

「……、」

「無理無理、例の『五本指』はボクのメンバーが押さえている。寺社や仏像についた煤すすや穢けがれを砂嵐のように振るう加か田だちゃん、枕返しを利用して標的の肉体から直接魂を抜く迫さこ川がわちゃん、他人の喜怒哀楽を一律で憎悪にコンバートして呪いを撒まく囲い湖こちゃん……は裁さい木き和かずに淘とう汰たされちゃったっけ。ま、他にもゴロゴロいるよ。ごり押しなら危ういけど、時間を稼かせぐくらいならできるだろうさ」

　キリキリキリキリ、と五本の爪を不自然なくらい鋭するどく伸ばしながら、青い鬼女は笑う。

「そして百鬼夜行は血統主義だったよね。キミを殺せば総員の精神的支柱がボッキリ折れる。まさしく将棋やチェスと同じさ、たった一つの駒こまを取れば、勝負が決まる」

「……そう容易たやすくやらせると思いますか？」

「良い事を教えてあげよう」

　くすくすと笑いながら、青行灯は続ける。

「ボクは一〇〇の恐怖を束ね、なお先に存在する者だ。ここまで多くの怪談を収録するとね、本来なら持っていない超常であっても、パーツパーツを組み合わせて再現できてしまうんだよ」

　類話、という。

　例えば、雪女と産女は全く違う妖怪だ。だが、伝承によってはどちらも道端に現れ、赤子を抱いてくれとせがみ、それに応じた旅人を無限に膨ふくらむ赤子の重さで押し潰つぶして殺してしまう、というものがある。

　有名な伝承が他の妖怪にも伝でん播ぱしていったのか、あるいは恐怖の源泉はどれも同じで、別々の時代や場所で偶発的に似たような話が生まれたのか。それはどうでも良い。

　とにかく、似たような伝承は作れる、というのが重要なのだ。

　個々の妖怪の性質は、個々の妖怪だけのものではない。

「この場合の組み合わせは一〇〇×一〇〇？　それとも一〇〇の一〇〇乗？　いいや違うね、これは絵具と一緒だ。素材は有限でも、可能性は無限に膨らむ。やっぱり裁木和の術法と松まつ海かい博ひろしの検索プログラムは最高だよ、芸術と言っても良い。おかげでボクは、数の概念を超越した」

「つまり、何が言いたいのですか」

「油取りって妖怪を知っているかい？　恐怖の伝統を失った子殺しの致命誘発体。ただ現れ、ただ攫さらい、ただ殺す。それだけを極めた妖怪なんだけど」

　ピタリと、その指先で祝を示す。

　そう、一〇歳前後の少女の胸の真ん中を。

「ボクがエミュレートすれば、キミはもう逃げられない。子供を殺す事にかけて、あれほどパーフェクトな妖怪はボクだって他に知らないんだからさ」

　だから、これでチェックメイト。

　宣言された時点でもう終わり。

　そのはずだった。

「病びよう魔ま」

　少女がそう呟つぶやかなければ。




　直後。バギン!!　という快音と共に、少女の傍らに何かが立つ。




　地面から、きのこやたけのこが伸びる映像を早送りにしたように、何かが生えた。それは祝と呼ばれる少女だった。ただし傍らに立つ者は、身長が伸びる。顔つきが変わる。胸元が膨ふくらむ。腰回りが艶なまめかしく変貌する。元々体型が表に出にくい黒の喪服なのに、それを無視してメリハリがつく。すらりとした長い手足が伸びていく。

　大人と子供。

　いいや、大小二人の祝はふりは、まるで操り人形のように菌糸でできた繰くり糸いとで結ばれていた。

「な……」

「推定肉体年れん齢れい二〇歳、といったところでしょうか。病魔の力を使えば、このような外法も実現できるんですよ」
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　元々は火急の用で世継ぎが必要になった時のために開発させたものだ。つまりは人工的な代理母。今ある幼い祝を観察し、彼女が大人になったらどうなるかを徹てつ底ていして再設計した『身代わりの母体』である。当然、祝の卵子を吸い寄せて偽りの胎で代理出産できる精度で。完成したその日、祝本人からの命令とはいえ、言ってみれば主君のデータを基に主君が大人になった究極のダッチワイフを作ってしまった『病魔の使し役えき者しや』は成功の報告と共にその場で自害を検討していたようだが、他の『五本指』が総出で取り押さえて事なきを得た、という経けい緯いもある。

「これで油取りの致死性の輪から少しは遠ざかれたでしょうか。何しろ私は子供であり、大人でもある。まるでへその緒で連結する母と子が妊婦という一つのくくりで束ねられるように、『祝』という人物は大小重なって存在しているのですから」

「なるほどねえ。だが言っただろう、ボクは有限の素材を無限に膨らませると。致命誘発体のストックなど、他にいくらでも用意できるのさ!!」

「では『巫ふ蠱この透とう視し者しや』、あなたの『眼め』を借りますよ」

　芒ぼう、とグラマラスな方の祝の両目が淡い赤の光を放った。

　直後の出来事だった。

　キュカッッッ!!　と、もはや複数の残像が重なるほどの勢いで必殺の爪を放った青あお行灯あんどんのその動きの全てを、寄り添うような二人の祝はふりは軽々と回かい避ひしていた。全く同じタイミング、全く同じ方向、全く同じ挙動で、シンクロでもするように。

「な、に!?」

「私を殺したければ、二秒以内に一〇〇手以上の攻こう撃げきを放つ事をお勧めします。そして『神かみ業わざの鞭べん撻たつ者しや』、あなたの知恵を私に貸しなさい」

　途端に、全てが変動した。

　ただ逃げ回るだけだった祝の動きが、明らかに変わる。アクロバット飛行のようにピタリと寄り添いながら高速移動を繰くり返しつつ、腰を落とし、重心移動を意識し、そして大きく踏ふみ込む。必殺の爪そう牙がの中央へ自ら飛び込み、傷一つなく、大小二つの掌てのひらを青あお行灯あんどんの柔らかい腹の真ん中へと突き込む。

　身の丈より巨大な太鼓を思い切り叩たたくような轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　バキバキバキバキ!!　という木々の幹を薙なぎ倒す音が連続する。砲弾のように青行灯が吹き飛ばされていく。

「妖怪が人に神業を教えるという話は各地に残っています。牛うし若わか丸まるを育てた天てん狗ぐ、金きん太た郎ろうを育てた山姥やまんば、安あ倍べの晴せい明めいを育てた狐きつね。今の私も同じ事、人智を超えた武術がここにある」

　転がり、目を白黒させる青行灯は、身を起こす過程で見た。

　部下が恭しく両手で差し出してきた鞘さやから、グラマラスな方の祝が一振りの日本刀の柄つかを握るのを。そして小さな方が告げる。

「『伝でん家かの超ちよう越えつ者しや』、私の得物を完成させなさい」

　大きな祝が刀を抜いた途端、おぞましくも美しい輝かがやきが宿る。

「一〇〇年経たった器物や動物には超常の力が宿る。これもまた、ありがちな伝承ではあります。それを具体的な技術にするため、悪あつ鬼き羅ら刹せつや雨う洞どう斎いつきの影かげ武む者しやなどは奮ふん闘とうしていたようですが。答えはとても近くにあった」

　率直に、青行灯は思った。

　あれはまずい。事前情報なしの不意打ちとはいえ、徒手空拳でここまでやられた。促成栽培の業物まで持ち出されたら、勝負がどう転ぶか分からなくなる。

　無論、もはや首を落とされたり、心臓を抉えぐられた程度で絶命する青行灯ではない。

　だがたとえ死ななくても、執しつ拗ように切断されて細かく切り刻まれるのはまずい。

　何な故ぜならば、

（ボクは一〇〇種の怪談を束ねた超常。故に、一〇〇等分されてしまえば特別性は消失する。各々バラバラの怪談へ矮わい小しよう化かされてしまう。そうなったら流石さすがに自我を保てない、か）

　強大な妖怪を分解して封印する、という実例もあるにはある。例えば山姥やまんばの体を刻んで四二の塚に封じた話や、土つち蜘ぐ蛛もの遺体を三つに分けて埋葬した話。九尾の狐きつねの呪いが籠こもった殺生石は砕いた過程で細かい欠片かけらが管くだ狐ぎつねという新しい妖怪を生み出すに至った、という変種もあるようだが、何にしても『今ここにいる青あお行灯あんどん』の自我や存在は破は壊かいされてしまうはずだ。

　そして、

「聞き逃しましたか？」

　小さな祝はふりが呟つぶやき、寄り添う大きな祝が刀を掴つかみ直す。

　告げる。

「私は『彼ら』に協力を仰ぎました。であれば、『彼ら』の存在を忘れるのは愚の骨頂でしょう？」

「……、」

　ゆっくりと、青行灯は背後を振り返る。

　見渡す限り、全てが終わっていた。




　あるいは、『病びよう魔まの使し役えき者しや』。

　ＳＷＡＴのような漆黒の特殊戦せん闘とう服に、マガジンの代わりに大量の呪符をホルダーへ突っ込んだ陰気な大男。自身の生み出す憎悪を符の力でもって病魔に変換し、あらゆる細菌やバクテリアを参考に変幻自在の攻防を繰くり広げる、歩く戦略兵器。




　あるいは、『巫ふ蠱この透とう視し者しや』。

　長い黒髪に色白の肌をした、巫み女こ装束の上から弟おと切ぎり草そうの飾り留め具で固定した薄うすい千早を纏まとう美女。目線を覆おおうように赤い布を頭にきつく縛しばっており、いわゆる『虫の知らせ』の語源となったモノを体内で飼う事で特別な力を得た。手にするは袖から飛び出し、鈴と飾り紐ひもに彩られたドイツ製の古い拳銃が二丁。彼女は遮しや蔽へい物ぶつに隠れる事なく、その照準で誰だれを覗のぞくでもなく、舞まうような円の動きで全てを撃げき滅めつする究極の観測機器。




　あるいは、『神かみ業わざの鞭べん撻たつ者しや』。

　黒い執事服に乗馬鞭むちを手にした、眼鏡の優男。規格外の怪力や八はつ艘そう飛びといった人智を超えた武術を一いつ瞬しゆんにして対象全体に教授する力を持ち、彼が味方する軍勢はそれだけで一いつ騎き当とう千せんを束ねた群れと化す。当然、その対象に自分自身を当てはめる事も可能な特別軍事顧こ問もん。




　あるいは、『情じよう念ねんの捕ほ食しよく者しや』。

　うぐいす色を基調にした十二単ひとえを纏う思春期の少女。仕事のたびに標的との想像妊娠を経る事で偽りの繋つながりを持って莫ばく大だいな嫉妬や憎悪を生み出し、それを呪いの炎へ変える事で確実な暗殺を成功させる存在。清きよ姫ひめなどの伝承に見られる通り、女性の持つ悪感情をとことんまで拡大解釈して捻ねじ曲げた存在。愛すれば愛するほどにその炎は膨ふくらみ、ついには仏神に守護された寺社仏閣さえ焼き尽くす精密誘導兵器。




　あるいは、『伝でん家かの超ちよう越えつ者しや』。

　ボロボロの車椅子に腰掛け、大きな幌ほろで顔を隠す、和装の枯れた老人。刀でも槍やりでも、あるいは猫や犬でも、ようは何でも構わない。彼が竈かまどに放り込んで良く熱し、丹念に金かな槌づちで叩たたいたものはその全てが怪異となる。例えば一いつ騎き当とう千せんの霊れい刀とうに、あるいは人語を話す怪猫に。鈴すず鹿か御ご前ぜんを引き合いに出すまでもなく、時には浮遊し自動的に標的を切断する武具を作り身を守る事もあり得る、超常の兵器設計、開発者。




　合わせて、百鬼夜行の『五本指』。

　使い方次第ではそれぞれが五つの大陸を一つずつ沈め、その掌てのひらでもって世界を掌握する事も可能とまで評価される、最大最強の切り札達たち。

「……、」

「……、」

「……、」

「……、」

「……、」

　すでにあらかたを片付け、その全員が死し屍し累るい々るいの中央に立っていた。彼らの目線は主君に牙を剥むいた青あお行灯あんどんへビタリと据えられていた。

　決して、青行灯の集めてきたメンバー達が弱かった訳ではない。

　各々強力な質と量を兼ね備える大軍勢。

　それを刈り取られる雑草のように見せるほど、『五本指』が怪物過ぎたというだけの話。

（残っているのは、幸さちちゃんと大おお百足むかで、裁さい木き和かずに猫びよう鬼きの使し役えき者しや、後ちょっと……ってトコか。ちえっ、ほとんど新参者ばっかりじゃあないか）

　率直に、青行灯は戦局を認めた。

　どれだけ準備を重ね、ドミノを一つ一つ並べても、結局これだ。あまりにも大きな手が途中で遮断してしまえば、つまらない予定調和が全てを台無しにしてしまう。

（……ただでさえパーフェクトモードと化した祝はふりちゃんだけで五分五分だっていうのに、さらに『五本指』の一斉飽和攻こう撃げきか。確かにこいつはまずそうだけど）

「ふふ」

「何がおかしいのですか」

「いや、ボクはさ、変わりたいと思う者全ての味方なんだ。こういう予定調和で堅実な勝利っていうのは、やっぱり面白くないなあって思ってさ」

「それが現実です」

「さあて、そいつはどうかな」

　パチンと、青行灯は指を鳴らした。

　残り少ない『仲間』へと声を放つ。

「そんな訳だ、裁さい木き和かず。やっぱり駄目だった、だから始めちゃってよ」







　納のう骨こつ村むらのどこかで、ダークスーツの青年は口の中で呟つぶやいていた。

「南蛮より渡来し舶はく来らいの超常。しかして朱に交わりて色を変えよ。我が求めしは血のように赤き超常、そのように形を変えよ」

　習合、という言葉がある。

　日本の仏教、という言葉が当たり前のように蔓延はびこっているが、そもそも仏教自体はインドで発祥し、中国や韓かん国こくを経て渡ってきたものだ。当然、そこで語られる仏神についても語り継がれる過程で名前や容貌、役割までも変じられてしまう事さえある。

　また、悪あく魔まというのも本来は仏教用語。西洋のデビルやデモンに対応する語がなかったため、そのような単語が後から当てはめられたというのに過ぎない。

　であれば、

「ツェリカ＝ヴィーン＝アルファ＝チェリディア＝ルミディリエ。我らの望む形で、我らの望むものを、我らの願う分だけ与えたまえ。───顕けん現げんしろ、津つ絵え利り可か如によ来らい。仕事の時間だ」

　ドォッッッ!!!!!!　という、どこまでも禍まが々まがしい旋風が吹き荒れた。

　作為的に歪ゆがめられた超常的存在。

　誰だれかの都合に合わせてチューニングされた猛威が、顔を出す。







　サキュバスを引き連れて納骨村の様子を確かめていた陣じん内ない忍しのぶは、そこで見てしまった。

　竜巻のような旋風の中央に立つのは、ウェーブがかった長い金髪の先を空色のリボンで束ね、グラマラスなボディを見せつける白人女性。オーストラリアの魔ま女じよ。マルグリット＝スタインホルス。かつてサキュバスを手に入れるため、古ふる椿つばき（小）を用いて乗り込んできた刺客だった。

　だが。

　いいや。

「……あれは、違うものです……」

　サキュバスが、唖あ然ぜんとした調子で言った。

　そう、服装が全然違う。灰色のざらついたコンクリートのように硬質で生き物を寄せ付けない、それでいて爬は虫ちゆう類るいの鱗うろこにも似た何か。それが妖よう艶えんな美女の輪郭を外から包むようにして侵しん蝕しよくしている。かつ、胸の谷間やへそ、太ふと股ももなどを容赦なく見せつける在り様は、冒ぼう涜とく的てきであればあるほどおぞましい力を噴ふん出しゆつするポートを増やしているようにさえ思える。

　そして、サキュバスと同種。だとすれば、その意味するところは……。

「使っている肉体はそうでも、魂は違う。あいつ、あの野郎……！　マルグリットの肉体を借りて、こっちの世界に出てきたっていうんですか!?」

　直後の出来事だった。

　マルグリットの額から二本、後ろへ流れるように、ねじれた角が飛び出した。背中からはこうもりのような翼つばさが、尻の辺りからは太くて長い尻尾が。まさしく西洋の宗教画に描かれる、テレビゲームの中にも出てくる、そんな典型的な悪あく魔まの像が完成する。

「んふっふう……」

　艶なまめかしく息を吐き、それは己の肢体を……いいや、奪い取った女の肉体をゆっくりと両手で抱く。大きな胸を押し潰つぶし、滑らかな腰回りを指先でなぞるようにしながら、手に入れた肉体のサイズや可動範はん囲いを確かめていく。

「ああ、ああ、久しいぞ、この感じ。わらわは今!!　女の胎を蹂じゆう躙りんしてこの世界へと再び産声を上げた！　これが何度目かは知らんがのう！　あはははははははははははは!!」

「あ……」

　神話クラスの大悪魔。

　七つの大罪に惜しくもランクインされなかったというその圧倒的な実力の保有者。

　サタンやベルゼブブ。冗談のような知名度の存在と平気で肩を並べる者。

　妖怪や精せい霊れいなどとは、根本的に次元の違う存在。

　下手をすれば多神教カテゴリの低位・中位の神くらいなら凌りよう駕がする化け物。

　あるいは、魔ま王おうとでも呼称すべき何か。

「ああ、あああ」

　呆ぼう然ぜんと、陣じん内ない忍しのぶは立ち尽くしていた。

　何か、この村の存亡について、ある一線を越えてしまった。そんな絶望的な確信と共に。

「あああああああああああ!!　ああああああああああああああああああああああああ!!」







「変わろうとする者達たちの世界へようこそ」

　ニィ……と青あお行灯あんどんは笑っていた。

　異常な力を発揮する大小二人の祝はふりや『五本指』さえ気に掛けない。そんな感情を顔いっぱいに浮かべ、両手を広げて己の敵を抱き寄せようとする格好で、青い鬼女はこう宣言した。

「これが予定調和のない世界、全てが混こん沌とんの中にある、可能性に満ち満ちた世界ってヤツさ！　さあ殺し合おう、最高のエンターテイメントにしよう！　みんなに元気を与えようよ!!　退屈と息苦しさで埋め尽くされたこの国の人達たちが、こんなものを見られたなら死んでもいいやと思ってくれるくらいのものをさあ!!」




　青あお行灯あんどんが叫んだ直後だった。

　その日。大だい悪あく魔まツェリカが天に咆ほう哮こうし、少年の小さな世界は決けつ壊かいした。

[image: ]













　　あとがき







　六冊目!!

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　もう毎度毎度このシリーズはページ数との戦いだったりする訳ですが、ついにこの厚さで上下巻構成になってしまいました。厚さに見合う内容の濃こさを提示できていればよいのですが、その評価については皆様にお任せいたします。

　今回は『インテリビレッジの作風を崩さずに、どこまで派手なバトルができるのかな？』というのが主題になっています。なので、ひょっとするといつもと雰囲気の違うシーンがあれこれ見え隠れしているかもしれません。




　一章について。

　割とスタンダードに『パッケージ』の謎なぞを解いて事件を解決するのかと思いきや、まさかの小学生異能力バトルに。米よね咲さき尋ひろの家は古道具店で、そのために器物関連の妖怪で溢あふれ返っている、という設定は二巻で出し損ねたので、今回大放出できて嬉うれしい限りです。

　やっぱり男の子だったら惚ほれた女のために命張りたいよね!!　とはまさにフィクションでしか通じない理論ですけど、でもそういうのに一番憧あこがれるのってこれくらいの歳の男の子じゃないかなあ、とも思います。蘭らん園ぞのさんを想おもう気持ちなら誰だれよりも強いから、絶対にこんな所では負けない。こんなくさい台詞せりふはきっと汚れちまった大人にはもう吐けないんだろうなあ、と。

　あと、今回のポイントはそんな汚れちまった陣じん内ない忍しのぶのゲスい学校生活と、結果として死んだ魚のような目でブルマを穿はいて授業をしなくてはならなくなったオドオド系担任教師です。




　二章について。

　ＮＥＫＯ＝ＭＡＮＭＡは完全な趣しゆ味みです。好きなんだけど、まだ現実世界でチェーン展開されるほどポピュラーなものではないのですね、残念。これに限らず、インテリビレッジでは架空のサービスやベストセラーなどを考えるのが楽しみの一つになっています。

　警察官である内うち幕まく隼はやぶさには、いわゆる事件の導入が必要ありません。大雨の日に土砂崩れで道が塞がり、たまたま雨宿りに立ち寄った洋館で密室殺人事件が……などというお膳ぜん立だてがなくても、『事件発生、現場に急行せよ』で話を始められる便利な立場にいます。

　ですが、逆に彼の場合は忍や舞まいと違って、人を助ける行為に平等性、公平性が必要になってきます。今回はその辺りを特に強調するため、違法ハウスに住む老人達たちを助ける話を作ってみました。そう、美少女の対極です。誰だれからも見捨てられ、そこで暮らす老人達たち自身が自分の命や人生を見限ってしまっている中、それでも彼らを助けたいと願った『当たり前』の隼はやぶさのスタンスを存分に楽しんでいただければと。

　……何気に内うち幕まくと外そと堀ぼりの馬鹿話は、書いていると頭の中を空っぽにできるので大好きだったりします。彼らのやり取りの中で八はち河かわ巴ともえが出てきますが、彼女がドギマギしているのは純粋な恋というよりは、内幕の背中を眺める事で父親の影かげを追っている感覚に近いです。うーん、そういう意味でも外堀が言っている通り『難なん儀ぎ』な感じですな。

　ちなみに黒幕の名前に使われている『山やま女め』。これ、元ネタは妖怪の種族です。山姥やまんばの美人バージョンなのですが、良い事も悪い事もする山姥と違って、ほぼ一〇〇％人間を襲おそって殺す種族なのだとか。




　三章について。

　普段、寡か黙もくであれば寡黙であるほど、その人物の内面はロマンチストである。……まあ、キャラ作りの基本ではありますね。募金箱に紙し幣へいの束を突っ込んだり、レストランで全然関係ない一家を助けたり、と『大暴走の傍らで、事件の本筋と関係ない人達をちょいちょい助ける』のもまた基本中の基本です。

　今回は全面に病びよう魔まの使し役えき者しやを押し出し、彼の超絶バトルで楽しんでもらう構成です。鎌かま池ち和かず馬まらしい話、と聞いて皆様が思い浮かべるものに最も近いかもしれませんね。故に、これを見ていただければ、菱ひし神がみ舞まいが『うわー決定的に相性悪いわー』と語っていたのが良く分かるのではないかと。なだめすかし、上げて落とし、裏切らせたり疑心暗鬼に陥らせたりする事で『戦う前に戦力を削そぐ』戦術を好む舞にとって、何をやってもコンディションを変えず一直線に追い駆けてくるサムライキャラはとことん調子が狂う訳ですね。

　……逆に、一巻ではこいつが百鬼夜行の長に牙を剥むき、民間人であるホテルの従業員すら皆殺しにしている訳で。その背景がどれだけ切羽詰まっていたのかを想像していただくのも、楽しみの一つかもしれませんね。

　また、影かげの主役は大おお百足むかで。こいつもこいつでロマンチストな仕上がりになりました。友人のために命を賭かけて戦うキャラは何人も世に送り出してきましたが、『そのためなら内臓喰くわれても良い』は流石さすがに新機軸過ぎたかも？

　青あお行灯あんどんについては、実は本当に最初の最初は『鬼娘なら二本角だろう。だって可か愛わいいし』と思っていたのですが、諸もろ々もろの事情で一本に。でも蘭らん園ぞの幸さちを誑たぶらかした『催眠の燐りん光こう』を考えると、やっぱり象徴は一本しかないよな、と今になって思います。

　ちなみに裁さい木き和かず、涼しい顔して四巻登場時よりかなりアグレッシブになっていますが、これもまた、三章の蘭園幸の様子を見ていただければ何が原因なのかはお分かりのはず。彼を勧誘した時もまた、一見して優しい素振りで、実はその心を抉えぐり取るような台詞せりふの応酬ですしね。




　四章について。

　内うち幕まく隼はやぶさ、東京大脱走の巻。……実際に、テレビやネットをジャックして犯人を挑発する、なんてやらかしたら罪に問う問われる関係なしに懲ちよう戒かい喰くらいそうですが（日本では囮おとり捜査がダメなのと一緒で、犯人に罪を犯すよう誘導する行動はアウト）、そこはフィクションという事で！

　サイバーレインはタロットガールズ22とは異なるアプローチで生み出したアイドルです。ネット、動画サイト、ＰＶ、ダウンロード配信……正直に白状すると『テレビ業界全体を圧迫しつつある新たなムーブメント』にはそれほど詳しくないのですが、だからこそ、なんかすごいんだろうなーという憧あこがれみたいなものだけがむくむく膨ふくらんでいて、その得体のしれないものをどばーっと注ぎ込んだ形になっています。

　ですが、何気に重要なのは内幕本人ではなく、それをテレビ越しにのほほんと眺めている忍しのぶ達たち。『だってテレビの中の事じゃん、叔父さん頑張ってー』と緊きん張ちよう感かんなく日々を過ごしていた彼らが、最後の最後でどんな目に遭ったかは……まあ、みなまで解説する必要はないでしょう。

　あと、妻つま田だ澪みおが書いている内に当初の予定を外れてどんどん暴れ出したのが自分的な驚おどろきポイントだったりします。しまいにゃ隼の頭撫なでてるし。出てきたページは少なくても、自分的にはサイバーレイン喰くっちゃったなあ、と。……ああ、こいつレギュラーで出したい……。




　次回はいよいよ百鬼夜行『五本指』と、青あお行灯あんどん、大だい悪あく魔まツェリカ、術者・裁さい木き和かずらの真正面の『戦争』が始まります。蘭らん園ぞの幸さちや猫びよう鬼きの使し役えき者しやといった因いん縁ねんも絡んでいきます。菱ひし神がみ姉妹は、内幕隼は、意外と裁木絡みで因縁のある外そと堀ぼりはどうするどうなる？　そして、そうした大人達の都合に巻き込まれて崩れゆく小さな世界で、陣じん内ない忍という一人の少年は何を守って、何を選択して、そして何ができるのか。期待していただけると嬉うれしいです。







　イラストの真ま早はやさん、担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。一匹でも面倒臭いムカデの群れ、『五本指』大集結、大悪魔ツェリカ本格参戦と、もう色々大変だったと思います。投げずにお付き合いいただいて本当にありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。今回は物理的なバトルもそうですが、精神的なせめぎ合いも強く出た巻だったと思います。いかがでしたでしょうか。何気にこのシリーズも登場人物が多く利害や感情の線が複雑になってきましたが、のんびりお付き合いいただけると嬉しいです。




　それでは、今回はこの辺りで。




　一番イケメンなのって大おお百足むかでだと思うんですよ


鎌かま池ち和かず馬ま
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鎌かま池ち和かず馬ま

明確なつづく！　というのも意外と珍しいような？　何となく真っ直ぐな道というより上りの階段をイメージしてしまいます。これはこれで、いつもと違ったプレッシャーがあるものですな。
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イラスト／真ま早はや

一流原型師こと病魔さんに等身大祝様フィギュアを作ってもらえるなら今回の原稿料を全てつぎ込むに吝かでないです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「鎌池和馬先生」係
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本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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